
        
            
                
            
        

    





























本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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巻ノ一　惟これ任とう謀む叛ほん









【下しも京ぎよう・二に条じよう御ご新しん造ぞう】




　京きように、夜明けの時が来た──しかし、「本ほん能のう寺じの変」はなおも終わってはいない。

　織お田だ信のぶ奈なが立て籠こもる本能寺は全焼したが、信奈の死体は発見することができず、なによりも二条御新造に籠もる征せい夷い大たい将しよう軍ぐん・今いま川がわ義よし元もとの首を反乱軍たる惟任軍はいまだ討うち取っていない。二条御新造が小ぶりながらも本格的な城じよう塞さいの防ぼう御ぎよ力を誇ほこっていたこと、信奈がわずかな小こ姓しよう衆しか連れていなかった本能寺と異なってある程度の人数が入っていたことも理由であるが、なによりも──剣けん豪ごう将軍・足あし利かが義よし輝てると、武家関白・近この衛え前さき久ひさ、さらには前久の息子むすこである近衛信のぶ尹ただが近衛屋や敷しきを自焼させ、二条御新造の守備隊に合流して徹てつ底てい抗こう戦せんを続けていることが大きかった。

「敵は本能寺にあり」と「主しゆう殺し」に駆かり出された惟任軍の足軽たちといえども、時の関白・近衛前久を討つことには多少なりとも躊躇ためらいがあったのだ。すでに「天下人」織田信奈を討ち果たしたとはいえ、やまと御ご所しよから「朝敵」の烙らく印いんを押おされてしまっては、明あけ智ち光みつ秀ひでとその徒党は日ひノ本もとに居場所を失う。

　その上、わずかな供回りとともに二条御新造に乗り込んだ近衛親子と足利義輝は、二条御新造の門を死守し、剣けん鬼きとしか形容しようのない活かつ躍やくを続けていた。彼らは、もう何なん刻どき戦い続けているかわからない。

　不可解なことに、いまだ、織田信奈の「首」が本能寺跡あとから見つからない──この一事が、惟任軍にとっては言い知れぬ不安要素であり、孤こ立りつ無む援えんの籠ろう城じよう戦を続ける近衛親子と足利義輝にとっては「最後の希望」だった。時間が経たてば経つほど、惟任軍の足軽たちは「もしや織田信奈さまは生きておられるのでは」という「不安」に駆られる。

　そんなはずはない、と信じたくとも、これまで織田信奈は何度も死地を奇き跡せき的に搔かい潜くぐって生せい還かんを果たしてきた。桶おけ狭間はざまの合戦。金かねヶが崎さきの退のき陣じん。天てん王のう寺じでの大敗北。木き津づ川がわ口ぐちでの毛もう利り水軍との海戦。そして関せきヶが原はらの決戦──あるいは今回もまた、と彼らは疑心暗鬼になりつつある。それはあるいは、「織田信奈さまに、生きていてほしい」という希望だったのかもしれない。

　なぜ彼らの主君である明智光秀が突とつ発ぱつ的に謀叛に踏ふみ切ったのか、彼らはいまだに理解できないままなのだ。たとえこの京で織田信奈と相良さがら良よし晴はる、相良義よし陽ひ、将軍今川義元、そして関白近衛親子を討ち果たしたところで、それだけではこの下げ克こく上じようは──「クーデター」は成功し得ない。するはずがない。

　京は地形的に長期防衛に適していない。織田家譜ふ代だいの柴しば田た勝かつ家いえ、丹に羽わ長なが秀ひで、滝たき川がわ一かず益ますは言うに及およばず、上うえ杉すぎ謙けん信しん、武たけ田だ信しん玄げん、北ほう条じよう氏うじ康やす、徳とく川がわ家いえ康やす、毛利家、大おお友とも家、島しま津づ家ら信奈に恭きよう順じゆんした姫ひめ大名たちは、信奈が横死したと知れば本国から上じよう洛らく軍を興おこして京へ殺さつ到とうし、「謀叛人」明智光秀を討とうとするだろう。近きん畿き管かん領れい・明智光秀の管かん轄かつ下には、丹たん後ごの細ほそ川かわ藤ふじ孝たかと、大和やまとの筒つつ井い順じゆん慶けいくらいしかいない。摂せつ津つの池いけ田だ恒つね興おきや高たか山やま右う近こんたちは決して光秀に加担しない。恒興は信奈の乳ち姉し妹まいなのである。右近は熱ねつ烈れつなキリシタン大名なので、キリシタンを保護してきた信奈への忠節を貫つらぬくはずだ。

　反明智派＝織田派との戦いに勝ち抜ぬくためには、京を支配しているだけでは不足だ。急いで京でのクーデターを片付け、織田信奈の本ほん拠きよ・安あ土づち城を含ふくむ近江おうみ全域を占せん領りようしなければならない。

　それなのに、本能寺での「探たん索さく」を切り上げて二条御新造攻ぜめに合流した主あるじ・明智光秀の動きが、鈍にぶい。まず、織田信奈の首を発見することなく兵のほとんどを二条御新造攻めに移したことが、不可解だった。夜も明けた。今は、なにがなんでも織田信奈の首を見つけるべきなのだ。一刻も早く「織田信奈生存説」の芽を摘つまなければならない。それなのに、二条御新造の今川義元攻めにこだわるとは、明智光秀とは思えない場当たり的な采さい配はいぶりではないか。

「二条御新造には相良義陽が逃にげ込んでいる。これを征夷大将軍の今川義元ともども討つことでこたびの下克上は完成する」

　という「説明」は足軽たちまで伝わっているが、織田信奈の夫・相良良晴が倒たおれた以上、すでに相良義陽にはなにほどの権力も残っていないはずである。織田信奈亡なき今、織田家の相続権は信奈の実弟・津つ田だ信のぶ澄すみに移っているはずである──。

「案ずることはない。摂津へ向かっている津田信澄はまもなく織田有う楽らく斎さいともども『首』になる。故ゆえに、織田政権の相続者として残された最後の一人は、相良義陽なのだ」

　明智光秀から伝わってくるその「理り屈くつ」も、足軽たちには理解しがたいものだった。あるいは明智光秀は、自分たちには理解できない規模の壮そう大だいな「罠わな」を織田方に仕し掛かけているのかもしれない。もし、そうでないならば──明智光秀は、われらが愛すべき姫君は、やはり──相良良晴を織田信奈さまに奪うばわれたことに懊おう悩のうし、乱心したのではないか？　発ほつ作さ的に「本能寺の変」を起こしたのではないか？　この先、いかなる展望も持っていないのではないか？　これは、失しつ恋れんに絶望した姫さまが起こした、織田信奈さま、そして相良良晴との「無理心中」なのではないか？

　光秀の愛すべき人となりを知っており、いまだこの「下克上」に光秀が踏み切った理由が理解できない彼らは、二条御新造に立て籠もる足利義輝らとの戦いを続行しながらも、底知れぬ闇やみへと堕おちていく恐きよう怖ふと絶望に震ふるえていた。

　やまと御所より「朝敵織田信奈を討ち、王政を復古せよ」との「密みつ勅ちよく」が下っていることを知らされている重臣は、ごくごく一部なのである。もとより公おおやけにできるものではない。

　さらに、宿老である斎さい藤とう利とし三みつが姿を消していることも、惟任軍の将兵を当とう惑わくさせる要因となっていた。

　故に、惟任軍の二条御新造攻めは、手間取っている。

　とはいえ、あと一刻以内に「片が付く」ことは、間ま違ちがいがなかった。どれほど剣豪将軍と武家関白とが暴勇を振ふるっても、しょせんは多勢に無勢である。しかも、二条御新造の籠城勢は、孤軍。京からすでに遠く離はなれた諸将が、大混乱する将兵たちを立て直して京に舞まい戻もどってきた時にはもう、すべては終わっているはずであった。昨日まで京に滞たい在ざいし、任地へと向かっている諸将は、わずかな手勢しか率いていない。京の周囲には「大軍」が存在しないのだ。




「まあまあ。近衛さん。義輝さん。皆みなさん、征夷大将軍のわ・ら・わのためにこれほど尽つくしてくださるとは、まことに天あつ晴ぱれな忠義ですこと。おーほほほほ！　すっかり傷だらけになってしまわれましたわねえ。敵方も小休止しておられるご様子。粗そ茶ちやですわ」

　すでに二条御新造が半はん壊かいしているというのに、今川義元は相も変わらず陽気だった。

　自じ慢まんの十じゆう二に単ひとえも煤すすだらけになってしまっているが、肩かたで息をつきながら門の前に屹きつ立りつしている足利義輝たちに、手ずから茶と和わ菓が子しを配り歩いている。

「別におぬしのために戦っているわけではない！　織田信奈の首が見つかるまでは、われらは決して諦あきらめぬ。それだけだ。おぬしも、織田信奈生存に賭かけて敢あえて二条御新造に居残っているのであろう？」

「相良義陽の安否も気がかりでおじゃる。二条御新造に逃げ込んできてはおらぬのか？」

「ええ。ええ。来ていませんわよ？　わらわは勘かんが鋭するどいのですわ。義陽どのは生きておられますわ。義陽どのこそ、こたびの『本能寺の変』における『鍵かぎ』ではないかと、わらわは、なんとなくそう思いますの。どうか、もうしばらく持ちこたえてくださいまし。わらわも蹴け鞠まりを用いて戦いますことよ？」

「だーっ！　おめーは奥おく座ざ敷しきにすっこんでろ！　将軍ってのは総大将だぞ！　狙ねらい撃うちされるだろーが！」

　足利義輝。近衛前久。近衛信尹。彼らの郎ろう党とうたち。

　みな、全身に傷を負って息を荒あららげていた。

　惟任軍の足軽たちの腰こしが引けている理由は、この「謀叛」の理由が判然としないこともあるが、この三人が門の内側に乗り込もうとする兵士を阿あ修しゆ羅らと化して斬きって斬って斬り続けていることが大きかった。先の将軍と関白が揃そろって古今の名刀を手に「余こそは日ノ本と大だい明みんで武を極きわめた剣豪将軍也なり！　われを斬れる者があるかあ！」「控ひかえよ！　藤ふじ原わら氏しの氏うじの長ちよう者じや、関白をなんとこころえておる！」と命を捨てて決死の斬り込みを続けてくる以上、足軽たちは彼らの「威い」に打たれざるを得ない。それも、一度や二度ではない。もう、五度、いや、十度は斬り込んできた。

　狭きよう所しよにおける斬り込みによる白兵戦となれば、足軽はこの三人に敵かなうはずもない。鉄てつ砲ぽうで狙そ撃げきする他ほかはないが、鉄砲隊が狙おうとすると義輝たちは屋敷から引き剝はがした畳たたみを突つき立てて防ぼう弾だん壁へきとして用いてくる。いちど三み好よし三人衆に襲しゆう撃げきされた経験を持つ義輝は、籠城戦における対鉄砲対策も万ばん全ぜんであった。さらに、高所からの狙撃も不可能になっていた。義輝たちはすでに、隣りん接せつする近衛邸ていを自焼させている。これにより、二条御新造を高所から攻めることは不可能になっており、少数の籠城勢が持ちこたえることが可能となった。

　もっとも──二条御新造の陥かん落らくはもう目前である。今、惟任軍はなぜか猛もう攻こう撃げきの手を止めて小休止しているが、包ほう囲い網もうは解いておらず、いずれ「最後の総攻撃」を仕掛けてくることは間違いない。

「藤孝め。奴やつが明智光秀になんらかの術なり策なりを施ほどこして惟任軍を操っていることは明らかだ。余に『変』の勃ぼつ発ぱつを知らせた者も、どうやら藤孝から命じられて余のもとに来た節がある。だが、なぜだ……いくら『古こ今きん伝でん授じゆ』の件で九く条じよう派の公く家げどもに詰つめられて行き場を失ったのだとしても、なぜここまで徹てつ底てい的に……なぜ余に黙だまって決起した……余には理解できぬ。藤孝と直接殴なぐり合って本心を聞き出すしかなさそうだが、これでは生きて会えそうにないな」

「うむ。織田信奈と相良良晴、そしてわれらを消し去ったのち、惟任日向ひゆうがを征夷大将軍の座に据すえるつもりだろうが、しょせんは九条派公家衆の暴走にすぎぬ。関かん東とうに下向した俺が関東公方になれなかったのと同じに、武家たちは誰だれも承服せぬぞ。この謀叛には武威で武家たちを打ち倒すほどの『武力』も足りなければ、彼らを動かす大義名分のかけらもない。日ノ本は再び戦国乱世に逆ぎやく戻もどりしてしまう──ヨーロッパ諸国にどう申し開きするつもりなのだ」

「親父おやじ。やっぱり……藤孝と九条派の公家どもは、親父が昔騒さわいでいた『攘じよう夷い』ってやつをほんとうにやるつもりじゃあ……織田信奈ともども、無防備に堺さかいへ向かっているエリザベス女王たちヨーロッパの使節団の面々をことごとく討ち果たすつもりじゃねーか？」

「まあまあ、女王陛下たちを？　そんな真ま似ねをしたら、日ノ本は……おしまいですわね！　十字軍艦かん隊たいの主力は今、大おお坂さか湾わんに。たとえひとたび打ち払はらったところで、呂宋ルソンやマカオから続々と船団が来ますわよ？　仮にも一国の女王を騙だまし討ちということになれば、日ノ本はもはや国家ではなく、蛮ばん族ぞくの集団とみなされますわ。決して和わ睦ぼくなどできませんことよ!?」

　イングランド。フランス。神聖羅馬ローマ帝てい国こく。バチカン。ネーデルラント。そしてこの世界の半分を支配しているイスパニア＝ポルトガル同君王国。カトリックもプロテスタントもすべて敵に回すなど、亡国への道でしかない。いくら日ノ本の武家が世界最強の陸軍を有するとしても、「即そく時じ攘夷」など不可能。そもそも種たね子が島しまに用いる「硝しよう石せき」はその大部分を輸入に頼たよっている。交易の道が閉ざされれば、種子島は役に立たなくなる。日本刀と槍やりと弓で「復ふく讐しゆう」に燃える十字軍の火力に太た刀ち打うちできるはずもなく、しかも十字軍の戦力と戦意は十倍増となる！

　今回の「黄おう金ごん十じゆう字じ軍ぐん」は、いわば「物見遊ゆ山さんの旅」だった。イングランドは最初から日ノ本との交易が目的だったし、フェリペ二世の命を受けて石いわ見み銀ぎん山ざんを狙っていたイスパニアの将兵たちも決して「本気」ではなかった。両者の間には「怨えん恨こん」がなかったからだ。だから、頼たのみの伊達だて政まさ宗むねが靡なびかないと知って、すぐに日ノ本攻略を断念した。

　だが、エリザベス女王が異国で暗殺されたとなればイングランドは復讐に立ち上がるし、愛まな妹いもうとのドン・フアンを殺されればイスパニア王フェリペ二世は血けつ涙るいを流しながら日ノ本の征せい服ふくに全力を注ぐだろう。教皇が派は遣けんしたヴァリニャーノが殺されれば、次に送られてくる「十字軍」はほんものの「聖戦」を開始することになる。

　戦国を代表する智ち将しよう・明智光秀は言うまでもなく、細川藤孝がそのような「未来」を読めぬ人間ではないことは明らかだった。藤孝は、明で南なん蛮ばん諸国の繁はん栄えいぶりを直接見聞しているのだ。

　足利義輝は、

（藤孝め。まさか織田信奈もろとも日ノ本を滅ほろぼし去るつもりか。なぜこんな無む謀ぼうな真似に出た？）

　と再び弟に問いかけていた。この明け方、その細川藤孝がどこでなにをしているのか、二条御新造に籠こもって包囲されている彼らには知る由よしもない──。




【上かみ京ぎよう・今いま出で川がわ邸】




　時間を少しだけさかのぼる。




　固かた唾ずを吞のんでいた九条派の公家たち──二に条じよう昭あき実ざね、菊きく亭てい晴はる季すえたちは、夜を徹てつして奔ほん走そうを続けていた。クーデターは速すみやかに片付けねばならない。手間取れば、ほころびが出る。京に惟任追討軍が入ってくるまでの短い間に、クーデターによる新政権の体制を固めてしまわねばならないのだ。一刻の猶ゆう予よもない。

　本能寺跡あとから織田信奈の首が発見されるまで待っている時間は、なかった。

　御ご所しよに詰めている二条昭実と九条兼かね孝たかは、畏おそれ多くも、姫ひ巫み女この食事に「眠ねむり薬」を混ぜて、姫巫女を眠らせている。

　今、姫巫女が目覚めて「本能寺の変」勃発を知れば、鋭えい敏びんなお方であるため、すぐさま九条派が「変の首謀者」だと気づくかもしれない。もしも「偽ぎ勅ちよく」の件を勘づかれれば、計画のすべては崩ほう壊かいする。故に、一日だけ眠っていただく他はなかった。いくら細川藤孝の「策」とはいえ、あまりにも不敬かつ危険な所業ではあった。救いは、「暗殺」ではなく「藤ふじ林ばやし長なが門との秘薬により、一日だけ眠っていただきます、決して毒ではありません」と藤孝が保証したことだったが──「姫巫女暗殺」を指示されれば、さしもの九条派の公家たちも「姫巫女位簒さん奪だつ阻そ止しがわれらの目的なんや。それでは本ほん末まつ転てん倒とう、そないな不敬は決して許されん」と細川藤孝に異を唱え、両者は決けつ裂れつしていただろう。

　一方、密勅の偽造屋と化していた菊亭晴季は新たな「勅書」を偽造し、これを今出川邸に待機していた細川藤孝のもとへと自ら持参した。

「ふ、藤孝はん？　そ、その姿は？」

　菊亭晴季は、藤孝の姿を見て、衝しよう撃げきを受けていた。彼は、長い髪かみを切り落とし、僧そう形ぎようとなっていたのだ。僧形となっても藤孝は妖あやしく、美しい。まるで尼に僧そうだった。

「わたくしは織田信奈さまを弔とむらうために出家し、これより細川幽ゆう斎さいと名乗ります。世を捨てるのです」

「そ、そ、そんな阿あ呆ほうな話があるかいな！　お前がこの『本能寺の変』の筋書きを書いたんやないか!?　まさか、今になって怖おじ気づいたんか？」

「いえ。本能寺は焼き払いましたが、織田信奈さまの首はいまだ、発見されておりません。それもまた、『古今伝授』に予言されていたこと。すべては想定内。あのお方の首は、決して見つからないのです」

「み、見つからない？」

「ええ。ですから、こうしてわたくしは早々と出家して信奈さまの霊れいを弔うのです。『信奈さまは死んだ』という既き成せい事実を作るためですよ──案の定、惟任軍は二条御新造攻ぜめに手間取っております。影かげ武む者しや・明智光秀が総大将で、斎藤利三も不在となれば、仕方ありません」

「藤孝はん。それはお前の兄、足利義輝が二条御新造に加勢したからやないか！　それなのにお前は、このままなにもせん、傍ぼう観かんする、ちゅうのか？」

「いえ。わたくしの最後の仕事を終えてしまいます。まず影武者・明智光秀の手に渡わたった例の『密勅』を焼き捨てねばなりません。同時に、惟任軍に『勅使の到とう着ちやくを待て』と影武者に指示して参ります。菊亭さまが偽造された第二の『勅書』を明智光秀に渡す勅使役は、わが従兄妹いとこの吉よし田だ兼かね見みに命じてください。彼女は十じゆう兵べ衛えの親友です。しかし純じゆん朴ぼくな性格ですから、入れ替かわりには気づきません。故ゆえに、明智光秀が影武者であることを余人に疑わせぬために、二人を公の場で会わせます」

　菊亭晴季は、先に二条御新造を焼き払うべきではないか、と危き惧ぐした。それでは早々に今川義元を討うてないではないか。クーデターを完成させるには、征せい夷い大たい将しよう軍ぐんの首が必要なはずだ。

「急ぎ公家衆のどなたかを、吉田神社へ。ちなみに吉田兼見は、習慣で日記を付けております。『本能寺の変』前後の日記は隠かくさせて、書き直させておかねばまずいでしょう。変の『成功』が確定するまで、後世に、朝ちよう廷ていがこの変に関かん与よしたいっさいの証しよう拠こも残してはなりません。ただし、日記そのものは、今後も書かせ続けるのです。それで、彼女の日記が持つ資料としての信しん憑ぴよう性せいと価値が高まりますから」

「……成功、か……織田信奈と相良良晴を消し去り、近衛前久に罪を被かぶせるだけでは……まだ足りんか……せやな。まだ、織田信奈の実弟が……津田信澄が生きておる……あれが惟任追討軍の総大将となり、京へ攻め込んでくれば……」

「以前も申しましたが、津田信澄は堺へ到着する前に消えます。それが彼の『運命』。しかし、それでようやく惟任軍と各地に散った織田軍とは五分と五分。まだ柴田勝家も滝川一益もおります。勝負は、これからですよ──ではわたくしは、二条御新造へ参ります」

　津田信澄は、明智光秀に内通していると疑われて丹羽長秀たちに討たれる。それが「古今伝授」が予言した「未来」。しかし、と菊亭は震ふるえた。津田信澄一行には、ヨーロッパ使節団が……エリザベス女王たちが同行している！　女王の身になにかあれば、日ノ本はこんどこそ全ヨーロッパをほんとうに敵に回してしまう！　あの強きよう烈れつな統率力と世界を見み渡わたせる戦略眼を兼かね備えた英えい雄ゆう・織田信奈がいればこそ、日ノ本は黄金十字軍と互ご角かくに戦い、講和できたのだ！　織田信奈不在となり混こん沌とんに陥おちいった日ノ本が、復讐の念に燃える第二次十字軍から国を護まもれるかどうか。

「長秀に侍はべる将兵たちが暴走して、信澄ともども女王を殺してしまわんか？　十字軍との和睦という腰こし砕くだけの結末に憤ふん慨がいしていた連中も、織田信奈という箍たがが外れた今より、『攘夷志士』として各地で続々と決起するやろう。そないなったら、大事やで」

「おや。そもそも攘夷をお望みなのでしょう、公家衆の皆みなさんは？　攘夷なくして姫巫女位の存続もないのでは？　困りますね、今さらそのように迷われては」

「い、いや。そら、可能ならば即時攘夷したいところやけどな。織田信奈による姫巫女位簒奪阻止こそが目下の目的やがな！　イングランドの女王まで殺すつもりはあらへん！　どないかせえ、藤孝はん！」

「そう言われましても。織田信奈を排はい除じよすると決めた瞬しゆん間かんから、この国は『鎖さ国こく』する『運命』へと向かうことに定まったのですよ。彼女以外に、全世界を相手に外交と貿易を繰くり広げ、必要とあらば一戦に及および勝ちを収め、かつ戦後処理において誤らぬ判断力を持つ人間は、この時代の日ノ本にはおりませんからね。今後も出てこないでしょう──即時攘夷を望まぬというのならば、『古今伝授』に予言されていた通り、世界から目を背そむけて鎖国するしかありません。他でもない、あなた方が選せん択たくしたのです」

　そ、それでは、鎖国して世界から取り残される日ノ本はその後どないなるんや……と菊亭晴季は青ざめながら問いかけていた。

　だが、細川藤孝改め細川幽斎は、「さて。『古今伝授』にはそこまでは書かれておりません。その先の未来は、相良良晴にお聞きください。彼がなぜ、あれほどまでに織田信奈の『運命』を覆くつがえそうと戦い続けたのかを──ああ。彼も、殺してしまったんでしたね」と涼すずしげに微び笑しようするばかりであった。

　菊亭晴季が、

（こやつ、御所主導で即時攘夷を決行すれば日ノ本は滅ぶ、とわれらを恫どう喝かつするんか。読めた！　細川はわれら九条派公く家げ衆を利用しよったが、本気で王政復古を実現するつもりはないんや！　もしや、織田信奈に代わる天下人候補に惟任軍を討たせて、武家による支配体制を維い持じさせるつもりやないのか？　そうでなければなぜ今、勅使を立てて時間を浪ろう費ひする？　なぜ出家して世を捨てる？　なぜ惟任軍の動きをここで止める？）

　と、細川幽斎が九条派公家衆の目的とはまったく相あい容いれないなにごとかを目もく論ろんでいることを察知したのは、この時だった。

　九条派公家衆は、武家からまつりごとの実権を奪だつ回かいして御所が日ノ本の俗ぞつ界かいを支配する体制を──「建武の新政」の再現を夢想していた。「傀かい儡らい」である影武者・明智光秀に将軍位を贈おくるということは、御所の公家衆が天下支配の実権を掌しよう握あくするということなのだ。その時こそ公武合体が果たされ、王政復古が実現する。

　だが、細川幽斎は公家衆を踏ふみ台として、新たな武家の頭領を、「第二の足利尊たか氏うじ」を生みだそうとしているのではないか？　兄である剣けん豪ごう将軍・足利義輝を足止めしなかったことも、疑わしい。あの剣けん鬼きさえ加勢しなければ、二条御新造はすでに陥かん落らくしていたはずではないか。それを、惟任軍に勅使を送ってさらに引き延ばそうとは！

（公家のような顔をしとっても、やはり武家は武家やな。同どう床しよう異い夢む、ちゅうやっちゃ。ならば、藤孝はんにはここで退場してもらわなあかん。どのみち、われらには制せい御ぎよできん化け物のようなやっちゃ。出家して隠いん遁とんする姿勢を見せればそれで野心を誤ご魔ま化かせると考えとるんなら、それは甘いで藤孝はん）

　この瞬間から、細川藤孝改め幽斎にすら予測し得ぬ事態が起こることになる。

　いざ追い詰つめられれば、人変わりしたかの如ごとく掌てのひらを返し「情」などはなかったことにしてしまう。そのような公家衆というものの真まことのおぞましさを、細川幽斎ほどの策士が知らなかった。武家生まれ故に。

「承知した、藤孝はん。ならば第二の勅書は、お前やのうて、吉田兼見に渡すよってな。時間が惜おしい。麻ま呂ろはこのまま自ら吉田神社へ向かうことにするわ」

　内心、菊亭晴季は即そつ決けつしていた。偽勅の内容を、細川幽斎に無断で書き換かえることを。そして、御所にとって唯ゆい一いつの武力である「惟任軍」の指揮権を公家衆の手に奪うばい取ることを。もしも細川幽斎が制御不能となった時のために、すでに「手」は打ってある。

　菊亭晴季は、陰いん謀ぼうを練る能力にかけては細川幽斎にも匹ひつ敵てきする政治的怪かい物ぶつであったのだ。




【西さい国ごく街かい道どう・山やま崎さき】




「本能寺の変」が勃ぼつ発ぱつしたその日の深夜。

　津田信澄。土つち田だ御ご前ぜん。織田有楽斎。お市いち。帰き蝶ちよう。

　織田家の面々は、京を出立して西国街道を進み、天てん王のう山ざんと淀よど川の狭間はざまに位置する商業都市・山崎で丹羽長秀・徳川家康たちに追いつき、急ぎ小こ早ばや川かわ隆たか景かげたち西国外と様ざま衆が率いるヨーロッパ使節団に合流を果たした。すでに日も暮れている。丹羽長秀、小早川隆景たちは山崎に全員で宿しゆく泊はくすべく、宿の割り振ふりに奔走していた。

　これが、難航していた。

　ヨーロッパ使節団が行く先々で「世界大奥設立のために十字軍と外様組が結けつ託たくして堺で織田家に反旗を翻ひるがえす」という噂うわさが流れ、この噂が引き金となって「攘じよう夷い」を唱える不ふ逞てい浪ろう士したちの襲しゆう撃げき騒そう動どうなども発生し、使節団は大混乱していたのだった。

　もしもエリザベス女王の身になにかあれば、十字軍との講和は破れる。日ノ本は大混乱に陥ること必定である。

　この混乱を収しゆう拾しゆうするために丹羽長秀と徳川家康が京を出立し、さらには織田一門衆の面々も加わって、急ぎヨーロッパ使節団に合流したわけである。

　まだエリザベス女王が宿泊する宿が決まらない。どうにか街道を急行して追いついた津田信澄と土田御前の二人は、エリザベス女王の「馬車」へと乗り込み、女王を直接護っていた。二人はなんといっても織田宗そう家けである。織田信奈の実弟と、実母だ。「攘夷」を叫さけぶ不逞浪士といえども、天下人の一族は襲撃できない。信澄と土田御前は、京で良晴との初夜と御ご所しよ参さん内だいを果たさねばならない信奈の代理として、進んで女王の「盾たて」役を買ってでたわけである。これで、女王は無事に堺へと到達できることが確定したはずだった。二人の好意を喜んだ女王は、「艦かん隊たいを率いて日ノ本を攻めた私たちが警けい戒かいされ怯おびえられるのも自じ業ごう自得ですのに。お心こころ尽づくし、ほんとうに感謝するわ」と二人とともに馬車内で茶を喫きつして夜を過ごしていた、のだが──。

　いっこうに宿割りが定まらぬまま、夜明け前に、事態が暗転した。

　京からの早馬が、女王と信澄、土田御前の三人が乗り込んでいた馬車へと、悲報を伝えたのである。

「本能寺の変」、勃発。

　京を警備していた惟任日向が突とつ如じよとして謀む叛ほん。わずかな小こ姓しよう衆とともに本能寺に宿泊していた織田信奈と相良良晴は本能寺にて討たれ、同じく相しよう国こく寺じに宿泊していた相良義陽は消息不明。今川義元も二条御新造に籠ろう城じようしているが、まもなく落城して自じ刃じんするであろう、京の町はすでに惟任軍が完全制圧している、という悪夢のような報告であった。

　馬車内でこの報告を聞いたエリザベス女王は、言葉を失って手にしていた茶器を落としていた。ジパングとイングランドとの国交を樹立し、無二の親友とも言うべき織田信奈と巡めぐり会えたと喜んでいた女王にとって、これはまさしく青天の霹へき靂れきだった。そして、信じがたい悪夢だった。これほどの凶きよう報ほうは、イングランドの女王に即そく位いして以来、経験したことがない。

「……コレトウヒュウガとは……明智光秀のこと、でしょう？　彼女が、織田信奈を裏切るだなんて。想おもい人の相良良晴まで、殺すだなんて。そんなことが、現実に起こるはずが……!?」

「そ、そうだよ。そんなことが起こるはずがない！　ななななにかの、ままま間ま違ちがいだよ！　その情報もまた、ヨーロッパ使節団の上じよう洛らくに戸と惑まどっている人たちが噂している虚きよ報ほうだよっ！　現実であるはずがない！　姉上とサルくんが本能寺で討たれるだなんて、そんな……間違いだよね。そうだよね。そうだと言ってくれ、使者くん！」

　信澄は、ほとんど失神しそうになっていた。虚報だ。ヨーロッパ使節団を堺へ到達させまいとする何者かが、虚報を流しているんだ。姉上とサルくんは、今夜、やっと本能寺で夫婦めおととして結ばれたんだ。それなのに、寝しん所じよをあの十兵衛に襲おそわれて殺されただなんて、そんな馬ば鹿かなことが……そんな残ざん酷こくなことが、起こるはずがない……！

　なによりも、自分がその場に居合わせなかったこと、二人を救いに駆かけつけられなかったことが、許しがたい。お市と巡り会って以後の信澄の幸福な生しよう涯がいは、すべて、謀叛を繰り返した自分を誅ちゆう殺さつせずに許してくれた信奈と、信奈を説得して「弟殺し」を止めてくれた良晴、この二人から与あたえられたものではないか。それなのに……！

「……いえ……残念ながら、事実です……！　本能寺はすでに、灰かい燼じんに……二条御新造の陥落も時間の問題です……深夜に忽こつ然ぜんと決行された惟任日向の造反劇は周しゆう到とうかつ徹てつ底ていしたもので、狙ねらわれた面々は誰だれ一人逃にげられず……とりわけ、本能寺は完かん璧ぺきなまでに焼き尽くされ……織田信奈さまの首が見つからないのも、おそらく、激しい業火に焼かれたため、髪かみの毛一本すら地上に残らなかったのだと……骨となり、砕くだけ散ったのだと……思われ、ます……」

　この凶報に、この現実に信澄が耐たえられたのは、土田御前の肩かたを支え、「母上」と語りかけねばならなかったからだった。

　土田御前は、言葉を発することもできず、狂きよう乱らんした。髪を振り乱して、泣き叫んだ。

　あの北きた野のでの茶会が。あの母娘おやこの抱ほう擁ようが。よもや、娘むすめとの最後の茶会に、なってしまったとは。

　長年対立してきた母と和解したその日の夜に、信奈は、死んだ。

　婿むこどのと、ともに。

　子を、生なすこともなく。

　青春のすべてを、乱世の終結に。「天下布武」に捧ささげて、そして、その完成を目前に、ようやく一人の女性として幸福を摑つかむことができる門かど出でとなる夜に、すべてを奪われた。

　文字通り、すべてを。

　娘と、婿どの。信奈と良晴の無念を思うと、土田御前はもう、正気を保ってはいられなかった。

　なぜこんなことに？　自分がもっとあの子を愛してあげられたら。違う未来があったのではないか。あの子がああいう尖とがった性格に育ったのは、すべて、わたくしが吉きちを遠ざけてきたため……吉が姫ひめ武将になることを認めようとしなかったため……どれほど悔くいても、悔い足りない。

「理由を！　理由を言ってくれ！　どうして、十兵衛が。なぜ光秀が姉上とサルくんを？　なぜなんだあああっ？　ぼくにはぜんぜん理解できないよっ！」

「……誰にも……わかりません……相良どのと姫さまが初夜を迎むかえることに耐えきれず、京に自らの兵しかいないという状じよう況きように気づき、魔まが差した、としか……朝ちよう廷ていからの命令だったとの噂も……しかし、なにも証しよう拠こはなく……」

　信澄もまた、狂乱しそうだった。土田御前を護るために、かろうじて耐えている。しかし、もう、涙なみだと鼻水とで顔はぐしゃぐしゃになっていて、これ以上言葉を発せられない。もう、悲鳴のような叫びしか、吐はき出せない。

　自らの母を父に殺されたという凄せい惨さんな過去を持つエリザベス女王も、（これで世界の運命は暗転した）と絶望し、二人に対してかける言葉を見つけられないでいた。

　信奈と良晴を、悼いたむあまり──。

　彼らは、自分自身に危険が迫せまっていることすら、忘れていた。

　ヨーロッパ使節団に同行していた武士たちが、決起したのである。

　エリザベス女王たち三人が乗っている馬車へと、日本刀を抜ぬいた「刺し客かく」たちが、いっせいに押し寄せてきたのである。

　その主な面々は、織田家譜ふ代だい、丹羽長秀の家臣たちであった。

　彼らは、長秀から女王たちの護衛を命じられていた。そのため、宿割りに奔ほん走そうしていた主あるじの丹羽長秀よりも早く急報を知ってしまったのだ。この時点で長秀はまだ不運にも京で起きた異変を知らない。

「……よくも。よくも姫さまを……これは十字軍の陰謀だな！　天てん誅ちゆう……！」

「津田信澄！　そして、土田御前！　姫さまが暗殺されると知って、京から慌あわてて逃のがれたのだな！　お前たちは、姫さまが織田家の家か督とくを相続したことをなおも認めず、この機を窺うかがっていたのだな……！　殺してやる……！」

「姫さまに命を救われていながら、忘ぼう恩おんの賊ぞくめ！　よくも……！　絶対に、生かしておかぬ！」

「それほどに、わが娘が憎にくいか……！　御前は、もはや織田の人間でも主家でもない！」

「津田信澄には織田家も天下も継つがせぬ……！　お前たちを殺して、われらも切腹する！」

「これは主家殺し！　われら全員、ここで姫さまの仇あだを討うって信奈さまに殉じゆんじる……！」

「家康だ！　家康も怪あやしい！　あの狸たぬきは、関ヶ原での恨うらみを忘れていなかったのだ！」

「そうだ！　家康が腹が痛いだの天ぷらがどうだのと騒さわがなければ、われらの姫は……長秀さまは京から離はなれていなかった！　京で姫さまを、信奈さまをお守りしていたはずだっ！」

「こたびの謀叛劇は、本ほん多だ正まさ信のぶが明智光秀と結託して仕組んだに違いない！」

「家康と正信も捜さがしだして、斬きれっ！」

　京を離れたエリザベス女王が西国外様衆と結託して信奈に謀叛するという噂は、すでに流れていた。

　その噂を消すために急きゆう遽きよ駆けつけてきたのが、譜代の丹羽長秀と徳川家康、そして津田信澄と土田御前たち織田家の一門衆であったはずだ。

　だが、事態は最悪の結果となった──予定を変へん更こうしていきなり京から脱だつ出しゆつし、エリザベス女王の馬車に乗り込んだ信澄と土田御前の行動は、「本能寺の変」という「結果」から逆算すれば、あまりにも「怪しかった」。

　すべては「偶ぐう然ぜん」である。「津田信澄が『本能寺の変』に加担したと疑われて味方に殺される『運命』」がかかる偶然を招き寄せたのだが、突如として主君の織田信奈と相良良晴を失った家臣たちにとっては、すべては「必然」にしか見えなかった。

　まして、信奈の「姉」とも言うべき存在である丹羽長秀に長年仕えてきた家臣たちの、信奈へ寄せる忠誠心と敬愛の深さは、長秀譲ゆずりの激しいものであった。しかし温おん厚こうな長秀に事態を報告すれば、この天誅は止められる。故ゆえに、無断で決起した。

　彼らは怒いかりと絶望のあまり、完全に理性を失っている。

　もう、信澄がどんな申し開きをしても、彼らを激げき昂こうさせるだけである。

（ぼくはかつて姉上に何度も背そむいた。生かされていることが、そもそも間違いなのだ）

　信澄は、良晴によって覆くつがえされたはずの自分の「運命」がここに成じよう就じゆすることを、悟さとった。

　ただ、悔いは──母を巻き込んでしまったこと。そして、エリザベス女王までをも巻き込んでしまうことであった。まだ、死ねない。二人を無事に逃がすまでは。

（お市。どうか、子供たちと妹たちを連れて、逃げておくれ）

　信澄は、土田御前とエリザベス女王を逃がしきるまで、自ら刺客たちの前に「壁かべ」として立ちはだかり、そして死ぬ道を選んでいた。




【朽くつ木き谷だに】




　少人数で京を出立した譜代諸将が「本能寺の変」勃発の急報を知った時刻は、一様ではない。

　かつて「金ヶ崎の退き口」の際に良晴や信奈が用いた朽くつ木き街かい道どうを進んで叡えい山ざんを越こえ、領国の北ほく陸りく越えち前ぜんへと向かっていた柴田勝家がこの凶事を知らされたのは、朽木館に宿しゆく泊はくしていた時のことだった。そう。朽木信濃しなのに討たれる寸前だった信奈が松まつ永なが弾だん正じよう久ひさ秀ひでの暗あん躍やくによって間かん一いつ髪ぱつ救われた際、松永久秀が朽木信濃に「薬」を用いた、あの館である。すでに朽木信濃は薬の後こう遺い症しようも癒いえ、平常心に戻もどっていた。「関ヶ原」では「運命の強制力」に操られて寝ね返がえりかけた朽木信濃だったが、本来の彼は主しゆ家けへの義理も恩も捨てて小器用に立ち回れる男ではない。故に、「本能寺の変」の凶報を知った彼が、勝家たちの暗殺を企たくらむことはなかった。

　信奈と相良良晴の横死、明智光秀の謀叛。この凶報を知った柴田勝家は、しばし言葉を失い、そして床ゆかに突つっ伏ぷして身も世もなく泣きわめいた。なぜ。どうして。勝家にはまるで理解できなかった。なにもかもが、「悪夢」であったならば。だが、どういうわけだろう。これは夢ではない。「現実」である。それが、勝家には理り屈くつ抜ぬきでわかった──。

「……姫さま……姫さま……サル……！　こんな。こんなことって。どうして。いったい、なぜ？　なぜなんだよ……!?　姫さまの運命を変えるために未来から来てくれたんじゃなかったのか、サルっ……！　お前がついていながら、どうして？　どうしてなんだっ？　光秀！　いったいなんのつもりで？　なにが目的で？　あたしは馬鹿だから、なにも……わからない……ああ……なにも……ついに、姫さまに報むくいることが、できなかった……！」

　かつて尾お張わり織田家が信奈派と信澄（信のぶ勝かつ）派とで割れた時、信澄の家老を務めていた勝家は信澄派の面々に引きずられて心ならずも信奈に謀む叛ほんし、稲生いのうで合戦に及およんだことがあった。あの時は戦場で信奈に一いつ喝かつされて戦意を失い、勝家は戦線を離り脱だつ。信澄に信奈への降こう伏ふくを勧すすめる使者の役目を果たしたのだったが……。

　まさか。斎藤道どう三さんの「弟で子し」が。譜代中の譜代とも言える、出世頭がしらの明智光秀が。信奈が「自分に万一のことがあれば後事は十兵衛に託たくす」と自分の後こう継けい者しやとして指定していた光秀が。相良良晴への想いを断ち切れなかったのだろうか。これが「運命」だったのだろうか。譜代衆も一門衆も慌ただしく京を出立し、各地へ向かっていた。京は完全な「空白地帯」となっていた。明智光秀の軍勢のみが、京を守っていた。だが……だが……。

　織田信奈と同等の能力を持ち、信奈の「夢」を共有していたはずの光秀に限って、ありえない。信じられない。

「……明智光秀……！　なぜだあああああっ！　うわ、うわああああああっ！　姫さま……姫さまああああっ……！　討つ！　絶対に、明智光秀を討つっ！　理由なんてわからなくていい！　姫さまを討ったという事実だけで！　万ばん死しに値あたいする！　長年の戦友であろうとも──なんでだよっ？　本能寺で姫さまに一喝されても目を覚まさなかったのか、光秀!?」

　ただちに勝家は、別宿に分散して泊とまっていた前まえ田だ犬いぬ千ち代よ、佐さつ々さ成なり政まさら織田家北陸軍の諸将に涙ながらに手紙を書き、朽木館へ招集をかけた。さらに、越えち後ご・春日かすが山やま城で療りよう養ようしている上杉謙信にも、同じ手紙を書いた。

　明智光秀が本能寺で信奈と良晴を討ったあと、どのように動いているのか、勝家にはなにもわからない。織田一門衆を討ち果たすべく、摂津方面へ進出するのか。あるいは、安土城奪だつ取しゆを目指して近江へと進軍し、割かつ拠きよするのか。だが、どこまでも追つい撃げきして討つしかない！　たとえ敗れようとも！




『天下の様子、是ぜ非ひなき次し第だい、言語に絶するばかりに候そうろう』




　この、勝家の書状の混乱ぶりからもわかるように──この時、勝家には「戦略」などなく、明智光秀とその軍勢の動向すらもわかっていない。本能寺攻ぜめを終えた後、全軍をもって二条御新造を包囲して今川義元を攻めていることもまだ摑んでいない。しかも北陸軍の主力は越前に留とどまっている。朽木からこの人数で京へ引き返しても、勝算などない。

　それでも。勝家は、ただちに京へ行かねばならなかった。自分が稲生ではじめに姫さまにご謀叛しなければ、その後の信奈の生しよう涯がいを悲劇的な色に染めた「謀叛の連れん鎖さ」はなかったのではないか。浅あざ井い長なが政まさも。松永弾正も。荒あら木き村むら重しげも。そして、明智光秀も──。

「……ぼやぼやしていたら、土田御ご前ぜんさまたちも討たれる……この上は、揃そろって京で討ち死にして、姫さまの後を追うのみ」

　朱しゆ槍やりを構えた、前田犬千代が。

「まだまだっ！　叡山から逆落としをかけて一気に攻め潰つぶすっすよ！」

　佐々成政が。

　続々と、勝家のもとに手勢を率いてはせ参じてくる。

　みな、目を真っ赤に腫はらしていた。

　人生は夢の如ごとし──夢ゆめ幻まぼろしの如くなり──だが、そのような武士の死生観をもって受け流して耐たえきるには、この「現実」はあまりにも重すぎた。

「……すまない……あたしがもっと……気を配れる武将だったなら……姫さまとサルを討ったあとの明智光秀の動向は摑めていない。調べている暇ひまもない。だが、ここで待てば待つほど、知ち恵え者の光秀に次々と先手を打たれていく。時間が経たてば経つほど、事態はさらに悪化する！　あたしには……しゃにむに特とつ攻こうするしか、能がない……！　それでも。一いつ緒しよに戦ってくれるか？」

「……犬千代も同じ。これ以上、言葉はいらない……行動あるのみ」

「おうっす！　行くっすよ！」

　この夜、柴田勝家のもとに集まった将兵の数は、わずか百名足らず。

　京を守っていた明智軍、いわゆる「惟任軍」は、優に万を超こえている。

　それでも、勝家は京へと突き進む道を選んだ。他ほかに、見える道はない。涙なみだで、前も見えぬままに。勝家は駆かけるしかなかった。暗夜行路であった。




【甲こう賀が】




　関東での調整役を任じられた滝川一益は、この夜、ごく少数の手勢のみを率いて、島しま左さ近こんが平定したばかりの甲賀を夜間行軍していた。東とう山さん道どうを選ばなかったのは、伊い勢せを途と中ちゆう経由するためである。伊勢では今、羅馬ローマ訪問を目指し外海を航海するための大船団が建設されている。その建設状じよう況きようを視察してから関東へ向かうつもりだった。

　以前から関東が苦手な一益は、大好きな船を眺ながめることで「やる気」を出そうと遠回りをしたのである。

　それ故、一益は近江草くさ津つから徹てつ夜やで甲賀を越えて伊勢へと入る、はずだったのだが──。

　その甲賀の山道を進む途中、京よりの使者から「本能寺の変」を知らされたのだった。

「……ウソじゃっ!?　のぶなちゃんと、よっしーが……みっちゃんに？　そんな馬ば鹿かなことが、起こるはずがないのじゃっ！」

　一益は当初、この報告を信じなかった。ついに、使者に対して「他心通」の力を用いた。その結果、一益が見たものは──惟任軍に厳重に包囲され、炎えん上じようしていく本能寺の「映像」だった。その悲劇的光景が、一益の頭の中へと一気に入り込んでくる。

　この「他心通」の力に対しては、誰だれも偽いつわることはできぬ。すべては「真実」である。

　すなわち。織田信奈と相良良晴は、明智光秀に討たれたのである。

「映像」をその脳内で直視してしまったことが、一益の精神に甚じん大だいなダメージを与あたえた。

　はっきりと、見えているのに。

　それなのに、なにもできない。二人を、救うことも。

　すべては「すでに起きてしまった過去」なのだから。

　一益は、錯さく乱らんした。

「……姫ひめは、すべてを失った。木津川口の鉄てつ甲こう船も。関ヶ原の三段撃うちも塹ざん壕ごうも。すべては、幻じゃった……姫は、甲賀から一歩も出てはおらなんだ……この世は……夢じゃ」

　一言そう漏もらすと、山の中に立ち尽つくしたまま、身動きひとつ取れなくなっていた。金かな縛しばりにあったかのように。精神も、肉体も、まるで死人のように呆ほうけてしまった。

　甲賀は、「甲賀抜ぬけ忍にん」の一益にとっては「捨てた故郷」である。しかも両者は織田方と六ろつ角かく方に分かれて戦い続けていた。今なお、甲賀に土着する忍しのびたちの多くは、一益を抜け忍として狙ねらっている。故に、宿泊せず夜のうちに通過してしまうつもりだったのだが……ことがことだけに、自らの生おい立ちの秘密、その「真実」を甲賀忍びたちに明かすこともできない。

　しかも、これまで一益の後ろ盾だてとなり「抜け忍」という過去から一益を保護し続けてきてくれた「姉」が、織田信奈が、地上から忽こつ然ぜんと消えてしまったのである。

　ここに「天下の孤こ児じ」へと逆戻りした一益は、このため、甲賀の里の育ての家族たちを頼たよることもできなかった。きっと育ての両親たちは自分を迎むかえ入れてくれるだろう。だがそのためには里の滝川家に入り込むしかない。

　しかし、今の一益には、里へと忍び入って滝川家に潜もぐり込む気力も体力もなかった。それほどに、「他心通」から受けた衝しよう撃げきは甚大だったのである。

　ただ、赤子のように泣いた。うずくまって、泣き続けた。

　もう、「せめて最さい期ごは海を観みたい」という想おもいすら、涸かれ果てて湧わき上がってこない。

　京へ戻らねば。仇あだを討うたねば。

　それなのに、身体からだが言うことを聞いてくれなかった。

　その一益を守っている旗本小こ姓しようたちは、わずか数十人しかいない。

　この時。

「伊い賀がを滅ほろぼした仇きゆう敵てき・織田信奈、本能寺で討ち死に」

「抜け忍・滝川一益が、甲賀の山道を通過中」

「かつての関東管かん領れい候補、伊勢の国主も、今やただの落ち武者」

「新たな天下人・明智光秀に、滝川一益の首を届けるのだ」

　筒井順慶に敗れて甲賀に亡命した伊賀忍びたちと、いまだ「抜け忍は許さず」と一益を狙っていた甲賀忍びたちが、続々と「結界」を構築しながら一益の周囲へと集結しはじめていた──。

「隙すきだらけだ。芝しば居いか？」

「いや。一夜にしてすべてを失って、心が壊こわれたのであろう」

「伊勢へ入られては厳しくなる。討つならば、今しかない」

「フフフ。甲賀忍びとして育てられた過去は消せぬのだ、忍びは死ぬまで忍びよ」

「行くぞ──目指すは、滝川一益の首のみ！」

　甲賀を裏切った抜け忍の落ち武者、伊賀の仇敵の妹分を殺すべく、いっせいに忍びたちが闇やみの中を跳ちよう躍やくする。

　今や一人の幼い無力な少女に戻ってしまった滝川一益の命は、風前の灯ともし火びとなっていた。




【伊賀】




　西国街道を進んで堺へ向かっていたヨーロッパ使節団一行のうち、徳川家康とその家臣団、総勢三十五名が忽然と姿を消したことに、小早川隆景とともに頭を悩なやませながら山崎で宿の割り振ふりを行っていた丹羽長秀が気づいた時、もはや家康の行ゆく方えはわからなくなっていた。

　丹羽長秀どころか、いの一番に京からの凶きよう報ほうを知ったはずの者たち──エリザベス女王が乗り込む馬車の警備役に就ついていた長秀の家臣団が事態を知って「あっ」と悲鳴をあげたその時にはもう、徳川家の者たちは姿をくらましていたのである。

　山崎に入った時に徳川家康がまだ行列に入っていたかどうかすらわからない。あるいは、それ以前に離脱したのかもしれない。なにしろ、「西国外と様ざま衆とヨーロッパ連合が織田信奈に対して謀叛する」という噂うわさで西国街かい道どう中の町が沸わき立っていた。そんな中、津田信澄、土田御前たち織田家一門衆が急きゆう遽きよ、行列に追いついてきたのだから、想定外の大混乱が起きていたのである。長秀が宿の割り振りに手間取ったのも無理はない。

　ともあれ、誰も予想できなかった、突とつ然ぜんの失しつ踪そうだった。

　凶報を知った者の中には、徳川家康が怪あやしい、と疑う者も大勢いた。なにしろ徳川軍の将兵は精せい悍かんで、「関ヶ原の合戦」では西軍をもっとも苦しめたと言っていい。病に倒たおれていた武田信玄は、東軍が西軍を破った暁あかつきには徳川家康に天下人の座を譲ゆずるつもりだったと噂になっているほどである。

　なにより、律りち儀ぎ者の徳川家康を織田信奈から離り反はんさせた張本人と囁ささやかれる「策士」本多弥や八はち郎ろう正信は、なおも健在である。本多正信は、家康のもとを離はなれ本ほん猫びよう寺じ一いつ揆きの軍師として織田家と戦ったのち、大坂本猫寺の降伏によって家康に再び仕官した。本多正信の帰参以前と以後とでは、徳川家康はまるで別人となった。家康は律儀一いつ辺ぺん倒とうだったが、本多正信は織田信奈を蹴け落おとして家康に天下を盗とらせるべく、あらゆる策略を用いたという。

　その本多正信は、関ヶ原の敗戦によって罰ばつせられることもなく、以後も家康の知ち恵え袋ぶくろとして自由に行動していた。こっそり、この堺行きの徳川家臣団にも加わっている。

　京を守る明智光秀を本多正信がそそのかして「本能寺の変」を引き起こしたのではないか、だからこそ徳川家康は都合良く変の勃ぼつ発ぱつ直前に京を離れることができたのではないか、さらに言えばこの堺へ向かうヨーロッパ使節団には本来、丹羽長秀は参加していなかった。徳川家康が「接待役」として統率するはずだったのだ。出立直前になって家康が「鯛たいの天ぷらを食べてお腹なかを壊しました」と言いだしたので、急遽、丹羽長秀が家康の補ほ佐さ役として加わったのだ。

　治まらない腹痛を理由に、家康はこの行軍を統率することなく、実質的に丹羽長秀がすべてを取り仕切ることになっていた。長秀にとっては突然の任務だったために、行軍が乱れたのだ。小早川隆景らの補佐を受けても次々と「西国外様衆とヨーロッパ使節団、謀む叛ほん」の噂が膨ふくれあがって消せなかったために、津田信澄と土田御前までもが行軍に加わったわけだが──この二人は、過去に信奈に謀叛している。家康が、と言うよりは本多正信が二人を京から脱だつ出しゆつさせたと考えれば、辻つじ褄つまが合う。織田信奈亡なきあと、「津田信澄」こそは織田家の嫡ちやく男なんである。家康と正信が担かつぎ上げる神み輿こし役として、大義名分として、最適であった。信奈の後こう継けい者しやであるはずの惟任日向こと明智光秀に信奈を消させたあと、自ら津田信澄を担いで光秀を討ち、天下を奪うばう。信奈の右みぎ腕うでとも言うべき丹羽長秀を「織田家復興のためです」と抱だき込んでしまえば、惟任日向の追討は成功するはずだ。

　これこそが家康・正信の計画だったのではないか。

　が、その家康の姿が、消えた。家臣団全員が、風を食らったかのように行列から蒸発した。いつ消えたのかも、わからないままに。

　狸たぬきめ！　逃にげられた！　と、家康を疑った将兵たちは怒いかり心頭に発した。

　彼らが丹羽長秀の了りよう解かいを得ずに津田信澄を問答無用で殺そうと沸き立った原因のひとつは、変の黒幕と疑われた家康・正信の失踪だったのである。




　その家康一行三十五人は、山崎に入るよりもずっと早く、行列から無断で離り脱だつ。

　宇う治じ田た原わらを経て、あの「伊賀」へと入っていた。

　細川藤孝にそそのかされた筒井順慶が島左近を派は遣けんして「平定」したばかりの、日ノ本最後の「半独立国」である。

　目的地は、期せずして滝川一益が目指していた伊勢。しかし、一益を追っていたわけではない。

　行軍に加わっていれば、間ま違ちがいなく家康は「変の黒幕」だと疑われて殺される。たとえ家康自身が疑われずとも、知恵袋の本多正信が疑われる。二人は関ヶ原以来一いち蓮れん托たく生しようの関係だから、そうなれば同じことである。

　故ゆえに、誰よりも早く「変」の発生を知った本多正信は、余人に「変」の情報が漏れる前にいち早く行軍から離脱して、伊勢の湊みなとより海路で急ぎ三み河かわの岡おか崎ざき城へと帰き還かんし、徳川兵を糾きゆう合ごうすると決めた。

　これが、「本能寺の変」発生直後に本多正信が立てた「上策」だったのだ。

　本多正信は、なぜ早々に「変」の発生を知ることができたか？

　それは、茶ちや屋や四し郎ろう次じ郎ろうからの密使が恐おそるべき速度で本多正信のもとに飛び込んできたからだった。京になにかあれば、即そく座ざに密使を送る。二人はそう約束していたのである。

　もっとも本多正信は、「本能寺の変」がこの夜に勃発することは知らなかった。知っていれば、主君の家康をこのような「死」の淵ふちに追い込んだりはしない。つまり、本多正信は細川藤孝と連れん携けいしていたわけではない。しかし、しばらく前から、彼女は京になにか不ふ穏おんな空気を感じていたのだ。

　かつて室むろ町まち幕府の全盛期に姫巫女位を狙っていた将軍足利義よし満みつが急死した時と、状況が似ている、と。

　保守的な公く家げたちは、御ご所しよの権けん威いを必要としない強大な武家政権の誕生を常に恐れている。無む位い無む冠かんの草ぞう履り取りだった相良良晴を関白に就けようという織田信奈の構想、そしてヨーロッパ諸国との本格的な国交の開始は、そんな公家たちにとっては恐きよう怖ふ以外のなにものでもない。

　それに──関ヶ原と十字軍という危機を乗り越こえてもなお、信奈が横死して家康が天下人となる「運命」の強制力、揺ゆり戻もどしの力は、まだ消えてはいない。決して消えないはずだ。

　つまり、織田信奈に「危険」が迫せまっているのでは──。

「古こ今きん伝でん授じゆ」に予言されていた彼女の「運命」が、成じよう就じゆするのでは──。

　首しゆ謀ぼう者しやの一人は、やはり「未来」を熟知している細川藤孝になるだろうか？　公家勢力が藤孝を引き込むのだろうか？　しかし、藤孝にはもう、織田信奈と対立する気配も動機もないはずだ。ならばいつ。どのようにして「運命」が成就するのか？　さしもの本多正信にも、そこまではわからなかった。本多正信が知り得た未来は、「古今伝授」のごく一部のみである。徳川家康を関ヶ原で勝たせて織田信奈を倒すという正信の野望に火を付けるために、細川藤孝が正信に開示した情報だけだ。

　故に、いずれ「その時」が来た際にこれを未然に防ぐ策を正信は考え抜き、密ひそかにいくつか「準備」を終えていたが、それでも完全に止める術すべはない。人間の能力には、限りがある──。

　まさか、家康が堺へ立ったその日の夜のうちに細川藤孝が「変」を決行し、織田信奈が突とつ如じよとして地上から消えてしまうなど、知恵者の正信をもってしても想定外の事態だった。本来、茶屋四郎次郎との間で構築した非常用の情報ネットワークは、何年も先に用いられるはずだった。しかし、あるいは茶屋四郎次郎は知っていたのかもしれない。今宵こよい、実行されるということを。

　これは、重大事態である。

　正信が一手でも間違えれば、家康には「死」あるのみ。

　故に正信は、丹羽長秀率いる使節団から慌あわてて家康を引き離して逃がした。徳川家臣団全員を連れて、強ごう引いんに夜よ逃にげさせた。使節団に留とどまっていれば、間違いなく惨さん劇げきとなる。それだけは避さけねばならなかった。

　だが、それで終わりではない。天下人の死によって一気に「忍しのびの国」に逆戻りするであろう「伊賀」を通過しなければ、三河へ帰り着けないのだ。三河へ辿たどり着けば、ただちに惟任追討軍を興おこし、家康が「変」の黒幕だという疑ぎ惑わくを晴らさねばならない。

　だから、今この時も。

　不ふ眠みん不休で、徳川家臣団は迷宮の如ごとき伊賀の山道を駆かけ続けている。

　幸いにも、家康の腹痛は治まっている。

　が、それは腹痛が治ったからではない。

　織田信奈と相良良晴の死。

　明智光秀の謀叛。

「天下布武」の夢の、瓦が解かい。

　信奈とは幼い頃ころから姉し妹まい同然の仲だった家康にとって、それは、自らの死よりも辛つらい事態だった。

　だが、いつまでも逃げる理由も知らせずに主君を走らせ続けるわけにもいかず、伊賀に入ったところでついに正信は、家康と、そして本多平へい八はち郎ろう忠ただ勝かつや服部はつとり半はん蔵ぞうたち徳川家臣団に「変」が起きたことを伝えたのである。

　以来、信じがたい凶報を知らされた家康は「ここで死ぬる」と爪つめを嚙かみながら号ごう泣きゆうし続けている。

　腹の痛みなど、家康の臓ぞう腑ふを抉えぐり続けているこの悲惨な現実に比べれば、なにほどでもなかったのだ。

　服部半蔵と本多忠勝が、必死になって家康の両りよう肩かたを担ぎ上げ、険しい山道を進ませる。

　こんなことならば、関ヶ原で討うち死にしていれば、よかった。

　家康にはもう、生きる希望がない。失われた。

　厭おん離り穢え土ど。欣求ごんぐ浄じよう土ど──。

　現うつし世よは、やはり、地じ獄ごくなのだ。

「姫ひめ。かかる事態を阻そ止しできず、申し訳ありませえん……惟任を討った者が、次の天下人です。そして、天下人になる以外、姫と徳川家が確実に生き残る道はありません。座して泣いていれば、変の黒幕として攻せめ滅ほろぼされましょう。ただちに討とう伐ばつされずとも、いずれは必ず粛しゆく清せいされます。次の天下人に──この弥八郎が腹を切っても、姫への疑惑は晴れますまい」

　泥どろだらけになった本多正信が、けんめいに家康をなだめ、励はげます。

　しかし、家康には「天下人」になる野心などない。すでに、織田信奈は消えた。相良良晴も。明智光秀も、万ばん人にんを敵にした。必ず、近いうちに討たれる。この三人がすべて倒れれば、すでに「十字軍遠えん征せい」を通してヨーロッパ諸国と深く関わり合ってしまった日ノ本のまつりごとを運営できる者はいない。家康は、自分にはとても無理だ、とわかっていた。天下を盗ったところで、せいぜいが、キリシタンを禁教とし、貿易権を諸大名から取り上げていって国を徐じよ々じよに閉ざす「鎖さ国こく体制」への道筋を緩ゆるやかに作っていくことくらいしか──いや。それももう不可能だ。十字軍戦を経験してしまった日ノ本は、本多正信がかつて語っていた「本来の未来」にも進めない。滅びる。

「今は、次の天下人の話をしている場合ではないわよ、弥八郎！　見なさい！　伊賀を経由したのは大失敗よ！　国を滅ぼされた伊賀忍びたちが──われら徳川の『落ち武者』を狩かろうと続々と集まってきたわ！　相手が武士ならば、蜻蛉とんぼ斬ぎりでことごとくねじ伏ふせられるけれど！　敵は、忍にん者じやたち！　しかも圧あつ倒とう的多数！　わずかな数の武士が敵かなう相手ではないわよ！」

　本多忠勝は忍びではないが、山中の闇やみに潜ひそむ無数の「敵意」を敏びん感かんに感じ取っていた。

　せめてあと百人の三河武士がいれば、全員斬り死にする隙すきに家康一人ならば脱出させることも可能だった。だが、この人数では不可能。そもそも、このような山の中では、無む双そうの槍やりを自在に振ふるうことすらできない。無念だった。

　なぜ、明智光秀が……織田信奈に迫る危機を予感していながら策士の弥八郎が「変」を止め損そこねたのも度しがたいけれど、考え得る限り最悪の展開だわ、と忠勝は思った。

　せめて、「蜻蛉斬り」の妙みよう技ぎを振るって、討ち死にしたかった。

　いっせいに、伊賀忍びたちが木々の枝から枝へと飛び移りつつ、徳川家臣団へと襲おそいかかってくる。

「いや、忠勝。これは俺の手落ちだ。伊賀陥かん落らくのあと、俺は速すみやかに全国に散った伊賀忍びを糾合しきれなかった。思えば服部家は、伊賀から長く抜ぬけすぎていた。伊賀はすでに、百もも地ち丹たん波ばと藤林長門の国と化していたのだ。俺が、殿しんがりを務める。切り抜けて、姫を伊勢へ落とせ！」

　この場にいる徳川方の忍びは、服部半蔵ただ一人であった。

　むろん、半蔵なくして、この伊賀越ごえは不可能。

　半蔵以外に、迷宮状態の伊賀の山を抜けるルートを知っている者はいないのだ。

　しかし今、その半蔵を犠ぎ牲せいにしなければならない時が来たのかもしれない。

「……相良良晴よ……うぬの夢が、今宵、破れるとは……あと一歩というところで……無念であろうな。すぐに俺も逝ゆく。思えば、俺とうぬが桶狭間で手を組んだ時から、歴史は変わっていたのだ。その揺り戻しが来た結果、姫は……」

　たとえ「予言」の通りに天下人になろうとも、「世界」に放ほうり込まれて激変した日ノ本を守り抜くことは難しかろう、と半蔵は思った。

「いえ。まだ、可能性が。本来の未来を一部知らされていたそれがしは京に変事が起きた場合を想定し、織田信奈さま、相良良晴、明智光秀の『三英えい傑けつ』のうち、せめて一人でも生かして落ち延びさせるためにいくつか策を備えておきました。織田信奈さまと相良良晴は、すでに……ですが、最後の一人。明智光秀を生かせば……姫のもとに宰さい相しようとして招くことができれば……あるいは、これからの日ノ本の舵かじ取とりはまだ、可能でえす」

　戦せん闘とう力を持たない本多正信にできることは、家康の命の炎ほのおを消さぬために、言葉を紡つむぎ、策を出し続けることしかない。だが、「すべて」を語る時間はない。策士の正信はすでに複数の「策」を考えていたが、もっとも成功率が高い「上策」の進言を選んだ。

　すなわち、「現時点で確実に生きている徳川家康と明智光秀の命を最優先する」策を。

　本多忠勝が脇わき差ざしを抜き、服部半蔵が手しゆ裏り剣けんを手にして伊賀忍び衆との暗闘を開始する中、「明智光秀を徳川家の宰相にいたしましょう、それで信奈さまの志を、夢を、姫は受け継つげます」と正信は叫さけび続けた。

「ああもう。天下人を殺した謀む叛ほん人を宰相に？　なにを言いだすのよ、弥八郎っ？　成敗するしかないでしょっ！　誰だれが認めるのよっ！」

「平八郎、これは秘中の秘でえす。漏もれればすべてが終わる故、他言無用。実は……」

「他言無用もなにも、まもなく全員ここで討ち死にでしょっ！　もったいぶらずに言いなさいよっ！」

「……変を起こした明智光秀は、偽にせ者ものです。ほんものの明智光秀は、生きておりまあす。経けい緯いの詳しよう細さいはそれがしにもわかりませんが、一夜のうちに恐るべき陰いん謀ぼうが実行されたようです。真の黒幕は、『古今伝授』を解読した細川藤孝。姫！　生きながらにして主しゆう殺しの汚お名めいを着せられた明智どののご無念、いかばかりか。明智どのをお救いし、日ノ本を守るために、どうか、『生きる』とご決断を！　姫の一生は、重荷を負うて遠き道を行くがごとし──！　それが、姫の『運命』なのです！」

　徳川家康は、（細川藤孝が黒幕？　では影かげ武む者しやを用いて、明智軍の指揮権を奪うばい取った……？　ですが、それがほんとうなら、いよいよ明智光秀を生かしておく理由はないはず……よもや、惚ほれたから、などという甘い感傷で動くような方ではありえないです）と戸と惑まどいながらも、最後の「気力」を振り絞しぼっていた。

　明智光秀が存命ならば。無実ならば。

　まだ、「織田信奈の野望」は潰ついえてはいない！

「弥八郎さん？　あなたは事態をそこまで見通しているのでしたら、三河へ脱だつ出しゆつする以外の道も──『他ほかの道』も用意しているのですね？」

「えっ？　は、ははっ！　ご慧けい眼がんです、姫！　ですが、『もうひとつの道』は失敗の危険が極きわめて高い『下策』！　すでに手て遅おくれになっている可能性が高く、姫ご自身が犠牲となる危険性も大にて……！」

「ですが、『下策』を選べば、『吉姉さまを救える可能性』が生まれるのですね？」

　本多正信は、震ふるえた。姫は、それがしが胸に秘めていた「下策」の内容を看破されておられる！

「……はぁい。ほんの、わずかですが……『上策』を選べば、完全にその可能性は……消えます」

　半蔵にも忠勝にも、肝かん胆たん相あい照てらす二人の会話の意味は理解できなかった。織田信奈を救う可能性とは、いったいなんのことなのか？　ただひとつ、彼らにも伝わったことがある。徳川家康の魂たましいが、突如として蘇よみがえったということだ──！

「ならば、是ぜ非ひに及およばずです！　わが『運命』は吉姉さまとともに！　柳生やぎゆう石せき舟しゆう斎さいさん！　小お笠がさ原わら長なが時ときさん！　半蔵と平八郎に、加勢を！　私は──ここを切り抜けます！　なんとしても！　生きて、前へと進みます！」

「──承知。わが剣けんは、無刀。故ゆえに、場所も敵もいっさい関わりなし──わが活人剣のすべてを、家康さまを生かすためにお見せいたす」

「だ～っ！　はっ、はっ、はぁれむの野望がああ～っ！　こんなところで忍者なんぞに殺されてたまるかあああっ！　俺はーっ！　戦国一の女好き！　小笠原長時さまだーっ！　相良良晴！　てめえのはぁれむへの野望、しかと受け取ったーっ！　山の中だろうが、俺さまの剛ごう剣けんには関係なーい！　塩しお尻じり峠とうげで信玄ちゃんと互ご角かくに戦ったこの俺さまの妙技を味わえーっ！」

　服部半蔵は、信じた。姫が「生きる」とご決断なされた以上、姫は決して死なぬ。いや、死なせてはならぬ。最後の最後まで諦あきらめぬ。すぐに逝くという俺の言葉は取り消す。すまぬ、相良良晴。俺もまた、姫を生かすために、土ど壇たん場ばまで生きてあがき続けよう！

「伊賀者どもよ、聞けい！　われこそはまことの伊賀の上忍、服部半蔵であるぞ！　徳川家康さまに加勢するか、敵となるか！　姫を天下人となすか、落ち武者として狩るか！　いずれを選ぶかによって、うぬたち伊賀忍びの未来が決まるのだ！　姫の真価がわからぬ者は、伊賀の頭領たる俺自らが地獄へと葬ほうむり去る……！　『風ふう穴けつ』……！」

　半蔵はそう叫びながら、闇の中へと手裏剣を放っていた。




【上京・茶屋四郎次郎邸てい】




　流れる水の音──雀すずめの鳴く声──毒矢を首に浴びて長らく気を失っていた明智光秀は、ようやく五体の感覚を取り戻もどしていた。

　光秀の身体からだは、和室の中央に寝ねかされていた。

　目の前には、風流な日本庭園が広がっていた。ここは、京？　十兵衛はいったい……？




「明智はん。ここはうちの邸宅──茶屋四郎次郎邸どすえ。関ヶ原の折以来、徳川家にはご贔ひい屓きになっておりますねん。おかげで、京でも一、二を争う庭園をこっそりと築いておりますんや」




　茶屋四郎次郎？

　こたびの「変」に、徳川家康どのが関わっているのですか？

　光秀はふらつく頭を押おさえながら、どうにか起き上がっていた。麻ま酔すい毒の類たぐいを注入されていたらしい。ようやく、毒の効果が薄うすれつつある。それで意識が蘇ったのだ。

　光秀は、見た──。

　木々や岩や小川や池。茶屋邸の庭園は、日ノ本の四季折々を、同時に「京」の都そのものを再現した「小京都」そのものであった。鴨かも川が源流であろうか。庭園の向かって右側からは、小川が引き入れられている。その小川の下流には、大きな池。京の南、宇う治じの巨お椋ぐら池いけに見立てたものであることは明らかだった。




「水みな上かみまさる庭の夏山」




　愛宕あたご百ひやく韻いんで細川藤孝が詠よんだ第二句、「脇わき句く」を、光秀は不意に思いだしていた。この庭園が「水上まさる庭」だったのでしょうか。藤孝どのははじめから、十兵衛がかかる「変」の勃ぼつ発ぱつに気づいて信奈さまをお救いに向かおうとした時には、十兵衛を眠ねむらせ、「偽者」とすり替かえた十兵衛を茶屋邸に軟なん禁きんする計画だったのでしょうか。しかし、「夏山」とは？




　あ……。




　光秀の目に、無数の紫むらさき色いろの花弁が飛び込んできた。

　風とともに舞まい散ったそれらの花弁は、鴨川に見立てるかの如ごとく十兵衛の居室から向かって奥より手前の池へと流れている小川を、埋うめ尽つくしていく。

　土と岐き桔き梗きよう。

　京の、「夏」を彩いろどる紫むらさきの花であった。

　その無数の桔梗の花弁が、巨椋池に見立てた池の入り口に溜たまり、川の流れをせき止めていくのだった。








「花落つる池の流ながれをせきとめて」




　藤孝の「脇句」を受けて里さと村むら紹じよう巴はが詠んだ句、「第三」が、想起された。

　愛宕百韻で藤孝どのと紹巴どのが詠んだ歌は、やはり、この「変」を予告していたものだったのですか。しかし、なぜ、藤孝どのはあのような仕打ちを、信奈さまと先せん輩ぱいに……？　わからない。どうしてもわからないです。足利将軍家再興の夢は、すでに潰えたはず。藤孝どのには我が欲よくなどなく、今さら幕府再興のために天下大乱を招くような御ご仁じんでは──それに、なぜ十兵衛を始末していないのです？




「明智はん。うちは、美しい桔梗の花をぎょうさん準備して明智はんをもてなすように、と細川はんに言われとりましたんや。あんさんが目覚めた時、発ほつ作さ的に乱心して織田さまの後を追って切腹してしまうことを細川はんは心配してはりますねん。ほうぼう探しまわって、晴せい明めい神社からもろうて来ましたんよ。安あ倍べの晴明はんも、五ご芒ぼう星せいの桔き梗きよう紋もんを使つこうとったから──土岐氏とは関係あらへんのやろけどねえ」

　茶屋四郎次郎も、はじめから細川藤孝と結けつ託たくしていた。「変」が終わるまでの間、明智光秀を自宅に軟禁しておく役目を任じられていた。そういうことだった、らしい。

「徳川どのは、この陰謀に？」

「まさか。あのお方はいっさい関係しとりません。ただし、家康さまがこの変に巻き込まれて横死せんように、手配は済ませております。ともあれ、粗そ茶ちやですけど、どうか……」

　茶を喫きつすると同時に、光秀の感覚が、感情が、蘇っていた。目が、ようやく冴さえてきたのだ。光秀の意識は、「現実」へと戻っていた。戻ると同時に、悲鳴のような声をあげていた。

　小京都に見立てられた美しい庭園。紫色の土岐桔梗。すべては、目覚めた光秀の精神を鎮ちん静せいさせるために藤孝が準備させたものだったらしい。が、しょせんは虚きよ構こうである。「本能寺の変」というどうしようもない現実に、たちまち光秀の心は引き戻されていた。

　涙なみだが溢あふれる。

　そうでした。十兵衛は……十兵衛は、信奈さまの「初夜」を警固する役目が辛つらくて、そして、愛宕山に……それがそもそもの「罠わな」だったのです……！

「なぜです？　どうして……どうして、藤孝どのは信奈さまを裏切ったですか？　まさか十兵衛に本気で祝しゆう言げんを迫せまっていたわけでは……いや、そんな理由でこれほどの謀叛劇を起こすお方では……信奈さまはっ？　相良先輩はっ？　お二人はご無事なのですかっ？　利三は？　斎藤利三は生きているのですかっ？　あの切れ者の利三が、偽者の十兵衛に謀たばかられて兵を動かすはずが……！」

「本能寺は、明け方までに全焼いたしましたわ。相良義陽はんが逃にげ込まれたという二条御新造のほうも、もうぼろぼろですねん。今川義元はんらが籠ろう城じようしとりますが、まもなく陥かん落らくしますわ」

「……攻せめている軍は……」

「惟任軍──明智軍どすえ」

「……そうですね。愚おろかな質問でした。京を守るは、明智光秀。信奈さまは、十兵衛をそこまで信しん頼らいしてくださっていました。明智軍の他に、兵はいないです」

　信奈さまの死体を。首をこの目で直接見るまでは決して諦めまい、自決はすまい、と光秀は誓ちかった。

　だが、すでに藤孝は「信奈の死に絶望した光秀の自決」を止めるためにかくも心こころ尽づくしのもてなしを準備していた──なにもかも、細川藤孝の「予定」のうちだったのだ。愛宕百韻も。もしかしたら、小お田だ原わらと安土で信奈と良晴の「初夜」が二度にわたって失敗したことまでもが。堅けん固ごな城じよう塞さいではなく、防衛力が手て薄うすな「京」の「本能寺」でこそ、二人は「初夜」を迎むかえねばならなかった。「本能寺の変」を起こすために。しかも、本能寺は「防ぼう御ぎよ施し設せつ」としては、「巨きよ城じよう」である小田原城や安土城とは比べものにならない脆ぜい弱じやくな建物だ。そして、京を護まもるは、明智光秀の軍団のみであった。故に、信奈を警固する明智光秀をしばし持ち場から離はなすべく、愛宕百韻は開かい催さいされた──。

　京で「変」を起こさねばならなかった理由はまだある。細川藤孝は、おそらくやまと御ご所しよの九条派公く家げ衆を「味方」に引き込んで、策を練った。明智軍を乗っ取るために、「偽ぎ勅ちよく」まで作ったかもしれない。いずれにしても、公家たちが揃そろっている京でことを起こす必要があった。

　そして二条御新造の隣となりには、近衛前久邸が。

　たとえこの「変」に失敗して政権を奪うばえずとも、「明智光秀」が織田信奈と相良良晴を討うった理由を、すべての「罪」を、最終的には近衛前久に被かぶせることができる。九条派を味方につけるためには、「近衛前久」を差し出す必要があるのだ。

　ならば──相良義陽も、おそらくはすでに。

「……藤孝どのは、先の先まで手を回して……この土岐桔梗の馳ち走そうは……すなわち、十兵衛が目覚めた時にはもう、信奈さまも先輩も義陽どのもこの地上にはいないということの証明……なのですね……」

「明智はんを犠ぎ牲せいにするつもりは、細川はんには最初からなかったんどすえ。あるんでしたら、明智はんを眠らせるんやのうて、始末してましたやろ？　必ずや明智はんを生かして、織田信奈さま亡なきあとの日ノ本のまつりごとを明智はんに託たくさねばならない、大航海時代に参入した日ノ本を統治できる者は織田信奈さまと明智光秀はんしかおらへん。二人ともども死なせてはあかん。さもなくばこの変はただただ日ノ本を破は壊かいするだけに終わる、と細川はんは」

「日ノ本を、十兵衛に託す？　そんなこと、できるはずが……！　十兵衛は……主しゆう殺しの謀む叛ほん人です……！　信奈さまを……お守りできませんでした……今さら、あれは偽にせ者ものでした、十兵衛は無関係です、と天下に名乗り出よと言うですか？　そのような恥はじ知しらずな真ま似ねをするくらいならば、十兵衛はこの場で切腹して信奈さまに殉じゆんじますです！　なぜです。そこまで先を見通していて、なぜ藤孝どのはこんな暴挙を……！」

「たしかに『明智光秀』として世に出ることは、もはやできまへん。そやけど、出家して別人になりおおせれば、よろしおます。細川はんは叡山の僧そう侶りよたちとの間で、すでに話をつけておりますねん。『天てん海かい』ちゅう高こう僧そうがちょうど不在になっております。その天海になりすませば、明智はんは新政権下に、まつりごとを動かす黒幕、陰かげの宰さい相しようとして参入できる、と細川はんは──あのお方いわく、それが本来の『歴史』であり、正しい『未来』であると」

「お断りしますです！　十兵衛は、信奈さまの夢とともに生きてきたです！　信奈さまと相良先輩を葬り去った藤孝どのが立てる新政権にせよ、謀叛軍に貶おとしめられた惟任軍を倒たおした者たちが──小早川隆景や黒くろ田だ官かん兵べ衛えたちが立てる新政権にせよ、そのような生き方はできないです……！　前者は十兵衛にとっては不ふ俱ぐ戴たい天てんの仇きゆう敵てき！　手を組むなどありえないです！　後者に対しては、十兵衛はおめおめと生きて顔向けができませんです！　茶屋四郎次郎！　この十兵衛の首を、惟任軍の重臣たちに届けるがいいです！　そなたたちを指揮している十兵衛は偽者であるというたしかな証しよう拠こを、速すみやかに届けるです！　二条御新造を包囲している彼らに！」

　それで、彼らは自分たちが謀られていたことを知って、武装を解除するです。利三はもう生きてはいないでしょうが、二条御新造に閉じ込められている今川義元だけでも救えるです、と光秀は枕まくら元もとの脇わき差ざしを素す早ばやく手に取ると、鞘さやから抜ばつ刀とうし、自らの白い腹に刃やいばを突つき立てようとした。

「あ、あ、あきまへんって！　やめてえや、明智はん！　落ち着いて、日ノ本のためによう考えはってください！　細川はんも、自らを犠牲にしてまでこれほどの深しん慮りよ遠えん謀ぼうを実行に移しはったんどすえ！　きっと、深い理由がおます！」

「いいえ！　十兵衛は──理ことわりではなく情に生きて、そして死ぬです！　清きよ水みず寺でらで、関ヶ原で、そう誓ったのです！　信奈さまのいない世界になど……『運命』は……『明智光秀』が『本能寺の変』を起こして信奈さまを殺すという『運命』は……ついに……覆くつがえりませんでした……あれほど、相良先輩が、奔ほん走そうしてくださったのに……ご免めん！」

「まままま待っておくれやす～！　誰だれか、誰かあああ～！」

　明智光秀は、「陰の宰相・天海として生きる」という「未来」を、「運命」を自らの意志で拒きよ絶ぜつしようとしていた。

　もしかしたら──自分自身が「運命」を蹴けり飛ばせば、ねじ曲げれば、織田信奈の「運命」が変わるかもしれない。その万にひとつの可能性に賭かけたのだ。




【下京・二条御新造包囲軍】




　二条御新造に籠城していた今川義元たちが、つかの間の攻め手の小休止を得て、戦場飯を頰ほお張ばり栄養を補給していたその頃ころ。

　二条御新造を包囲していた惟任軍は、なにをしていたのだろうか？

　すでに「本命」だった本能寺は全焼させており、わずかな手勢だけが本能寺跡あとに居残って織田信奈と相良良晴の首を探している。惟任軍のほぼすべてが、この二条御新造を包囲しているのである。あと一ひと押おしで、二条御新造は落ちる。征せい夷い大たい将しよう軍ぐん・今川義元は、まだやまと御所に将軍位を正式に返へん還かんしていない。義元を討たねば、惟任日向──明智光秀は征夷大将軍になれないはずだ。

　天下人・織田信奈を殺した以上、明智光秀は速やかに征夷大将軍にならねばならず、そのためには一刻も早く今川義元を討たねばならない。

　この強引ともいえる謀叛劇は、文字通り「時間」との闘いなのだ。

　だが、その「時間」を止める事態が、立て続けに起きていた。

　まずは、斎藤利三である。

　明智光秀になりすまして軍を率いていた伊賀忍び・藤林長門のもとに、監かん禁きん先から血路を開いて脱だつ出しゆつしてきた斎藤利三が乗り込んできたのだ。

「その者はわれらが姫ひめ、明智光秀にあらず！　者ども、騙だまされるな！　顔形は姫と生き写しだが、真っ赤な偽者だ！　おおかた、変へん化げの術を会え得とくした忍しのびであろう！　私の目は誤ご魔ま化かせんぞおおおおおおおっ！　みな、目を覚ませっ！　どれほど乱心されようとも！　姫が、このような下げ克こく上じようなど、やるはずがない！」

　その斎藤利三のあまりの剣けん幕まくに、将兵の誰も、利三を止められない。

　そもそも、惟任軍の誰一人として、この「本能寺の変」に納なつ得とくいっていない。主君の命令だからこそ、血けつ涙るいを流しながら本能寺を襲しゆう撃げきし、織田信奈を討ち、今またこうして二条御新造を包囲しているのだ。だが、明智光秀の人ひと柄がらを知っている彼らは、主君の意図が理解できないままだった。そもそも、ここで京を制圧したとしても、天下の孤軍と化した明智家に勝算などあるはずがない。織田家譜ふ代だいや、関ヶ原で織田軍と戦った精強な外と様ざま大名が、いずれ軍勢を率いて上じよう洛らくしてくる。たとえ「織田信奈討ち死に」の一報によって混乱して身動きが取れなくなる大名家が出てくるとしても、誰かが必ず「惟任追討軍」を束ねて上洛する。明智家に従う可能性がある大名は、細川藤孝と大和の筒井順慶くらいだろう。

　藤林長門は、ここで斎藤利三を始末するべきだった。

　が、殺せない。そもそも、殺せるならば昨夜の段階ですでに殺している。

　惟任軍を乗っ取り、本能寺と二条御新造を殲せん滅めつせよ。ただし、決して斎藤利三と明智光秀を殺さぬように──二人には、新政権の中ちゆう核かくを担になう使命がある。それが二人の「運命」。故ゆえに生き延びてもらう。

　藤林長門が今回請うけ負った「仕事」には、そういう「絶対条件」が最初からつけられていたのだ。

　監禁先の警固が厳重でなかったのも、無む駄だに抵てい抗こうさせて死なせてしまっては藤林長門の雇やとい主──細川藤孝との約を違たがえることになるからだ。逃げるなら逃げるに任せておくよう、細川藤孝から言い含ふくめられていたのだ。

　ちなみに、明智光秀に毒矢を当てて茶屋邸ていへ運び込んだ者も、藤林長門の配下の下忍である。つまり、光秀の軟なん禁きん先として茶屋邸を指定した者も、細川藤孝であった。

　この「計画」の真の全ぜん貌ぼうは細川藤孝以外誰も知らないわけだが、ともあれ「利三を殺すべからず」という約束は破れない。これでは二条御新造攻めを再開できぬ。どうしたものか、と床しよう几ぎに腰こしを下ろした藤林長門は目を血走らせている斎藤利三を睨にらみつけていた。

「者ども、耳を傾かたむけてはならないです。斎藤利三は錯さく乱らんしているです。利三の心情はわかるです──されど、重臣だけには明かしましたが、この謀叛には公おおやけにできない理由が。やむにやまれず、立ち上がったです」

「その、姫の口調を真似るのはやめろおおおおっ！　許せんっ！」

「利三。それほどこの十兵衛を偽者だと言いたいのならば、家臣団全員に告げればいいです。十兵衛がなぜ決起したかを──」

　やまと御所の姫巫女さまからの「密勅」が、忠臣・明智光秀を謀叛に追いやった。それが、このほんものと入れ替かわった影かげ武む者しや・明智光秀がわずかな重臣のみに打ち明けた「秘事」。

『ただちに朕ちんに譲じよう位いを迫せまる織田信奈を討ち、足利幕府を復興し、惟任日向はかつての旧主・足利義輝と近衛前久のもとで公武合体を果たし、攘じよう夷いを決行せよ。これよりは、惟任日向率いる明智軍こそが官軍。逆らう者はすべて朝敵である。織田信奈を誅ちゆう殺さつしたのち、急ぎ南蛮紅こう毛もうの艦かん隊たいを日ノ本より打ち払はらえ。王政復古を成せ』……。

　この「密勅」は、九条派の公家が偽造した「偽勅」なのだが、そこまでは利三にはわからないし、もし偽勅だとしても、御所から出されたものであることは間ま違ちがいない。すなわち、密勅の件を公にすれば、天下人・織田信奈を暗殺させたやまと御所と姫巫女の立場が一気に危あやうくなる。

　古来、「政変」の陰には御所の公家たちの影が常にちらついていた。たとえば室町幕府の三代将軍・足利義満が自らの娘むすめを姫巫女位に就つけようとした時にも、義満は高熱を発して急死した。むろん、御所による「暗殺」が囁ささやかれた。が、「秘事」が「漏もれた」ことはない。

　だが天下を平定して十字軍による日ノ本侵しん略りやくを阻そ止しした織田信奈には、なんの咎とがもない。なにも、なかった。夫の相良良晴を関白に就けようとしたことが「死」に値あたいするなどとは、保守的な公家以外の誰も思うまい。相良良晴は、日ノ本の庶しよ民みんたちに熱ねつ狂きよう的に支持されている「英えい雄ゆう」だったのだ。しかも、姫巫女さまからの覚えも、めでたかった。

「……それは……そのような真似は……それはできません……！　おのれ……なんという……！」

　密勅の件を暴ばく露ろすれば、御所と姫巫女さまをもこの「破は滅めつ」の渦うずへと巻き込んでしまう。少なくとも御所が南北朝の如ごとく分ぶん裂れつする。最悪の場合、姫巫女位そのものが断絶する。日ノ本は未み曽ぞ有うの大混乱に陥おちいり、ヨーロッパ諸国に吞のみ込まれる──利三は、声を詰つまらせて震ふるえるしかなかった。

「それではやはり、利三。お前の言葉には信しん憑ぴよう性せいはないです。下がるがいいです。これより二条御新造を落とし、近衛前久と信尹の親子を人質に取って立て籠こもっている偽にせ将軍・今川義元を討うつ。采さい配はいは、この十兵衛自らが──」

　近衛前久と信尹の親子は「人質」ではない。今川義元を守るために己おのれの屋や敷しきを自焼させ、さらには足利義輝とともに自ら二条御新造に入ったのだ。しかし、藤林長門は「近衛前久黒幕説」を押し通すつもりで動いている。御ご所しよがこの陰いん謀ぼうに関かん与よしていたという噂うわさは、当然、出る。そのために近衛邸を巻き込んだのだ。近衛前久を殺さねば、仕事は完成しない。

　利三が「万ばん事じ休すか。姫はいずこに……？」と天を仰あおいだ、その時。




「十兵衛。惟任日向どの。御所より、あなたを征夷大将軍に任じるという内定を取り付けて参りました。わたくしは本日より、織田信奈さまの喪もに服すべく、出家して細川幽斎と名を改めました。もはや兵を率いることはいたしませんが、どうか御所からの勅ちよく使し・吉田兼見を迎むかえ、勅書を受け取られますよう。ここは戦場ですが、なにぶん重大なものですので、煩はん雑ざつなれど正式な手続きを踏ふんでいただきたいのです」




　細川藤孝が──僧そう形ぎようとなり、黒い頭ず巾きんを頭から被かぶってはいたが、間違いなく藤孝だった──ただ一人で、利三と藤林長門の前にふらりと出現したのだった。

　いっさい気配を発することなく。

　無人の道を歩くかの如く。

「……細川どの？　勅使などは後でよろしいでしょう。将軍今川義元は、まだ二条御新造に健在ですが？」

　藤林長門が、（二条御新造を落とすのがわが仕事ではなかったのか）と藤孝改め幽斎の出現をいぶかしがる。そもそも、出家して兵を手放したとは、どういうことなのだろう。以後、丹後兵は、明智軍に協力しないということではないか。ならば大和の筒井順慶もいつもの調子で日和ひより見みに走って、惟任軍に加わらず傍ぼう観かんを決め込むは必定。惟任軍は、天下の孤軍になるではないか。

「ですから、あくまでも内定ですよ、惟任どの」

「兵法の常道では、二条御新造攻ぜめが先かと。ここで面めん倒どうな儀ぎ式しきなどをはじめれば、無意味に攻め手を休めることに。二条御新造陥かん落らくまで、あと一押しなのです」

「いえ。征夷大将軍問題の処理が先です。これは御所の公く家げ衆たちの堅かたい意志です。彼らは一様に、惟任どのを恐おそれている。主しゆう殺し、天下人殺しをかくも見事にやり遂とげたあなたを──慌あわてて尻尾しつぽを振ふってみせねば、おちおち寝ねてもいられないというわけですよ。この内定を蹴ってまで二条御新造を攻め落とせば、いよいよ彼らはあなたを恐れる。次は馬揃ぞろえの際に馬場に設置した大おお筒づつをもって御所を砲ほう撃げきし、焼き払うのでは、と。勅使・吉田兼見を迎え、公家衆を安心させてあげなさい」

　つまりは、公家衆は細川幽斎をそれほどに恐れているのだ、と藤林長門は納得した。だが、だとしても幽斎がむざむざ二条御新造攻めの手を緩ゆるめさせていることが、どうにもわからない。これほどに怜れい悧りな男が、なぜ？　なにかが腑ふに落ちない。

　ともあれ──計画の全貌は、幽斎の脳のう髄ずいにのみ収まっている。藤林長門は、彼の「駒こま」にすぎない。

　なにか子細があるのだろう。監禁先を脱出して自分に食い下がっている斎藤利三を見ても、なにもとがめ立てしないことも含めて。

「……承知した。一いつ刻ときだけ吉田兼見を待とう。それから二条御新造の総攻めを再開しても、問題はなかろう。今川義元たちにはもう、逃にげ場はないのだから。あと一刻で、京に織田方の大軍勢が忽こつ然ぜんと現れるというのならば、話は別だが……」

「あと一刻で？　それはないでしょう、惟任どの。とりわけ、もっとも警けい戒かいすべき面々……堺へ向かっている連中は今いま頃ごろ、津田信澄を疑って内ない紛ふんをはじめているでしょうからね。北陸へ向かった柴田勝家に至っては、事態を知っても『姫さまがああああっ？』と衝しよう撃げきを受けておろおろするばかりで、まともに情報を収集することもできないでしょう」

　一刻。今川義元に、一刻の猶ゆう予よが与あたえられた。しかし、なぜ？

　斎藤利三は、細川幽斎へと、思わず詰め寄っていた。

「やはり、貴様が黒幕だったのかああっ！　ほんものの姫をどこへやったっ？　教えねば、この場で貴様と刺さし違えて私も死ぬっ！」

　幽斎は「ふふ。脱出に成功しても逃ちよう散さんせず、まっすぐここに来ていたのですね──さすがです。やはり、『未来』は……」と小さく謎なぞめいた笑えみを浮うかべると、その利三の耳元でそっと囁いていた。

「……十兵衛は、茶屋四郎次郎の屋敷に。急がねば、彼女は織田信奈と相良良晴を死なせた己を責めて自決してしまいますよ。わたくしがなにを言おうが逆効果でしょう。あなたが今そうしようとしたのと同じに、十兵衛もまたわたくしと刺し違えて死ぬ道を選ぶでしょうからね。今、彼女を生かすことができる者は、十兵衛の忠臣であるあなただけです」

「……それは……どういう……いったいお前は、なんのつもりで、こんな真ま似ねを……!?」

「わたくしは逃げも隠かくれもしませんとも。わたくしを糾きゆう弾だんするのも殺すのも、すべては十兵衛を救ってからですよ。そのためにあなたを生かしておいたのです、斎藤利三どの。ここで出会えるかどうかは、賭かけでしたが」

　迷っている猶予は、ない。

　幽斎の言葉は、真実だ。

　もしも虚きよ言げんだとしても、「一刻」の猶予は、確実にある。

　虚言であれば、舞まい戻もどって幽斎を斬きる。

　が、なぜだろう。幽斎からは、「悪意」も「野心」も感じ取れない。彼はすでに、世を捨ててしまっているのだ。天下人に対する謀む叛ほんを計画して成功させた武士のやることではない。私利も私し欲よくも彼にはない。最初からなかったのだ。ならば、彼はなんのためにこのような陰謀劇を──？　織田信奈による姫巫女位簒さん奪だつを疑っていた、反織田方の公家衆に依い頼らいされたから？　違う、そのようなくだらぬ理由で動く男ではない！　賭けとは、なんのことだ？　わからない。なにもわからない。

　ただ。

　これだけは、間違いない。

　明智光秀が死ねば、すべては瓦が解かいする──！

（姫ひめ。どうか、踏みとどまってください！　この件には、なにか裏が……われらにはうかがい知れない事情が……！　まだです！　まだ、死んではなりません！　姫……！）

　斎藤利三は、茶屋四郎次郎邸へと、駆かけだしていた──。




【下京・南なん蛮ばん寺じ】




　相良良晴は、すでにすべてが燃え尽つきてしまった本能寺跡あとから、ただ一人で二条御新造へと向かうつもりだった。最後の気力を振り絞しぼって、今川義元に加勢し、彼女を救おうとしたのだ。自殺しに行くためでもなければ、すでに消されたであろう義陽や信奈、そして信奈と自分の「子」に殉じゆんじるためでもない。

　まだ俺は生きている。最後の最後まで、「運命」に抗あらがう。「運命」は、桶狭間で死ぬはずだった今川義元をもここで消し去ろうとしている。そうはさせない。俺は、諦あきらめない。せめて、今川義元だけは──西国街かい道どうから「変事」を聞き付けて京へ超ちよう速そくで舞い戻ってきた竹たけ中なか半はん兵べ衛えと、わずかに遅おくれて到とう着ちやくした黒田官兵衛の二人にとっても、これは信じがたい胆たん力りよくだった。

　だが、半兵衛官兵衛の二人軍師は、そんな良晴の身体からだを押おさえて、

「いけません。ただちに南蛮寺へ戻ります、良晴さん！　もう時間がありません！」

「今川義元を救う策はある！　だがそれは、安全が保障されている南蛮寺でなければ実行できない！」

　と、けんめいに良晴を制止した。

　竹中半兵衛。そして黒田官兵衛。

　この二人が本能寺跡に現れていなければ、相良良晴は即そく座ざに二条御新造を包囲する惟任軍へと槍やりを構えて突とつ撃げきし、そして討ち死にしていただろう。はじめて戦国時代の戦場に召しよう喚かんされた時と同じように。

　しかし、二人軍師の出現が、ほとんど崩ほう壊かい寸前だった相良良晴の精神を揺ゆさぶり、「冷静さ」を取り戻させていた。天下の両りよう兵べ衛えが、「知ち恵え」と「策」を授さずけるために、西国街道から信じがたい速度で駆けつけてきてくれたのだ。ならば、今の俺にできることは、ひとつ。二人を信じること。二人とともに、「運命」に抗うことだ。

　信奈たちを失った哀かなしみは消えない。胸の痛みも。脇わき腹ばらの傷の痛みも。しかし、この脇腹の激痛こそが、ぎりぎりのところで良晴の魂たましいを「現実」に繫つなぎ止めていたと言っていい。これは夢でもなければ、幻まぼろしでもない。そうだ。「現実」だ。現実の世界なんだ。




「……わかった。南蛮寺に戻ろう。半兵衛、官兵衛」




　半兵衛と官兵衛はこの時、「今川義元を救う策は同時に、『織田信奈を救う方法』でもある」という「秘事」をまだ明かさなかった。南蛮寺に入ってからだ、と決めていた。織田信奈救出作戦は、あまりにも複雑かつ精せい妙みような「原理」と「手順」を要する。しかも本能寺跡にはまだ、信奈の首を探し求める惟任軍の将兵たちが少数だが居残っている。彼らが「相良良晴の生存」に気づく前に、南蛮寺へ良晴の身み柄がらを隠さねばならなかった。それに、時間がない。半兵衛、官兵衛、そして良晴に残された時間は、あと一刻しかない。




　本能寺からほど近い南蛮寺に良晴が帰き還かんした時には、惟任軍は押し寄せてはいなかった。

「まさか天下の二大軍師が、相良良晴を連れて戻ってくるとは。恐るべき速度だ。この南蛮寺は安全だよ、ここを『避ひ難なん先』に選んだのは正解だ。この政変劇には、フレデリコ会の面々がソテロに無断で加担した。それを知った巡じゆん察さつ使ヴァリニャーノが激げき怒どし、南蛮寺への不ふ干かん渉しようを惟任軍に保障させたのだ。つまりここは今の京において唯ゆい一いつの中立地帯だ。しかし天下の二兵衛が、よもや相良良晴をただ『避難』させただけではあるまい？　この窮きゆう地ちを打開する『策』があるのだね？」

　帰還した良晴の無事な姿を見たガスパールは、すでになにごとかを予感していた。竹中半兵衛と黒田官兵衛。本来ならば西国街道沿いの町にいるはずの二人が、「本能寺の変」の発生直後に南蛮寺に現れた。とりわけ竹中半兵衛は、本来ならば病で死んでいるはずの軍師である。これはただの幸運でもなければ、偶ぐう然ぜんでもない。相良良晴の行動の結果であろう。織田信奈の「運命」に打ち克かつ切り札が、訪おとずれたのだろう。そう、確信していた。

「ボクは、ただちに京のキリシタンの皆みなさんを糾きゆう合ごうして参ります！　これよりはじまる京の混乱を抑おさえるために！　全力を尽くします！」

「ヨシハルさん。わたしが眠ねむっている間に、このような悲劇が……ですが、あなたの目はなおも燃えています。まだ、ヨシハルさんの魂は死んではいません。きっと……あなた方ならば、奇き跡せきを起こせます。信じています。わたしにできることはただ……祈いのりながら、ノブナさまの物語を。ジパングでわたしが見聞した事実を書き留め、歴史に残すことだけですが……どうか……最後まで……諦めないで……」

　フロイスが、涙なみだを流しながら良晴を抱だきしめる。

　そして、良晴と入れ違ちがいに、オルガンティノが馬に飛び乗って南蛮寺から駆けていく。

「敵方にも知られることになるが、キリシタンの情じよう報ほう網もうを用いて、相良良晴は存命、南蛮寺にいる、と京中に触ふれ回ってほしい、オルガンティノ！　それで、来るべき人をすべてここに集めることができる。きみの働きによって、われらは間に合うかもしれない！　頼たのむ！」

「よくわかりませんが、わかりました官兵衛さん！　たとえ良晴さんがいることを知られても、惟任軍は南蛮寺に手出しできませんからね！」

　フロイスもまた、オルガンティノに同行しようとしたが、ガスパールに「日ノ本は大戦乱の時代に逆行している。攘じよう夷い志士が決起し、南蛮人を斬ろうとするだろう。金きん髪ぱつ碧へき眼がんかつ修道女姿のきみはあまりにも危険すぎる。それに──私が死んだら、誰だれかがこの南蛮寺を司祭として守らねばならない。きみにしか頼めない」と止められ、ヤスケとともに南蛮寺に留とどまると決めた。

　ガスパールが死ぬとはどういうことか、フロイスにはわからなかった。だが、ガスパールは織田信奈の「運命」を変えるためにジパングに来たのだ。ここに「本能寺の変」が起きた今、ガスパールは「私の『運命』が決まる時が来たらしい」と自分の「最さい期ご」を予感している。フロイスは、それ故ゆえに断腸の思いでオルガンティノと別れ、南蛮寺に留まったのであった。

「死ぬなよ、オルガンティノ。そして半兵衛。官兵衛。二人が来てくれなければ、俺は二条御新造で敢あえなく討うち死にしていた。ありがとう……でも、どうしてこんなに早く戻ってこられたんだ？　一いつ緒しよに西国街道を下って堺へ向かっていた小早川さんや長秀さんたちは？　なぜ、二人だけなんだ？　そもそも、どうやって京に入れたんだ？　京はすでに、惟任軍が制圧しているはず……」

　まだ脇腹の傷が痛む。心臓の鼓こ動どうは今にも爆ばく発はつしそうだし、激しい吐はき気けも治まらない。それでもなお不ふ屈くつの精神力を振ふるって耐たえながら礼拝堂の長なが椅い子すに腰こしを下ろした相良良晴は、「冷静に。叫さけびだすな。泣くな。あくまでも冷静に。一手でも誤れば、感情に突つき動かされて暴走すれば、すべてが終わる」と自分に言い聞かせながら、口を開いていた。

「はい。京に入る『七なな口くち』にはすでに惟任軍の守備兵はおりませんでした。みな、本能寺攻ぜめと二条御新造攻めに動員されていたからです。故に、二人きりでも京に入り込むことが可能でした」

「そもそも西国街道を行軍するヨーロッパ使節団と西国外と様ざま衆たちは、謀叛を企たくらんでいるという噂うわさを立てられて混乱していた。だから半兵衛とシメオンは、ヨーロッパ使節団内部と京の動向を逐ちく一いち調べながら進んでいたんだ。まさか、こんな事態が起こるとは思っていなかったが……京から放たれた『使者』の一人が、シメオンの陣じんへと飛び込んできた。われらと同じ理由で京を探さぐっていた暗あん黒こく寺じ恵え瓊けいの密みつ偵ていが、陣を間違えて入ってきたんだ。深夜だったからか、慌あわてていたからか。ともあれ、シメオンと半兵衛は早々とこの事態を知った。知った直後にはもう情報が噂として漏もれはじめていたが、われらはただちに引き返してきみを保護し、織田信奈たちの『運命』を覆くつがえす策に賭けることとした」

　信奈の……？　それはどういうことだ官兵衛、と良晴は尋たずねたかった。が、ともかく二人軍師には「時間」がないらしい。

「西国街道を南下していたヨーロッパ使節団と西国外様衆、丹羽長秀さまたちは、混乱を立て直して北へと反転し、京にわずかながらも軍勢を率いて舞い戻ることになりました。『一いつ刻とき』のちに軍勢は到着します。惟任軍と、京の町中で激戦となります。これを止めるために全力を注ぐか、それとも良晴さんという最後の『希望』にすべてを託たくすか。わたしたち二人は話し合い、即そつ決けつしました」

「むろん、相良良晴にすべてを賭ける、と両者の意見は一いつ致ちした！　『一刻』ですべてを片付ける、と！　それで一刻後に京で起こる『応おう仁にんの乱』の悪夢を止めることもできる！　今川義元も救える！」

「いや、待てよ官兵衛。信澄も危ない！　本来の歴史では、『本能寺の変』が発生した直後、摂津に丹羽長秀さんとともに滞たい在ざいしていた『津田信澄』──同どう姓せい同名の、信澄の息子むすこだが──が、明智光秀に通じていると疑われて殺されるはずなんだ！　本来の歴史の『津田信澄』は、光秀の娘むすめ婿むこだったから謀叛人として誅ちゆう殺さつされたんだが、この世界の信澄は違う。お市と結けつ婚こんしている。でも！　過去に尾張で何度か信奈に謀叛している！　この事態が『運命』の揺り戻しであり、本来死すべき定めだった人間をすべて消し去るために発生しているのだとしたら、信澄もまた殺されてしまう……！　謀叛歴があり、織田家の嫡ちやく男なんでもあり、しかも変の直前に京から抜ぬけ出している。状じよう況きよう証しよう拠こは真っ黒だ。信奈の死を知って混乱した将兵たちに討たれてしまう！　土田御ご前ぜんも危険だ！」

　良晴は、青ざめていた。そうだ。「本能寺の変」で消える定めの人間は、天下人の織田信奈。その嫡男・織田信のぶ忠ただ。そして、津田信澄。

　なぜ気づかなかったんだろう。本来は信奈に謀む叛ほん人として粛しゆく清せいされるはずだった「織田信勝」が「津田信澄」と改名したあの時に。「津田信澄」もまた、「本能寺の変」で消える人間の名前だったんだ……！　信勝の「息子」の名だ！

「正史」で謀叛を繰くり返した弟・信勝をやむなく誅殺した織田信のぶ長ながは、その信勝の遺児・津田信澄をこよなく愛した。弟殺しは、信長の本意ではなかったんだ。だから、津田信澄を取り立てて、織田政権の柱石である明智光秀にも縁えんづけした……その明智家との婚こん姻いん関係が、津田信澄を死に至らせることになったのは歴史の皮肉だが……この世界の信澄は、信奈に謀叛した弟本人！　あの温おん厚こうな長秀さんが信澄を殺すはずはないが、錯さく乱らんした将兵たちが長秀さんにも無断で信澄を殺そうとすることは間違いない！　「運命」の強制力が、信澄を死に追いやる……！

「お聞きください、良晴さん！　信澄さまはご無事です！　土田御前さまも！　相良妹軍団の皆さんもです！」

「半兵衛？　それは、ほんとうか？　でも、なぜ……？」

「相良良晴。たしかに西国街道を進む使節団は、大混乱していた！　このため暗黒寺恵瓊が放った使者は、毛利の陣と間違えて、シメオンの陣に入った。故に、山崎での宿割りに四苦八苦していた小早川隆景と丹羽長秀に凶きよう報ほうが届くのが、わずかに遅れた。さらにこの最さ中なか、まず徳川家康とその家臣団が、風を食らって消え失うせていた。いつどこで消えたのか、わからない」

「……そうか……それもまた、『運命』通りの進行だ、官兵衛。家康は、徳川家臣団とともに伊賀を越こえて三河に帰還し、軍勢を動員して惟任軍を倒たおすつもりだ！　留まっていれば、関ヶ原で信奈と戦った家康もまた、容よう赦しやなく使節団の混乱に巻き込まれていた」

「シム。おそらく、われら二人よりも早く凶事発生を知った本多正信の策だろう。つまり、われらが気づいた時にはもう、家康の姿はすでに行列から消えていたのだろう。われらは楽観していたが、どうやら本多正信は、織田信奈が『運命』を完全に克こく服ふくし得たとは考えていなかったらしい。彼女はわれらとは異なる諜ちよう報ほう網もうを築きあげていたために、いち早く事態を察知できた。それで、即座に伊賀越えを決行したのだろう」

「良晴さん。過去に謀叛を起こした信澄さま、その信澄さまを後押ししていた土田御前さま、すでに謀叛を噂されていたエリザベス女王陛下のお三方は、乗っていた馬車を錯乱した将兵たちに包囲され、そのまま『斬ざん奸かん』されるところでした。わたしたち二人が京に戻もどることを即決し、出立と同時に小早川隆景さまと丹羽長秀さまに書状を書き送って凶事を報告するまでの段取りが、あと一歩でも遅おくれていれば……」

「危なかった。ぎりぎりの綱つな渡わたりだったが、小早川隆景と丹羽長秀によって、三人は救われた！　ただし、将兵たちの蜂ほう起きを抑えるために、ただちに京に『軍勢』を入れて惟任軍を討つ、明智光秀を討つ、という『約束』をせねばならなくなった！　故に、われらにはあと一刻しか時間が残されていない！」




　　　　※




　京へ急行していた半兵衛と官兵衛はその場には立ち会っていないが、山崎に残してきた「茶屋四郎次郎の使者」から状況報告を受けていた。その報告によれば──。

　津田信澄。土田御前。エリザベス女王。

　半兵衛と官兵衛が西国街かい道どうを駆かけながら小早川隆景と丹羽長秀に「京にて『本能寺の変』が発生」と書状を送った時にはもう、この三人は、激げき昂こうした将兵たちに包囲され、問答無用で馬車から引きずり下ろされて「斬奸」される寸前だった。

　しかし。

　丹羽長秀と小早川隆景の素す早ばやい決断と行動が、三人の命を救った。

　丹羽長秀は温厚で篤とく実じつな人である。

　信奈の「姉」役として、苛か烈れつで繊せん細さいな信奈の心を守り続けてきた姫ひめ武将である。

　故に、「凶事」を知ったその瞬しゆん間かんには長秀は一瞬正気を失い、「馬ば鹿かな。零れい点てんです！」と脇わき差ざしを抜いて追い腹を切ろうとしたが、半兵衛と官兵衛の書状は、津田信澄たちにも「死の危機」が迫せまっていると忠告していた。長秀はこの一文を読むや否いなや脇差しを鞘さやに納めて「将兵たちの動どう揺ようを鎮しずめ、信澄どのたちを守らねばなりません」と立ち上がり、信澄が乗り込んでいた女王陛下の馬車へと向かったのだった。

　そして信奈と良晴の横死を知らされた小早川隆景もまた、「……そんな。そんな……」と嗚お咽えつを漏らしながらも、かろうじて耐え抜き、「明智の将」と賞されたその知略を用いるべく長秀に同行した。長秀とともに駆けながら、冷静さを取り戻し、父・毛利元もと就なり譲ゆずりの知ち謀ぼうを振り絞しぼって事態を打開する策を練り上げた。

　信澄。土田御前。そしてエリザベス。

　三人の身体からだを取り押さえて斬首しようとしていた将兵たちに向けて、まずは丹羽長秀が一いつ喝かつした。あの温厚な長秀とは思えない大声だった。長秀は、彼らを問答無用で𠮟しかりつけた。信奈の魂たましいが乗り移ったかのような激しい形相で。

「あなた方は、いったいなにをやっているのです！　今は、狼狽うろたえている時ではありません！　すぐに刀を納めなさい！　さもなくば、斬きります！」

「ですが、姫！」

「この三人は──少なくとも津田信澄は、明智光秀と通じて京から逃にげてきた首謀者の一人に間違いありません！」

「われらは、京に乗り込んで明智光秀を討つ前に、この者の首を信奈さまに捧ささげて……」

「そのようなことは、ありえません！　われらの姫は、北野の茶会で信澄どのを仲ちゆう介かい役として、土田御前さまと和解を果たしていたのです！　お二人が姫の暗殺に加担していたはずがない！　あなた方が討とうとしているその者は、姫のただ一人の弟、そして姫のただ一人の母君です！　まして信澄どのは、織田家の嫡男！　姫亡なき今、天下人の地位を継つぐべきお方！」

　ですから、それが怪あやしいのです！　この凶事によってもっとも得をした人間こそが、津田信澄！　疑って当然です！　と信澄を取り押さえている将兵たちは口々に泣きわめいていた。みな、冷静さを完全に失っている。まっとうな判断力を失っている。こんな酷むごい現実があってたまるか、と悶もだえている。誰かを罰ばつさなくては耐えがたいのだ。

　仕方のないことだった。この世から突とつ如じよとして主君の織田信奈が消えた、相良良晴ともども明智光秀に焼き殺された、と知らされて、冷静でいられるほうがおかしいのだ。長秀とて、本来ならば我を忘れて身悶えしながら割かつ腹ぷくしていなければならないはずなのだ。事実、彼女は信奈と良晴の死を知らされた直後には、衝しよう動どう的に割腹しようとした。

　だが今は、生きて津田信澄たちを守らなければならないという想おもいが、長秀を支えている。

「怪しいから、誰よりも得をするから、だから首謀者だと言うのですか？　どこに証拠があるのですか？」

「……そ、それは……」

「われらの姫は、そのような無法を認めぬお方でした！　これからの日ノ本という国を治めるものは、武ではなく『法』でなければならない！　それが、姫が天下布武の果てに築こうとしていた新たなる国だったはず！　そなたたちが今やろうとしていることは、姫への裏切りにして、主しゆう殺しです！　どうしても納なつ得とくできぬというのならば、まずはこの私の首を刎はねなさい！　この事態の責任は、姫のもとで宿老を務めてきた私にあります！　しかも、私もまた家康どのの腹痛を理由に、変の直前に京を脱だつ出しゆつしています！　家康どのはあなた方の暴走に巻き込まれることを見み越こしていつの間にか逐ちく電でんしておりますし、北陸へ向かう勝家どのは右往左往するばかりで、そもそもあの二人は天下に野心などありません！　故ゆえに──ここで津田信澄どのを消せば、織田政権を継けい承しようする資格を持つ者は、勝家どのに継ぐ二番家老の丹羽長秀。この私です！　あなた方の理り屈くつで言えば、私こそ疑ぎ惑わく塗まみれです！」

　姫が信奈さまを裏切るはずがありましょうや！　そのようなお方ではないこと、われらこそが誰だれよりもよくわかっております！　と長秀に長年仕えてきた将兵たちは涙なみだながらに反論する。だが長秀は、

「それは光秀どのも同じ！　光秀どのは、姫に万一のことがあれば政権を継ぐ『後こう継けい者しや』でした。謀叛して姫を討うつ必要などなかった！　われらには想像もつかないなにかが起きているのです、なにかが……！　明智光秀と津田信澄が謀叛したと疑うならば！　なぜ、この私を疑わないのですか！」

　誠心誠意、彼らを説得し続けた。

　しかし、もはや事態は収しゆう拾しゆう不可能となっている。山崎の町全体が、「われらは天下人を失った」「天下布武は瓦が解かいした」「この地上の世界は、悪夢だ」という絶望と悲ひ嘆たんと怒いかりに支配され、誰もが錯乱している。

　将兵たちに捕とらえられた土田御前が「誰かが犠ぎ牲せいにならねば、使節団全体が瓦解し、取り返しのつかないことになります。日ノ本と和平条約を締てい結けつしたはずの女王陛下が横死すれば、この国は最悪の野や蛮ばん国と世界から認定され、ヨーロッパ諸国の植民地にされてしまいます。吉が危き惧ぐしていた『最悪の未来』が、成じよう就じゆしてしまいます」と身み震ぶるいしながら、長秀に声をかけていた。

「……長秀。もう、いいのです。皆みなさん。すべては吉を憎にくんできたこのわたくしの罪。勘十郎にはなんの咎とがもないのです……まして、英国の女王陛下がなんの故あって誅殺されねばいけないのですか。ここはどうか……わたくしの首で、収めていただければ……吉の成し遂とげてきた天下布武の事業をすべて台無しにしてしまう真ま似ねだけは、やめてください……どうか……お願い、いたします……」

「土田御ご前ぜんさま、それは違ちがいます！　天下人のご母堂が、土下座などしないでください！　零点です！　私は姫の姉役を任じられながら、信澄どのご謀叛の折に姫を制止できませんでした。もしも相良良晴どのが未来から来られていなければ、私は姫に『弟殺し』の業ごうを背負わせていたでしょう。このことを、ずっと恥はじておりました。出世を望まなかったのも、任官を拒きよ絶ぜつしたのも、すべては──姫の『弟殺し』を阻そ止しする胆たん力りよくを持たなかった私にはそんな資格はない、と遠えん慮りよしていた故です。ですから……ですから、どうか……今いちど、私に機会を……！　この首と引き換かえに、信澄どのを救わせてください……」

　長秀、と津田信澄は首こうべを垂れながら呻うめいていた。信澄はすでに将兵たちに取り押おさえられて、斬首される寸前だった。もう、首を上げて長秀の顔を見ることもできない。

　そしてエリザベス女王は、捕らえられてなお、女王としての威い厳げんを失ってはいなかった。

「私もいずれは、政敵のメアリー・スチュアートを斬首する定めでしたもの。救いを求めてイングランドに逃げ込んできた彼女を幽ゆう閉へいし、ずっと迫り来る『処しよ刑けい』への恐きよう怖ふに晒さらし続けてきた。ええ。私は無実ではないわ。あなた方の哀かなしみはわかる。そもそも十字軍さえ来なければ、織田信奈は死なずに済んだのではないかと悲嘆に暮れる気持ちも……ですが一国の女王を斬首すれば、この国は大乱に見み舞まわれます。その覚かく悟ごがおありでしたら、遠慮なく、おやりなさい。ジパングの武士は、ただの一ひと振ふりで人の首を美しく刎ねる、と聞いていますもの。ですが……」

　できれば、ウィリアム・シェイクスピアに「見せて」あげたかったわ、きっととびきりの戯ぎ曲きよくを書いてくれたでしょうに、人生は悲劇にして喜劇、という「運命」の神しん髄ずいを彼女に見せてあげたかった、とエリザベス女王は悔くいていた。自らの死を前にしてなお、「芸術」の完成を気にかけている彼女の姿に、将兵たちは心打たれた。だがもう、賽さいは投げられたのだ。

　この、悲ひ惨さんを超ちよう越えつしてもはや滑こつ稽けいとも言える悲喜劇を収拾できる者は、ただ一人。

　本来の「歴史」では、津田信澄謀ぼう殺さつの場に居合わせるはずがなかった者。

「明智の将」小早川隆景だった。

　小早川隆景が相良良晴をどれほど想っているかを、誰もが知っている。手に入れられぬならいっそ殺してしまおうなどとは決して考えない「無私の人」だということも。あの関ヶ原で窮きゆう地ちに陥おちいった良晴を救うために、実は隆景が毛利家を、そして最愛の姉・吉きつ川かわ元もと春はるを裏切って寝ね返がえろうとしたことも。

　故に、どれほど混乱しようとも、将兵たちが隆景を疑うことはない。

「……諸君。ここで仲間割れをすれば、摂津の戦力を糾きゆう合ごうして惟任軍を討つ勢力は消しよう滅めつする。使節団は瓦解する。さすれば謀む叛ほん人の思う壺つぼだぞ。仮に、織田信奈を討った謀叛人を惟任日向であるとしよう。もしも私が惟任日向ならば、津田信澄をわざと決行直前に京から堺へ追いやって、諸君に『疑ぎ惑わく』を抱いだかせ、丹羽長秀に始末させる。それで、織田家の嫡ちやく流りゆうは滅ほろびる。同時に丹羽長秀の政治生命も終わりだ。織田家譜ふ代だいの軍団長のうち、柴田勝家と滝川一益には、それぞれ武勇と知略があるが、織田信奈不在の今、かかる混乱を収拾する政治力はない。あるとすれば、調整役として有能な丹羽長秀のみ。織田家最後の嫡流男子と、丹羽長秀とが、勝手に互たがいの政治生命を絶ってくれれば、惟任日向の謀叛は成功したも同然。今いま頃ごろ、柴田勝家は北陸へ向かう途と上じようで、滝川一益は伊勢路で、右往左往しているだろう。姿を消した徳川家康もまた、猛もう然ぜんと三河目指して逃げているはずだ。ここでわれら山崎勢が内ない紛ふんを起こし霧む散さんすれば、摂津の織田勢をとりまとめて惟任軍を討つことは不可能となる。惟任日向は悠ゆう々ゆうと山城・近江を平定し、安土城を本ほん拠きよとなし、摂津をも押おさえられる。畿き内ないを固めてしまえば、天下人になったも同然。あとはばらばらに分ぶん裂れつ崩ほう壊かいした地方勢力の懐かい柔じゆうと各個撃げき破はを繰くり返すだけだ。重ねて言うが、私が惟任日向であれば、そうする。私もまた、謀略に長たけた『明智の将』だから──」

　隆景は、決起した将兵たちに死を賭として淡たん々たんと「理屈」を説く。

　もう、恐怖に震ふるえることもなければ、「助けて」と呟つぶやくこともない。

　ただ、隆景には見えていた。まだ、世界のすべてが闇やみに覆おおわれたわけではない。この明ける時が来ないかのような暗黒の世界の片かた隅すみに「黄金の光」が輝かがやいているさまが、はっきりと見えていた。相良良晴がこの世界に「来た」という「現実」を、「生きた」という「事実」を、彼の為なしてきた「行動」のすべてを、無意味にしてはならない。今こそ、私は「謀神」毛利元就の娘むすめとして、「明智の将」として、その持てる知謀のすべてを使い尽つくしてこの悲劇を食い止めなければならないのだ、と隆景は信じていた。

　諦あきらめてはならない。捨すて鉢ばちになってはならない。姉者ならば、決して、動じない。兄者ならば、絶対に、退ひかない。父上ならば、必ずや彼らを三寸の舌先で説得し、事態を収拾させてみせるはず。だから。泣き崩くずれるのは。織田信奈の死に絶望するのは。まだだ。まだ早い。

　なにより──大急ぎで山崎から京へ引き返していった竹中半兵衛と黒田官兵衛は、隆景宛あての書状で「二人が死んだとは限らない」「少なくとも相良良晴は生きている可能性がある」「織田信奈を死の『運命』から救う細い細い道も、ある」と告げていたのだ。相良良晴は、我知らず「豊とよ臣とみ秀ひで吉よし」という人間が果たすべき役割を背負って生きている、と半兵衛官兵衛は伝えてくれた。「本能寺の変」の後に、惟任日向を倒たおして主君の仇あだ討うちを果たし、天下人となって日ノ本を統一する人物の「運命」を、相良良晴が担になっているのだと。

　だから、少なくとも相良良晴はまだ生きている可能性が高い、二人は書状でそう「説明」した。どうやら、ほんとうはもっと複雑な真相があるようだが、なにぶん事態が切せつ迫ぱくしていた。故に、良晴生存の「真の理由」を隆景はまだこの時点では知らされていない。

　それでも、この惨劇に、この悲惨に、彼女は耐たえた。たいせつな人を、愛する人を失うごとに心を閉ざして壊こわれてしまう。そのような真似はもう、繰り返さない──！

　隆景は、誓ちかっている。私は、私が果たすべきことを果たすだけだ。それは今、目の前で誅ちゆう殺さつされようとしている津田信澄、土田御ご前ぜん、エリザベス女王を救うこと。織田信奈と相良良晴があれほどに愛し、守ろうとしてきた「日ノ本」を救うために、そして「世界」を未み曽ぞ有うの大乱に陥おとしいれないために。

「……小早川どのが……惟任日向ならば……織田家の嫡男と、丹羽長秀さまを……われらの姫ひめを、同士討ちさせる……それで、山崎の織田家勢力は、空中分解する……」

「……完かん璧ぺきな謀略だ……明智光秀ならば……小早川隆景どのと同等の知力を持つあの姫武将ならば……それくらいは、容易にやる……」

「……そうだ。俺たちはただちに京に入り、惟任軍を倒さねば……信奈さまの仇を討たねば……陰いん謀ぼうに関わった容疑者の詮せん議ぎは、その後からでもできる……」

「小早川どの。ならば、われらはいったん刀を納めよう。しかし、今ここで下知していただきたい。ただちに京に攻せめ上って惟任軍と雌し雄ゆうを決する、と！　われらの怒りは、謀叛人を討たねば決して消えぬ！　その怒りの矛ほこ先さきを目先の容疑者ではなく、謀叛を為した張本人にぶつけさせてほしい！」

「ただし！　摂津諸将の軍勢を何日も待つことはできぬ！　今この山崎で『上じよう洛らく決戦』を開始する、京へ戻もどると唱えてくだされば、これ以上の混乱と逃ちよう散さんは避さけられる！　われらは少数なれど、ただちに出撃させていただきたい！」

　小早川隆景は、「わかった。摂津勢は待たない。ただちにこの山崎で軍勢を統合し、即そく座ざに京へ攻め上ろう」と頷うなずいていた。冷血の将らしい無表情を装よそおいながら。

（あの明智光秀が犯人のはずがない。本能寺を襲しゆう撃げきした謀叛勢力が、開国に反対していた「攘じよう夷い派」公く家げ衆と結びついていることは間ま違ちがいない。すでに、織田信奈の遺志を継ついだ「開国派」と「攘夷派」の激しい内紛がはじまっているのだ。「攘夷派」に姫巫女さまを奪うばわれれば、われらは朝敵として敗北する。京に入り、御ご所しよを押さえねば勝機はない。しかしながら……この人数では勝ち目はなく、かつ京で戦えばこの国は再び「応仁の乱」の時代へ逆ぎやく戻もどりする。が、外部の「敵」と戦わせる以外に、彼らの暴走を止める手立てはない。人間は、感情で生きている……これほどの悲劇を前に、理ことわりのみで生きられる者は……いない。私自身を、含ふくめて）

　ことに失敗すれば、日ノ本を滅ぼす決断を為した愚ぐ将しようとして、責任を負って死のう。死ぬべきなのだ。兄者も。良晴も。このような「選せん択たく」を前にして、即座に死を覚悟できた。私は、だからこそ、兄者に。良晴に。惹ひかれたのだ。私は、証明したい。二人に。そして姉者に。私にも、「勇気」があるのだと。彼らから、与あたえられたのだと。二人の「生」を、決して無む駄だにはしないと。

　即座に、そう決めていた。

　丹羽長秀が、息を吞のんだ。隆景は、津田信澄たちを救うために京へ攻め上る道を選んだ。「応仁の乱」の再現を選択したのだ。もしも、一日で「勝負」がつかなければ。日ノ本は、開国か攘夷かを巡めぐってまたしても百年の大乱に陥る。しかも、そこにヨーロッパ諸国が介かい入にゆうしてくる。誰がどう見ても、亡国への道である。さらに敵方は万を超こえる大軍なのに対し、こちらは寡か兵へいでろくな武具もない。兵力差は十対一以上だ。せめて三日。三日あれば、摂津の諸将を糾合できる。

「……小早川どの。あまりにも危険な……賭かけでは」

「いや。エリザベス女王をここで失えば亡国が確定する。故ゆえに、仇討ちのための即時上洛、惟任軍との京での一撃決戦。この一択たくしかない。そもそも、三日の猶ゆう予よを惟任軍に与えれば、安土城を盗とられる。勝機を摑つかむには、ただちに京で速戦するしかない。それに、いっさい迷わずに急ぎ京へ出立した半兵衛官兵衛が、われらより『一いつ刻こく』早く京に到とう着ちやくできる。もしも良晴がほんとうに無事ならば、その『一刻』のうちに、きっと──可能性が、生まれる」

　津田信澄。土田御前。エリザベス。三人の処しよ遇ぐうは、「小早川隆景預かり」となった。

　すべては、京での惟任軍との決戦のあとで詮議する、と決まった。

　半兵衛官兵衛の京への到着と、丹羽長秀・小早川隆景が率いる「山崎軍」──「惟任追討軍」の京への突とつ入にゆうとの間には、「一刻」という時間差がある。

　逆に言えば。

　良晴に残された時間は、あと一刻しかない──。




　　　　※




「そうか。小早川さんと長秀さんが……信澄たちを、救ってくれたのか。『正史』では、信澄のもとに小早川隆景は不在だった。備びつ中ちゆう松まつ山やまで秀吉勢と対たい峙じしていたのだから……その小早川さんが山崎にいてくれたからこそ、信澄は救われたのか……」

　はい。あのお方がおられればこそ、われらは迷わずに京へ発たち、本能寺跡あとで良晴さんに再会できたのです。すでに信澄さまの「運命」は覆くつがえりました。良晴さんが、小早川さまとの間に絆きずなを築いた結果です。一人一人の力は小さくとも、大勢の人々が結束すれば、必ずや「運命」は覆せます、と半兵衛が良晴の手を握にぎりしめながら訴うつたえる。

「相良良晴。この南蛮寺が『中立地帯』化したことは僥ぎよう倖こうだ。小早川隆景は諸将を説得して信澄たちを助命するために、京での即時決戦という条件を吞まねばならなかった。その山崎勢──『惟任追討軍』が京に乗り込んでくるまで、すでに一刻を切っている。二条御新造を包囲している惟任軍は、やまと御所からの勅ちよく使しを迎むかえるために攻こう撃げきの手をいったん緩ゆるめている。両軍は京で激突する。このままでは『第二次応仁の乱』が起こる。この事態を回かい避ひすべく、シメオンと半兵衛は相良良晴、きみが生存しているという可能性に賭けた。きみが本能寺で死んでいればすべては終わりだったが、そうはならない、きみは生きていると確信していた。事実、こうして京できみに再会できた。だが、隆景と長秀が激げき昂こうしている軍を率いて京に到着し、合戦をはじめるまでに、きみを含め、必要な人間と『道具』とをすべて一いつ箇か所しよに揃そろえねばならない。歩調を合わせるため、京へ急行しながら小早川隆景に向けて二通目の書状を書き送り、われら二人軍師がこれから実行する作戦の概がい略りやくを説明しておいた。隆景も今頃はその書状を読んで、今回の変の真相を知っているはずだ。が、なにぶん時間が足りなすぎる」

「そこで、非武装中立地帯となったこの南蛮寺に、キリシタンの情じよう報ほう網もうを用いてそれらの人々を一気に集結せしめます。まもなく、続々とその人々が南蛮寺に集まってくるでしょう。その中には、もはや死んだと思われているお方もおります。わたしたちの推理によれば、良晴さんだけではありません。昨夜襲撃された人々のうち、生き延びている方は他ほかにもおられます──」

　俺を含めて、残り一刻で「運命」を覆すために必要な人間とは？　その中に信奈はいるのか？　姉さんは？　五ご右衛え門もんと一かず宗むねちゃんは？　さまざまな感情が、想おもいが、記き憶おくが、良晴の胸に去来する。

「残念ですが……信奈さまは来られません、良晴さん。『現状』では、信奈さまは九く分ぶ九く厘りん、死んでおられます。ですが。一分の望みが。『本能寺の変』の結末を書き換かえる可能性が、残されております。そのために、残された一刻にすべての人々の力を結集させます」

「……半兵衛？　『本能寺の変』の結末を書き換えるって、どういうことだ？　そもそも、なぜ俺が生きている、と二人は確信できた？　その根こん拠きよはなんだ？　俺は豊臣秀吉のおっさんの役割を引き継いだから死なないはずだ、なんて言うんじゃないだろうな？　『歴史の修正力』は、これまで執しつ拗ように何度も何度もイレギュラーな存在である俺を消そうとしてきたはずだ。関ヶ原では、俺はたしかに修正力の揺ゆり戻しを感じ取った。そうだ、ガスパールを含めて……十字軍だって……」

　官兵衛が「それはだな」と良晴生存説の根拠を手短に語ろうとしたその時。

「ちょっと待って。お客さまよ！」

　門番役を務めていたヤスケが、礼拝堂の扉とびらを開いた。

　南蛮寺の礼拝堂に、「生きていた人」たちが次々と姿を現したのだった。

「相良良晴は生存。南蛮寺に匿かくまわれています」というオルガンティノの呼びかけが、かろうじて一命をとりとめて京の各地に潜せん伏ぷくしていた彼女たちをこの場所へと導いたのだ。

「……良晴。あの本能寺で襲おそわれていながら、生きていたのか……!?　ほんとうに……？　これは妙みよう見けん神しんのご加護なのか。それとも」

　相良義陽だった。

　良晴と義陽。二人のサガラヨシハルは、互いに、もう二度と会うことはないと思っていた。その二人が、再会を果たした。

　義陽は額にわずかにかすり傷を負っていたが、ほぼ無傷と言っていい。「立たなくていいぞ！」と声をかけながら脇わき腹ばらに深手を負っている良晴のもとに駆かけ寄ると、弟の身体からだをそっと抱ほう擁ようしていた。

「姉さん!?　姉さんこそ、妙みよう覚かく寺じで刺し客かくに襲われたんじゃ？　からくも二条御新造に逃にげ込んだという噂うわさも聞いたけれど、二条御新造側は頑がんとして、姉さんを匿ってはいないと……どうやって妙覚寺から脱だつ出しゆつしたんだ？　どこに隠かくれていた？」

「……この熊くまと俺が妙覚寺に潜入して、刺客を退たい却きやくさせた。相良良晴。まったく、お前はまだまだだな。急ぎ上洛して正解だったらしい。だが──お前は本能寺から生せい還かんした。しかも、織田信奈の死という悲劇を前にしながら、激しく惑まどいながら、それでもなお『運命』に抗あらがうべく静かに闘とう志しを燃やしている。お前の心が壊れてしまっているのではないかと案じていたが、心配無用だったらしい。どうやら、お前がその命を織田信奈のために捨てがまる時が来たようだ。できるか？」

　黒眼鏡をかけた大男が、義陽を守るように背後に立っていた。

「甲か斐い宗そう運うん!?　できる。言うまでもない。俺はきっと、この時のために、戦国時代に来たんだ！　俺の命で信奈を救えるのならば、なんだってやる！　でも、どうして京に？　そんな傷だらけの身体を押おして、なぜ？」

「……お前と同じだ。どうやら『命』を捨てる時が、来た。そう思ったからだ」

「徳とく千ち代よも来たよっ！　犬いん童どうが宗運おじさんと協力して妙覚寺の刺客から姉上を守ったんだよー！　姉上が襲われかけたところを、宗運おじさんが刺客の背後から暗器を用いて襲撃して、そして犬童は」

「ばうっ！」

「こいつは爪つめを立てぬよう、とっさに裏うら拳けんで義陽の身体を薙なぎ払はらって、刺客の剣けんの間合いから義陽を逸そらした。裏拳とはいえ、熊の一撃だ。正中線にそんなものを喰くらった義陽は身体に衝しよう撃げきを受けて失神してしまった。京へ向かう強行軍の途と中ちゆうで俺の傷口が開き、妙覚寺到着がわずかに遅おくれたため、危険ではあったが犬童に手助けしてもらうしかなかった」

「でもでも、刺客さんは姉上を殺す気じゃなかったよね？　そうでなきゃ、もう絶対に間に合わなかったよ！　たぶん姉さんを気絶させて二条御新造かどこかに運ぶつもりだったっぽい！　おかしいなー。手紙で聞いていた話とは違ちがうなーとは思ったけれど、とりあえず失神した姉上を匿って京の片かた隅すみにある『肥ひ後ご屋や敷しき』に潜伏していたんだっ！　そこに、良晴くんが生きて南蛮寺にいるという話が回ってきたから、ここに来たのっ！」

「刺客は取り逃がした。俺の傷口が開いていなければ、捕とらえて口を割らせることも可能だったのだがな。不覚だ。あれは、ただの忍しのびではないな。姫巫女に仕える山の民、八や瀬せ童子だろう」

　義陽の妹、良晴にとっては「二人目の姉」である相良徳千代。

　そして、徳千代の飼い熊・犬童。

　すでに人ひと吉よしに戻もどっていたはずの徳千代が、どうして甲斐宗運とともに妙覚寺に？　いや、妙覚寺に来たのは、もちろん相良義陽に会うためだろう。だが、二人ははじめから「相良義陽に危機が訪おとずれている」ことを知っていたらしい。知ったために、上じよう洛らくしたのだ。

「俺も徳千代も、とある人物から、書状を受け取ったのだ。相良義陽と相良良晴、織田信奈の三人を京で暗殺しようとする動きを摑んだ、至急上洛されたし。相良義陽を護衛、あるいは救出すべし、と──」

「思いきり怪あやしい人からの手紙だったんだけれど、なんとなく虫が騒さわいで！　妙見の星々の輝かがやきに、妙な赤い色が混じっていたから！　宗運おじさんは怪け我がが治っていないから止めたんだけど、来ちゃった！」

「ばうっ！」

「呼ばれた、だって？　でも人吉から京まで、すぐには来られないだろう？　それじゃあ、『本能寺の変』が計画されていることを、その者はかなり以前から摑んでいたということか？　だ、誰だれからの手紙なんだ？」

「それよりも良晴。脇腹の怪我はだいじょうぶなのか？　見たところ、かなり深そうだが……よくも、それだけの深手を負って、動けるものだ。か、肝かん臓ぞうや、肺は無事なのか？」

　義陽は、良晴を抱だきしめて離はなれない。すでに良晴の身体は戦場での古傷に塗まみれているが、今回受けた傷は一見致ち命めい的と言えるほどに深い。心配でならないのだ。「あと一刻しかない」という半兵衛と官兵衛の言葉も、義陽には「良晴があと一刻で死んでしまう、もう身体が保もたない」と聞こえる。もしもそうならば、弟と私の身体を交こう換かんしてでも、弟を救ってほしい。義陽は思い詰つめていた。

「だいじょうぶだよ、姉さん。奇き跡せき的に、刺さし傷きずは内臓を貫つらぬいていない。見た目には派手な怪我だけれど、安全な部位を貫かれているんだ」

「ほんとうに？　それは、よかった……いや。織田信奈どのは助からなかった。よかった、などと言ってはいけないが……それでも……」

「姉さん。本能寺の庭園で俺を刺した刺客も、八瀬童子だった。どうやら、姫巫女さまの名を騙かたる偽ぎ勅ちよくに命じられて刺客役として働かされたようだ。でも……姉さんに対して殺意はなかったということは……俺を殺す予定も、八瀬童子にはなかったということか？　いったいどういうことなんだ？」

　相良良晴。お前を襲った八瀬童子は「ギバチの術」を用いたようだ、と甲斐宗運が呟つぶやく。

「ギバチの術？」

「人体は、刺されれば即死するというものではない。人体を一撃で殺傷するには『急所』を破は壊かいする必要がある。脇腹を刺すのならば、内臓だな。肝臓。心臓。肺。もっとも確実な急所はもちろん心臓だ。心臓を止めれば即死させられる。時間差をつけてじわじわ殺すというのならば、腸を抉えぐり破って内部から腹を腐くさらせるという手法もあるし、刃やいばに毒を塗ぬっておけば急所を外そうが殺せる。知っての通り、俺は武士というよりも、忍びに近い。『勝つ』ことではなく『殺す』ことのみを目指して、暗器を開発し、外道の剣けん法ぽうを研けん鑽さんしてきた修しゆ羅らだ。人体の急所と弱点を知り尽つくしている。方法論の差こそあれ、八瀬童子や忍びも、俺と同様だろう。逆に言えば──」

「人体の急所を知り尽くしている者は、人体のどこが安全な部位か、刺されても命までは奪うばわれない場所はどこか、熟知しているということか？　そして、八瀬童子は俺の『死なない箇所』を刺した？」

「そうだ、相良良晴。それがギバチの術だ。俺は独自に会え得とくしたが、伊賀や甲賀の忍びがギバチの術を用いるとは、俺は聞いたことがない。はっきり言えば、殺さぬように深手を負わせるよりも、急所を突つくなり毒を用いるなりして殺すほうが簡単だからな。しかし八瀬童子は、歴代の姫巫女に仕える『御ご所しよの忍び』。故ゆえに、殺人を厭いとう。だからこそ、ギバチの術を会得していたのだろう。それほど深く刺していながら、あらゆる急所を外しているとは、お前を刺した八瀬童子の腕うでは神かみ業わざと言っていい。が、刺された際の失血と痛みと衝撃はよほど激しいものだったろう。相良良晴、お前は問答無用で失神させられたはずだ」

「……いや、俺は脇腹を刺されたあとも意識を保って、信奈に『逃げろ』と伝えようとしていた……声をあげた……そうだ。八瀬童子は、だから、俺の背中にさらなる一撃を……あれで俺は意識を失って……あの時、背中も刺されたとばかり。でも、目覚めた時、俺の背中には刺し傷がなかった」

「そうか。それは当て身だな。ギバチの術を喰らいながら、なおも持ちこたえていたのか。たいした男に、なったものだ」

　甲斐宗運は、八瀬童子と直接関わったことはない。だが、阿あ蘇そ神社大だい宮ぐう司じ家の阿蘇家に仕える者として、歴代の姫巫女が「殺人」を禁きん忌きとしてきたことはよく知っている。平へい安あん京きようの時代、日ノ本には「死罪」がなかったくらいなのだ。その日ノ本が修羅の世界となったのは、そう、武家が台頭してからだ。

「ことを起こす前に、『運命』を変える力を持つお前を一刺しで失神させ、その身体を本能寺から運びだす。お前が本能寺から消えれば、確実に『本能寺の変』は成功する。それが、八瀬童子に与あたえられた役割だったのだろう。義陽もおそらく、俺たちが妙覚寺に割って入らなければ、同じように傷を受けていたはずだ。ギバチの術によって」

「……それで俺は、生きているのか……姉さんも……でも、なぜ？　『本能寺の変』の黒幕は、どうして俺と姉さんを殺さなかった？　『本能寺の変』が決行されるその日の夜からただ排はい除じよしようとしたのは、なぜだ？　どうせ排除するなら、殺したほうが早いし、生かしておく必要なんてない！」

「ところが相良氏うじ。黒幕にとっても、われらを生かしておく必要があったらしいでござるじょ」

「左様。八瀬童子にょみならず、百地丹波率いる伊賀忍び衆も、『本能寺の変』を成功させようと策動していた黒幕の『駒こま』として動いていたにちゅぎぬ。にん、にん」

　この、舌足らずの声は……？

　礼拝堂の天てん井じように、二人の小こ柄がらな少女忍びが、張り付いている！

「……五右衛門？　一宗ちゃんっ？　生きていたのかっ？　よ、よかった……！　俺はもう、二人とも消されてしまったのだとばかり……！　これは……もしかして夢なのか？　昨夜ゆうべ襲われた人たちのうち、信奈とその小こ姓しようたちを除くほぼ全員が、南蛮寺に……？　こんなことって、ありえないだろう？」

「失敬な。拙せつ者しやたちは亡ぼう霊れいではござらぬ！　百地丹波と相打ち覚かく悟ごで自じ爆ばくをはかったでごじゃるが、ほりにおちるちょくぜんに、ほーろくだまがてからすべりおちて、ちょくげきをまぬがれたでごじゃるよ。かたがはずれておりまちたのでな」

「それがちは姉者から託たくされた『石』を守って京中を逃げ回るので精せい一いつ杯ぱいでござった。面めん目ぼくない。包囲されてもはやこれまでというところで、突とつ如じよ、伊賀忍びたちに『撤てつ収しゆう令』が」

「拙者も同じでござる、相良氏。堀ほりに転落した直後、舞ぶ台たいを本能寺外へと移したまま、ももちたんぱとちゆーをけっちゅるべく、たたかいをぞっこーしていたところ……」

　百地丹波率いる伊賀忍びもまた、本能寺に結界を張っていた蜂はち須す賀か五右衛門と石いし川かわ一宗を本能寺の「外」へと出した時点で、その「役割」を終えたらしい。

　百地丹波は「謀はかったな。織田信奈の命などに興味はないが、役えんの小お角づぬの『石』を奪だつ回かいするまでは追撃はやめぬ。あの石は、伊賀のものなのだ！」と激しく悔くやしがったというが、彼ら伊賀忍びを雇やとっていた「黒幕」の命令は絶対だったのだ。

「偶ぐう然ぜんでも幸運でもありません、良晴さん。黒幕は、『本能寺の変』で死ぬべき定めの者だけを確実に殺そうとしたわけです。良晴さん、義陽さま、五右衛門さんと一宗さんは、本来は『本能寺の変』に無関係なお方。故に、『変』を決行する前に本能寺と妙覚寺から排除すればそれでまずは事足りたのでしょう。ですが、それだけではありません。決行に先立って皆みなさんを殺しても、同じことだったでしょうから──」

「シム。五右衛門が持っていたという、役小角の『石』。それがすべての鍵かぎだ。そして『黒幕』は、百地丹波との約束を違たがえてまで、敢あえて役小角の『石』を奪おうとしなかった──この南蛮寺に役小角の『石』が持たされた今こそ、われら天下の両兵衛の推理が正しかったことが証明されたぞ。すべての謎なぞは、解けた！」

　石？　役小角の「石」？　なんだそれは？　五右衛門がそんな奇き妙みようなものを持っているだなんて、俺は聞いたことがない、と良晴はいよいよ惑わく乱らんした。いったい、なにがどうなっているのか。こんな手の込んだ計画を立てて「本能寺の変」を起こした黒幕の目的はなんだ。その石を、なぜ百地丹波に奪わせなかった？　信奈を消すことが目的なら、「本能寺の変」にまるで関係のない石など、百地丹波にくれてやれば済むはずだ。

「……待てよ……『石』と言えば……俺がガスパールから預かっているプラトン立体も……俺を失神させた八瀬童子は、奪っていない！　俺の懐ふところに入ったままだった！　そいつは、ここにある！　未来透とう視しの力を持つ、正十二面体。『人手によらずに切り出された石』が──！」

　良晴が、懐からプラトン立体を取りだす。ガスパールが「炎えん上じようする安土城」を幻げん視ししたといういわくつきの秘宝である。プラトン立体はこのガスパールの正十二面体だけでなく、ジョン・ディーが持っている正四面体の「火～サラマンドラ～」、フランスのノストラダムスが所持している正二十面体の「水～ウンディーヌ～」が存在することが判明している。サラマンドラは遠えん隔かく透とう視しの力を持ち、ウンディーヌは人間のホロスコープを浮うかびあがらせて「未来」を読み取るという。サラマンドラはフランスに留とどまっているが、日ノ本に持ち込まれたガスパールの石とジョン・ディーの石はともに、不具合を起こしていた。石を操り「観測術プレビシオン」を駆く使ししていたガスパールが石を手放したのは、かつて敵対していた良晴の信しん頼らいを得るためでもあったが、良晴という「未来人」の存在によって石の能力が激しく乱れ、使いがたくなっていたからでもあった。「未来人」という不確定要素の出現によって、石が「未来」を映しだす際の精度が乱れていたのだ。

　その石と同じ、「人手によらずに切り出された石」を、五右衛門が持っていたとは!?

　いったい、いつから？　もしかして、プラトン立体じゃないか？

　五右衛門が、あの「藁わら人にん形ぎよう」を久々に良晴のもとに掲かかげて、そして無造作に放ほうり投げた。良晴が、慌あわててキャッチする。

「これは！　秀吉のおっさんが流れ弾だまに当たって死んだ直後に、俺と五右衛門とが主従契けい約やくを結んだ時に使った、契約の藁人形？　たしか俺の髪かみの毛をこの中に入れて……九州で俺が消しよう滅めつしかけた時、藁人形も縮んでいたっけ。俺とこの藁人形とは『気』で接続されているのだろう、五右衛門？」

「左様。しかし、お腹なかの部分を開いてみるでござる。それが、藁人形の本体でござる。にんぎょーのしんのやくわりは、いちをかくちゅためのガワでござるじょ」

　入っていた。

　正八面体の、プラトン立体が！
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「相良氏の『気』は、相良氏の肉体の一部である髪の毛を通じて、その石と接続されているのでごじゃる」

　これはいったい、どういうことなのか。

　良晴には、いよいよわからない。

「相良氏。われらが父・石川小こ六ろくが伊賀より持ち去りしこの『石』もまた」

「『人手によらずに切り出された石』でござる」

「父が伊賀を抜ぬけ、さらに丹波からも抜けて蜂須賀村に落ち延びたのは、すべて『石』をまもりゅため」

「父は、その『石』を守ることが自分の、そして石川一族の使命だと信じていたでござる。その『石』は、日ノ本の、そして世界の『運命』を変える『英えい雄ゆう』にとっていずれ必要となる貴重なものであると──」

　神話の英雄・素す戔さの嗚おの尊みことにとっての天あまの叢むら雲あくもの剣つるぎと同様に。

　素戔嗚尊は出雲いずもでの八や岐またの大蛇おろちとの戦いで、神しん剣けん・十とつ握かの剣つるぎこと天あめの羽は々ば斬きりを折ってしまう。

　しかし、八岐大蛇を倒たおすことで、新たな神剣・天叢雲剣を手に入れるのである。

　この天叢雲剣こそが、「三種の神じん器ぎ」のひとつともなった、草くさ薙なぎの剣つるぎである。草薙剣は国くに津つ神かみ王朝から天あま津つ神かみ王朝へと譲ゆずられ、両王朝の「架かけ橋はし」ともなったのだ。そして日本やまと武たけるの尊みことは、この草薙剣を用いて数々の征せい討とう伝説を築きあげ、最後は草薙剣を持たずに伊い吹ぶき山やまの神と戦って死んだ。

「良晴さんが、戦国の世に現れた新たな『日本武尊』であることはすでに明らかです。良晴さんは、信奈さまの『運命』を変えるために、時空を越こえてこの地上に降臨されたのです。しかし、人間である良晴さんがその奇跡を果たすためには、力を秘めた『石』が──プラトン立体が複数必要なのです。これらのプラトン立体は、良晴さんにとっての神剣であり、武具です。プラトン立体の力にもまた限度があり、その限度を超こえれば破損します。ひとつでは不足です。そして今、南蛮寺の良晴さんのもとにプラトン立体が集まりつつあるのも、偶然ではありません」

　半兵衛が、告げる。

　人間の命だけではなく、「石」にも「使い所」があった、それが今だということか、と甲斐宗運。

　そして。

「謎解き」を開始し、「織田信奈の『運命』を変えるための最後の戦い」の口火を切った者は。

　黒田官兵衛だった。

「すでに、『本能寺の変』の真犯人──黒幕は、わかった。その者は御所の公く家げ衆を動かし、八瀬童子や百地丹波、おそらくは藤林長門をも雇って、明智光秀から惟任軍の指揮権を奪い取り、『変』を決行した。公家衆は、迂う闊かつ者の近衛前久を経由して漏もれた『古こ今きん伝でん授じゆ』の予言を、『未来』を『一部』知らされ、その黒幕に操られたのだ！　織田信奈は征せい夷い大たい将しよう軍ぐんに就任するだけでは飽あき足らず、姫巫女位を簒さん奪だつする野望を抱いだいている、相良良晴の関白就任と相良義陽の大だい納な言ごん就任はその布石だと、黒幕に吹ふき込まれたのだ！　その『織田信奈の野望』は、『古今伝授』の予言に、黒幕自身の『思おも惑わく』を混ぜ込んで作られた『噓うそ』だ。噓だが、予言された『事実』と巧こう妙みように混ぜられているために、智ち者しやであっても信じ込まされてしまう。かつて正しよう倉そう院いんで本多正信が引っかかったのと同じ手口だ！　伊賀攻ぜめは、伊賀忍びの里を壊かい滅めつせしめることで伊賀忍びたちの織田信奈への復ふく讐しゆうの念を駆かり立てるために行われた。伊賀攻めの際に戦死したはずの百地丹波が生きていたのと同様、藤林長門も生きていたと考えていい。あの者は変へん化げの達人、おそらく明智光秀とすり替かわっている。ほんものの明智光秀は生きていて、いずこかに匿かくまわれているはず。相良良晴や相良義陽と同様に」

　十兵衛ちゃんも、生きている？

　今、惟任軍を率いている明智光秀は、惟任日向は、偽にせ者もの？　伊賀忍び・藤林長門だというのか！

　それでは、その黒幕とは──。

　もう、良晴にも、黒幕の正体は明らかだった。

「そうだ。かつて『古今伝授』を解読し、『関ヶ原』で信奈と十兵衛ちゃんの『運命』をともに前倒しして成じよう就じゆさせようとした男がいた。すでに信奈に恭きよう順じゆんし、足利幕府再興の野心は捨てたと思っていた、あの男が……」

「シム。彼が『本能寺の変』の黒幕だ、相良良晴。彼は、『正史』における『本能寺の変』の経けい緯いを詳しよう細さいに知っていた。きみから直接未来を教えられた者を除けば、彼だけが知っているのだ。公家衆は、ごく一部を知らされたにすぎない。『正史』では変に関わらない相良良晴たちを事前に現場から排はい除じよした理由のひとつは、変を確実に成功させるためだろう。『相良義陽が二条御新造に逃にげ込んだ』などと強ごう引いんな理由を作って近衛邸ていから二条御新造を狙そ撃げきさせたことといい、『西国外と様ざま衆とヨーロッパ使節団が謀む叛ほんし挙兵する』という噂うわさを流してまで津田信澄を堺へ向かわせ、丹羽長秀に合流させたことといい、黒幕はありとあらゆる手を用いて『古今伝授』に『予言』されている『本能寺の変』をできる限り正確に再現しようと注力している。まるで、ウィリアム・シェイクスピアが自らの戯ぎ曲きよくを舞台上で役者たちに演じさせているかの如ごとくだ。彼は不自然なほどに、『予言』に忠実たらんとしている。彼が相良良晴たちを劇の幕があがる直前に〝殺さずに〟排除した理由はもうひとつあるが、これは後で話す──かくして、結論は出た。黒幕は、『古今伝授』に記された『未来』のすべてを知っている者。そして、甲斐宗運と相良徳千代を京へ呼んだ者。細川藤孝しかありえない」

「そうだ、相良良晴。俺たちに書状を届けて京へ呼んだ者は、細川藤孝だ」

　良晴にはまだ、動機がわからない。だが、細川藤孝は再び「運命」を成就させるべく動いた。これだけは、確実だった。目の前が暗くなっていく。義陽に支えられて、かろうじて踏ふみとどまる。

「……つまり……信奈は……信奈だけは、もう、死んでいるんだな、官兵衛……？　『本能寺の変』を発生させること、『予言』の通りに『正史』を再現させることに藤孝がこだわったのは、確実に信奈を葬ほうむるため……なんだな……？」

「いいえ。良晴さん。信奈さまはたしかに、十中八九、いえ、十中十、死んでおられます。ですが──ですが、誰だれもまだ、信奈さまの首を、ご遺体を、見てはおりません。『正史』でも、信奈さまに該がい当とうするお方、すなわち織田信長公の首はついに発見されませんでした！　つまり、信奈さまの死は、実は歴史上ただの一度も『確定』していません！　あなたならば、信奈さまの『運命』を覆くつがえすことができます！　これより、良晴さんにとっての最後の戦いが──冒ぼう険けんがはじまるのです。わたしたちが全力で補ほ佐さします！　良晴さんが信奈さまを救うために戦国の世を駆け続けてきた過程で絆きずなを築き続けた、わたしたちが！」

　この時、良晴は、不意に思いだした。「異変に気づいた阿あ弥み陀だ寺じの僧そう侶りよ・清せい玉ぎよくが本能寺の裏手の垣かきを破って潜せん入にゆうし、家臣団による信長の火か葬そう現場に遭そう遇ぐう。その遺灰を寺に持ち帰った」という伝説を。他ほかにも、静岡に信長の首を葬ったという伝説もある。

　だが、歴史的人物にまつわるこの種の伝説は数多く存在する。これらの伝説が事実だという確証はない。なにより、ルイス・フロイスの「日本史」に記されていない。「本能寺の変」を決行した明智光秀は、ついに織田信長の首を発見できなかった。だからこそ、去就に迷っていた摂津勢は「信長さまは生きている」という秀吉の「書状」を信じて秀吉方に加勢し、明智光秀軍を撃げき破はしたのだ。これが「正史」だ。

　仮にいずれかの伝説が事実だったとしても、客観的に証明されてはいない。

　なにより、現時点における「信奈」の生死はいまだ「不明」なのだ。

「正史」では死ぬはずだった津田信澄は、小早川隆景という本来その場にいるはずがなかった人間によって命を救われている。そして、本来ならば竹中半兵衛はすでに病びよう没ぼつしているはずだが、その半兵衛がこうして生きている。生きて、信奈のためにその知ち謀ぼうのすべてを捧ささげ尽つくしてくれている。

　ならば、不可能ではない。すでに本能寺で焼け死んでしまったはずの信奈を救うことも可能なはずだ。

　そう。「信奈がまだ死んでいない」という可能性だって、あるはずだ。

　良晴は、その最後の希望に、賭かけた。

「……半兵衛……そうだな。俺は。俺は、信奈の『運命』を変えるためにこの世界に来たんだな。そうなんだな、半兵衛？　教えてくれ。俺は、どうすればいい？」

「京での『激げき突とつ』がはじまるまで、もう時間がありません。必要な者全員が集まり次し第だい、信奈さまを救出する作戦を開始します。その間、しばし時間があります。手順を間ま違ちがえれば、すべてが瓦が解かいすることに。最悪の場合良晴さんは、以前よりガスパールさまが危き惧ぐしていた『無限循じゆん環かん』に陥おちいることになります。それでも良晴さんが、信奈さまを救いたいと仰おつしやるのならば──良晴さんに『段取り』を説明いたします」

　無限循環。「本能寺の変」の阻止に失敗した相良良晴が過去のゴアに戻もどってガスパールとなり、しかし過去の自分の存在が原因でプラトン立体の力を十全に活いかすことができず、永遠に「本能寺の変」阻止に失敗し続ける。そんな無限ループに落ちるという最悪の「結末」。信奈は無限に本能寺で殺され続け、良晴は「同じ時間」を永遠に彷徨さまよい続け、果てしなく失敗し続ける。諦あきらめてしまうその時まで。

　考えがたい地じ獄ごくだった。「本能寺の変」が発生してしまった今になれば、わかる。ガスパールが俺の存在を抹まつ消しようしようと腐ふ心しんしたのも無理はない、と。相良良晴がガスパールだという「事実」が確定してしまえば、信奈を永遠に殺し続けるという「悪夢」もまた確定してしまう。

　それでも。

　良晴は、「信奈を救う」という「結末」をその手に摑つかむ可能性に、賭けた。

　小早川さんは、信澄を救ってくれた。

　俺にも、できる。

　なぜならば。

　そうだとも。俺は、一人じゃない──！

「俺は、やる。止めても無む駄だだぜ、ガスパール！　段取りを教えてくれ、半兵衛！」

　ガスパールもまた、相良良晴の決断を受け入れた。

「よろしい。賽さいは投げられた、相良良晴。きみの選せん択たくを尊重しよう。しかし、心してほしい。もしも織田信奈さまの救出に失敗すれば……その時は」

「わかっている、ガスパール。高たか千ち穂ほから天あまの岩いわ戸とを潜くぐり、過去へ戻ってお前になれって言うんだろう？　覚かく悟ごはできている！」

「いや、その必要はない。なぜならば、相良良晴にはただちに天岩戸を潜ってもらうからだ！　この織田信奈救出作戦の『ある段階』で失敗すれば、相良良晴がガスパールであることが『確定』する！」

　黒田官兵衛のその言葉が、礼拝堂に集まる全員を凍こおりつかせた。

　相良良晴の「運命」が、今、決まろうとしている。








巻ノ二　天あまの岩いわ戸と









【下しも京ぎよう・南なん蛮ばん寺じ】




　オルガンティノが白馬に乗って南蛮寺を出立し、良よし晴はると半はん兵べ衛え・官かん兵べ衛えが入れ違いに南蛮寺へと入ってから、およそ数十分ほど後だった。

「ああ。着きましたか、皆みなさん！　もっと時間がかかると思っていました！　流れは、良晴さんと信のぶ奈なさまの側へ来ています！」

「シム！　これで、作戦遂すい行こうに必要なプラトン立体をひとつ確保だ！」

　半兵衛と官兵衛よりも少し遅おくれて、西さい国ごく街かい道どうから早馬を飛ばして京きように舞まい戻ってきた姫ひめ武将たちと「魔ま術じゆつ師し」が、南蛮寺の良晴のもとに合流した。彼女たちは、小こ早ばや川かわ隆たか景かげ・丹に羽わ長なが秀ひでらとともに山やま崎さきで暴徒化しつつあった将兵たちの懐かい柔じゆうにあたったため、出立が遅れた。しかし、オルガンティノが動かした京のキリシタンネットワークによって良晴の現在位置を知れたため、予定よりも早く合流できたのだ。

「良晴くん！　信奈ちゃんの『運命』は──『生死』はまだ確定していないよ！　見て！　フランスの占せん星せい術じゆつ師し・ノストラダムスが正二十面体『水～ウンディーヌ～』のプラトン立体を駆く使しして作った、信奈ちゃんの『運命』のホロスコープだよ！　特別遊ゆう撃げき隊の女によ官かんさんから、もらっちゃった！　良晴くんは生年月日がわからないのでホロスコープを作れなかったんだけれど、信奈ちゃんのものは作れたんだよ。これが、信奈ちゃんの死が『確定』していないなによりの証しよう拠こ！　信奈ちゃんが生せい還かんできるかこのまま本ほん能のう寺じに消えるかは、良晴くんにかかっているんだよ！」

　西国街道から到とう着ちやくした「仲間」の一人は、大おお友とも宗そう麟りん。

　本来ならば、繊せん細さいな宗麟は、「本能寺の変」の衝しよう撃げきによって二度と立ち直れないはずだった。しかし、奇くしくもフランスの予言者ノストラダムスが、「伊達だて政まさ宗むねのホロスコープ」を作成する際に「ジパングの天下人・織お田だ信奈のホロスコープ」をも作成しており、カトリーヌ・ド・メディシスがこれをジパングへ向かう特別遊撃隊に持たせていたのだ。

　なぜならば、それがあまりにも奇き妙みようなものだったからだ。

「本能寺の変」の発生を知った大友宗麟は打ちひしがれ、耳を塞ふさいだが、ガスパールが大友宗麟を「織田信奈さまのヘファイスティオンになられますように」と導いてきたことが、かろうじて彼女の心を崩ほう壊かいから救った。そこに、特別遊撃隊のメンバーが「想定外の事態でわれらも驚おどろいていますが、もしかしたら、なにかに役立つかもしれません」と「織田信奈のホロスコープ」を提出してきたのである。

　良晴は、宗麟からそのホロスコープを手て渡わたされ、凝ぎよう視ししていた。

「……これは……!?」

「良晴くん。紙の上にインクで描かかれたはずのホロスコープが、流動しているでしょう？　つまり、信奈ちゃんの『未来』はまだ『確定』していないんだよ！　生きている未来と、死んでいる未来、ふたつの未来が同時に可能性として存在している！　ノストラダムスとカトリーヌ・ド・メディシスも、こんな奇妙なホロスコープは見たことがない、と驚いてジパングへ向かう特別遊撃隊に預けると決めたんだって！　しかも、『本能寺の変』が起きたにもかかわらず、ホロスコープはいまだに流動的で固定されていない。つまり」

「宗麟。信奈の『未来』は『未確定』ということなんだな？　常識では理解しがたい事態だが、信奈の生死はいまだ、定まっていない──いずれの未来もありうる──そういうことなんだな？」

「うん！　理り屈くつはさっぱりわからないけれど、そういうことみたい！」

　やはりわれら天下の両りよう兵べ衛えの推測は当たっていた、と官兵衛が頷うなずく。

「……宗麟。よく耐たえて、これを俺のもとに届けてくれた。ほんとうは泣き崩くずれたいところだったろうに、ありがとう」

「ううん。良晴くんこそ。あなたは、やっぱりほんとうに強いね。その目。こんなにも絶望的な現実を前にして、最愛の人を失ってなお、立ち上がり、前へ進もうとしている。このホロスコープを良晴くんに見せれば、きっと良晴くんは『英えい雄ゆう』の力を取り戻せる。宗麟は、そう、思って……頑がん張ばったんだよ……う……うう……」

「宗麟のおかげだ。本能寺跡あとで俺はいちど壊こわれかけた。かろうじて半兵衛と官兵衛に救われたけれど、この南蛮寺に着いてからもずっと俺の心は揺ゆれていた。あの本能寺跡の廃はい墟きよを見てしまった衝撃が、あまりにも大きくて。どう考えても信奈は死んでいる、もう俺にはどうしようもない、と絶望に打ちのめされそうだった。でも！　このホロスコープを宗麟が届けてくれたことで、確信したよ。信奈の『運命』を、見えない『歴史の修正力』なんかには決めさせないと！　俺たち全員で、信奈生存の『未来』を摑み取る！　宗麟はやっぱり、信奈のヘファイスティオンだ！」

「……信奈ちゃんを、救って。お願い……良晴くんが信奈ちゃんの『運命』を確定させて救ったその時、この信奈ちゃんのホロスコープも固定されるはず」

「ああ。これほどわかりやすい『しるし』はない。もちろん半兵衛と官兵衛を信じていないわけじゃなかったけれど、俺の理解力のほうが追いつかないんじゃないかという不安があった。俺は、馬ば鹿かだからさ。でも、このホロスコープを見て、現実感を取り戻せた！　もうだいじょうぶだ！」

「そうだ。小早川隆景から、書状を預かってきたよ──」




　良晴。詳くわしい事情は半兵衛と官兵衛からの二通目の書状で知った。今は、きみが生きているという二人軍師の言葉を信じている。

　エリザベス女王たちヨーロッパ使節団や津つ田だ信のぶ澄すみたち織田家一門衆は、蒲生がもう氏うじ郷さとと相良さがら妹軍団、そして高たか山やま右う近こんが派は遣けんしてきた自警団が護衛して確実に堺さかいまで送り届けるから、心配はいらない。

　だが、私は丹羽長秀や島しま津づ家いえ久ひさとともに惟これ任とう追討軍を率いて戦わなければならず、残念ながら南蛮寺には来られない。京を「応おう仁にんの乱」以上の戦火と破は壊かいに巻き込んでしまうが、こうしなければ津田信澄やエリザベス女王を斬ざん奸かんしようとしていた将兵たちを止められなかった。

　これは織田信奈の仇あだ討うち戦であると同時に、日ひノ本もとの公く家げ衆と武士団を二分する「攘じよう夷い派」と「開国派」の戦いとなる。きみたちが織田信奈を救出するために集つどう南蛮寺も乱戦の中で焼き払はらわれる。すべては私の罪だ。もはや、「本能寺の変」を起こした黒幕や公家衆にすら、織田信奈の死を知っていっせいに蜂ほう起きする各地の「攘夷派」の熱を押おしとどめることはできまい。「開国派」が勝利できなければ、大おお坂さか湾わんで十字軍艦かん隊たいとの海戦が勃ぼつ発ぱつし、ヨーロッパ諸国のすべてが敵に回り、南蛮貿易のすべてが停止し、日ノ本は戦国時代以上の乱世となって滅ほろび去るだろう。必ず、その未来だけは阻止する。たとえ敗れて私自身が討うち死にするとしても。丹羽長秀、島津家久とともに切腹してでも。われら三人は、すでに死の盃さかずきを交かわした。織田信奈のために、そしてきみのために、南蛮寺が焼かれるまでの時間をなんとしても稼かせぎ、戦って死のうと。私には悔くいはない。最後まで、きみのために戦い続ける。私はもう決して折れないし、逃にげない。

　どうか──織田信奈とともに、この「世界」に戻って来てほしい、良晴。きみのために、私はこの世界を、この日ノ本を守り通す。だから──この「世界」を、「夢の間」にはしないでほしい。どうか──。

　追つい伸しん。私は、いつだってきみのおなり神だ。良晴。




「……小早川さん……わかったよ……小早川さんがこの場にいなくても……俺の隣となりには、いつも……小早川さんが、いてくれる……だから……絶対に、生きて再会を果たそう……」

　良晴は、呻うめいた。琉りゆう球きゆうに小早川さんを留とどめておけば、違う未来があったのだろうか。

　いや。そんな未来を、彼女は望んではいなかった。どこまでも、無私な人で……。

　一刻後に京で合戦が起これば、南蛮寺も巻き込まれる。日ノ本に攻せめ込んできた十字軍との「和わ睦ぼく」という結末に内心不満を抱いだいている人々、潜せん在ざい的な「攘夷派」は大勢いる。惟任軍はヴァリニャーノの抗こう議ぎを受けて南蛮寺を中立地帯としているが、合戦に誘ゆう発はつされて「攘夷」を唱える武士団や賊ぞくが続々と決起すれば、いずれこの南蛮寺は焼け落ちる。下京全域が火の海になるからだ。

　それ以前に、もしも公家衆と繫つながっている惟任軍が「即そく時じ攘夷」を強行すると決めてヴァリニャーノを無視し、下京に火を放てば、早々に南蛮寺は炎えん上じようするだろう。

　つまり、開戦から程ほどなくして、どこかの時点で作戦継けい続ぞく自体が不可能になる。

（急がなければ。断固としてこのクーデターを成功させてはならない。誰だれにも制せい御ぎよ不能になる、という小早川さんの読みが正しければ、京のみならず全国で「攘夷派」が決起する。「中央集権」を果たした織田政権の構想から外された諸国の国こく人じん衆や、織田家に滅ぼされた大名家の旧家臣団が中心となるだろう。すでに十字軍と接せつ触しよくしてしまった以上、攘夷鎖さ国こくの道へ進めば日ノ本は「正史」からも外れて滅びる。そんな未来を阻そ止しするためにも、小早川さんと長秀さん、そして家久は戦わねばならない。だが、兵数も準備もまるで足りないのに西国街道を逆走して惟任軍の大軍が待ち構えている京に突とつ入にゆうするだなんて、そんなものは戦術でもなんでもない。無茶苦茶だ。勝ち目なんてない。それでも。少しでも俺たちに時間を与あたえるために、小早川さんたちは京で討ち死にするつもりだ……！）

　さらに、あと二人の「来客」が、西国街道から到着していた。この二人こそ、半兵衛と官兵衛が待ち続けていた「来客」であった。

「おお、そう嘆なげくな相良良晴よ。ジパングを統すべるもう一人の魔王・梵ぼん天てん丸まるにお任せなのだ！　我はジョン・ディーの護衛役としてついてきたのだがな。あれ以上山崎に留まっていたら、我も攘夷を叫さけぶ志士どもに斬奸されそうだったのだ。ふたつの祖国を持つ我も辛つらいのだ……だが、相良良晴。うぬの心の痛みに比べれば、なにほどのこともにゃい！　泣いてにゃいっ！」

「ウリエルちゃんに任せたまえ！　ぴるるるる～。わが相棒のプラトン立体・ケリーちゃんを持ってきてやったぞ、相良良晴！　ジパングのクィーン織田信奈の『運命』がかかっている一大事だ、父上に𠮟しかられるが諸君に貸してやろう！　壊すなよ、壊すなよ？」

　一人は、決死の白装束に身を固めて京に戻もどってきた梵天丸。

　そして、いつの間にか梵天丸の相棒になっている、イングランド及および神聖羅馬ローマ帝てい国こくのワイズマンを務める占星術師ジョン・ディー二世。

「二人とも、兵も率いずに再入京したのか？　よく攘夷志士に斬きられなかったな？」

「ククク。高たか槻つきの高山右近が慌あわてて貸してくれたキリシタン自警団十三名に守ってもらえたのでな。彼らはこの南蛮寺の守備に回した。高山右近は『もう絶望しました、呂宋ルソンにでも亡命して異国の地の果てで死にたい』とそうとうに落ち込んでいるらしいが、ヨーロッパ使節団が集まっている山崎で攘夷騒そう動どうが起こると察して動いてくれたにょだ」

「京のキリシタンの面々も、オルガンティノの号令のもと、即席で自警団を結成して攘夷志士による斬奸騒さわぎを抑おさえている。京に入ってからは、その面々の警固も受けられた。相良良晴の居場所も教えてもらえたしな！　もっと時間がかかると思ったが、想定外だぞ。『運命』の流れは、織田信奈生存へと傾かたむいている！　ウリエルちゃんに任せたまえ！」

　清きよ水みず寺でらで今いま川がわ義よし元もとちゃんが松まつ永なが久ひさ秀ひでに襲しゆう撃げきされた時も、死地に陥おちいった信奈や十じゆう兵べ衛えちゃんを救ってくれた予期せぬ「加勢」の中に、高山右近、小こ西にしジョウチンらキリシタン信徒の一団がいた。あの時は、フロイスちゃんが甲かつ冑ちゆうを着ていたような……そして今は、オルガンティノが南蛮寺に留まっているフロイスちゃんに代わって、立ち上がってくれている。女の子を見るだけで震ふるえあがっていた、あのオルガンティノが。勇ゆう敢かんな、男になった。

　良晴の全身に「力」が漲みなぎりつつあった。本能寺跡を目撃してしまった時に失われた勇気を、取り戻しつつあった。今までに感じたことのない強きよう烈れつな「熱気」を、良晴はその一身に集積しつつある。死の危機を冒おかして南蛮寺へ詰つめかけてきてくれる、仲間たちの想おもいのすべてを、良晴は背負おうとしている。すべてを吞のみ込もうとしている。

「相良良晴。わがケリーちゃんは、正四面体のプラトン立体。遠えん隔かく透とう視しの能力を誇ほこる『火～サラマンドラ～』だ。プラトン立体は世界に五個ある。このうち、三つが透視系の能力を持つ石だ。ノストラダムスが持っている正二十面体『水～ウンディーヌ～』は、人間の『未来』を見通すホロスコープを作成できる。すでに織田信奈のホロスコープを作成した時点で役割を果たしているので、あれはこの場にはなくてもいい。だが！　我のケリーちゃんは直接遠隔透視できる。今は相良良晴が干かん渉しようするので時差ボケが酷ひどいが、今回の半兵衛と官兵衛の作戦では重要な石だ。遠隔透視能力を駆く使しして、未来語で言う『モニター』の役目を果たすことができる！　絶対にこの場に必要な石にゃのだ！」

「なので、我とジョン・ディーは小早川隆景たちに山崎で蜂起した惟任討とう伐ばつ軍団を任せ、こうして相良良晴のもとに急きゆう遽きよ駆かけつけてきたというわけだ。いわばジョン・ディーと我は、相良良晴最後の冒ぼう険けんを補ほ佐さするサポート役、道みち標しるべ役というわけだ。織田信奈救きゆう援えんまではあと一歩だぞ、相良良晴よ！　ククク」

「ちなみに、遠隔透視能力を持つ三個目の石が、ガスパールがジパングに持ち込んだ正十二面体、『第五元素』のプラトン立体だ。そちらもケリーちゃん同様、相良良晴の干渉によって具合が悪いらしいが、今回半兵衛官兵衛が立てた作戦ではその点は問題にならない。ウリエルちゃんを信じたまえ！」

　ジョン・ディーは、「プラトン立体」についてこの場にいる誰よりも精通している。半兵衛と官兵衛の「織田信奈救出作戦」も、ジョン・ディーのプラトン立体に関する知識と、ジョン・ディーが日ノ本に持ち込んだ「火～サラマンドラ～」がなければ成立し得なかった。つまり、十字軍が日ノ本に上陸していなければ、この瞬しゆん間かんはなかった。そもそも、良晴と堺で出会って正史よりも早く覚かく醒せいした梵天丸が羅馬教皇に使者を送らなければ、十字軍自体が日ノ本へ来なかった。

　やはり人々の意思が。流れのすべてが「織田信奈生存」の「未来」へと向かっている。

　今こそ、良晴はそう確信できる。

「残るふたつの石は、透視能力ではなく、『ヤコブの梯はし子ご』、つまりジパング語でいう『天岩戸』を開閉する能力を持つ石だ。おお。相良良晴よ。それだ、それ！　ウリエルちゃんも実物を見るのははじめてだが、それこそヨーロッパの歴史から消しよう滅めつして長年所在不明となっていた正八面体のプラトン立体、『風～シルフ～』ではないか！　それは、天岩戸を開ける基本能力に加えて、もうひとつの性質を帯びている。『召しよう喚かん者を引き寄せる召喚石』にゃのだ！　『ヤコブの梯子』より召喚されし者を、その石のもとに呼び寄せることができる！　今回の作戦では欠かせない石にゃのだ！　半兵衛と官兵衛はその石が必ず相良良晴のもとにわたると断言していたが、ウリエルちゃんは不安だったのだぞ！　よくぞこの土ど壇たん場ばで手に入れた！」

「この梵天丸が、問題ない、必ず良晴は手に入れる、と予言した通りになったな。まさに良晴は神の子だ、そして我は悪あく魔まドレイクの子。ククク」

　複数のプラトン立体を使用するというのか。半兵衛と官兵衛は、かなり複雑な作戦を練っているらしい。この絶望的な状じよう況きようから信奈を救わねばならないのだから、単純な作業ではあるまい。「風～シルフ～」とは？　天岩戸を開く、という能力はわかる。だが、召喚者を引き寄せる、とは？

　しかし、良晴から小出しに質問している時間はない。半兵衛と官兵衛から、作戦の全ぜん貌ぼうを聞いて、理解できない部分だけ補足を願えばいい。一分一秒が惜おしい。小早川隆景が率いてくる惟任追討軍が京に到とう着ちやくし、二に条じよう御ご新しん造ぞうを包囲している惟任軍の大軍と激突する前に……すべてを終わらせねばならない！

「今のところ、南蛮寺に追って到着されたのはこのお三方だけのようですね。まだ到着するべき人はおられますが……」

「これ以上待ってはいられないな、半兵衛！　これから開始する作戦の手順を良晴に覚えさせよう！」

　半兵衛。そして官兵衛。天下の両兵衛が、良晴に「作戦」の開示をはじめる。

「良晴さん。少々ややこしい話ですので単純化して説明しますが、陰おん陽みよう道どうでは、世界は実体を持つ『陽世』と、虚きよの世界であり陰かげの世界である『陰世』のふたつの世界に分かれて併へい存ぞんしています。そして、それぞれの世界同士の間では目には見えない『干渉力』が生じていて、それが人間の『運命』を左右する『運命の強制力』の正体だと考えられてきました」

「シム。かつて細ほそ川かわ藤ふじ孝たかが関せきヶが原はらで『本能寺の変』を発生させようとした時、藤孝はこの陰陽道の陰陽二極論を応用した。今回も、彼がある程度『本能寺の変』の発生条件を人じん為い的に揃そろえている。ただし、すべてが人為的に準備されたわけではなく、『運命の強制力』が働いて有効になった条件もある」

「陰陽道は常にこの二元論を用いて森しん羅ら万ばん象しようすべての事象を解かい釈しやくしていましたが、良晴さんから伺うかがった未来の『宇宙論』とすり合わせてみますに、おそらく、わたしたちの世界は『無限』に分ぶん岐きしています。良晴さんは、量子力学が発展している二十一世紀の物理学や創作の世界では、二元宇宙論ではなく、多元宇宙論が流行はやっていると仰おつしやっていましたよね？　『エヴェレットの多世界解釈』。世界は、可能性の数、分岐する数だけ無限に、かつ、同時に『同じ宇宙に』存在する。その無限の世界のうち、観測者が観測できる分岐世界のみが観測者にとっての『唯ゆい一いつの世界』なのであって、他ほかの無限の世界は観測できないままに併存している──と」

　良晴は慌てた。半兵衛？　いきなりなにを？　それは、昔売れないＳＦ小説を書いていた俺の親父おやじが「なぜアメコミではマルチバースが一いつ般ぱん的なのか」という俺の疑問に答える際に「待ってました」とばかりにあれこれ垂れた蘊うん蓄ちくで、歴オタの俺にはなんのことかいまだにさっぱりわからない！　半兵衛にも、きっと正しく伝えられていない！

「まあ落ち着け相良良晴。半兵衛とシメオンは、中世の陰陽道的世界観と二十一世紀物理学の多世界解釈は本質的に同じものなのではないかと考え、こういう仮説を導きだした。宇宙には無限の可能性、無数の『世界線』、いわば『世界の泡あわ』が夢ゆめ幻まぼろしの如ごとく同時に並列しているのではないか。その無限の世界のうち、『観測者』が『観測』した世界が実体を持った『陽世』として確定され、同時にその『陽世』と対極を成している世界が虚の世界──『陰世』として確定されるのではないか？　『観測者』こそが、世界が内包する無限の可能性を、陽世・陰世の二極世界に収束させているのではないか？　つまり、『世界』になり得うる可能性を持った『世界線』は無限にあるが、実際に存在し得る世界は『陽世』と『陰世』のふたつだけで、その中でも『観測者』が存在できる世界は陽世だけということだ！」

「陰世」が実在することは──「虚の世界」が「実在」するという言い方は妙みようだが──朧おぼろ月づき夜よこと小お野のお通つうが実際に「陰世」から来たことで証明されている。本来、「言こと霊だま」の世界である「陰世」から「実体」を持つ「陽世」へは人間は移動できないのだが、ねこたまの強力な霊れい力りよくが小野お通の「実体」を造り上げたのだという。ほんとうなら、元素変へん換かんどころじゃない膨ぼう大だいな力だ。

「しかし半兵衛、官兵衛。それはつまり、この世界ははじめに『神』と呼んでいい超ちよう越えつ的存在が無数の『世界線』の中から今の『世界』を『観測』して収束させた瞬間に生まれた、と言っているだけだと思う。それが、信奈を救う方法と、どういう関係が？」

「良晴さん。陰世・陽世の陰陽二元論と未来の多世界解釈がわたしの頭の中で繫つながったのは、『観測術』の使い手であるガスパールさまが日ノ本へ持ち込まれたプラトン立体を見た時でした。ガスパールさまが良晴さんに接近する以前は、ガスパールさまの正十二面体プラトン立体は、織田信奈さまが生きているこの世界の映像しか映していなかったはずです。ですが、良晴さんがガスパールさまに接近するごとに、プラトン立体の未来透視能力は精度を失い、乱れていきました。未来人の良晴さんが出現したために、良晴さんが石の力に『干渉』しているのだと、ガスパールさまは考えておられました。そして、極きわめつけの事態が起こりました。織田信奈さまと良晴さんの前でガスパールさまがプラトン立体の力を用いて未来を透視しようとした時、『はじめて』プラトン立体が『織田信のぶ長なが公』の姿を映しました！」

　良晴は、思いだした。

　そうだった。

　信奈は合理主義者で、不可思議なものを容易には信じない。だからガスパールと対面した時、プラトン立体を実際に用いさせた。その結果──プラトン立体は、一瞬だけ作動したが、織田信長を映しだした！

「ええ、はっきりと覚えています。私はこう呟つぶやいたはずです。『今まで映り込んだことのない人物です。やはり相良良晴の干渉力の影えい響きようで、プラトン立体の能力が乱れているとしか思えません』と。あの信奈さまにどこか似た華きや奢しやな男は、何者だったのですか、半兵衛どの？」

「ガスパールさま。あなたは期せずして、この世界の裏側に存在するもうひとつの世界、『陰世』を覗のぞいたんです。この両世界の分岐点、『陰世』と『陽世』の境目となっている存在こそが、織田信奈さま。『今の』陽世では、織田信奈さまは女性ですが、『今の』陰世では信奈さまにあたる人物は男性で、織田信長と名乗っております。つまり、二人は同じ運命を持った人間でありながら別人であり真逆の存在なのです。信奈さまが太陽ならば信長公は月。相良良晴さんと信奈さまのお二人がプラトン立体に接近したその時だけ、『陰世』の光景が映しだされたのです──プラトン立体が、良晴さんの干渉力と信奈さまの存在によって強力に誤作動したのです」

「陰世」を、映した？

　良晴は首を傾かしげる。

　それはおかしいぞ半兵衛。なぜなら。

「俺が生きていた世界では、本能寺の変で死んだ天下人は『織田信長』。男なんだ。つまり、あの時プラトン立体に映った織田信長こそが、俺が生きてきた『陽世』に存在した人間で、信奈のほうが『虚』だということになるんじゃ？　織田信奈という姫ひめ武将が歴史に存在したという証しよう拠こは、俺の時代・俺の世界にはなにも残されていない。俺はだから、信奈とはじめて会った時に『なんで信長が女の子になっているんだ？』って驚おどろいて……後の世になって、姫武将の存在そのものが禁きん忌きとなり、歴史が全面的に改かい竄ざんされたとでも言うのか？　そんなはずは……国内の文ぶん献けんをすべて改竄したとしても、フロイスちゃんが書き残した『日本史』まで改竄することは不可能だ」

　良晴はさらに首を捻ひねる。ではまさか、俺が実は「陰世」から来た実体を持たない人間だというのか？　それはありえない。実体化するためには、ねこたまが全霊力を使い果たさねばならないほどの莫ばく大だいなエネルギーが必要なはずだ。俺はただの人間で、そんな力はない……それに、俺が生きていた世界にはたしかに「実体」があった。言霊だけの世界、虚の世界なんかじゃない。科学文明があれだけ発達していたんだから、間ま違ちがいない。言霊の世界ならば、もっと「魔ま術じゆつ」や「陰陽術」が発展し、科学が発展する余地はなかったはずだ。

「はい。そうです、良晴さん。あなたは未来の『陽世』からこの戦国の時代に来られました。普ふ通つうの人間です。虚から実体を生みだす霊力のようなものをお持ちではありません」

「じゃあ半兵衛。どうして俺は信奈が生きている世界に来たんだ？　織田信長が『陽世』の人間なら、信長と男女反転している信奈は『陰世』の人間ということになるんじゃないか？　そういえば、半兵衛も官兵衛もフロイスちゃんも義よし陽ひ姉さんも、梵天丸も、けんにょときょうにょも……みんな、俺が知っている『正史』では男だ！　宇う喜き多た直なお家いえや斎さい藤とう道どう三さん、エリザベス女王のように性別が反転していない人もいたが、なぜか反転している人間が多い。やはりここは、多くの人間の性別が反転している『陰世』じゃないのか？」

「いえ。もともとの『陰世』はこの世界ではなく、別に存在していました。つまり、小野お通さまが生きていた世界です。ここは本来、良晴さんが生きていた『陽世』でもなければ、『陰世』でもない、収束していなかった膨大な『世界線』のうちのひとつだったと思われます。ですが──『陽世』と『陰世』の分岐点を観測して決定する者、『観測者』が新たに『この世界』に現れた瞬間から、陽世も陰世もその他の収束していない世界線も、いったんすべてがひとつに『混ざり合いました』。かつて、何者かが最初の『観測者』として、『陽世』と『陰世』とを収束させ確定させたからこそ、世界は陰陽二極に分ぶん離りして安定していたのです」

「シム。ところが時空を越こえるという禁忌を犯おかしたいれぎゅらあな未来人、つまりきみが『観測者』として現れたおかげでぜんぶリセットされてしまったというわけだ、相良良晴！　陽世も陰世もその他の世界線もみな再びごっちゃになった。『正史』と性別が反転している者もしていない者も共存しているのは、そのためだ！　相良良晴。きみこそが、収束していたはずの世界を混ざり合わせて不安定化させた張本人であり、同時にこの不安定な世界を再び収束させることができる新たな『観測者』なんだ！」

「俺が？　『観測者』？　違う。官兵衛。俺はガスパールのように観測術なんて使えない。俺はただの未来から来た普通の人間で……」

「きみは実にばかだな！　だから！　きみが過去に対してまったく無知ならば、異世界に転生してくるようなものだからそうはならなかったが、歴史ゲームやら歴史アニメやらを通じて戦国時代の日ノ本に関する豊富な歴史知識を持ったまま未来から過去の戦国日ノ本へ来た時点で、きみはもうただ者じゃなくなっているんだ！　過去を知り尽つくしている時点で、きみは超越的な存在なんだ。すなわち、神の視点を持った『観測者』なんだ！」

「そうか。天岩戸を潜くぐる際に俺が欠損した記き憶おくは、召しよう喚かん前後の記憶だけだったから……ではなぜ、俺は戦国時代の尾お張わりに召喚された？　俺は偶ぐう然ぜん、この時代に落ちたのか？」

「いいえ。偶然ではありません。すべては必然です。良晴さんは、五ご右衛え門もんさんが持っていた『風～シルフ～』に呼ばれたのです。『風～シルフ～』は、召喚者を呼び寄せる召喚石なのです。五右衛門さん姉し妹まいのお父上・石いし川かわ小こ六ろくさまは、役えんの小お角づぬ由来の『風～シルフ～』に魂たましいを惹ひかれていたお方でした。何者かを、英えい雄ゆうを、この戦乱の世に召喚してくれる石なのだと、漠ばく然ぜんと信じておられました。あるいは、伊い賀がにはそういう噂うわさが秘密裏りに伝わっていたのかもしれません。にも拘かかわらず、伊賀忍しのびたちは『風～シルフ～』を単なる宝物として扱あつかい、戦乱の日ノ本から国を閉ざして石を活用しようとしませんでした。故ゆえに、石川小六さまは『風～シルフ～』を命いのち懸がけで伊賀から持ち出し、丹たん波ばに。しかしその丹波でも石を有効に活用してもらえそうにないと知ると、さらに尾張美み濃の方面へと流れて、蜂はち須す賀か村に移住したのでしょう。五右衛門さんが最初にお仕えした足軽・木きの下した藤とう吉きち郎ろうどのは、『石』が英雄を呼ぶという伝説を五右衛門さんから打ち明けられ、その話に大喜びで乗ったそうです。噓うそでもほんとうでも構わない。実に面おも白しろい。いずれその『石』が英雄を呼べばその者を自分たちで補ほ佐さして織田信奈さまのもとに仕官させよう、来なければ自らが英雄となって織田信奈さまのもとで働こう、諸国を放ほう浪ろうしてきた自分が見るにこの日ノ本の戦乱を鎮しずめられる者は織田信奈さましかいない、と──」

「五右衛門によれば、藤吉郎は本来ならば日ノ本の戦乱を終わらせることもできる希け有うな英雄の相の持ち主だったそうだ。その藤吉郎が死んだ理由は、おそらく、きみが召喚されたからだろう。そう。世界に本来存在しないはずの人間が一人増えた分、一人減ったのだ……召喚には、『等価交換』という犠ぎ牲せいが伴ともなうのだろうな」

　良晴は（おっさん。俺が呼ばれちまったら、自分が不要になって消えちまう可能性に気づいてなかったのか？　いや、それも覚かく悟ごの上だったのか……だから、戦場で俺を躊ちゆう躇ちよせず助けてくれたのか……？　五右衛門は、俺に気を遣つかってすべてを黙だまっていたんだな）と死んでいった秀ひで吉よしの満足げな笑顔を思いだして不意に涙なみだぐんでいた。本能寺跡あとで立ち上がった時に、もう泣かない、今は泣いている場合ではないと決めたのに。

　俺の命は──無数の人々の善意と、「乱世を終わらせたい」という祈いのりと希望によって今ここにある。

「良晴さん。天岩戸を開閉できる能力を持つプラトン立体はふたつありますが、そのうち『風～シルフ～』は『呼び込む』石なのです。もうひとつは、『目的の座標へ飛ぶ』石、『地～ノーム～』ですが、『地～ノーム～』については南蛮寺に未着なので、到とう着ちやく次し第だい説明いたします」

　半兵衛と官兵衛が短期間のうちにプラトン立体五個のすべての能力やその所有権を巡めぐる複雑な経けい緯いについて把は握あくできた理由のひとつは、石川一かず宗むねと五右衛門から「父親にまつわる話」と「藁わら人にん形ぎように隠かくされていた石の存在」を知ったことである。二人軍師はこれを、ジョン・ディーから伝えられたプラトン立体に関する情報と瞬しゆん時じに「統合」した。ヨーロッパの魔術・錬れん金きん術じゆつの歴史から完全に欠落した幻まぼろしの「火～サラマンドラ～」こそが、五右衛門が持つ石であり、それは相良良晴をこの世界に「呼び寄せた」石そのものなのだ、と二人は気づいたのだ。

「きみは、身体からだは普通の人間だが、歴史の記憶を保持していたため、再び世界を『観測』し直すことで無限の可能性から世界をひとつの『陽世』に再収束させ得る『観測者』になったんだ！　『陽世』が確定すれば真逆の性質を持つ『陰世』も確定するが、そちらには、われわれは行くことができない。われわれが生きられる世界は『陽世』ただひとつだけだ！」

　そうか。山やま本もと勘かん助すけが俺のことを「天命を動かす者」と呼んでいたのは、俺がただ未来人だからではなく──戦国時代という歴史を知っていながら「違う。こんな残ざん酷こくな歴史ではなく、もっと幸福な世界、『俺が望む世界』がほんとうの世界であってほしい」と願い、そのような世界を実現させるべく行動することでただひとつの「陽世」を収束させようとしている「観測者」だったから、なのか……!?　勘助が習得した宿すく曜よう道どうでは、また違う解かい釈しやくを採っていたのかもしれないが……事実、俺はこの世界に来るなり、「正史」の知識を先読みしながら信澄を救い、信奈の魔王化を食い止め、今川義元も救った。片っ端ぱしから、歴史を書き換かえていった──。

　それはすべて、姫武将たちを……とりわけ……信奈を、幸せに、したかったから……魔王になってほしくなかったから……。

「そうです。良晴さんが無意識のうちに世界を収束させる『分ぶん岐き点』として選ばれたお方こそが──織田信奈さまだったのです。あなたは、『正史』では織田信長公であるはずの人物と出会った。その人は、この世界では男女反転しており、織田信奈と名乗る少女でした。良晴さんが『呼ばれた』この世界は、本来は『陽世』ではありませんでした。あくまでも世界が内包する可能性のひとつ。織田信奈さまが少女として生きておられる『可能性』を帯びた『世界の泡あわ』だったのです。ですが良晴さんは、『正史』がどうであろうが、織田信奈さまとともに生きたい、彼女を幸福にしたいと願われました。おそらく、良晴さんが信奈さまと出会いそう願ったその瞬間に、無限にある世界線のうち、『この世界』が『陽世』として暫ざん定てい的に収束しました。影かげのような存在だった世界のすべてが実体を持ちました。同時に、良晴さんが生きてきた未来の『陽世』とも直接繫つながりました。ですが、良晴さんは──もうひとつ、『観測者』としての収束条件を無意識に定めていたのです。心の底から、強きよう烈れつに。そうです。『本能寺の変』を阻そ止ししたい、という困難極まる願いをあなたは抱いだきました──」

　そうだ。すべてその通りだ、半兵衛。俺は、ただひたすらに、信奈を「本能寺の変」という「運命」から救いたい、生きてほしい、そう祈って……。

「シム。本来ならば、織田信奈あるいは織田信長は、ほとんどありとあらゆる世界線で、『本能寺の変』によって死ぬ『運命』にある。彼女は人類史上希有な英雄であり、大勢の人間の『運命』に関わっている。故に、これほどに強烈な『運命』の力を振ふりほどくことは、いかに『観測者』といえども人間には困難だ。しかも『運命の強制力』は、『陰世』のみならず、『世界』として収束せずに不可視の『可能性』のまま存在している無限の世界線からも常に放たれていたんだ。われらには感知できないだけだ」

「はい。わたしの寿じゆ命みようを十年延長する行こう為いとは、難易度が──『運命の強制力』の強さが桁けた外はずれに違ちがうのです。信奈さまが持つ、人類史そのものに対する影えい響きよう力が、大きすぎるのです」

　それじゃあ。関ヶ原で「運命」を乗り越えたはずなのに、結局「本能寺の変」が発生したのは……細川藤孝が蠢しゆん動どうしたからではなく……あいつが動かずとも、いずれは必ず同じ結末を迎むかえていたということなのか？　俺は、どうすれば信奈の「運命」を変えられる？　たしかに、信奈の死は誰だれも見ていない。しかし現実として、すでに本能寺は……全焼してしまっている……！

「『戦国時代の日ノ本を生きた天下人は、織田信長ではなく、織田信奈。その織田信奈が関ヶ原の合戦に勝利し、日ノ本を統一した』。ここまでは、すでに『新たな正史』、『唯ゆい一いつの陽世』として確定しています、良晴さん。ですが、未来を生きていた良晴さんの存在はご覧のように消えていません。男女反転程度の変化ならば、数百年をかけて歴史の辻つじ褄つまが合わされるのでしょう。未来は多少変化しているでしょうが、おおむね良晴さんが知っている未来とほぼ同じだと思われます。ですが──『関ヶ原の合戦による国内統一』は本来の『正史』に近いために実現しましたが、『本能寺の変』については、『歴史の修正力』をもってしてもそう簡単に辻褄を合わせることはできません。おそらく無限にある世界線のうち、99．９９９パーセントの世界線において、『本能寺の変』で織田信奈さまあるいは織田信長公は死ぬのです。ですが、『まだ誰も信奈さまの死体を見ていない』のです。そこに、わずかな可能性が残されています──！　『観測者』である良晴さんが『信奈さまの死』を観測すれば、その瞬間に、『信奈さまが本能寺で死んだ世界』が『陽世』として、『正史』として確定します。しかし、その瞬間は訪おとずれておりません！」

　半兵衛が熱く上気しながら、良晴の手を握にぎりしめる。汗あせをかいていた。西国街かい道どうを徹てつ夜やで強行軍してきた半兵衛は、疲ひ弊へいしきっていて発熱している。しかし、「わたしが生かされていたのは、この瞬間のためです」とその瞳ひとみが訴うつたえている。全知全能を振り絞しぼって信奈を救う、「信奈が本能寺の変を生き延びる結末」を「正史」として確定する、という燃えるような強烈な意志が、半兵衛を突つき動かしている。

「半兵衛。どうして俺がこの世界に来たのかはいまだに思いだせないが、なぜこの世界に来たのかはわかった。いや。最初から、わかっていた──俺は、信奈の『運命』を変えるために、来たんだ。そうだな、半兵衛？」

「はい。そうです、良晴さん。良晴さんは『観測者』として、『天下人は織田信長ではなく織田信奈』という第一の分岐点を通過しました。その後も関ヶ原など、次々と困難な分岐点を突とつ破ぱしました。最後の分岐点が、『本能寺の変』です。あなたが信奈さまの死を観測していない限り、信奈さまの生死は収束しないのです──ノストラダムスさまのホロスコープが示しているように、『信奈さまが死んでいる世界』と『信奈さまが生きておられる世界』、いずれの可能性も、収束されないままに可能性として存在しているのです。故に、良晴さんご自身の行動によって、『信奈さまが生きておられる世界』を確定させることができます。危険な賭かけですが」

「とはいえ、どうすればいい？　すでに『本能寺の変』は起きてしまった。たとえば天岩戸を開き、俺が一日前に戻もどって惟任軍の奇き襲しゆうをかわし、信奈を救うという方法もあるが……」

「いや、『本能寺の変』を『なかったことにする』という選せん択たく肢しは悪手だ相良良晴。『本能寺の変』をいちど阻止しても、いずれまた必ず『本能寺の変』は発生するのだから、堂どう々どう巡めぐりだ。それに、プラトン立体にも寿命がある。天岩戸の開閉には莫ばく大だいな『気』の力が必要で、開閉できる回数は少ない。開閉を繰くり返すうちに、作戦に使用しているプラトン立体のいずれかが消しよう耗もうして壊こわれる。すべてが壊れるかもしれない。それほどに天岩戸開きはリスクが高い。恒こう久きゆう的に織田信奈を『運命』から救う機会は一度きり。『本能寺の変』が起きた『正史』を陽世として確定させ、かつ、織田信奈を生存させるんだ。その時こそ、彼女は真に『本能寺の変』の『運命』から自由になれる！」

「つまり官兵衛。『本能寺の変』が発生した直後の本能寺に、俺が戻ればいいわけだな？　そして、惟任軍に見つからぬよう信奈をどこかに潜せん伏ぷくさせ、今ここにいる俺と入れ替かわりで再び信奈を連れて南蛮寺へ戻ってくればいい──それで、『本能寺の変』発生も、『信奈生存』も、どちらも『確定』できる。『正史』として収束させられるというわけか！」

　そういうことだ。しかしそれだけではない、いろいろと解決しなければならない問題がある──と官兵衛は浮うかない表情だった。珍めずらしいな、と良晴は思った。官兵衛はいつもポジティブな奴やつなのに。それほどに難易度が高いミッションを俺はやり遂とげねばならないということなのか。

　まず、どうやって「狙ねらった刻限・狙った場所に」移動すればいいのか、良晴にはわからない。五右衛門の石は「召しよう喚かん者をこちら側に呼ぶ石」であって、「召喚者自身が移動先を指定する石」ではない。

「天岩戸を開き、かつ『移動先を指定する石』は、あります。いわば、天岩戸の旅における『羅ら針しん盤ばん』とも言えるプラトン立体が。良晴さんは、そのプラトン立体を持って、天岩戸を潜くぐってくださればいいのです。行き先は良晴さんの望むまま、自由自在ですが、あらかじめこちらで指定します。そのプラトン立体はまだ南蛮寺には来ていませんが、わたしと官兵衛さんの読みが正しければ、まもなく到着するはずです」

　そうか、半兵衛。と、いうことは！

「信奈の生存以外にも、俺自身の手で『確定』しなければならない事象があるんだな？　『観測者』の俺でなければ確定できないことが？」

「そうだ。『本能寺の変』の夜に戻る前に、確定しなければならないことがある。移動には強烈な負荷がかかるから、天岩戸から複数の人間を移動させたくはない。天岩戸潜りによって発生する記き憶おく障害に確実な耐たい性せいを持っている人間は、いちど天岩戸を潜った経験を持つきみだけだし、『本能寺の変』の夜にきみが戻る前にプラトン立体が壊れてしまったら元も子もなくなる。なので、きみ一人ですべてやり遂げるんだ。相良良晴、できるな？　こちらの南蛮寺では、ジョン・ディーが『火～サラマンドラ～』を用いて、天岩戸を潜ったきみの姿を常に『観測』する。きみが持つプラトン立体の『気』が途と中ちゆうで枯こ渇かつしてプラトン立体崩ほう壊かいの危機に陥おちいった際には、こちら側で『風～シルフ～』を用いて天岩戸を開く。本来、天岩戸は遠えん隔かく操作できないが、『火～サラマンドラ～』の力を『風～シルフ～』に加えることで強ごう引いんに開閉する。その術式は、ジョン・ディーが知っている！　だが、きみからはこちらは見えないから、難易度は跳はね上がるぞ。とにかく、機会はただいちど。失敗は許されない。準備もできないし練習もできない」

「やるさ官兵衛。信奈を救い、信奈とともに生きる。これは俺自身が選択したことだ。俺自身が始末をつけ、すべてを終わらせる──！　俺は確信している。織田信奈が『本能寺の変』を生き延びた世界の未来は、俺が知っている未来よりもずっといいものになると！」

　相良義陽が「二人で移動できないのか？　私も良晴に協力したいのだが。一人より二人のほうが成功率が高まるだろう」と名乗りでたが、半兵衛と官兵衛は「心強いですが、残念ながら危険すぎます」「プラトン立体も保もたなくなるだろう。最悪の場合、時空を越こえたきみが新たな観測者になってしまい、観測者が同時に二人存在することになる。そうなればまだ完全に収束しきっていない『陽世』に致ち命めい的てきな混乱がもたらされる」と首を縦に振らなかった。

「……そうか……迂う闊かつに観測者を増やせば、『運命』の糸が複雑に絡からみ合うな……おそらく、もつれて外れないようなものに……」

「いえ、義陽さま。官兵衛さんが危き惧ぐするような事態にはならないでしょう。理論上、『観測者』が同一世界上に二人並立することはないはずです」

「だがそれは理り屈くつの上の仮定だろう。立証できるか？」

「まず、実体を持たない『陰世』から来た者は、自らを実体化させるまでが力の限界で、『観測者』にはなれません。これは実例がございます。『陽世』から来た者だけが『観測者』になれるのです。ですが天岩戸を潜ると、人体、とりわけ脳に衝しよう撃げきを受けます。耐性が強いと思われる良晴さんも、最初の召喚の際に、召喚前後の記憶を失いました。天てん王のう寺じでの天岩戸開きの際には完全には潜らずに途中で戻ってきましたが、それでもこの戦国時代での記憶をしばし失ってしまいました。義陽さまが潜れば、きっと記憶が消えます……体質や状じよう況きようも関係しますから、記憶のすべてが完全に消しよう滅めつするとは思えませんが、かなりの欠損が生じるでしょう。逆に考えますと、この記憶喪そう失しつの副作用があるからこそ、『観測者』は滅めつ多たに現れないのです。最初の移動の際にわずかな記憶欠損で済んで、膨ぼう大だいな歴史知識をこの世界に持ち込み、『観測者』となった良晴さんは、一種の特異体質なのかもしれません。生まれつき耐性が桁外れに強いのでしょう。そういう人間を、われわれは『英えい雄ゆう』と呼んできたのかもしれません」

「そういうわけだ、姉さん。だいじょうぶ。俺一人でできるよ。この時のために、俺はこの時代に来た──恐きよう怖ふもないし、もう、絶望感も哀かなしみもない。信奈を救出するために、いったん遮しや断だんした。感情を吐はき出すのは、この『任務』を果たしてからだ。その時は」

「……わかった。良晴。だが、もしもの時は問答無用で私はお前を救いに行くからな？　誰にも止めさせない。いいな？」

「ああ。その時が来ないよう、頑がん張ばるよ」




　半兵衛と官兵衛が立てた作戦の「手順」は、三段階に分かれていた。




「第一段階。この南蛮寺で天岩戸を開き、移動先を指定できる『地～ノーム～』を持った良晴さんに『未来』へと戻ってもらい、未来で天岩戸を開いて、未来の相良良晴さんご自身をこの戦国時代に『召喚』してもらいます」

「今この南蛮寺に、じゃないぞ。最初にきみが召喚されたその日その場所にだ。が、難しい手順はいらない。未来のきみを送る際に、尾張の『風～シルフ～』のもとへ行け、と告げてくれればいい。『南蛮寺』や『京』ではなく『尾張』と指定するんだ。あとは、尾張の戦場で忍しのび働きをしていた五右衛門が持っている『風～シルフ～』があの日あの時刻あの場所に開いた天岩戸から、未来のきみをその力で呼び寄せてくれるはずだ。元来、『地～ノーム～』と『風～シルフ～』はそのように対ついで用いる。お互たがいに見えない力で繫つながっていて、発信側と受信側として働く。ふたつでひとつなんだ。つまり、最初にきみをこの世界に召喚した者はきみ自身だった、ということにする！」

「自作自演のようにも見えますが、これは必然なんです。すべての現象には原因があります。良晴さんがこの世界に召喚されたということは、誰かが天岩戸を開いて良晴さんを召喚したということです。ですが良晴さんにはその前後の記憶がありませんし、いまだ回復もしていません。織田家仕官時代の記憶はすべて回復したにもかかわらず、です。これは、召喚された時の記憶を思いだしてはいけないからです。思いだせば、『同じ時空間に相良良晴が二人存在し、対面した』という事態──未来語でいうところのいわゆるタイムパラドクスが発生し、まだ完全に収束しきっていないこの世界に深刻な打撃を与あたえる恐おそれがあります。そのために良晴さんはご自分が召喚された際の短期記憶を失ったままなのだと思われます」

「要は、最初からきみはきみの意志でこの世界に自分を召喚したということさ、相良良晴！　天上の神さまでも超ちよう越えつ者でもなく、きみの『運命』はきみ自身が選んだのだ！」

　そうか。

　俺か。戦国時代に俺を呼んだ者は……俺だったのか……！

　良晴はしばし、言葉を失っていた。

　しかし、それがたとえ「真実」であっても「すべて」ではない、とも思う。

　俺が俺を召喚するのだとしても。

　俺をこの世界に招き入れてくれた人は。俺を呼んでくれた人は。

「風～シルフ～」を持っていた五右衛門と藤吉郎のおっさんであり。

　藤吉郎のおっさんが「天下人」として見込んでいた信奈なんだ。

　そう、思った。

「良晴さん。もしもご自身の召喚に失敗したら──良晴さんが戦国時代の尾張に召喚されなかったら、この不安定な世界は収束しなかった『世界線』の可能性のひとつに逆戻りして、良晴さんが知っている『歴史』、織田信長公が生きた世界が『正史』に戻るでしょう。天岩戸を開いて未来の良晴さんをこの世界に送る試みに失敗すれば、この『世界』そのものが『可能性』に戻ってしまい、文字通りの夢ゆめ幻まぼろしとなるわけです。ですが、この世界が完全に『陽世』として確定しても、本来の『正史』は消滅いたしません。良晴さんが生きてきた未来とこの世界がひとつの『陽世』として繫がっているのと同様に、旧『正史』は旧『陰いん世せ』と重なって統合され、新たな『陰世』として存続します。つまり、良晴さんの行動によって『正史』に生きた人々を犠ぎ牲せいにすることはないのです。ですから──どうか、必ず成功させてください」

「あまり長時間、きみ自身と接せつ触しよくしているのはまずいぞ、相良良晴。きみの世界のＳＦでよくあるパラドクスが起こる。相良徳とく千ち代よの肥ひ後ご相良家相続という『可能性』をきみが確定するまでは、相良義陽との接触がきみの存在を消す危険事じ項こうだったことを思いだせ。長々と対面しているだけでもまずいが、いちばん危険なのが物理的接触だ。おそらく物理的に両者が接触すれば、その瞬しゆん間かんにきみは二人とも対消滅する！」

　わかった、官兵衛。でも……これが、三段階のうちの第一段階？　たいへんなミッションだな、これは。良晴が緊きん張ちようしながら生なま唾つばを飲み込もうとした。だが、緊張のあまり口が乾かわいていて、唾など出ない。

「まずは未来の横よこ浜はまに戻もどって、俺を攫さらって尾張へ放ほうり込めばいいんだな？　直接触さわらずに！　で、第二段階は？　いよいよ、昨夜の本能寺へ戻って信奈を救出するフェイズか？」

「いや。第二段階は、五年前のゴアに跳とんでもらう、相良良晴くん。きみは、きみ自身だけでなく、ガスパールを……この私を戦国時代のジパングに呼ばなければならないのだ。知っての通り、私はほんもののガスパールではなく、途中ですり替わった偽にせ者ものだ。織田信奈を破は滅めつから救うためにガスパールに成り果おおせた、記憶喪失者にして放ほう浪ろう者だ。過去のゴアで、私は記憶喪失になって放浪しているはずだ。その私を捜さがしだして、ジパングのオダノブナのもとへ行け、という『言葉』を私に与えてほしい。それでおそらく、私は茫ぼう然ぜん自失の状態から目覚めるのだと思う。もうひとつ。私がきみに預けている正十二面体のプラトン立体を──ジョン・ディーによれば『第五元素のプラトン立体』だそうだが──過去のゴアにいる私に手て渡わたしてほしい。『ジパングのオダノブナ』という言葉を吹ふき込まれた私は、きみが去った後、そのプラトン立体の中に、炎えん上じようする安あ土づち城を見るだろう」

「シム。それで、『第五元素』のプラトン立体が現在の南蛮寺に揃そろうことになる！　それが南蛮寺に揃わなければ、この作戦そのものが実行不可能になるからな！　絶対に、ガスパールにジパングに来てもらわねばならない！　しかし彼にプラトン立体を与え、『ジパングのオダノブナ』という言葉を与えた者が、何者なのか。これがまるでわからない！　故ゆえにシメオンは仮定した。それを為なした者は、天岩戸を潜って過去のゴアに戻った相良良晴なのだと！　そしてもうひとつ、どうしてもゴアでガスパールにきみが会わねばならない理由がある！」

「ガスパールさまの記憶がこれほどに不確定なのは、彼の過去そのものが『確定』していないからなのだと思われます、良晴さん。可能性はふたつに絞しぼられています。もしも過去のゴアでガスパールさまを発見できなかった場合、良晴さんは──この今の世界との辻つじ褄つまを合わせるため、かつてガスパールさまが計画していた通り、自らガスパールさまに成り果せねばなりません。おそらく良晴さんが保持している記憶は、ガスパールさまになる『運命』が確定したその時点ですべて破は壊かいされます。良晴さんが天岩戸潜くぐりを繰くり返した副作用が『出る』世界に収束するのです。むろん、このルートを辿たどった場合、信奈さまも良晴さんも、永遠に『本能寺の変』からの脱だつ出しゆつを試みては失敗し続ける、堂どう々どう巡めぐりの無限循じゆん環かんに陥ります！　『世界』全体が、この先へと進めなくなります。この星に生きる全員が袋ふくろ小路こうじに陥るのです！　時間の循環が『確定』したその瞬間、良晴さんが生きてきた『未来』も、おそらく消滅します──！」

「未来も。俺が生まれ育った世界も、消える……」

「シム。だが、ガスパールが『失敗して記憶喪失になった相良良晴』ではなく、歴れつきとした『別人』だという『世界』を確定させれば、無限循環を回かい避ひする道が開ける！　作戦の第二段階でゴアのガスパールを発見し、最後の第三段階で本能寺の変発生当日に跳んで織田信奈を救う。これが、無限循環を断ち切る成功条件だ！　ゴアで『相良良晴ではない』ガスパールを発見したにもかかわらず、本能寺で織田信奈を救えなかった場合がいちばん厄やつ介かいだが、そういう事態にはならないはずだ！　ガスパールの実在が確定すれば、その時点で『世界』は『未来』へと進みはじめ、織田信奈の救出も確定できるはずだ！」

「その官兵衛さんの予測は楽観にすぎると思われますが……ガスパールさまと良晴さんが別人だということが確定し、かつ『本能寺の変』で信奈さまを救えないとなると、いったいこの『世界』がどうなってしまうのか……想定困難となりますね、良晴さん」

「半兵衛。難しく考える必要はない。その場合は、信奈の死という『運命』が確定し、無限循環には陥おちいらない……つまりは、失敗だ……ただし、この『世界』が消滅するという最悪の結末だけは免まぬがれる。そういうことだろう？　もっとも、今回の作戦のうち、信奈の救出がいちばん容易なミッションだ。信奈が『死ぬ』直前の本能寺に俺が飛び込めばいい。本能寺に詰つめていた乱らん丸まるたち小こ姓しよう衆の多くも、その時点ではまだ生きている。彼らと協力して、阿あ弥み陀だ寺じの清せい玉ぎよくが侵しん入にゆうに用いたという裏手の垣かきを逆に内側から破壊すれば、寺の外へと脱出できるはずだ。だが、ゴアという未知の土地でガスパールを捜すのは……難しいな……」

　ガスパールの「記き憶おく」がないのは、過去が「確定」していないから……「失敗してループに陥った相良良晴」なのか、別人なのか、それがいまだ「決まっていない」……ガスパールの心境を想像した良晴は、武む者しや震ぶるいしていた。

「いや、相良良晴くん。私は記憶喪失に加えて、感情が鈍どん麻ましている。今、きみが感じているような激しい恐怖は私にはない……ただ、きみではない私がゴアにいることを、ゴアできみと出会えることを祈いのっている。もしも私と出会えなかったら、きみがかの地で奴ど隷れいとして使役されているヤスケを解放してあげてくれ」

「……わかった。もともと、俺がガスパールではないかという話は、ずっと以前から聞かされていた。その時はとても信じられなかったが、今となってはその可能性もあると認めるしかない。すべて覚かく悟ごの上だ。でも官兵衛、俺がガスパールに変身する方法は？　見ての通り、似ても似つかないぜ。薬とか整形手術とか、なにか方法が必要じゃないのか？」

「オルガンティノのキリシタン情じよう報ほう網もうは優ゆう秀しゆうだ、相良良晴。まもなく南蛮寺に『来る』！」




「相良良晴をガスパールに『変へん化げ』させる方法ならば、あるわよ！」




　その「来客」は、意外な人物だった。

　本来はガスパールを異い端たんとして裁くためにジパングへと乗り込んできたフレデリコ会を束ねる「虚きよ言げんのソテロ」だったのである。

「ち、違ちがうんだから！　百もも地ち丹波ら伊賀忍びと結けつ託たくして、フレデリコ会の面々がこたびの政変に関わったことを、詫わびに来たわけじゃないからねっ？　あんたたち、私のこと、首領のくせに統率力のかけらもないダメ娘むすめだとか思ってるでしょっ？　違うっ！　断じて否いな！　私は、自分の有能さを示すためにここに来てあげたんだから！」

　なにも知らなかったのか。「本能寺の変」に部下たちが参加したことを知った時にはもう手て遅おくれだったということか……不ふ憫びんだな……と良晴は少しだけソテロに同情した。

「だから、相良良晴！　その憐あわれむ目つきはやめなさいってばっ！　部下たちによれば、『本能寺の結界を解除した時点でわれらの役割は終わったようだ』となぜか百地丹波たちが現場から撤てつ退たいしちゃったんだけど、二条御新造攻ぜめに加わった私の部下たちも同じだったのよ！　いきなり現れたあいつに『フレデリコ会の皆みなさんは、ここまでで結構です』と暇いとまを出されたの！　黒幕の、細川藤孝改め細川幽ゆう斎さいにね！　あいつってば、出家して武士を捨てたって言うのよ、わけがわからない！　まだ二条御新造も落としていないのに、私の優秀な部下たちを解散させるって、どーゆーこと？　御ご所しよから勅ちよく使しの吉よし田だ兼かね見みが来るから出で迎むかえろとか言いだして、城攻めを中断させちゃうし！」

　細川藤孝が出家したということは、自らこれからの「天下」を采さい配はいする意思はないということだろう。天下人を抹まつ殺さつしておきながら、即そく座ざに天下を投げ出したということだ。

　彼は、さらに──。

　八や瀬せ童子に相良良晴と相良義陽を「暗殺」させるのではなく、現場から「退場」させることを命じた。

　五右衛門姉し妹まいが張っていた本能寺の結界を百地丹波に破らせた段階で、百地丹波と伊賀忍びたちにも暇を出した。このため、絶体絶命だった五右衛門と一宗は生せい還かんできた。

　二条御新造攻めに「忍び」として参戦したフレデリコ会のメンバーも、二条御新造が陥かん落らくしないうちに暇を出された。

　御所から勅使を派は遣けんして、二条御新造を包囲する惟任軍の動きを一時停止させた。

　考えてみれば、本能寺跡あとでの「織田信奈の首」捜そう索さくに振ふられている人数も、ごくわずかだった。彼らが本能寺跡に良晴が戻ってきたことに気づかなかったのも、そのためである。本来ならば、もっと大人数を割さいて徹てつ底てい的に捜さがしだすべきなのだ。遺い骸がいを発見しない限り、「正史」同様に「織田信奈生存説」の噂うわさが流れ、各地の反惟任派の勢いが増すのだから。

「あーそうそう。私の優秀さを証明するために南蛮寺に来たんだったわね。見なさい！　よくも私の部下を勝手に使ったわね！　と抗こう議ぎしに行った時に、偽にせ明あけ智ち光みつ秀ひでから詫びの印として『変化』の薬を手渡されたわ。肉体を変化させて別人に成り果せることができるんだって。自分がなりたい人物の姿を想像しながら飲むんだとか。南蛮寺にこの薬を持っていけば、フレデリコ会の所業はなかったことにできるんだって。偽明智光秀はこれを飲んで本人そっくりに化けてるわけだから、効果はたしかよ。なんに使うの、これ？　織田信奈の偽者でも作るの？　実は生きていた、ということにして惟任追討軍の旗はた頭がしらにするとか？」

　竹たけ中なか半兵衛が「それは、ガスパールさまを発見できなかった時に良晴さんが服用する薬です」と緊張して頷うなずきながら、ソテロが握にぎりしめていた袋ふくろに指を添そえていた。

「官兵衛さん。やはり、細川さまは……」

「シム。われらの読み通りだ。中立地帯となった南蛮寺で、われらが相良良晴を未来へ、そしてゴアへ、さらに本能寺へと送り込もうとすることを、彼は先読みしていた。良晴がガスパールをゴアで発見できなかった場合はこの藤ふじ林ばやし長なが門との秘伝の薬を用いろ、ということだ」

「良晴さんがゴアでガスパールになってしまえば、『世界』は『本能寺の変』の翌朝から先に進めなくなり永遠の無限循環に陥るが、諸君にその覚悟があるか、わたくしは無限循環に陥ることを承知の上ですべてを擲なげうってみせた、とわたしたちに問うてきているのですね？」

「そういうことだ。相良良晴、これで無限循環のルートへ入る鍵かぎが手に入ってしまった！　もちろん、きみの覚悟は変わらないな？　われらも、きみと同じだ。織田信奈の『運命』を変えるためだ。これくらいの『危険』に怯ひるんでいては、決して成功などおぼつかない。すでに覚悟は済んでいる！」

　官兵衛の問いかけに良晴は「もちろん。この場にいる誰だれも反対しないのならば」と即座に答えた。誰も反対しない。ただ一人を除いて。

「ちょっと。無限循環ってなに？　世界が『本能寺の変』の翌朝から先に進まなくなるって、どういうこと？　わけがわからない！　ちゃんと説明しなさいよ！　私は反対よ！」

「説明する時間がないので、ソテロの意見は聞き流していい。運び屋の役目、ご苦労！　さて！　記憶を喪そう失しつしているガスパールが実在して、ゴアできみと遭そう遇ぐうした場合にも、別の薬物が必要になる可能性がある！　その場合は『変化』の薬ではなく、そっちを使え！」

「ちょっとーっ！」

「ガスパールが実在していた場合の薬？　なんの薬なんだ、半兵衛？」

「すでに述べたように、この『世界』はまだ完全には収束・確定していません。ガスパールさまが相良良晴さんだった『世界』となるか、ガスパールさまが別人だった『世界』となるかは、良晴さんが五年前のゴアに跳んでみなければわかりません。どちらの可能性もあります。後者だった場合、天岩戸潜りを経験していないはずのガスパールさまがなぜ記憶を失っていたのか、かつ、なぜフランシスコ・ザビエルさまに生き写しだったのか、という問題が発生します」

「顔の問題は、だって、この『変化』の薬を飲ませれば解決だろう？」

「いえ、良晴さん。顔形を変化させても、『心情』は操れません。五年前のゴアに存在し、『ジパングのオダノブナ』という言葉に反応して、生しよう涯がいをジパングに、織田信奈さまの『運命』を変えるために捧ささげ尽つくす覚悟ができる殿との方がたは──その時点のゴアに移動した良晴さんご自身か、そうでなければ──フランシスコ・ザビエルさましかいないと推測します」

「ザビエル？　何年前だったかは知らないが、ザビエルはずっと以前、明みんへの布教旅行中に死んだはずじゃあ……？」

　ガスパールが「私がザビエルだという可能性が……？　たしかに、私にはある時点からの記憶がいっさいない。記憶している範はん囲い内では、ザビエルとの面識がない。私の『記憶』が生じた時点で、彼はもう死んでいた。ザビエルの直じき弟で子しだったという話は、ドミヌス会でこの顔を利用して出世するために私自身が捏ねつ造ぞうしたものだ。たしかに私はドミヌス会を通じて、ザビエルが抱いだいていた『普ふ遍へん文明論』と言うべき異端思想には共鳴したが……まさか。彼は確実に、死んでいた。死んだはずだ！」とこの「可能性」を否定した。

「そんな可能性は、考えたことがなかった。なぜならば、死者は蘇よみがえらない。そのような奇き跡せきは、それこそイエス・キリストでもなければ不可能だ……！」

「ガスパールさま。これは土つち田だ御ご前ぜんさまから伺うかがった話なのですが、信奈さまのお父上・織田信のぶ秀ひでさまは、生前、ザビエルさまと親しく交際しておられました。ザビエルさまは幼い信奈さまを、いずれアレクサンドロスの如ごとき偉い大だいな英えい雄ゆうとなり、東西文明を融ゆう合ごうしてくれるお方ではないか、と高く評価しておられたそうです。同時に、信秀さまが頭に重い持病を抱かかえていることを見かね、信秀さまの寿じゆ命みようを延ばすために秘薬を与あたえていたということです。土田御前さまには隠かくしていたそうですが、信秀さまは芝しば居いが下手なので、密ひそかにその薬を服用していたことを土田御前さまは知っていた、と」

「寿命を延ばす薬？　それは、もしかして」

「伊賀忍しのびの世界で『えりくしる』と呼ばれる、南蛮錬れん金きん術じゆつの秘薬です。多量に飲めば毒となり命を奪うばいますが、少量でしたら薬効を発揮するという、危険な薬です。もともとザビエルさまご自身が、長年の放ほう浪ろう生活と質素すぎる食生活によって衰すい弱じやくしきっており、短い余命を少しでも延ばすために『えりくしる』を用いていたようです。ザビエルさまはカトリック本流から見れば異端ですから、錬金術の薬の服用にも躊ちゆう躇ちよがなかったのです。その一部を、信秀さまに分けたのでしょう。お互たがいに、信奈さまの行く末を少しでも長く見届けたかったのでしょう」

　その噂なら聞いたことがあるわね、異端の変な薬をザビエルさまが飲んでいたという話は、とソテロがぼそりと呟つぶやく。あらゆる異端情報をソテロは握っているのだ。

「竹中半兵衛だっけ？　ニンジャでもないのに、よくそんなもの知ってるわね、あんた」

「はい。不老不死の研究を続けていた松永弾だん正じよう久秀さまの著書より、知識を得ました。そして、わかったのです。実はわたし自身も、固体化した『えりくしる』を、寿命を延ばすために飲んでいたということに──それは日ノ本の表の世界では、『蘭らん奢じや待たい』と呼ばれております。いずれ耐たい性せいがついて効かなくなりますが、わたしはたしかに、こうして命を永らえています」

　蘭奢待──五右衛門が東とう大だい寺じの正しよう倉そう院いんで削けずってきてくれた、あの蘭奢待？　良晴は、すべてがひとつの結末に収しゆう斂れんしつつあることを実感せずにはいられなかった。

「でも半兵衛。蘭奢待は、『気』を練れない人間にとっては毒になってしまうんじゃ？　歴代の姫ひ巫み女こさまにとって、あれは毒だった。よほど激しい修行を積まないと薬にはならないんだ。だから東大寺に封ふう印いんされたはず……」

「そうです。ですが現に、陰おん陽みよう師じとしての修行を積んだわたしにとっては薬となっています。ザビエルさまはドミヌス会を結成した初期メンバーの一人ですから、神秘主義的な修行を行っておられたと推測されます。故ゆえに、蘭奢待が毒ではなく薬となって効いていたのです」

　ソテロが「ドミヌス会の会員たちは結成当時から、『霊れい操そう』と呼ばれる特別な修行を行ってきたわ。ざっくり言えば、霊れい魂こんを鍛きたえるための瞑めい想そうよ。東洋で言う『気』を練る訓練だわ」と補足する。半兵衛の推理は、当たっていたらしい。

「そうだったのか。しかし、半兵衛。織田信秀は武士だぞ？　さすがに無理だろう？」

「はい。通常の武士ならば。しかし、織田家は良晴さんも知っての通り、もともとは越えち前ぜんの劔つるぎ神じん社じやの神官でした。わたしが陰陽師兼けん武士だったのと同じです。信奈さまは合理主義者なので、宗教的な修行といっても禅ぜん寺でらで座禅を組む程度でしたが、織田家の人間には生まれつき術士としての素養があるのです。信秀さまはおそらく神職者の一族の頭領として、もっと深い修行を行っていたと思われます。ザビエルさまから『薬効』を得るためにより有効な修行法を──『霊操』を教わり、それを座禅と称しようして禅寺で実じつ践せんしていた可能性もあります。いずれにせよ、信秀さまにとって蘭奢待は一時期までは薬でした。なにがなんでも信奈さまをお守りするために、命を永らえたかったのだと思われます。唐とう突とつに訪おとずれた御ご最さい期ごは、蘭奢待に耐性がついてしまい寿命が尽きたか、あるいは耐性がついたため蘭奢待を過か剰じよう摂せつ取しゆして急性中毒を起こしたか、いずれかでしょう」

　そうだとしても、私が「死んだザビエルが生き返った者」だということにはならない、とガスパールが半兵衛に反論する。

「いえ。ソテロさんは、明智光秀さまに化けた偽にせ者ものから、もうひとつ薬を与えられているはずです。そちらも渡わたしてくださいますか？」

「ゲ。なんでバレてるのっ？　あんたたちは、織田信奈を巡めぐって細川幽斎と敵対しているんじゃなかったの？　たしかに、あるわ。もしももうひとつ薬があるはずだ、出せ、と言われたらその時はこっちも渡せ、と偽明智光秀から預かっているわよ。あーっ！　いったいもう、なにがなんだか……誰が敵で味方かさっぱりわからなーい！」

　すっかり混乱しているソテロが、ふたつめの袋を半兵衛に手渡す。

「中身はなんだか知らないわよ？」

「はい。これは南蛮錬金術における究極の物質、『賢けん者じやの石』です──多年にわたり『えりくしる』すなわち蘭奢待を服用してきた人間が死んだ際に、この『賢者の石』をその死人に服用させれば──蘇そ生せいするのです。ただし、死後すぐに蘇生させねば、いろいろな後こう遺い症しようがもたらされます。脳を損傷して記き憶おくを失う、感情を失う、性機能を喪失する、痛覚を失う、など……蘇生させるまでの時間が長ければ長いほど、蘇生した人間の身体からだは『生きている死人』に近くなるのです」

「……それは……私自身の症状に、似ている……私には痛覚がない。関節を極きめられても骨を折られても痛みを感じない。感情は消えてはいないが鈍どん麻ましているし、性機能も性せい衝しよう動どうも完全に失っている。たしかに、死者同然だ。私を突つき動かしているものは、織田信奈さまの『運命』を覆くつがえしたいという消しがたい衝動だけ……では、まさか」

　そうだ。以前俺がガスパールの腕うで関節を極めた時に、まるでこいつは痛みを感じていなかった。てっきりダブルジョイント体質じゃないかと思っていたが、痛覚そのものがなかったのか！

　良晴が「辻つじ褄つまは合っている……東西文明の融合、普遍文明の誕生を夢見ていたザビエルは、死ぬ寸前になってもなお、信奈が切り開く未来を見たかった……どうしても……死してなお、その想おもいだけが残ったのだとすれば」と呟く。

「はい。ガスパールさまは、死後に良晴さんによって『賢者の石』を与えられて蘇生したザビエルさまだという可能性もあります。変へん化げし、天岩戸潜くぐりの副作用で記き憶おく喪そう失しつに陥おちいり、肉体にも機能障害を起こした良晴さんである可能性もあります。いずれかは、確定しておりません。あなたの新たな人生の記憶がはじまったその日、ゴアで良晴さんがあなたに邂かい逅こうできるか否いなかが決まった瞬しゆん間かんに、『確定』されるのです」

　織田信奈の「生死」が「未確定」なのと同じで、ガスパールの正体もまた「未確定」だということだ、そのすべてをこれから「観測者」たる相良良晴が「確定」するんだ、と官兵衛が補足した。

　礼拝堂に集まっている一同は驚おどろきと戸と惑まどいのあまり、しばし声も出せなかった。

「……細川藤孝は、いや、幽斎は、そこまですべて想定して、ふたつの薬を準備させておいたというわけかね？」

　余人よりも感情が鈍麻しているガスパールが、もっとも早く口を開いていた。

　だが、鈍麻しているとはいえ、消しよう滅めつしているわけではない。自分自身の「正体」が「未確定」だということへの不安。もしも相良良晴だと確定したら、世界が無限循じゆん環かんに陥るというジレンマ。しかし、このリスクを突とつ破ぱしなければ、織田信奈は救えない。ならば選せん択たくの余地はない、相良良晴にすべてを託たくそう、とガスパールは決断した。

「いずれも本来は、今回の『本能寺の変』遂すい行こう計画のために用いた薬でしょう。百地丹波と藤林長門、二人の伊賀上じよう忍にんが死んだと見せかけるために。そして、明智光秀さまと生き写しの偽者を仕立て上げるために。伊賀には、失われたプラトン立体『風～シルフ～』が隠されていたのです。『えりくしる』も『賢者の石』も、プラトン立体同様、絹の道、未来語で言うシルクロードを経由して大陸から伊賀へと渡っていたのでしょう。おそらくは、伊賀忍びの開祖・役小角の時代に。ですが、このふたつはわたしと官兵衛さんがこれから開始しようとしている作戦にも、有効かつ必要です。ガスパールさまの過去を確定するために。しかし細川さまにはまだ最後の『一手』が残されており、そちらに時間を割さかねばなりません。故に、南蛮寺行きを急いでいたソテロさんに預けたのでしょう」

　まもなく「彼」自身が来るはずだ、最後の「道具」を携たずさえた彼自らがこの南蛮寺を訪れる、と官兵衛が告げた。

「相良良晴。きみは新にい妻づまの織田信奈を本能寺ごと焼かれたばかりだ、きみの気持ちはわかる。だが、いいな、決して激げき昂こうするなよ。時間が惜おしい。この作戦には、まだ足りないものがある。『それ』を持ち出して南蛮寺へ運ぶのは、非常に難しい。持ち出しに失敗すれば、細川幽斎の真の目的は達成できない。彼の真の目的とは、つまり、われらに、『本能寺の変』が発生したという『過去』を確定させながら同時に織田信奈の『運命』を変えようとしているこの作戦を遂行させることだ。故に、最後の『道具』を運びだす危険な任務は、彼自身がやらねばならない」

　もう、良晴にも「理り屈くつ」ではわかっていた。

　細川藤孝改め幽斎の真の意図は、信奈を殺すことではなく、「本能寺の変」を発生させながら信奈の「死」という結末を変へん更こうさせることだった、と。

　だが、「感情」は抑おさえられない。

　歯を食いしばりながら、「その時」に耐たえた。

　まもなく。

　礼拝堂の扉とびらが、開いた。

　細川幽斎と顔を合わせれば、俺は激昂して殺してしまうかもしれない──本来ならば、とても勝てる相手ではない。だが、幽斎はもう、世を捨てている。自分を捨てている。最後の「道具」を南蛮寺へ送り届けた時点で、幽斎の役目は終わるのだ。良晴が殺そうとしても、抵てい抗こうしないだろう。




（そのような相手を殺すなんて、俺がやるべきことじゃない……だが……だが……我が慢まんできる自信が、ない……いくら、「運命」を超ちよう越えつするためとはいえ、あいつは……十兵衛ちゃんに罪を被かぶせて……信奈を……信奈を！　お腹なかの赤ん坊ぼうごと……！　だが、殺したら……俺は……信奈を救う資格を失う……！　信奈が「死んだ」と認めたことになってしまう……！　殺したら、俺の負けだ……！　そこまでして、俺を試そうと……細川幽斎……！）




　現れた。

　その者が。

　相良良晴に、最大の「試練」が訪れた。

　僧そう形ぎように身をやつした男。

「本能寺の変」を引き起こした黒幕。

　細川藤孝改め、細川幽斎が、良晴の前に現れたのである。

　籠かごを背負った、一人の小こ柄がらな「修道女」のみを連れて。

　許せなかった。たとえ幽斎の「真意」がどこにあるとしても、良晴は信奈や光秀や隆景たちをこのような苦境に追い込んだ幽斎の所業を許しがたかった。理屈ではない。人は、感情を抱いだいて生きているのだ。

「相良良晴。天下の両兵衛がすでにわが真意を解いているでしょうが、一応、わたくし自身の口から直接ご説明しておきましょう。『古こ今きん伝でん授じゆ』にも予言されていなかった黄おう金ごん十じゆう字じ軍ぐんの日ノ本襲しゆう来らいを見て、わたくしは『運命の揺ゆり戻もどし』の力は決して消滅しておらず、むしろ今後も増ぞう幅ふくし続けるだろう、と確信いたしました。『本能寺の変』は不ふ可か避ひな『運命』であり、その発生は決して避さけられません。ならば、人じん為い的に『本能寺の変』を発生させた上で、信奈さまが『生せい還かん』するという結末を導きだすしかない。本来ならば不可能なことです。しかし、十字軍襲来によって複数のプラトン立体が日ノ本に集まった今ならば、可能。逆に言えば、今しか機会はない。そう結論したのです」

　殺すならば殺しなさい、わたくしはすでに覚かく悟ごをしております、とばかりに幽斎は微び笑しようを浮うかべて良晴を見下ろしている。落ち着け。これは幽斎が俺に突きつけてきた「最後の試練」だ。幽斎を殺せば、俺は信奈たちを救う「英えい雄ゆう」となる資格を自ら投げ捨てることになる。落ち着け。冷静に。怒いかりを、抑えろ……！

「幽斎……だからと言って……お前は……信奈と、本能寺に侍はべっていた乱丸たち小こ姓しよう衆を……二条御新造に、義元ちゃんを包囲して……信澄が長秀さんの家臣たちに誅ちゆう殺さつされる未来も知っていたはずだ！　小早川さんや家久まで、巻き込んだ！　俺たちが失敗すれば、京は灰かい燼じんと帰し、日ノ本は『開国派』と『攘じよう夷い派』に分ぶん裂れつして滅ほろびる！　あるいは、永遠に『明日あした』が来ない無限循環に陥る！　どうしてこんな危険な賭かけを？　人々の命を、将しよう棋ぎの駒こまのように使いやがって……！」

「相良良晴陣じん営えいには、世界のすべてを天てん秤びんにかけてまでも敢あえて『本能寺の変』を起こせる者はおりません。竹中半兵衛も、黒くろ田だ官兵衛も、わたくしと同じ思考を辿たどって『賭け』に出る知力の持ち主でしたが、相良良晴。あなたを想うあまり、情に流され、己おのれの知力に蓋ふたをして気づけなかったのです。今しか『本能寺の変』の『結末』を変える機会はないということに。わたくしが話を持ちかけても、乗ってはくれなかったでしょう。ただ一人、本ほん多だ正まさ信のぶだけは、黒幕役になれる可能性がありましたが、わたくしはいちど東大寺で本多正信を謀たばかった。もう、本多正信と直接交こう渉しようしてともに策を実行できる立場ではありませんでしたからね──わたくしのような策士は、他人の信しん頼らいを得られませんから」

　半兵衛も官兵衛も、「本能寺の変」が勃ぼつ発ぱつしてすぐに、「真相」に辿り着いていた。細川幽斎が「信奈」の「運命」を変えるために自ら最大の「汚お名めい」を被り、この危険な賭けに出たという真相に。つまり、半兵衛か官兵衛が、先に幽斎と同じ「結論」──「本能寺の変」を人為的に発生させる他ほかに信奈を救う道はない──に到とう達たつすることは可能だったのだ。それなのに、幽斎に先んじられたのは、「情」が知性を抑えていたからだ。

　細川幽斎という、相良良晴たちから常に一定の距きよ離りを取れる「異形」の策士がいたからこそ、この「策」は実現した。

　しかし、だからと言って割り切れるものではない……！

「故ゆえにいっそ、このわたくし一人が『黒幕』として決起し、作為的に変を発生させ、結果を改変する可能性を最大限に引きだす他に道はない、と決めたのです。またしても十兵衛を巻き込むことには胸も痛みましたが──信奈さまの『運命』が変われば、十兵衛の『運命』もまた変わるはずです。しかし、本多正信と連れん携けいを取れなかったことは、痛つう恨こん事じと言っていいでしょう。彼女と連携できていれば、万ばん全ぜんの準備を整え、確実に信奈さまをお救いすることができたのですが……しかも、黒幕であるわたくしが出家し武士を捨ててもなお、『変』に加担した九く条じよう派の公く家げ衆たちはもう、降りようとしない。信奈さまを討うってしまった以上は、行くところまで行くしかない、と完全に暴走状態に入ってしまいました」

「……なんだって？」

「彼らは惟任軍を『官軍』として取り込み、ヨーロッパ使節団を堺から追い出して国交を断絶し、開国派すなわち旧織田派諸将を朝敵として討とう伐ばつせしめん、と独自に動きはじめております。これは、大きな誤算でした。九条派の公家衆はみな、黒幕であるわたくしが舞ぶ台たいから降りればともに降りるはずと侮あなどっていましたが、かほどの大事件を引き起こした責任を取らされることに怯おびえきり開き直った公家衆ほど恐おそろしいものはない、と思い知らされました」




　　　　※




　細川幽斎の「策」は、土ど壇たん場ばで覆されたのである。

　少し時間をさかのぼる。

　二条御新造を包囲していた惟任軍に合流し、「勅ちよく使しを待つよう」と藤林長門に攻こう撃げきの手を止めさせた細川幽斎は、その足で御ご所しよへと舞まい戻った。

　目的は、御所にある「最後の道具」を持ち出して南蛮寺へ届けるためである。これを届けなければ、「織田信奈救出作戦」は実行できない。そしてそれは、容易には持ち出せない御所の「宝具」であった。

　こればかりは、誰だれかを雇やとって運ばせるわけにはいかない。

　幽斎自身が運ぶ他はなかった。

　ところが、御所の門前へと到達したその時、幽斎が予期していない事態が起きた。

「「「細川藤孝改め幽斎。うぬを御所へ入れるわけにはいかぬ」」」

　武装した浪ろう人にん集団が、「開門を」と名乗り出た幽斎の行く手を塞ふさぎ、槍やりや種たね子が島しまを向けてきたのである。

「……これは？」

　当とう惑わくする幽斎の前に、歩み出てきた公家が一人。

　陰いん謀ぼう家の、菊きく亭てい晴はる季すえである。

　菊亭晴季には、自身の政治信条などはない。しかし、すでに「王政復古」のクーデターははじまってしまっている。毒を食らわば皿まで。この政治闘とう争そうに勝つ以外に、生き残る道はない。

　しかも、本能寺で織田信奈を討ち果たしたという恐るべき「戦勝報告」を聞いた九条派公家衆は「このままでは織田信奈を排はい除じよしても細川幽斎が天下を牛耳ってしまう」「王政復古などは口実で、幽斎には別の野望があるとしか思えぬ」といよいよ幽斎の存在を恐れていた。

　そこに、今いま出で川がわ邸ていで突とつ如じよ出家した幽斎の真意に決定的な疑いを抱いた菊亭晴季が舞まい戻ってきて、

「麻ま呂ろたちは、万一に備えて昨夜のうちにいろいろと手を打っておいたではおまへんか。細川幽斎の一連の動き、まことに怪あやしげ。尊皇の志も王政復古を実現する意思もないこと、この出家によって明らか。もういっちょう偽ぎ勅ちよくを作って、幽斎を追放しまひょ」

　と彼らを説得し、九条派公家衆を立ち上がらせたのである。

　幽斎は、気づいていなかった。かかる政治闘争を開始した貴人には──公家衆には、いっさいの「情」がない、だからこそ彼らは貴人なのだということに。

　だが、菊亭晴季たちは、どこからこの武士たちを調達してきたのだろうか。まさしく、幽斎にとっては「不意打ち」だった。

「細川はん。この者たちは、麻呂らが昨夜のうちに雇い入れた京の攘夷志士どもや」

「攘夷志士？」

「そや。みな、織田家に主家を滅ぼされ、京に潜せん伏ぷくしてお家復興の時を窺うかがっていた旧国こく人じん衆や旧大名家の家臣たちやがな。そやけどすでに、こやつらを束ねとった『陰かげの軍師』武たけ田だ信のぶ虎とらや六ろつ角かく承じよう禎ていは隠いん居きよしてしもうた。故にこやつらは姫巫女さまへ忠誠を誓ちかい、われら楠くすの木き正まさ成しげにならん、と尊皇攘夷の志士となった。こたび織田信奈を討つと決めたにもかかわらず、御所には独自の兵力がなかった。すべてを細川はん、おのれが握にぎっておった。おのれが『建武の新政』をひっくり返した足あし利かが尊たか氏うじに思えてきて、どうにも気色が悪い。故に、麻呂や二に条じよう昭あき実ざねらは万一に備えて、こやつらを雇い入れたわけや──これより、こやつらを惟任軍に『目付』として送り込み、惟任軍の指揮権を麻呂らが押おさえる」

「なんですって？　それでは、吉田兼見が惟任軍へ届ける『勅書』の中身は……将軍位を与あたえるものではなく……」

「むろん、その勅書の中身も麻呂が書き換かえた。細川はん。いや、幽斎。吉田兼見はすでに、新たな勅書を持って御所を出立したで。麻呂たちが幽斎、おのれを御所から追放したことを知らぬままにのう。新たな勅書は、『これより京に踏ふみ入った織田派・開国派の将兵ことごとくを朝敵とみなす。惟任軍は攘夷の魁さきがけとなり、官軍として速すみやかにこれを討て』と惟任軍に織田派の追討と即そく時じ攘夷を命ずるものや。さらに、官軍の証あかしである『錦にしきの御み旗はた』を惟任軍に授さずける！　この錦の御旗はな、『太平記』を参考に、麻呂らが急造で作成した偽にせ物ものやが、ほんものなど誰も見たことがあらへん。御所がほんものやと言えばほんものになる。錦の御旗へ向けて攻撃を仕し掛かけた者は、その時点で朝敵や。ここに明智光秀の軍団は、そっくり麻呂らがいただいた。真の王政復古を実現する時が来たんや！」

「……『錦の御旗』？　しかし、わたくしを追放する口実など、なにもないはず……」

「そうやなあ。おのれは尻尾しつぽを出しておらん。そやけど、おのれの兄が。足利義よし輝てるがいかんのや。細川幽斎よ。どれほど公家臭くささを身にまとっても、おのれはしょせんは武家やったのう。見よ。姫巫女さまからの新たな勅書、これにあり！　『細川幽斎を、朝敵・今川義元に加担した足利義輝に連座せしめる。官位を召めし上げ、以後、参さん内だいはまかりならず』──おのれは、どこへなりとも消え失うせるがええ！」

「このような真ま似ねをすれば、全国で攘夷志士が決起しますよ。あなた方は、本気で攘夷を決行されるおつもりか。ヨーロッパ使節団はどうするのです!?」

「そやかて幽斎！　英国の女王はもう、津田信澄と一いつ緒しよに殺されとる頃ころ合あいやろ？　手て遅おくれや！　麻呂らには今さら、どうしようもあらへんがな！　行くところまで行くしかない！　攘夷派の勢力を集結させて、大坂湾わんの十字軍艦かん隊たいだけでも打ち払はらう！　その後はその後や！　第二次十字軍が来よったら、日ノ本伝統の神風が撃げき退たいしてくれるわ！　織田信奈が破は壊かいしたいにしえの社会をすべて元に戻すんや。さすれば、叡えい山ざん、高こう野や山さん、伊い勢せ神じん宮ぐう、宇う佐さ神宮、あらゆる神仏のご加護が日ノ本を護まもってくれるはずや……！　麻呂らとて、そないな奇き跡せきを信じてはおらんがな！　もはや、神かみ頼だのみしかないちゅうこっちゃ！」

　ああ。そうか。織田信奈がわたくしの「計画」通りに倒たおれたさまを見て、エリザベス女王もすでに殺されたと公家衆は絶望し、もはや攘夷以外の選せん択たく肢しはない、と決起したのか。それで急きゆう遽きよ、軍権をわたくしから奪うばい取ろうと。

　幽斎は、彼らを追い詰つめすぎたことを悔くいた。

「神風など都合良く吹ふきませんよ。それ以前に、わたくし抜ぬきでどうやって惟任軍を采さい配はいするのですか？」

「やはり、惟任軍を解体するつもりやったんやな？　心配いらん。総大将は、おる！　関ヶ原で勇名をはせた武将が、自ら志願してきよったわ。傀かい儡らいの偽にせ光秀には、以後、お飾かざりになってもらう。今や、おのれ抜きでも惟任軍は動かせる！　『官軍』として！」

　その総大将の名を聞かされた時、幽斎は青ざめていた。

　よもや、京にあの者が？

「……菊亭さま……なんという、愚おろかな……世界から目を背そむけようとは……エリザベス女王の生死も確認せぬままに……亡国を、招きますよ」

「亡国？　そないなことはわかっとる！　麻呂の菊亭家も断絶やろう。そやけど、いちどはじまった政変劇はもう誰にも止められん。そもそもきっかけを作ったのはおのれや、幽斎。違ちがうか？」

「……いえ、違いません」

　ここに細川幽斎は、突如として御所から追放されたのである。

　そして同時に、惟任軍は正式な「官軍」となり、九条派公家衆が指揮権を掌しよう握あくした……！




　　　　※




　細川幽斎は、菊亭晴季ら九条派公家衆によって御所から閉め出され、失しつ脚きやくした。王政復古クーデター政権から放ほう逐ちくされたのだ。

　最後の最後に、幽斎は失策を犯おかした。

　まず、今出川邸で菊亭晴季に見せた挙動が不ふ審しんだった。なにごとかを企たくらんでいる、という決定的な疑ぎ惑わくを抱いだかれた。なにより、「出家」のタイミングを誤ったのである。

　幽斎はその知ち謀ぼうと胆たん力りよくを見せつけて、織田信奈を計画通りに葬ほうむり去ってみせ、公家衆を恐れさせすぎた。彼は今出川邸で、菊亭晴季に平身低頭しておくべきだったのだ。「狡こう兎と死して走そう狗く烹にらる」危機に陥おちいっているという自覚の「量」が、わずかに足りなかった。自分には小心なところもある、このような大事を引き起こしてしまったが決して私心はない、この先は姫巫女さまと公家衆の皆みなさまにおすがりします、と心底怯えているかのような「芝しば居い」をしておくべきだった。形ばかり出家してみせただけでは、菊亭晴季を騙だませなかった。公家衆の軽けい挙きよ妄もう動どうを抑おさえるべく言葉による圧力をかけたことで、かえって警けい戒かいされたのだ。公家衆への苛いら立だちを、幽斎ほどの策士が抑えきれなかったらしい。

　が、すべては後の祭りである。

「……エリザベス女王や津田信澄が、小早川隆景という『正史』ではその場に居合わせないはずの人物によって救われることまでは、織り込み済みでした。小早川隆景が津田信澄たちを救うために決死の上じよう洛らく軍を興おこしても、その到とう着ちやく前に京の惟任軍を解体してしまえば問題はないはずでした。ですが、事態は最悪の局面に──まもなく、京で『攘じよう夷い派』と『開国派』の内戦が火ひ蓋ぶたを切ります。わたくしはフレデリコ会の面々を計画に巻き込み、巡じゆん察さつ使ヴァリニャーノを動かすことで南蛮寺の中立化を果たしましたが、開戦となれば南蛮寺も保もちません。あなた方の『策』が成功するかどうかは、不ふ透とう明めいとなりました」

　これほどの陰謀を巡めぐらせていながら、お前は公く家げ衆から「お払い箱」にされたということか、なぜお前ほどの智ち者しやがそんな失策を？　と良晴はかろうじて声を振ふり絞しぼっていた。

「策士策に溺おぼれるとはこのことでした。出家を急いだのは、『正史』を再現するため、そして惟任軍と御所を結けつ託たくさせることで成立した反織田派勢力を速やかに解体するためでしたが、自分で自分の首を絞しめてしまいました。こういう土壇場の局面で公家衆が発揮する政治力は、わたくしの想像を上回っておりました」

「だが！　昨日今日に慌あわてて公家衆が雇い入れた浪人たちに、惟任軍を指揮できる能力はないはずだ！」

「わたくしも、そう侮あなどっておりました。ですが──一人だけ、いたのです。無実の罪で織田方に誅ちゆう殺さつされたという旧主・津田信澄の仇あだを討うつと、あの『藤とう堂どう高たか虎とら』が今出川邸に飛び込み──浪人衆の『元もと締じめ』として公家衆に雇われていたのです」

「藤堂高虎……!?　戦いくさ上手の、あの……!?　京に居残っていたのか！　では、惟任軍は……十兵衛ちゃん自身が率いている時と同等の強さを発揮する……！」

　関ヶ原で良晴を窮きゆう地ちに追い詰めた姫ひめ武将・藤堂高虎は「自分を評価し高額を支し払はらう主君へと鞍くら替がえする」と噂うわさされているが、事実は違う。主君が生きている限りは決して裏切らない。が、その主君・信澄が丹羽長秀一行の手で誅殺された、という噂がすでに京に流れている。高虎は「信澄の横死」を信じたのか！　それもまた「歴史の修正力」の影えい響きようか……！

「ですが、すべてが潰ついえたわけではありません。まだ、山崎から来る惟任追討軍との開戦まで猶ゆう予よはあります。それに、万が一織田信奈さまを救えなかった場合に備えて、最悪でも日ノ本を独立国として存続させるべく、必要な人物を生き残らせる手は打っております。『正史』通り、茶ちや屋や四し郎ろう次じ郎ろうから誰よりも早く急報を受けた徳とく川がわ家いえ康やすとその家臣団はいち早く西国街かい道どうから逐電し、伊賀を越こえて三み河かわへ戻もどって上洛軍を興せるはずです」

　家康の逐電が早かったのは、幽斎が茶屋四郎次郎に「あらかじめ」本能寺の奇き襲しゆうを知らせていたためだったのか、と良晴は知った。茶屋四郎次郎は、本多正信と細川幽斎の双そう方ほうと繫つながった「二重間かん諜ちよう」だったのだ。本多正信と連れん携けいできない幽斎が捻ひねりだした苦肉の策なのだろう。

「本多正信はかねてより京の商人・茶屋四郎次郎が持つ畿き内ない商人の情じよう報ほう網もうを用いておりましたが、わたくしはその茶屋四郎次郎と今回『結託』し、愛宕あたご山やまから京へ戻ってきた十兵衛を急ぎ茶屋四郎次郎邸ていに隔かく離り。『変』に十兵衛が巻き込まれぬよう、また自決を阻そ止しすべく、斎藤利とし三みつも送り込んで自重を促うながしております。徳川政権が成立した暁あかつきには、十兵衛には『南なん光こう坊ぼう天てん海かい』として徳川家の宰さい相しよう役を務めてもらわねばならないからです。織田信奈さまが倒れ、十兵衛が謀む叛ほん人として歴史の表おもて舞ぶ台たいから消えた場合、天下は徳川家康に委ねねばならず、かつ織田信奈さまの遺志を受け継ついだ十兵衛が陰の宰相として天下を采配せねばなりません。少なくとも家康と十兵衛の二人が生き延びれば、徳川家は『攘夷派』との内乱に勝利し、日ノ本はヨーロッパ諸国と決定的な亀き裂れつを生じさせず、しばしの間は国の独立を保てるはずです──『正史』のようにキリシタンを禁教とし、長なが崎さきでオランダと清しんのみを相手に交易する鎖さ国こく体制の完成が困難になった以上、その先はもう、見通せませんが──」

　信奈の生死が確定するまで、光秀は「隔離」しておく。信奈が生せい還かんすれば光秀も復帰できるが、信奈が死ねば光秀は「天海」として家康政権を動かさねばならない。そういうことである。

「……十兵衛ちゃんは……お前の思い人じゃなかったのか、幽斎……？　よくも……そんな真似ができるな!?」

「『本能寺の変』が発生して信奈さまが死ねば──『古こ今きん伝でん授じゆ』の予言が成じよう就じゆすれば、十兵衛もまた死にます。生き延びても、心が死にます。関ヶ原で、わたくしはそのことを痛いほどに知りました。たとえ死を免まぬがれても、徳川家に逃にげ込んで天海に変身し、見ざる、言わざる、聞かざる者とでもいうべき三重苦を背負った存在となり、完全に感情を失ったままに後半生を送る以外に道はありません。それなのに、わたくしには彼女たちの『運命』を覆くつがえす力はない。十兵衛を真に生かすことができる者は、織田信奈さまを生かせる者。あなただけなのです、相良良晴」

「……小早川さんも長秀さんも家久も、死ぬんだぞ……！　山崎から上洛する惟任追討軍は、どれほどかき集めても千ほどしかいないだろう。対する京の惟任軍は万を超こえている。三河から来る徳川軍は、遠すぎる。『正史』通り、開戦に間に合わない！　勝敗は明らかだ。今から還げん俗ぞくしてお前が惟任軍の指揮を執とり、事態を収しゆう拾しゆうさせろ！」

「ですから、もう不可能なのです。今、惟任軍の指揮権は藤林長門ではなく公家衆が握にぎっています。わたくしはあと一手というところで、公家衆の自己保身への執しゆう念ねんに及およばなかった。一いつ敗ぱい地ちに塗まみれました」

　良晴たちは青ざめた。幽斎いわく、明智光秀になり果おおせている藤林長門が軍を解散したくとも、勅ちよく使しから命令された以上、惟任軍は官軍として戦うしかない。惟任軍の重臣たちは、そもそも密勅を見せられて「王政復古」のために謀叛命令に従ったのだ。今や惟任軍すべての兵士が、「王政復古」のために戦うこととなった。幽斎は常に陰かげで策を用いてきたため、惟任軍の将兵たちを直接止め得うる可能性はなく、しかも御ご所しよから放逐された世捨て人だ。もう、幽斎には惟任軍を止められない。

「どうして。氷のように冷静な智ち将しようのお前が、出家する時期を見誤った？」

「……大勢の人間をこの陰いん謀ぼうに巻き込みました。とりわけ、十兵衛を。そして、わが兄・足利義輝を。慚ざん愧きの念に堪たえなかった……のでしょうね。わたくしはやはり、『英えい雄ゆう』の器うつわではありませんでした。あなたとは、違いましたね」

「足利義輝を、巻き込んだ!?」

「はい。兄もまた、本来はすでに『二条御所』で死すべき『運命』の人。織田信奈とともに、『本能寺の変』とともに、兄の『運命』も清算されねばならない。故ゆえに、わたくしは……間接的に兄に事態急変を知らせ、血気さかんな兄に近この衛え前さき久ひさ邸へ救きゆう援えんに向かわせるよう仕向けたのです。それに二条御新造は、『古今伝授』によれば近衛邸からの砲ほう撃げきによって落城します。剣けん豪ごう将軍にして実戦経験豊富な兄が近衛邸に入り、近衛前久親子に助すけ太だ刀ちすれば、二条御新造の防衛力は大おお幅はばに増すはず。近衛邸を自焼させ、二条御新造に籠こもって惟任軍の攻せめ手をしばし防いでくれるはず。そういう計算も、ありましたね……その隙すきに吉田兼見を勅使として立て、二条御新造落城までの時間を稼かせぎ、一方でわたくし自らが混乱する御所に入り込んで最後の『道具』を持ち出して、南蛮寺での織田信奈を救う『作戦』を完かん遂すいさせる。それが、わたくしの策でしたが……兄を動かしたがために、実はわたくしが『王政復古』など本気で考えていないことを、公家衆に看破されたのです」

　細川幽斎の追い落としは、あっという間に行われた。勅書は九条派公家衆によって書き換かえられ、「二条御新造を速すみやかに落城させ、今川義元ら籠ろう城じようする全員を討ち、さらには上洛する織田派の軍勢を朝敵として倒し、即そく時じ攘夷を決行せよ」という過激な内容に。しかも九条派公家衆は、戦目付に惟任軍の指揮権を奪わせ、「官軍」の印──「錦にしきの御み旗はた」を惟任軍に貸たい与よ。これで、惟任軍を攻めた者は、その時点でみな朝敵になる。

「公家衆が千年以上、日ノ本の御所とともに生き延び続けてきた理由が、わかった気がします。陰おん陽みよう師じ・竹中半兵衛は京の妖よう怪かいを祓はらいましたが、まことの妖怪は──」

「幽斎。もう、開戦は阻止できないのか？　織田派諸将が朝敵に認定されれば、徳川の世も来ない！　お前は結局、信奈を排はい除じよしたい公家衆に利用されたんだ！　たとえ信奈が生還できても、織田家が朝敵にされてしまった後では、もう手て遅おくれだ！　今すぐ十兵衛ちゃんを復帰させて、惟任軍の指揮権を奪だつ回かいさせるしかない！」

「……斎藤利三がそれを許しますまい……茶屋四郎次郎にも、事態が収拾するまで決して十兵衛を出さぬよう、堅かたく言い含ふくめております。彼女が再び明智光秀として表舞台へ立てば、十中八九『死ぬ』ことになります、と。今となれば、余計な仏心でした。排除すべく心を殺しておりましたが、わたくしにもやはり『情』があったようです。そしてその『情』が、わたしの知謀を曇くもらせた……」

　上かみ京ぎようにある茶屋四郎次郎屋や敷しきはここから遠すぎる。誰だれかを十兵衛ちゃんへの使者として送っても、間に合うかどうか。俺自身が行けば十兵衛ちゃんを立ち上がらせることも可能だが、俺は動けない。これから、未来の横浜に行かなければならない……もっとも早く辿たどり着けそうな五右衛門と一宗ちゃんは嚙かみ嚙みだから、説明しているうちに時間切れになる。長々と書状を書く時間もない。プラトン立体を持ち出せば説得できそうだが、持ち出せない。では、十兵衛ちゃんを南蛮寺へ連れてくる？　ダメだ、往復しているうちに完全に時間切れになる！　くそっ！　八はつ方ぽう塞ふさがりだ！

　良晴は「幽斎！　この状じよう況きようを打開する策はないのか。お前ならば準備しているはずだ！」と思わず立ち上がり、幽斎に迫せまっていた。この期ごに及んで「公家衆に利用された」とは。「錦の御旗を担かつぎ出された」とは。それは明めい治じ維い新しんの決戦「鳥と羽ば伏ふし見みの戦い」で討とう幕ばく派の公家・岩いわ倉くら具とも視みが徳川軍を「朝敵」に堕おとして敗走させるために用いた手とまるで同じではないか。だが、幽斎に触ふれてはならない。触れれば、理性が決けつ壊かいする……！　幽斎には、明治維新の知識はない。「古今伝授」は、徳川家の天下統一前後までしか予言していないのだ。責められない。

「……『上策』が潰えて信奈さまを救えず、『中策』たる徳川家康と天海が天下を盗とる道をも塞がれる。そんな最悪の事態に備えて、わたくしは『奥の手』を、『下策』も準備しております。ただし、相良良晴。あなたにはおそらく、この『下策』は選せん択たくできませんよ」

「どんな策だ!?」

「二条御新造に籠もっている征せい夷い大たい将しよう軍ぐん・今川義元の存在が鍵かぎになります。すでに皆さんも知っての通り、彼女は『正史』における織田信のぶ忠ただに見立てた代役ですが、本能寺茶会への義元の参加を、わたくしが家族を彼女のもとに予定より早く送り込むことで足止めしたため、義元は将軍位をいまだ返上しておりません。すなわち、形式的には現在の『天下人』は今川義元ということです。しかも今は近衛信のぶ尹ただが二条御新造に入り、織田信忠の役割を引き受けています。今川義元がこのまま二条御新造で死ねば、彼女が織田信奈さまの『身代わり』を務めることとなり、信奈さまが本能寺で死ぬという『運命』をひっかぶってくれるかもしれません。義元自身もきっとそのつもりで、二条御新造から退去せず籠城する道を選んだのでしょう。つまり彼女は死を覚かく悟ご済みなのです。義元が信奈さまの『運命』を引き受ければ、信奈さまは生還できるかもしれません。『正史』では織田『信長』は征夷大将軍ではありませんでしたので、生還できる確率は五分五分ですが──少なくともあなた方がこれから開始しようとしている『天岩戸潜くぐり』作戦よりも、成功率は圧あつ倒とう的に高いかと」

　生還できる理由は、具体的には予測できない。確率は、五分五分。そのような「博ばく打ち」の策を幽斎が口にしたから、良晴は切れたのではない。

　今川義元を「贄にえ」に用いよ、というその「下策」に、切れたのだ。

「ふざけるなあああああっ！」

　良晴の「情」は、ついに、限界度を超えた。激げき昂こうして、幽斎を殴なぐり倒たおしていた。

　半兵衛たちが「いけません！」と止めるよりも早く。

　幽斎は抵てい抗こうせず、倒れている。

　幽斎に侍はべっていた幼い修道女が、薄うすい唇くちびるから血を流す幽斎のもとに駆かけ寄り、抱だき起こす。

「義元ちゃんを、信奈と引き換えにしろ、だって？　そんなことができるか！」

「ですが……わが兄とともに今川義元を犠ぎ牲せいにする。今となっては、これが……もっとも織田信奈さまが生還する確率が高い道です。そして、日ノ本を滅ほろびから救う道でもあります。あなたのお心がどうしても納なつ得とくできぬというのならば、わたくしの首を、この場で差し上げてもよい」

「……幽斎、お前……断腸の思いで、実の兄の『運命』の辻つじ褄つま合わせまでやろうと……その心苦しさもあって、出家を早まったんだな……だが！　剣豪将軍は死なない！　近衛のおっさんも！　信尹も！　そして、今川義元も！　全員、俺が救う！　俺は、『すべての実を拾う』男だぜ！　贄なんて、俺は認めない！　今すぐに『観測者』として天岩戸を潜り、三つの試練をすべて成し遂とげる！　絶対に、間に合わせる！」

　幽斎に切れて手を出せば終わってしまう、と良晴は信じていた。だが、この「怒いかり」は、違ちがった。「お前は信奈を殺した仇かたきだ」と幽斎を責めたのではない。今川義元を「贄」にしろという献けん策さくを拒きよ絶ぜつする怒りだったのだから。義元ちゃんを犠牲にして、信奈を生還させるだなんて。そんな道を選ぶような「俺」を、「俺」は認めない……！

「……ふふ。あなたならば、必ずそう言うと思っていました。南蛮寺へ、来て良かった──あなたならば、できます。『理ことわり』を武器として用いるわたくしにとっては、必然的に『情』は弱点でありほころびの元げん凶きようとなる。それが策士の限界。ですが、『情』の人であるあなたは、真逆です。この礼拝堂をご覧ください。このように、あなたに襲おそいかかる苦難が巨きよ大だいなものになればなるほど、あなたのもとにはあなたの力になりたいと願う人々が次々と集まります──あなたには、『観測者』として、人々の祈いのりが実現した『世界』を創造する資格があります。同様に、その義務を背負っている、と言ってよいでしょう」

「……幽斎？」

「相良良晴さま。わが策はこのように一部破は綻たんしており、事態は切せつ迫ぱくしていますが、どうかご自分の選択に、その『情』に、自信をお持ちください」

　幽斎は、臣下の礼を取って、良晴に平へい伏ふくした。彼は敢あえて下策を開示して、「すべての実を拾う」という良晴の信念を最後に確認したのだ。はじめから、良晴が下策を採用するとは考えていなかったのだ。

「わかった！　半兵衛！　官兵衛！　急いで天岩戸を開いてくれ！」

「わかりました！　ですがまだ、『道具』が揃そろっておりません、良晴さん」

「シム。細川幽斎がその最後の『道具』を、『八や尺瓊さかにの勾まが玉たま』を持ってくると思っていたのだが、手ぶらで来たということは持ち出しに失敗したのだな？　御所から放ほう逐ちくされた身では、『三種の神じん器ぎ』のひとつ『勾玉』を持ち出すことは不可能だ。あれこそが、天岩戸を開き、召しよう喚かん者を狙ねらった時間と場所へと送り込むことができる立方体のプラトン立体。『地～ノーム～』なんだ。勾玉なしでは、天岩戸を開けないぞ！」

「……なんだって……!?」

　それでは未来へ跳とべない！　と良晴が叫さけんだ時。

　幽斎を抱き起こしていた修道女が、口を開き、言葉を発した──。

「いや。あまのいわとびらきにもちいる『三種の神器』は、ちんみずからがもちだしてきた。このかごのなかにある。かつて、このえがちんをはこんださいにもちいた、かごのなかに」

「「「姫巫女さまっ!?」」」

　そう。南蛮の修道女の姿に化けていたために、誰も気づかなかった。

　御所にいる誰もが、見落とした。

　やまと御所の頂点に立つ「天あま津つ神かみ」の巫み女こが、まさか、キリシタンの姿に身をやつすなど、想像外だったからだ。

　姫巫女が、御所を抜ぬけ出して「三種の神器」を南蛮寺へと運んできたのだった。

「わたくしはただ相良良晴さまに殺されるために来たのではありませんよ。公く家げ衆に使い捨てられたことも想定外でしたが、姫巫女さまと御所の『外』で遭そう遇ぐうできたことも想定外でした。『親織田信奈派の姫巫女さまには丸一日眠ねむっていただく』という口実で昨夜、公家に命じて姫巫女さまに睡すい眠みん薬やくを投とう与よしておりましたが、実はその薬は数刻で効き目が切れる弱いものだったのです。想定通り、『本能寺の変』勃ぼつ発ぱつ後まもなく、姫巫女さまは目覚められました。万が一の事態が訪おとずれた場合、姫巫女さまは必ずや織田信奈さまのお味方になってくださるはず。故に、公家衆を『姫巫女さまは眠り続けられる』とたばかり、その裏ではただちに目覚めるようにしておく、という計算通りでした、そこまでは。しかし、よもや『三種の神器』を南蛮寺に自らお持ちいただけるとまでは」

「ちんには、あいてのこころをよむちからがある。めざめてすぐ、ろうばいしていた二条昭実のこころをすべてよみとり、なにがおきているかをしった。このまま二条たちが、ちんと、さんしゅのじんぎをおさえてしまえば、おだけはちょうてきとされてしまう。そこで──」

　姫巫女さまは畏おそれ多くも織田信奈さまと相良良晴さまのために、南蛮人の修道女の姿となり、「三種の神器」を持ち出して御ご所しよから南蛮寺へとお一人で向かわれたのです。御所に入れず門の前で立ち往生していたわたくしは姫巫女さまのお姿に気づき、慌あわててお供いたしました、と幽斎が告げる。

　修道女の衣服は、南蛮好きの信奈が姫巫女に進しん呈ていしていた「南蛮の宝物」の中にあったという。

「……ありがとう……姫巫女さま……『攘じよう夷い派』に見つかれば、ほんものの修道女と誤認されて斬きられたかもしれないのに……」

「さがらよしはる。ちんは、しっている。そなたは、よきものである。おだのぶなを。そして、ひのもとをすくってほしい。たのむ」

「はいっ！　必ずや！」

　だが、幽斎がやまと御所のクーデター政権から外された今、南蛮寺の「中立性」はすでに喪そう失しつしたと言っていい。姫巫女さまを戦火に巻き込むわけにはいかない。いよいよ時間がなくなった、と良晴は汗あせを拭ぬぐう。

「むふー！　ついに『地～ノーム～』が手に入った！　これで必要なプラトン立体すべてが揃った！　相良良晴、忘れ物はないな？　なにがあっても『地～ノーム～』と『第五元素』そして賢者の石をその身から放すな！　ただちに天岩戸を開くぞ、半兵衛！」

「わかりました、官兵衛さん！　良晴さんが未来から召喚されたその日、その時点へ──おおざっぱな日時で充じゆう分ぶんです！　良晴さん、『勾玉』を握にぎりながら行き先を決めてください！　それで、未来の横浜へ、良晴さんが戦国時代へ召喚されたその日へ、跳べます！」

「我とジョン・ディーは、ケリーちゃんで相良良晴の姿を追いかけて『観測』するにょだ！　行くがいい、放ほう浪ろう者サガラーよ！」

「ああ、行ってくる梵天丸！　そして、姉さん。必ず帰ってくる、信奈を救いだして……！」

「……うむ。必ず、生きて再会しよう。死ぬなよ、良晴」

「姉さんこそ！　南蛮寺を取り巻く状況はどんどん悪化しているが、俺が戻もどるまで持ちこたえてくれ！」

　ところが──。

「あーっ!?　ダメだあ～！　天岩戸を開けないよ～？　勾玉の『気』が涸かれている～！」

　半兵衛と官兵衛の「天岩戸」開き作業を覗のぞいていた大友宗麟が、悲鳴をあげた。

「いきなり予備の石を用いるのも心配なれど、拙せつ者しやの『風～シルフ～』を用いて開くでごじゃるか？」

「それもダメだ姉者！　うにゅう、こっちの石も『気』が足りにゃいでござる！」

　天岩戸開きには、莫ばく大だいな「気」を使用する。だが、まさかの事態だった。天岩戸を開く能力を持つふたつのプラトン立体が、いずれもエネルギー切れとは。

「あーっ、しまった！　このシメオンとしたことが！　勾玉の『気』は天王寺で涸れていたんだった！　京にはもう大きな『龍りゆう脈みやく』が流れていないから、『気』の急速補充は無理だ！　京の外ならば……たとえば天岩戸開きの聖地だった出雲いずもの杵築きづき大社に登れば補充できるはずだが、とても間に合わない！　さりとて、日ノ本最大の龍りゆう穴けつにして、『天岩戸』をもっとも開きやすい高たか千ち穂ほに相良良晴を移動させる時間はもとよりない！」

「くすんくすん。五右衛門さんの石まですでに涸れていたのは想定外です。これでは手て詰づまりです、官兵衛さん！　わたしが京の『龍脈』を断ち切ったことが、巡めぐり巡ってこの土ど壇たん場ばでこんな事態に……すみません……！　『火～サラマンドラ～』の『気』で代用します！」

「無茶言うな、にゃのだ！　『透とう視し石』のケリーちゃんからは、『天岩戸』を開けるほどの大量の『気』は送れない！　強行すれば補充の途と中ちゆうでケリーちゃんが涸れて割れてしまうにょだ！　しかも、それでもまだ足りないじょ！」

　やはり、「本能寺の変」勃発を半兵衛と官兵衛が知ってから急造で練り上げた「作戦」は完かん璧ぺきではなかったのだ。万事休す──！

　しかし。

　織田信奈を巡る大勢の人々の「意志」が。良晴たちの「行動」が。

　今、この南蛮寺に集約しようとしている。

「待ち人」ではなかった「その者」が、半兵衛たちも計算していなかった「使命」を果たすべく、駆けつけてきたのだった。

「皆みなさん！　大荷物を運ぼうとして立ち往生していたこの方々を連れて、戻って来ました！　きっと必要になります！」

　京中に「相良良晴、存命」の情報を撒まき続けてきたオルガンティノが、「その者」たちを引き連れて礼拝堂へ戻ってきたのである。




「真打ちは最後に登場するものなのよーっ！　心配ないわ、半兵衛ちゃん！　あなたへの愛が、勝利したんだわーっ！　『勾玉』を動かすためのたっぷりの『気』を、持ってきてあげたわ！　ああっ、やっぱり最後に愛は勝つのねっ……！」

「クワーッ！」

「むーん。偶ぐう然ぜんですぞ」

「偶然じゃないわよっ！」

「……なぜ竜たつ子こまで手伝わねばならぬのだ……疲つかれた……死ぬかと思った」




　元・茶器泥どろ棒ぼうの朧おぼろ月づき夜よこと、『源げん氏じ物語』研究家の小野お通。相方の京きよう極ごく竜子。

　お通のおともの、ヤタガラスとねこたま。

　けんめいに一台の荷車を引いてきた二人と一羽と一いつ匹ぴきとが、煤すすだらけになって南蛮寺の礼拝堂へと辿たどり着いたのだった。一行は移動の途中で力ちから尽つきつつあったが、途中からはオルガンティノの加勢を得て、馬で荷車を引いてこられたのだ。

「そ、その荷車は？　それに皆さん、煤だらけで……」

「半兵衛ちゃん。今でこそ、この世界に適応して源氏物語研究家として食べているけれど、この小野お通はいずれ蘭奢待が効かなくなる半兵衛ちゃんの寿じゆ命みようを延ばし、病を完治させるために、片っ端ぱしから名物茶器を盗ぬすみ続けていた天下の大泥棒よ！　名物茶器には『気』を集積する力があるから！　天下に名前が知れ渡わたっている大物茶器は、茶器に目がない織田信奈に返へん還かんさせられたけれど、中物・小物茶器はまだたっぷり持っていたのっ！　さらに！」

　良晴は「そうか。そうだった」と声をあげていた。お通は「陰世」からこの世界に召喚されて、半兵衛のために茶器を集めていたんだった！

「なんという幸運、なんという偶然かしら。すべては愛の力なのね！　織田信奈が、茶器を見せびらかすために本能寺で大茶会を開いたでしょう？　腹が立ったから、膨ぼう大だいな『気』を集積している大物茶器を、昨夜のうちに本能寺から盗み出してやったのよ！　本能寺を守っていた五右衛門の結界がなぜか不意に消えたその一いつ瞬しゆんの隙すきをついて！　電光石火の早はや業わざで、短時間でほとんどぜんぶ回収してあげたわ！　昔取った杵きね柄づか、お茶の子よ！」

「……お、お通さん。そんな機会があったのでしたら、その隙に、信奈さまをお助けしてほしかったのですが……」

「だって！　まさか『本能寺の変』が勃発するなんて、知らなかったんだもの！　わたしが変を知ったのは、茶器を風ふ呂ろ敷しき包みに入れて担かついで本能寺からすたこらと脱だつ出しゆつした後で、もう間に合わなかったのよ！　でも！　これらの茶器の『気』を使えば天岩戸を開けるわ、半兵衛ちゃん！」

　京極竜子が「話を盛るな」と小野お通に突つっ込みを入れる。

「あー。小野は『愛の力』を強調するためにこう言っているが、実は偶然じゃないぞ。そんなに物事が都合よく進んだら誰だれも苦労しない……泥棒稼か業ぎようを表向き引退した小野は、『源氏物語』にどっぷり塡はまった九条家のご隠いん居きよ・九条稙たね通みちの屋敷に居座っていた。老境の九条稙通は、政界から引退した重度の紫むらさきの上うえ愛好家だが、昨夜、小野はその寄宿先の九条屋敷で立ち聞きしてしまった。九条家を継ついだ当主の九条兼かね孝たかが、なにやら織田信奈を排はい除じよするために浪人どもを集めていること。天下大乱になるからよすのじゃ、と九条稙通が息子むすこを止めていたこと──もともと、近衛邸ていで開かい催さいされた源氏講座の席で、直情家の近衛信尹が『九条派の公家衆が織田信奈の姫巫女位簒さん奪だつを警けい戒かいしている』と漏もらしていたが、その信尹の悪い予感は適中していたんだ。それで、いざという時に見せる公家衆の政治妖よう怪かいぶりを熟知していた小野は、万が一に備えて、いったん本能寺の名物茶器を預かっておくことにしたわけだ。大量の名物茶器になにかあったら、竹中半兵衛の病を治せなくなるからだ。もちろん、ケチ臭くさい織田信奈には内ない緒しよで盗んだ。竜子も駆かり出された……」

「むーん。その後、変が勃発して京が大混乱する最さ中なか、半兵衛どのが南蛮寺におられると聞き付けて、ご主人さまは命を賭として茶器を運んできたのですぞ」

　ああ。前ぜん鬼きさん、あるいは後ご鬼きさんが関かん与よしたとおぼしき小野お通さんの「陰世」からの召しよう喚かんもまた、良晴さんの召喚と同様に、この世界の「運命」を変えるために──半兵衛は、「ここにすべてが繫つながりました」と万ばん感かんの思いを込めて力強く頷うなずいていた。

「半兵衛ちゃんの治ち療りように使う前に、天岩戸を開かなくちゃならないことはわかっているわ！　ぐずぐずしている暇ひまはないわよ、相良良晴！　京はもう、たいへんなことに！　二条御新造を全軍で包囲していた惟任軍──『官軍』のうち別働隊一万が、相良良晴の生存を知り、南蛮寺を攻せめ落とそうと動きはじめている！　これに対し、小早川隆景、丹羽長秀、島津家久らが率いる山崎の惟任追討軍およそ千が、鳥羽を通過して下京に急接近中！　惟任追討軍も、相良良晴が南蛮寺に潜せん伏ぷくしていることをすでに摑つかんでいるみたい。小早川隆景と追討軍の将兵たちは、あなたを守るために玉ぎよく砕さいするつもりよ！　織田信奈の生死が不明な今、相良良晴を失えば天下布武は完全に瓦が解かいし、日ノ本は大乱に。その上、ヨーロッパ諸国との国交も破は綻たんするのだから！　両軍はまもなく、下京で激げき突とつするわ！　南蛮寺を巡る決戦がはじまるのよ！」

「……いやーほんとうに、剣けん吞のんだった。荷物を担いで避ひ難なんする町人たちで道々は大混乱。『応仁の乱』勃ぼつ発ぱつ直前の京はこんな感じだったのだろう。竜子はこんどこそ死ぬかと思った……だが小早川はどうするつもりなのだ、戦力比は一対十だぞ。下準備もせず正面から激突しても、勝ち目などない」

　はじまってしまう。京で、合戦が。もはや猶ゆう予よはない！

「相良良晴。もう猶予はない。続けて三度も『ヤコブの梯はし子ご』を──天岩戸を潜くぐれば、強きよう靭じんな耐たい性せいを持っているきみの脳や肉体とて無事でいられるかはわからない。南蛮寺側でわれらが可能な限り補ほ佐さし続けるが、これは、死と隣となり合わせの旅だ。だが──きみがきみ自身であり続け、私ではなかった、という『陽世』をきみが確定することを、祈いのっている」

「わかった、ガスパール！　ゴアで会おう！　半兵衛、官兵衛！　『天岩戸』を開いて、俺を未来の横浜へ送ってくれ！　召喚前後の記き憶おくはないが、俺が戦国時代に召喚された日時は見当が付いている！」

「シム！　それでは南蛮寺で再会しよう、相良良晴！　これはきみにとって、生しよう涯がい最大の試練にしておそらく最大の冒ぼう険けんだ！　必ず生きて戻れ！」

「良晴さんなら、できます！　『勾まが玉たま』に、茶器群からの『気』を充じゆう塡てん！　天岩戸、開けます！」

「良晴！　どうか、武運を……！」

　相良義陽のその声が、空間にぽっかりと穴を開けた天岩戸に「召喚」されていく良晴が出発前の「礼拝堂」で聞いた最後の言葉となった。

（小早川さんは、一分でも一秒でも南蛮寺を守り時間を稼かせいで、俺たちの「信奈救出作戦」を支し援えんするつもりだ……長秀さんも。そして家久も……十兵衛ちゃんと利三がいなくても、惟任軍は歴戦の強つわ者もの揃ぞろいだ。しかも藤堂高虎が率いる「官軍」だ。勝機はないとわかっていて、敢あえて小早川さんたちは……俺が信奈を伴ともなって帰還できなければ……みな、助からない……！　必ず、成功させる……！　待っていろ。未来の俺。ガスパール。そして……信奈……！）

　フロイスや大友宗麟、オルガンティノたちが、祈りを捧ささげる中。

　礼拝堂から、相良良晴の肉体が、消えていた。

　良晴は。

　天岩戸を、潜った。








巻ノ三　横よこ浜はま









【二十一世紀・横浜】




　良よし晴はるが時間をかければかけるほど、「火～サラマンドラ～」を用いて良晴を観測している南なん蛮ばん寺じ礼拝堂の仲間たちが危機に陥おちいる。姫ひ巫み女こから託たくされた八や尺瓊さかにの勾まが玉たま──「地～ノーム～」を懐ふところに入れた良晴が選んだ転送先は、未来の自分を発見するための「最短距きよ離り」となる時間と場所。

　時間は、良晴が未来から戦国時代へと召喚された「その日」の午後。放課後がはじまってすぐの時間帯。場所は、良晴が通っていた高校の門の前だった。

　横浜駅西口から徒歩で約二十分の距離にある、三みツつ沢ざわ台地に聳そびえる高校である。

　横浜駅周辺は平地が少なく、東はすぐに海、西は丘きゆう陵りよう地帯・三ツ沢台地。

　台地と駅前西口の狭間はざまにある猫ねこの額のような小さな平地部分には、繁はん華か街がいとオフィス街がひしめき合っている。この繁華街で自分自身を捜さがすのは困難だ。だから学校の門の前で「自分を見つける」のがもっとも確実で早い。

「俺はこの日、いつものように登校していた。急な用事が入っていなければ、いつも通り下校したはずだ！　だが、帰宅するまでの間、どこで遊んでいたかは記憶していないし、そもそも日によって帰宅ルートが違ちがうから、行きつけのどの場所へ跳んでも確実じゃない！　門前で下校する途中の俺を発見して、どうにかして説得し、戦国時代へと送る！」

　高台の三ツ沢台地から見下ろす横浜駅方面の賑にぎわい。懐なつかしい光景。高層ビル。ベイシェラトンホテル。ヨドバシカメラ。そして、みなとみらいのランドマークタワーに、観覧車……数年ぶりに訪おとずれた「故郷」。そうだ。これが、俺が生まれ育った世界。二十一世紀の日本だ。まるで、あの戦国時代での人生は夢ゆめ幻まぼろしだったかのような……。

　だが、良晴には感かん慨がいに耽ふけっている余よ裕ゆうはなかった。

　未来の横浜へと数年ぶりに「帰還」した良晴は、なるべく目立たないよう、あらかじめ粗そ末まつな和服を着ていた。甲かつ冑ちゆう姿で現れれば、明らかに不ふ審しん人物扱あつかいされるからだ。学生服姿で戦国時代の戦場に召喚された時と逆パターンで、警備員たちに追いかけられる事態は避さけたかった。

　とはいえ、良晴は数歳、年ねん齢れいを重ねている。あまり背は伸のびていないし、筋肉質になった身体からだは衣服で覆おおっているから、高校生だと言い張れなくもないが、「和服姿」という時点ですでに怪あやしい。門を潜って校舎へ押おしかけるわけにはいかない。目立たぬよう、人目につかない木こ陰かげに隠かくれていると、下校する生徒たちがぞろぞろと門から出てくる──。

（時間はほぼぴったりのはずだ！　だが、おかしいな。「俺」が門から出てこない？　もしかして、わずかに遅おそかったのか!?）

　ダチとだらだらと連れ立って帰るなら、授業終しゆう了りようと同時に飛び出してはこないはず。しかし、もしも単独行動を取っていたなら、しかも「行き先」を決めていたならば、速そつ攻こうで下校したかもしれない。数分、俺は出で遅おくれた可能性がある……！

　この日、放課後に俺はいったいどこへ行くつもりだったんだろう。思いだせ。思いだせ、俺。ダメだ。記憶が消去されている。あと何分、校門前で見張っていればいい？　下しも京ぎようで合戦がはじまってしまう。南蛮寺で半はん兵べ衛えたちが今この未来にいる俺を「観測」している間は、三つの試練をすべてクリアして「戦国時代」へ再び帰還した「俺」は南蛮寺へ帰還できない。南蛮寺に「俺」が現れれば、またプラトン立体の力に干かん渉しようし、半兵衛たちが目視しているこの俺が観測不能に陥るからだ。そうなれば任務は九割方失敗する。だから、この俺が三つの試練をクリアしない限り、半兵衛たちは南蛮寺から動けない……！　この未来での一分は、戦国時代の南蛮寺での一分と同じなんだ！

（まだか。まだか。くそっ。時計もスマホもないから、時間を計れない！　一分が一時間にも感じられる……焦あせるな。焦るな。考えろ。最短で確実に「俺」を発見する方法を……！）

　門から数百人の生徒たちを見送った時点で、「光明」が差し込んできた。

　懐かしい友人の姿を発見した。

　どこか女の子っぽい、中性的な少年。水みず原はら光ひかる。良晴と同じマンションで暮らしているご近所の親友だった。茶ちや髪ぱつだがこれは地毛で、性格はおとなしく、そして聞き上手だ。

　懐かしさのあまり泣きそうになったが、いきなり抱だきついたら不審者だ。光は「俺」とさっき会ったばかりのはずだ。いつものように自然に、フレンドリーに！　笑顔で！

「希望を見つけた！」と良晴は意を決して、光の前に飛び出していた。

「おーい、光！　俺だよ、俺俺！　相良さがら良晴だっ！」

「あれっ？　良晴くん？　どうしたの、その恰かつ好こうは？　江え戸ど時代の町人コスプレ？　さっき下校したばかりなのに、どこで着き替がえたの？」

「やっぱり下校したばかりなのか、俺は？　間に合わなかったか！　『俺』はどこへ行くと言っていた？」

「え？　良晴くんなら、僕の目の前にいるじゃないか？」

「あー。そうだった。ええと、その。なにか予定があって慌あわてて学校から飛び出したんだけど、どこへ行くつもりだったのかをド忘れしちまって！　聞いていたら、教えてくれよー！」

「……なんだか良晴くん、人相が変わったような……？　身体は大きくなっていないけれど、すごく引き締しまった感じが……もしかして、急にオトナになった？　おかしいなあ？」

「は、ははははは！　ききき気にするな！　『SANGOKU大戦争』で魯ろ粛しゆくも言っていたじゃないか！　男子たるもの、三日会わざれば刮かつ目もくして見よってな！」

「さっき会ったよ？　一いつ緒しよに駅前のカラオケボックスでアニソン歌おうよーって誘さそったのに、『悪い、今日は一人で行きたいイベントがあるから』って急いで帰ったじゃないか？　あと、今日はたしか良晴くんがもう十年近くもハマっている戦国ゲーム『織お田だ信のぶ長なが公の野望』のアップデート日じゃなかった？　放課後の予定がてんこ盛りな一日らしいね」

　アップデートか。どうだったかな。もう覚えていない。何年も昔の話だ。それに、あのゲームはオフラインで、自宅のパソコンにインストールしてある。つまり、アップデートを最優先するならば自宅に直行するはず。「一人で行きたいイベント」は、ゲームのアップデートとはまた別ということだ。

「だったら、俺は自宅へ直帰してはいない！　下校ルート先のどこかのスポットにいる！　ありがとう、光！　大至急、捜してくる！」

「え、ええ？　捜すって、自分を？　行っちゃった。だ、誰だれだったんだろう？　やっぱり、良晴くん……なのかな？」




　ボロが出ないうちに、良晴は脱だつ兎との如ごとく坂道を走りだして、「え？　え？」と首を傾かしげている光のもとを去った。あまりにも懐かしい「過去」。しかし光にとっては、俺は「過去」の存在じゃない。俺は、浦うら島しま太た郎ろうになってしまった。思えば、なんて平和な時代に、平和な世界に俺は生まれ育ったんだろう。あの戦国での合戦の日々は、夢だったんじゃないだろうか。いや、違う。信のぶ奈なも小こ早ばや川かわさんも、みんな、「現実の世界」を生きていた。今、戦国の世界とこの世界とは、俺という「観測者」を媒ばい体たいとしてひとつに繫つながっている──そして俺は、また帰らなければならない。この世界で生きることはもう、できないのだ。父さんに、母さんに、一目だけでも会いたい。会って、正式に別れを告げたい。今まで育ててくれてありがとう、俺は「過去」の世界で生きていきます──そんな、さまざまな想おもいがどっと溢あふれてきて涙なみだをこらえきれなくなり、慌てて校門前から離り脱だつしたのだ。

　三ツ沢台地から横浜駅西口の市街地へは、急な坂道を駆かけ下りていく。途と中ちゆう、急きゆう勾こう配ばいの階段坂をも走破しなければならない。スマホがあれば地下鉄に乗って移動できるのだが、そのスマホは戦国時代に置いてきた。本ほん能のう寺じの、寝しん所じよに。信奈とともに、本能寺で焼けてしまった──。

（……信奈……くそっ。今は耐たえろ、俺。目の前の任務遂すい行こうに集中しろ！　泣くのは、信奈を本能寺から救いだしたその時だ！　時間がない！　今こうしている間にも、どんどん南蛮寺に戦火が迫せまっている！）

　交通機関を使えなくとも！　俺には、戦場で鍛きたえに鍛えたこの足あし腰こしがある！　無む尽じん蔵ぞうの体力がある！　脇わき腹ばらの痛みなんて、アドレナリンが消してくれる！　横浜名物の険しい坂だって、超ちよう高こう速そくで走り抜ぬける！

　わずか数分。現代人には不可能な速度で、良晴は坂を下りきり、横浜駅西口の繁華街エリアに移動していた。横浜ビブレ。ラウンドワン。ムービル。なにもかもが懐かしい。狭せまい繁華街は、人でごった返している。一人で「イベント」へ行ったとすれば、行き先はラウンドワンではないはずだ。目的地がラウンドワンのカラオケなら、光たちダチと連れ立って行っている。同じ理由で、映画館でもない。

　健康な男子高校生が放課後に猛もうダッシュして単独行動……ま、まさか、西口のメロンブックスやとらのあなに走って、こっそりいけない同人誌を買いに行ったとか？　しかし、制服姿では18禁コーナーへの立ち入りは無理だろう？　い、いや、俺のことだ、私服に着替えて、口八丁手八丁で店員さんを丸め込んで……これほど深刻な状じよう況きようなのになんとも情けない話だが、ない、とはいえない。

（ちょっと待て！　この光景を、南蛮寺で半兵衛たちみんなが見ているんだぞ？　そんな恥はずかしい姿を見せられるか！　だが……すべては信奈を救うためなんだ！　もしもほんとうに「俺」が入店していたらどうする？　どこかに寄り道することは光の証言から確定しているんだ。自宅前で待機していたら、時間をロスするばかりだぞ！　ええい、二十一世紀のクールジャパン文化の神しん髄ずいを戦国姫ひめ武将たちに見せてやろうじゃねえかーっ！）

　突とつ撃げき。良晴は（どうにでもなれ！）と同人誌ショップに連続して突撃した。




【下京・南蛮寺】




「火～サラマンドラ～」を通じて良晴の行動を観測している竹たけ中なか半兵衛は、呆あきれ果てていた。

「良晴さんは、いったいなにをやっているんですかっ？　あ、あ、あ、あの店内にうずたかく積まれている、は、は、恥ずかしい書しよ籍じやくはいったいなんなんですかーっ!?　肌はだ色いろが多すぎます！　あの本を見てください！　殿との方がた同士が、殿方同士が……わたしたちが男体化されて、しかも脱ぬがされています！　『男体化竹中半兵衛×男体化黒くろ田だ官かん兵べ衛え』本って、なにごとですっ？　どこまでねじ曲がっているんですかっ？　いいから、任務を進めてください、良晴さんっ！　危機感なさすぎです！」

「まあ、そうぷりぷり怒おこるな半兵衛！　相良良晴は、過去の自分の行動ルートを辿たどって自分自身を捜してるのだろう！　なるほど、これが黒歴史と言うやつか！」

　あまりにも過激な同人誌の山を見てしまったフロイスは「……ジパングの性せい風ふう俗ぞくが自由奔ほん放ぽうで乱れていることは知っていましたが……未来のこの光景はあまりにも……神よ……」と失神寸前である。

「ククク。サガラーの奴やつ、任務を忘れて数年ぶりに恥ずかしい本を買い漁あさろうとしているのかもしれにゅな。もしかして、脳をやられて戦国時代の記き憶おくを失ったのかもしれん。それで、野性の本能のみで動いているのかもな」

「異い端たんだわーっ！　未来のジパング人は全員、ソドムの罪で裁かれるべきよ！」

　南蛮寺からすぐ近くで惟これ任とう軍と惟任討とう伐ばつ軍の激突が迫る中、半兵衛たちは（どうか良晴さんの記憶が飛んでいませんように）と祈いのる他ほかはなかった。こちらから良晴に通信することはできないのだ。




【二十一世紀・横浜】




「ダメだ。横浜駅ダンジョンの地下に降りて再び地上にあがってみたび地下に降りてさらに地上へ上って東口のアニメイトにも立ち寄ったが、『俺』の姿は見つからなかった！」

　横浜駅は、永遠に工事が終わらない魔ま窟くつ迷宮。西口から東口への移動の間に、何度も地上と地下を上がったり下がったりしなければならず、「数年ぶり」に横浜に戻もどった良晴は完全に道に迷い、大おお幅はばに時間をロスしてしまった。

　東口にも「俺」はいないと見切りをつけた良晴は、「『俺』はすでに横浜駅エリアから他のエリアへと移動している」と結論した。

「書店に立ち寄った可能性は、消えた！　自宅直帰の可能性もない！　となると──『俺』は、ベイスターズ絡がらみのイベント、つまり野球観戦目的で関かん内ないのハマスタへ向かったか──肉まんを買い食いするために山やま下した公園・中ちゆう華か街がい方面へと向かったか──残る可能性はその二択たくだ！」
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　ハマスタへ向かったのなら、高校の最も寄より駅から地下鉄に乗って関内駅へ直行しているはず。中華街へ向かったなら、横浜駅でみなとみらい線に乗り換かえて元もと町まち・中華街駅へ移動している。いずれにしても、良晴はスマホも現金も持っていない。走って移動するしかない。どちらへ向かっても、かなりの時間をロスする。どうする、どちらを選ぶ？

　光に五百円でもいいから借りておくべきだった、と良晴は悔くやんだが、もう仕方がない。

　駅の改札口前に舞まい戻った良晴は、周囲から「情報」を集めた。日付。曜日。時間。横浜各地で行われているイベント。下校を急いだ理由はなにか。ひとつは、「試合開始に間に合わせるため」。つまりハマスタへ向かった可能性。もうひとつは、「腹が減っていて」中華街行きを急いだ可能性。

　他にも、良晴の日常的な「習慣」のひとつとして、山下公園に海を観みに行った可能性も考えられるが、その場合、急ぐ理由はない。また、同じ「海を観る散歩」が目的でも、彼女がいない良晴にはリア充じゆうだらけのおしゃれな赤レンガ倉庫エリアに行く習慣がない。のんびりとした山下公園で、鳩はとに餌えさをやっているおじさんたちに交じってベンチでだらける。それが、高校時代、「海」を観たくなった時の良晴の習慣だった。

　相良家はみなとみらいの臨港地区に建っているタワーマンション住まいだが、相良家の窓からは隣となりのマンションが邪じや魔まになって海が見えないのである。それに、駅の広告ポスターから、知った。赤レンガ倉庫エリアではこの日、「ビールフェア」が開かい催さいされていた。高校生の良晴に、ビールを飲む趣しゆ味みはない。

「おっ！　やはり、いったん駅に戻って情報を収集する道を選んだのは正解だったぜ！　この壁かべのポスター！　ベイスターズの試合情報が書かれている！　そして今日は──試合が行われていない！」

　ハマスタのご近所で暮らしていた良晴は野球好きだが、試合がない日にわざわざグッズを買いにハマスタまで行くほど熱ねつ烈れつなファンではない。ならば、中華街だ！　そして中華街で肉まんを食べ終わったら、隣りん接せつする山下公園でのんびり海を眺ながめるはず！　日が暮れてきたら、山下公園からレンタル自転車「ベイバイク」を借りてみなとみらいのマンションへと帰宅だ！　このルートが「正解」だ！

　良晴は、中華街・山下公園方面への街道を、駆けた。

　鍵かぎがかかっていない自転車を拝借することも考えたが、もともと「球避よけのヨシ」とあだ名されるほどに俊しゆん敏びんだった良晴の走力は戦国時代で人間の限界を超こえるレベルまで鍛えられており、もはや自分の脚あしで走ったほうが速いのである。しかも未来の歩道は舗ほ装そうされているから、持てる全力で駆け続けられる。

　道行く人たちが、「オリンピック選手？」「マラソンランナー？」「どうして和服？　なにかのイベント？」と驚おどろきながら良晴を振ふり返るが、その時にはもう良晴ははるか彼方かなたを走っている。

（駅前で時間を大幅にロスした！　信奈。待っていてくれ。必ず「俺」を見つけだして、戦国時代へと送りだす！　一分でも一秒でも早く！）

　ついに、山下公園へと到とう着ちやく。

　現代人には信じがたい驚きよう異い的なスピードで、良晴は走りきっていた。

　息は上がっていた。汗あせも流していた。脇腹の傷は激しく痛んだ。数年ぶりに、山下公園に浮うかぶ「氷ひ川かわ丸まる」の姿を見た時には、不覚にもまた涙が溢れた。故郷へ、戻ってきたのだ。だが、感傷に耽ふけってはいられない。気力も体力もまだ尽つきていない。まだだ。まだ、これは作戦の「第一段階」にすぎない。

「どこだ、『俺』は!?　どこにいる……？」

　どれほど捜さがしても、公園内に「制服を着た相良良晴」の姿はない。

　ならば、まだ中華街で肉まんを食べているのか。

　横浜の中華街は広い。山下公園とハマスタの間にまたがる広大なエリアだ。虱しらみ潰つぶしに捜せば、数百軒けんの飲食店すべてを家捜しする羽目になる。だが、幸いにも良晴が贔ひい屓きにしていた店は数店に限られていた。安くて、そして買い食いできる店だ。買い食いする場所も決まっている。買い食いＯＫの店の前か、さもなくば中華街内にある小さな公園「山下町公園」である。

　隣接する中華街へと移動し、行きつけの肉まん屋へと直行する。さすがに中華街の中では走れない。平日であっても、夕方ともなれば観光客でごった返しているからだ。どんどん時間が浪ろう費ひされていく。

　しかし──しかし。

「相良良晴」の姿は、中華街にも、なかった！

　良晴は、絶望しそうになった。どうやら「俺」は、いつもとまったく違ちがう行動パターンを取っているとしか思えない。もう、自宅へ戻るしかないのか。だが、「イベント」に出で払はらっている以上、いつ戻ってくるのか予測もつかない。深夜という可能性も。それでは、南蛮寺が保もたない……！

　どうすればいい。どうすれば。自分の故郷で自分自身を捜す。こんな簡単な任務すら遂とげられずに、土と地ち勘かんのないゴアでガスパールを見つけられるはずがない……！

　さすがに、心が折れそうになった。

　一気に疲ひ労ろう感かんが溢れだし、脇腹の傷が今まで以上に激しく痛みはじめる。

　そんな良晴に、幸運が訪おとずれた。もっとも、幸運を運んできた者は女め神がみではなく、男のダチだったが。

「おお。相良良晴ではないか。まーた肉まんを買い食いしに来たのか？　俺か？　俺はいつも通り、胡う散さん臭くさい師し匠しようのもとで胡散臭い自じ称しよう太たい極きよく拳けんを習得するべく修業に来た！　筋力がなくとも、『気』を自在に操ればマッチョにも勝てる！　俺は絶対に筋トレせんぞーっ！　『脱だつ力りよく』は『筋力』に勝まさるのだ、フハハハハハ！」

　そうだった！　良晴は、「これで確実に『俺』へ辿り着ける」と確信していた。

（俺には、中華街に入り浸びたっている友達がいた。中華街のゲーセンで「SANGOKU大戦争」をプレイするか、謎なぞの太極拳道場に通うか、妹のために肉まんを買って帰るかの三択たく。こいつも、光や俺と同じマンションで暮らしている高校の友人だ。ルックスはいいのだが、シスコンを患わずらっている上、この通り重度の中二病に感染しているため、その女子人気は口が軽くて失言癖へきがある俺と同レベルに低い。つまり、歴史ゲーマーの俺と中二病のこいつはともに、スクールカーストの最底辺……まさに悪友……！）

　高校時代の黒歴史の日々を思いだしてだんだん哀かなしくなってきたので、良晴は考えるのをやめた。

「おお、わが心の友・水みず城き秀しゆう一いちよ！　久しぶりだな！　ここで、お前にクイズを出題してやろう！　ひとつ！　俺の名前を言ってみろーっ！　ふたつ！　わが親友ならば、俺の今日の予定を知っているかーっ？」

　中二キャラ芝しば居いは苦手だが、梵ぼん天てん丸まるの相手をしているうちに覚えた。光と会った時には「地」を出して真ま面じ目めに応対してしまった結果、辻つじ褄つまを合わせるので精せい一いつ杯ぱいで情報を引き出しきれなかった。今回はノリで誤ご魔ま化かして押し切る！

「フッ……記憶喪そう失しつにでもなったのか、貴様？　貴様の名前は相良良晴。今日の予定も知っているに決まっている。俺とお前はさっき学校で会ったばかりではないか。お前は今日、ランドマークタワーの展望フロアに上るのだろう？　なぜ中華街にいる？　腹でも減ったか？　閉館時間が迫せまっているぞ？」

　横浜ランドマークタワー……横浜最大の高層ビル。地上七十階建て。約三百メートル。高層ビルとしては日本で二番目に高く、横浜のシンボルにして観光スポット。六十九階に展望フロアスペースがあり、横浜のみならず東京湾わん一円を見み渡わたせる。しかし、だ。

「ランドマークタワー？　あそこは俺たちが暮らしているマンションのご近所じゃないか。それに、高層からの眺めならば、自宅の窓から見慣れている。ならば、重ねて問おう水城秀一！　この俺はどうしてわざわざランドマークタワーに上る必要がある？」

「しまったあ、今日がお目当ての『特別展示イベント』の最終日だった、みなとみらいの美術館イベントと連動しているから休日にまとめて行くつもりだったのに、と慌あわてて下校したではないか。戦国時代マニアのお前のことだから、戦国イベントでも開催されているのではないか？　少なくとも、ピカチュウを観に行こうとしていたわけではあるまい。この俺が知らなかったということは、『三国志』も関係ないな！　『横浜人形の家』で『ＮＨＫ人形劇三国志』の生人形が展示された時は、いやあ、興奮したものだ。くそっ。諸しよ葛かつ孔こう明めいだけでもお持ち帰りしたかった……」

「『イベント』……!?　それだ！　そうそう、大当たりだ！　今日が特別イベントの最終日なんだ！　あと数時間で終しゆう了りようだ！　恩に着るぜ、秀一！　あと、頼たのむ！　金を貸してくれっ！　あそこの展望フロア、入場料を取られるんだよ！　滅めつ多たに上らないから、それを忘れていた！　俺の所持金はもう残りわずかで、ぜんぜん足りないんだ！」

「なんだ。お前が俺に付き合って中二病芝居をするとは妙だなと思ったが、結局、金の無心か！　フハハハハ！　ならば最初からそう言え、水みず臭くさい奴やつだな！　ほれ。美術館の入場料と合わせて、五千円もあれば足りるだろう。だがこれは、わが愚ぐ妹まいへの誕生日プレゼント資金の一部なのだ。明日あしたすぐに返せよ？」

　すまない、秀一。この五千円は、返せない……！　俺はもう、お前とは再会できないのだから……良晴はまた泣きそうになったが、「おお。さすがだ、わが心の友よ！」と空から威い張ばりしながら、友から手て渡わたされた五千円札を握にぎりしめていた。

「ところで良晴、その和服はなんだ？　戦国時代イベントに合わせたコスプレか？　フッ……お前にもわかってきたようだな……己おのれが生きたいと欲ほつする世界に心身ともに同化すれば異世界への扉とびらがいずれ開くという、隠かくされた『世界』の真理に！　俺も太極拳を極きわめれば、いずれ『三国志』の世界へと飛ひ翔しようできるはず！　三国志時代に太極拳があったのかとかそういう野や暮ぼな突つっ込みは禁止だ！　お前の戦国時代召しよう喚かんとどちらが先か勝負だ、相良良晴よ！　フハハハハハ！」

「ああ、これはイベント用の戦国コスプレだ！　ほんとうに、ありがとう！　一生感謝するぜ秀一！　絶対に、忘れない！　それじゃあな……元気に過ごせよ……！　妹さんと仲良くな！」

「……良晴……？　お前……学校で会った時と、顔立ちも声も……お前、大人に……おい。お前、なにか深刻な悩なやみでもあるのか……？　待て。待ってくれ……！　俺が相談に乗るから。友達だろう？　水臭いじゃないか！」

　その声を振り切って、良晴は、駆かけだしていた。

　もう、振り返れなかった。

　二人目の友との、別れ。これ以上は、心が保たない。涙なみだが止まらない。

（ごめん。ごめんな。もう、俺には残り時間がないんだ。お前に俺の「物語」を打ち明けている時間はない。聞いてほしい。語りたい。でも、時間がなさすぎる……！）

　相良良晴は、自分自身のすべてを犠ぎ牲せいにしてでも、信奈を救うと決めたのだ。




　ついに、到達した。

　みなとみらい地区の中心部に聳そびえる、ランドマークタワーへ。

　高速エレベーターに飛び乗って、六十九階の展望フロアへ。




　この日この時、学校帰りの「相良良晴」はたしかに、そこにいた。

　なぜなら展望フロアでは、「戦国時代と高層建築」イベントが開催されていたからだ。

　そして、「この日」がイベント最終日だったのだ。

（……見つけた……ついに……光。秀一。ありがとう。俺は……ついに、辿たどり着いた）

　ランドマークタワーを「安あ土づち城の天主」に見立て、すっかり戦国時代風に装よそおいを変えている展望フロアスペースへ入ると同時に。

　良晴の視界に、制服を着た過去の「自分」が飛び込んできた。

「……サムライ？　いや、お前はっ……？　その、顔は……俺と、同じだ!?」

「落ち着け相良良晴、事情を詳しよう細さいに語る時間はない。どうか俺を信じてくれ、未来の『俺』」

　両者が物理接せつ触しよくすれば、対つい消しよう滅めつする。距きよ離りを保たねばならない。そして、長々と語っている時間もない。対面時間が長引けば、「二人の相良良晴が同一世界に存在する」という矛む盾じゆんによって両者に危機が訪れる。おそらく、消える側は──。

「いいか。ここは横浜でもっとも高いビルだ。しかも、最上階のひとつ下のフロア。俺たちは今、いにしえの杵築きづき大社よりもはるかに高い位置にいる。現代の横浜において、ここはもっとも『気』の力が強いスポットなんだ。『気』の力が大きく減げん衰すいしている現代で『天あまの岩いわ戸と』を開くには、これ以上はないというくらい最適の場所なんだ。ここなら、必ず『天岩戸』を開ける。今日このビルで戦国イベントが行われていたことは、偶ぐう然ぜんとは思えない」

「……『天岩戸』？　いったい、なにを言って……？　お前。どうして、泣いて……」

「行けばわかる。俺は、俺自身を迎むかえに来た。俺の意志で。俺は俺を、つまりお前を戦国時代に召喚する。これから、お前には無数の試練が待っている。もう、平和な世界で安あん穏のんとしてはいられなくなる。死の危機に何度も晒さらされ、身体からだは傷だらけになる。忘れがたい人々と死別する時も来る。何度も、何度もだ。友人たちとは、もう会えない。今日訪れたこの数時間を除いて。両親とは、二度と会えない。だがそれでも。俺は、戦国時代へと行く。戦国時代で、生きる。そこに、俺が愛する人がいる。俺にしか、救えないんだ。お前を戦国時代の尾お張わりへ召喚し、そして俺もまた、お前を送り込んだ『天岩戸』からいったんインドのゴアへ立ち寄り、最初の召喚から数年経過した戦国時代の京きようへ帰き還かんする。それで、俺が生きた戦国時代が『正史』として確定する。これが、俺自身の選せん択たくなんだ──」

「……俺が戦国時代へ？　噓うそだろう……？　そんな。まさか。俺はただの高校生だぜ？　俺なんかがいきなり召喚されたって、戦国時代を生き延びられるはずがない！　そういう奇き妙みようなＳＦ展開は、俺よりも父さんの領分……いきなり戦国時代へ行け、この世界をぜんぶ捨てろと言われて、わかった、と頷うなずけるはずがない！　せめて、もっと説明してくれ！」

「頼む。きちんと説明したいが、ほんとうに時間がないんだ！」

　今、二人の相良良晴は、二十一世紀の横浜に蘇よみがえった疑似天主内で、対たい峙じしていた。

「地～ノーム～」に充じゆう塡てんされている「気」の残量が心配だったが、これほど「高い」場所ならば、「気」を少しでも回収できる。懐ふところの「地～ノーム～」を用いれば「天岩戸」を開くことは可能だ。しかし、嫌いやがる「俺」を無理矢理この手で「天岩戸」に押おし込むことはできない。触ふれれば二人とも消滅する。ならば、どうすれば？

「……お前は……俺なんだな……それだけは、はっきりとわかる……数年の歳月を、戦国時代で過ごしたんだな……だが、追い詰つめられている。身体も心も、もうぼろぼろじゃないか。それほどの苦難に満ちた世界で、俺は生きねばならないのか？　父さんと母さんに別れを告げることもできないのか？　せめて、両親に──」

「できない。二人が帰宅するのを待つ時間はない。お前はもう、子供じゃない。この瞬しゆん間かんから、一人の男として生きるんだ。お前自身の人生を！　拒こばめば、おそらく『等価交こう換かん』の法則に基づいてこの俺は消滅し、お前が生き残る。その結果、俺が戦国時代で為なしてきたことのすべてが再び『なかったこと』になり、俺が横浜に居残った世界が収束して『陽世』として確定する。そして──きっと、お前は生しよう涯がい自分の選択を後こう悔かいする。頼む。頼む！」

「……陽世？　等価交換？　さっぱりわからない！　だが……お前は……俺がなりたかった俺……俺が憧あこがれてきた俺自身に、見える……それでも。父さんと母さんを置いて黙だまって消えるなんて、できないよ！　二人はいつまでも、戻もどってこない俺を待ち続けることになるじゃないか！　そんなこと、できるか！　俺は……俺は、どうすれば」

「……それは……それは……」

　二人の相良良晴は──今、人生最大の「選択」を行わねばならなかった。




【下京】




「津つ田だの御おん曹ぞう司しの仇あだは必ず私が討うつ。『官軍』別働隊よ、南蛮寺へ。英国女王が堺さかい行きの途と上じようで誅ちゆう殺さつされた今、もはや開国路線は霧む散さんした！　十字軍は再び日ひノ本もとの敵となった！　これよりわれらは『即そく時じ攘じよう夷い』を断行。まずは、南蛮寺に潜せん伏ぷくする相良良晴を討ち取る──！」

　今いま川がわ義よし元もとらが立て籠こもる二に条じよう御ご新しん造ぞうの包囲戦を、偽にせ明あけ智ち光みつ秀ひでの動きを封ふうじるべく公く家げ衆が送り込んだ目付たちに委ね、「戦いくさ名人」の姫ひめ武将・藤とう堂どう高たか虎とらは別働隊一万を率いて南蛮寺へ向けて南下を開始。偽明智光秀こと藤ふじ林ばやし長なが門とは、すでに雇やとい主の細ほそ川かわ幽ゆう斎さいがクーデター政権から放ほう逐ちくされた今、幽斎からいかなる「命令」をも受けることができず、目付たちを裏で操る九く条じよう派公家衆にその軍団を抑おさえられてしまっていた。

　そして、主君・津田信のぶ澄すみの突とつ然ぜんの堺への出立に間に合わず、京に居残っていた藤堂高虎は、惟任軍の指揮を買ってでたばかりか、九条派公家衆から「織田信奈は討ち果たしたが、キリシタンバテレンの噂うわさでは相良良晴はなおも南蛮寺に生存しているらしいでおじゃる。ただちに南蛮寺を攻こう撃げきせよ」との命令を受けたのである。

　高虎軍は、官軍。「錦にしきの御み旗はた」を翻ひるがえしながら、「本能寺が焼けた！」「惟任さま、ご謀む叛ほん！」「織田信奈さまが……下げ克こく上じようの餌え食じきに……」「日ノ本は、京は、戦場になる！」と避ひ難なんするために家財道具を持ち出して逃にげ場を求める人々で騒そう然ぜんとしている下京の大路を、粛しゆく々しゆくと進んでいく。

「藤堂さま。南蛮寺を守る兵力はわずか五十程度。その多くが、京に住まうキリシタン武士です。南蛮寺を焼けば、キリシタン勢力との関係は完全に破は綻たん。この国は二度と引き返せぬ道に進むことになりますが、よろしいのですか？」

「勅ちよく命めいを受けた。御所の方針は『即時攘夷』と定まった。織田信奈が御所に無断で調印を進めていた通商条約は、すべて破は棄き。京から異人を追放し、相良良晴を斬きる。さらには津田の御曹司の三人のお子のうち、一人でも奪だつ回かいして津田家の家か督とくを相続させねばならない──ことを急ぐ」

　歴戦の驍ぎよう将しよう・藤堂高虎が期せずして京に「駒こま」として残っていたこと、津田信澄死亡の噂が巡めぐり巡って主君を失った高虎が御所陣じん営えいに駆け込んだこと、すべてが細川幽斎にとっても計算外の事態だった。やはり歴史は、「織田信奈の天下布武」という「実」のすべてを抹まつ消しようしようとしているのか。

　横浜ランドマークタワーの展望フロアでついに二人の相良良晴が直接対面を果たしている光景を、南蛮寺の礼拝堂に籠もる半兵衛官兵衛たちが固かた唾ずを吞のんで見守っていたその時、高虎は南蛮寺へ総そう攻ぜめの下知を発そうとしていた。

　だが。

　西さい国ごく街かい道どうから下京へと猛もうスピードで引き返してきた約千人の決死隊──「惟任追討軍」が、かろうじて間に合った。

　兵力差は一対十。しかも、相手は「錦の御旗」を掲かかげる官軍である。

　攻めかければ、その時点で彼らは「朝敵」となる。

　それでもなお。

　惟任追討軍は、南蛮寺を救きゆう援えんすべく、下京へと突入してきたのである。

「みんな、すまない。関せきヶが原はらでの寝ね返がえり未み遂すいに続いて、ついに私は『朝敵』の汚お名めいを被かぶることになった。しかも、これは策もなにもない無む謀ぼうな戦だ。だが──良晴は今、『未来』で戦っている。織田信奈を救うために。『運命』を覆くつがえすために。だから──南蛮寺を一いつ刻ときでも守るために、良晴に時間を与あたえるために、どうか私とともに、戦ってほしい。すべてが終わった後、私はこの一戦の結果にかかわらず、毛もう利り宗家に咎とがが及およばぬよう、この京で自じ刃じんして責を負う──」

　主将は、「明智の将」小早川隆たか景かげ。

「土つち田だ御ご前ぜんさまたちを無事に堺へ送り届けるため、われら織田家からほとんど戦力を供給できず、毛利軍と薩さつ摩ま軍の兵士に戦わせることになってしまいました。申し訳ありません。私一人だけでも、織田家を代表してともに戦わせていただきます。腹を召めす時には、私もともに。小早川どの」

　副将に、織田家宿老・丹に羽わ長なが秀ひで。

　二人は、相良良晴が南蛮寺で「織田信奈救出作戦」を開始することを、半兵衛官兵衛から知らされている。ならば、南蛮寺を守らねばならない。勝ち目がなくとも。永遠に「朝敵」として歴史に悪名を残そうとも。

　ここに集つどう勇者たちはみな、自分が賊ぞく軍ぐんとなることを恐おそれない。後悔はない。織田信奈と相良良晴の「運命」を変えるために、自ら捨て石となり、われらが姫たちを、小早川隆景と丹羽長秀を少しでも「生かす」。一分でもいい。一秒でもいい。もしかしたら、相良良晴が「間に合えば」、二人は切腹を免まぬがれて、「生き続ける」ことができるかもしれない……！

　そして、先せん鋒ぽうを務める薩摩隼はや人とたち八十余名を率いるは、島しま津づ家いえ久ひさ。

　策もなく、地形を活いかす戦術も使えない。正面から、十倍の敵と戦わねばならない。唯ゆい一いつの「希望」は、大軍が横展開できない市街戦ということだけだ。が、大軍の利を活かすべく高虎が下京全域に火を放てば、万ばん事じ休す。その前に、薩摩隼人ども全員が一本の「錐きり」となり、大路をまっすぐに突とつ進しんして高虎の首ば盗とる！

「必ず相良さぁは戻ってくる！　魁さきがけはおいたち修しゆ羅らに任せればよか！　薩摩兵へ児こども、錦の御旗も『官軍』も、おいらには関係なかと！　命ば捨てがまる時ぞ……！」

　家久、真っ先に討ち死にするつもりか、三人の姉を遺のこして死に急ぐな、と隆景が声をかけた。この鉄火場に優やさしい声じゃの、姫武将たるものが甘か。が、相良さぁはそのおんしの優しさに惹ひかれたんじゃな、と家久は隆景に白い歯を見せて、そして。

「薩摩兵と毛利兵の共きよう闘とうとは、この世はまこと面おも白しろか！　行くど、兵児ども！　島津名物の敵中突破ぞ！　目指すは、藤堂高虎の首ただひとつ！」

「おおおおお！」

「ちぇすとおおおおおお！」

「キエエエエエエエエイ！」

　馬上で種たね子が島しまを掲げた島津家久率いる薩摩隼人八十余名が、大路を進む高虎軍一万のまっただ中へと、決死の斬り込みをかける。

　薩摩隼人どもも、島津家久も、一人として生きて戻るつもりなどない。全員が、南蛮寺を少しでも保もたせるために闘死する覚かく悟ごである。あの「関ヶ原」でその狂きよう気きの進軍を知っている官軍の先鋒が、わずかに、浮うき足だった。

　が、その首を狙ねらわれている藤堂高虎は泰たい然ぜん自じ若じやく。「大おお筒づつを放て」と市街地での大筒発射を下知し、殺さつ到とうする薩摩兵めがけて砲ほう撃げきを開始した。




　この薩摩兵たちがあげた「猿えん叫きよう」と、炸さく裂れつする大筒の発射音は、南蛮寺の礼拝堂にも鳴り響ひびいていた。

「……官兵衛さん……！　戦が、はじまってしまいました！　このままでは……」

「シム！　急げ、急げ！　相良良晴！　ああっ、もどかしい！　自分自身の説得に手間取っている！　相良良晴は頭が悪いから、馬ば鹿かと馬鹿の相乗効果が生じて悪あく循じゆん環かんに陥おちいっている！　せめてこちらから『声』だけでも送ることができれば……！」

「……良晴。頼たのむ。小早川隆景たちがみな、死んでしまう……未来のお前に、『勇気』を与えてくれ。奮い起こさせてくれ。お前の中に眠ねむっているその『情』を、揺ゆり動かしてくれ……！」

　大筒が礼拝堂のすぐ近くに着ちやく弾だんしたらしい。激しい轟ごう音おんとともに、ステンドグラスに亀き裂れつが入る。それでも相良義よし陽ひは、「火～サラマンドラ～」が映しだしている二人の相良良晴の「映像」を、食い入るように見つめ続けている。




【二十一世紀・横浜】




　今、戦国時代から「戻って来た」相良良晴は、「未来の」自分と対面を果たしている。

　しかし、説得する材料も時間もない。いきなりもう一人の自分から「戦国時代へ行け」と言われて「わかった」と自分が頷うなずくはずもなく、両親に挨あい拶さつもせずこのままこの世界から立ち去れと言われて納なつ得とくできるはずもない、と彼自身がよく知っている。

　この日までの相良良晴は、ほんとうに、ただの高校生だった。しかも、争いごとが大だい嫌きらいで、ケンカすら徹てつ底てい的に避さけてきた。よく言えば平和主義者、悪く言えばヘタレだ。その「争いごとが嫌いだ」という良晴の生まれ持っての性格こそが、戦国時代の織田信奈たちの「運命」を大きく変えたわけだが──今この時点では、その気質が自分自身を戦国時代へ送りだす任務の障害になっている。

　だが、この時。

「待てよ？　このランドマークタワーなら。ガスパールのプラトン立体の『気』を少しばかり消費しても、リチャージできるはずだ。不足分は、『地～ノーム～』の『気』を注つぎ足せば──」

　と、不意に閃ひらめいた。

　良晴は「天岩戸」を潜くぐるために八や尺瓊さかにの勾まが玉たま、「地～ノーム～」を持参してきたが、もうひとつのプラトン立体をも持参しているのだ。ゴアでガスパールに渡わたすはずの正十二面体。「第五元素」のプラトン立体を！　その能力は「透とう視し系」！

（俺にはガスパールのような「観測術」を使える技術はないし、俺自身が干かん渉しようするためにうまく動作しない代しろ物ものだが、一いつ瞬しゆんだけならば「戦国時代」を映しだせるかもしれない！　俺が召しよう喚かんされたことで「正史」とは異なる展開となった「戦国時代」を、現時点での「陽世」を！）

「俺」ならば必ず興味を持つ、惹かれる！　と良晴は即そく断だんした。

「おい。未来の俺。すぐに映像が乱れて途と切ぎれると思うから、目を逸そらさずに注視してくれ。頼む！　『俺』が生きてきた『戦国時代』の映像を、この石の中に映す！」

「『俺』が生きてきた──戦国時代？　それは、俺が知っている戦国時代とどう違ちがうんだ？」

　戦国時代の映像。食いついた。興味を示した。やはり、俺は俺だ！

　未来の良晴が、ガスパールのプラトン立体を覗のぞき込む。

「お前は『織田信長』を知っているよな？　さんざん『織田信長公の野望』をプレイしてきたんだから！　今日はアップデート実装日だったよな？　お前は本日最終日のランドマークタワーと美術館での戦国連動イベントを堪たん能のうしたら、急いで帰宅して俺の部屋のパソコンを起動し、『織田信長公の野望』をアップデートする予定だ！　ちなみに、両親に見つかったら問題ありの画像フォルダ名は『広こう辞じ苑えん注ちゆう釈しやく集』。昔、父さんは広辞苑のケースの中にエロい本を隠かくしていたという。その知ち恵えを今風に応用した。そうだな？」

「あ、ああ。そうだ。俺は『織田信長公の野望』マニアで、そして、『広辞苑注釈集』という鍵かぎ付き画像フォルダをこっそり作っている……この秘密は光も秀一も知らない！　お前は、俺のことをぜんぶ知っているのか!?　やはり、お前は俺なのか!?　まるでほんものの武士にしか見えないが、それでも、未来の俺なのか……？」

「未来の俺はお前だろう？　俺は過去から来た！　俺のほうが数年長く生きているだけだ！」

「待てよ、面めん倒どうなことを言うなよ、俺から見ればお前のほうが未来の俺に決まってるだろう！　俺はほんとうに馬鹿だな！　そうだ。お前が戦国時代から来たというのなら、『織田信長』に会ったか？　戦国時代召喚といえば、織田信長にお仕えするルートが王道だろう？　だって、怪あやしい未来人のガキを雇やとってくれる物好きな戦国武将なんて、織田信長くらいしかいないぞ？　他ほかの武将に仕官しようとしても、『怪しい者め！』と斬られるのがオチだ！」

「ああ。正解だ、さすが俺！　戦国時代召喚モノの大家だ！　俺は最初、今川義元に仕官しようとしたが、即不採用！　松まつ平だいら元もと康やすに斬られかけた！　それで、織田家に仕官した！」

「おい待て！　なんでそこで今川義元に仕官しようとするんだよ、死にルートじゃないかよ、それは！」

「いやいや。ルートとか言うな。ゲーム脳思考は止やめろ、これはゲームではなく現実だ！　いいか？　俺が召喚された世界には、『織田信長』はいない！　俺が仕官した主君は、織田信長に相当する姫ひめ武将、『織田信奈』だ！」

「……織田……信奈……？　なにを言ってるんだ？　女によ体たい化か？　女体化武将？　それって、いったいどういうことだ？　このランドマークタワーの展望フロアを見ろよ。安土城天主を再現している。そこに解説パネルがあるだろう？　安土城を建てた大名は、『織田信長』だぜ？」

　なんだって。まだ俺が「観測」して「陽世」にしたはずの世界と、この世界とは、連結していないのか？　未来から来た良晴は一瞬焦あせった。だが、「俺」を戦国時代へ送りだせば、連結するはずだ！　そうだ。この未来の俺は、俺が過去を改変して「信奈」の世界を「陽世」として確定させる「以前」の歴史知識を持っている俺なんだ。そうでなければ、辻つじ褄つまが合わなくなる。

「よし。俺が二人も存在しているせいで、かなり手間取ったが……映った！　見ろ！　これが、俺が生きてきた『戦国時代』だ！」

　プラトン立体が、透視した映像を映しだした。

　やはり、良晴の存在が干渉している。うまく「時間と場所」を合わせられない。ほんとうは、自分と信奈がはじめて出会った場面を映しだして、未来の自分を説得するつもりだった。が、大きくズレていた。場所は、下京。そして、映しだした光景は──良晴自身も見たことがないものだった。

「……な……なんだって……!?　京の町中で、惟任軍と……小早川さんたちが……戦っているっ？　これは……俺が南蛮寺から天岩戸を潜った『後』の映像だ……！　小早川さんたちが、朝敵になってしまう……！　家久！　家久、待て！　お前、また……そんなふうに、命を捨てがまって……もう、それはやめろ、姉よりも先に死ぬ妹がいるか、って言ったじゃないか……！」

　そう。良晴が出発した「後」の下京の映像が、わずか十数秒だったが、映しだされたのである。最悪の事態が、起きていた。そして良晴は、舞まい戻もどることができない。

「ダメだ。ダメだ。薩摩隼人たちが一人また一人、倒たおれていく……惟任軍は、島津の斬きり込みに備えて、大筒を揃そろえていた……あの旗印は……藤堂高虎が惟任軍を指揮している？　まさか。信澄の仇あだ討うちのつもりか、高虎？　これじゃ薩摩兵も毛利兵も全ぜん滅めつしちまう！　家久ああああああっ！　長秀さん！　あ、あああ……こ……小早川さん……！」

　一瞬、任務を忘れた。

　良晴の頭は、真っ白になった。

　俺が、時間を浪ろう費ひしているうちに。

「任務を果たした俺」は、まだ南蛮寺に飛び込んでいないのか？

　まさか俺は、帰き還かんできないのか？

　信奈救出に、成功しないのか？

　プラトン立体を持っている手が震ふるえる。涙なみだが溢あふれる。ああ。そうだ。これが、「俺の世界」だ。俺は──戻らなければならない。みんなのもとに、帰らなければならない。父さん。母さん。ごめん。やっぱり、俺は──！

　良晴は自分を「説得」することを忘れ、泣いた。なぜ泣いたのか。理由はわからない。ただ、言葉では言い表せないさまざまな感情が、溢れた。

　そしてその「情」が、未来の良晴を、動かしたのだ。

「……そうか……理り屈くつはまるでわからないが……俺は……戦国時代を生きる定め、なんだな。俺自身が、決断したんだな……お前の、その目……その表情……俺は、『武士』になるんだな。そして、『生きた』んだな。その石が映しだした、捨てがたい人々とともに」

「……お前……」

「なにも言うな！　俺は馬鹿だから、理屈を言われてもどうせわからない！　だが！　お前は、俺が憧あこがれてきた俺、俺がなりたかった俺自身だ！　俺を『戦国時代』へ送ってくれ！　俺には、どうしても救いたい人がいるんだな？　愛する人がいるんだな？　俺を待ってくれている人たちが、いるんだな？　だったら！　迷うことなんかない！　『天岩戸』を開いてくれ、頼む！　行かなければ、俺はきっと生しよう涯がい後こう悔かいする！　俺は、お前のような俺に、なりたい……！」

「ああ！　そうだ！　お前は、戦国武将。近この衛え前さき久ひさの猶ゆう子し。次期関白にして、天下人・織田信奈の夫、相良良晴だ！　行き先は尾張！　尾張で、五ご右衛え門もんが『風～シルフ～』の石を持って、お前を待っている！　よく、決断してくれた！　ありがとう、俺！」

「こちらこそ！　途と方ほうもない重い任務を背負っているんだろう？　必ずやり遂とげろよ、俺！」

　相良良晴は──「天岩戸」を──開いた。

　そして。

　横浜で高校生として暮らしていた「未来の相良良晴」の身体からだが、「天岩戸」へと吸い込まれていく。

「間違えるなよ。尾張へ行けよ……！　『運命』に、負けるなよ……！」

「ああ！　勝つさ。俺がお前になれるのならば、必ず、勝つ！　勝ってみせる！　去る前に父さんと母さんに別れを告げられなかったことだけが心残りだが……きっと……」

「ああ。きっと、なんらかのかたちで告げることができるはずだ！　さらばだ、俺！」

　……

　……

　……

「未来の相良良晴」を尾張の五右衛門のもとへ送り届けるという作戦の「第一段階」は、ここに果たされた。

　しかし、両親に挨拶に行く猶予はない。速すみやかに「第二段階」へ移行しなければならない。すなわち、この「天岩戸」が開いているうちに、「地～ノーム～」の力を用いて、ゴアへ跳とばねばならない。ガスパールがいるはずのゴアへ。時代は、良晴が南蛮寺を出発した時点から五年前。見つけられなければ、良晴自身がガスパールになる「運命」に陥おちいる。ここが正念場だ、と良晴は歯を食いしばりながら「天岩戸」へと飛び込んでいた。

　だが──！

「……潜れないっ……!?　俺の身体が、『天岩戸』をすり抜ぬけた？　なぜだっ？」

　良晴の身体は、勢い余って床ゆかの上に転がっていた。

「天岩戸」は、二人目の良晴を通過させず、そして突とつ如じよとして閉じてしまったのである。

　まさか。

「まさか。ガスパールの石での強ごう引いんな『透視』に『地～ノーム～』の『気』を流用したために……『地～ノーム～』が。勾玉の力が、枯こ渇かつしてしまったのかっ？　『気』の濃のう度どは、高層部に上れば上るほど高まる。ランドマークタワーの六十九階ならだいじょうぶだと思っていたが……二人の俺の干渉力に抗あらがうために、予想以上に『気』を使ってしまったのかっ？　それで、閉じてしまったのか？　だ、だが、俺は確実に『天岩戸』を潜ったはずなのに、身体がすり抜けたのは、なぜだ……？」

　すでに、良晴以外に、客はいない。かなり以前から、「二人の相良良晴」以外の人ひと影かげはフロアから消えていた。

　閉館時刻が、迫せまっていた。

　お客さま、閉館いたします、と係員が声をかけてくる。

　展望フロアから出されてしまう！

　低層階に戻れば、「気」の再さい充じゆう塡てんはもう絶望的だ！

　それにしても、「すり抜け」はおかしい。まるで、俺をゴアへ送ることを、俺を潜くぐらせることを、「天岩戸」自体が拒きよ否ひしたかのような……？

（まさか……俺は「歴史」の辻褄を合わせるために、「等価交こう換かん」の法則を守るために強制的にこの未来に置き去りにされたんじゃないか？　そうだ！　「一人増えれば、一人減る」。「一人入れば、一人出る」。それが法則だ。俺が戦国時代に来たために、藤とう吉きち郎ろうのおっさんは死ななければならなくなった！　そして──今、未来の俺が戦国時代へ行ったために、一人減った。その穴を埋うめるために、戻って来た俺は未来から出られなくなったのでは？）

　だとすれば。

　だとしたら。

「……これで、俺の『戦国時代での人生』は終わったというのか？　浦島太郎のように、俺は故郷の横浜に帰還して、そして旅はこれでおしまいだというのか？　過去の『陽世』のすべてがこの瞬しゆん間かんに確定したとでも言うのか？　そんな馬ば鹿かな……！　戦国時代は……俺にとって……二度と戻れない、夢ゆめ幻まぼろしになってしまったのか？　ダメだ。ダメだダメだダメだ。この高層階なら、まだ勾まが玉たまに『気』を充塡できる！　時間はかかるが、ここに留とどまっていれば、きっともういちど『天岩戸』を開けるはずだ！」

　お客さま、と腕うでを引かれる。強制的に退場させられる。エレベーターに乗せられて、低層階へと送られてしまう！

　良晴の視界に、出入り口脇わきの「解説パネル」が飛び込んでくる。




『この安土城を建てた天下人は、皆みなさまもよくご存じの姫武将・織田信奈です』




　先ほど見た時は、たしかに「織田信長」と書かれていた。それが、書き換かえられていた。

「陽世」は、「過去」は、「織田信奈が生きた世界」として収束し確定されたのだ。

　待て。待ってくれ。これで終わりだなんて、ありえない！　冗じよう談だんじゃない！　なにもかもが、ひとときの夢にすぎなかったというのか？　良晴は、呻うめいた。

「半兵衛！　官兵衛！　もしもまだ俺の姿が見えているなら、返事してくれ！　なにか反応をくれっ！　そちらの石を、『風～シルフ～』を使って『天岩戸』を開いてくれ！」

　だが、南蛮寺からの「反応」は、ない──両者が直接交信することは不可能なのだ。もしかしたら、もう南蛮寺から良晴の姿が見えなくなっているのかもしれない。さっき良晴が無理を押してガスパールの真ま似ね事ごとをしたために、良晴が石へ与あたえる干かん渉しよう力が増大し、その結果、向こうでも良晴を見失ったのではないか。あるいは、すでに南蛮寺は戦せん渦かに巻き込まれて……？

（俺はこのまま帰還できないのか。この世界が「正史」として定まったというのならば、信奈はどうなってしまったんだ。本能寺での、信奈の生死は……？）

　スマホを持たない良晴は、その場で直接検けん索さくして知ることができない。しかし、戦国時代のイベントを開いている美術館に行けば、「答え」がわかる。美術館はまだぎりぎり開いているはずだった。

　だが、見なくとも、結果は予想できる。

　相良良晴の「旅」がここで終わるということは、半兵衛と官兵衛の「信奈救出作戦」は失敗したということになる。

（小早川さん。小早川さんが兄さんを失った時に心が壊こわれた理由が、わかったよ。「人生は、夢の間なれば」──俺の戦国時代での人生のすべては……すべては、泡うた沫かたのように、消えた……信奈とともに……）

　これまでに経験したことのない恐きよう怖ふと絶望が、良晴を襲おそっていた。




【下京・南蛮寺】




　種子島と大おお筒づつの轟ごう音おんが鳴り止やまぬ中──礼拝堂内は騒そう然ぜんとした空気に包まれていた。

　ジョン・ディーが「なにも見えなくなったにょだ！」と「火～サラマンドラ～」を指でつついたり摑つかんで揺ゆさぶったりしてみるが、観測していた良晴の映像がぷっつりと途と切ぎれて以来、機能が回復しない。

「シメオンにも想定外の事態が、未来の横浜で起きた！　だから映像が途絶したのだ！　われらは、なにかを見落としていた……！」

　半兵衛と官兵衛は急いでこの事態を分ぶん析せきし、原因と対処方法を話し合う。軍師一人で自問自答していれば時間がかかるが、この二人が対話して互たがいの思考と論理を練り上げていけば、結論に到とう達たつする速度は二倍、五倍、十倍にもなる。

「映像は、未来の横浜で天岩戸開きが行われている途中で途絶しました！　どういうことでしょう、官兵衛さん!?　良晴さんはこの南蛮寺に戻ってきておりません。それなのに、プラトン立体の力が乱れています！　『火～サラマンドラ～』の『気』は、大量の茶器によって充塡され続けていますから、こちら側の問題ではないはずです！」

「シム。まずいな。相良良晴の存在が不安定になっているようだ。あくまでも推論だが、何度も天岩戸を潜ったため、本来どこの時代に存在する人間なのかがはっきりしなくなっている……存在そのものが拡散しはじめているのでは……」

「存在そのものが拡散？　『天岩戸潜り』には危険が伴ともなうことは確認済みですが、記き憶おくだけでなく、存在そのものまで不安定に？　そんなことが起こりえるのでしょうか？」

「自分自身と出会い、かつ、その出会った記憶を忘れていないのが問題なのかもしれない」

　五右衛門が「うにゅう。ガスパール氏うじが相良義陽と相良氏を接せつ触しよくさせて、相良氏の存在を打ち消そうとしたことが。あのときとにたよーなじたいに？」と進言する。

「は、はい。そうです、五右衛門さん。ですが、横浜に跳んだ良晴さんはご自分とは物理接触しませんでしたから、その問題は起きていないはずですが？」

「だが半兵衛。相良良晴は、自分自身の説得にかなり手間取っていた。長時間、自分と喋しやべりすぎたのかもしれないぞ。まだ消しよう滅めつはしていないと思うが、一気に不安定化したのだと思われる。やはりわれらが『観測』し続けなければ、相良良晴はどこかの段階で消えるかもしれない！　再び捕ほ捉そくして、『火～サラマンドラ～』に映しださなければ！　できるか、ジョン・ディー？　梵天丸？」

「かなり無茶な注文だが、なんとか捜さがしだして再びケリーちゃんに映すにょだ！　少し待て！　ぐぬぬ～！　相良良晴に、なにか『道みち標しるべ』になるものを持たせていけばよかったにょだ～！」

「ククク。なにぶん急ごしらえの作戦だ、いろいろ齟そ齬ごが出るのは仕方がないにょだ。未来で天岩戸が閉じた後、サガラーはどうにゃったのだ？」

「梵天丸さん、ゴアへの移動は失敗しました！　未来のご自身を尾張へ跳ばした後、良晴さんはなんらかの理由でゴアへ跳べず、横浜で立ち往生しておられます！」

　相良義陽が、「もしかすると」と呟つぶやく。

「良晴が戦国時代に来た直後に、木きの下した藤吉郎どのが亡くなられた……あるいは……『一人増えれば、一人減る』という天岩戸の『等価交換』法則は、反対の状じよう況きようでも有効なのでは……つまり、『一人減れば、一人増える』。たった今、未来の良晴が戦国時代へ行った。未来の世界で、一人、減った。『相良良晴』が。故ゆえに……南蛮寺から未来の横浜に戻もどった良晴が、去った自分自身の『代わり』に、未来に閉じ込められたという可能性は？」

　半兵衛と官兵衛が、脂あぶら汗あせを流しながら顔を見合わせる。

　その可能性には思い至らなかったが、もしかして!?

「……官兵衛さん……『陽世』から『陽世』へ人間が移動しても、その時間軸じくでの人間の数は増減しません！　これは、『陽世』の人間は実体を──未来語で言う質量を持っているからです。召しよう喚かん者が時間移動を行っても、世界の総質量は一定で増減しないのです。だからこそ『一人増えれば、一人減る』のです。良晴さんが未来に閉じ込められて『数』を合わせられたという事態は、ありえます……！　しかも……さきほどの高層ビルから良晴さんが退場させられていく光景が最後にちらりと映っていました。もう、あそこに良晴さんはいません！」

「だとすれば、このシメオン、生しよう涯がい痛つう恨こんの手落ちをやらかした！　こちらの『風～シルフ～』から天岩戸を開くにしても、相良良晴がいる地点で開かねば『気』の無む駄だ打ちになる！　いちどでも無駄打ちすれば『気』が作戦途中で尽つきてしまうぞ！　ジョン・ディー、急いでくれっ！」

「天岩戸開きの危険性は、わたしたちの想像を超こえていました。良晴さんがゴアへ向かうべく天岩戸を潜ろうとした際、すでにその存在が不安定となっており、『存在しない可能性』の良晴さんの卦けが出て天岩戸をすり抜けたのでしょう！　これは偶ぐう然ぜんではなく、天岩戸が良晴さんを未来へ封ふうじ込める『結果』が確率を操作したのです！　良晴さんの存在を安定させてゴアへ跳ばす方法はひとつだけ。『相良良晴が未来に帰き還かんした』ことを、未来の良晴さんの知人が観測して確定することです！　しかし、良晴さんはあくまでもゴアへ跳ぼうとなさいますから、未来の知人に観測されることを避さけ続けるでしょう。それに今、ご両親やご友人と再会してしまえば、絶望的な状況に陥っている良晴さんの心が折れてしまうかもしれませんから……！　このままでは、良晴さんの存在は拡散して消えてしまいます！」

　もはや「知ち謀ぼう」だけで解ける問題ではない。この相良良晴の窮きゆう地ちを打開できるものがあるとすれば、それは──。

「……良晴が再び戦国時代に戻ってくるためには……もしや……」

　義陽は、「ほえ～なにがなんだかわかんない。良晴くんは無事なんだよねっ？」と目を潤うるませている徳とく千ち代よの頭を、そっと撫なでていた。

「……姉上？」




【二十一世紀・横浜】




　俺は、任務に失敗した……！

　ランドマークタワーの展望フロアから強制的にエレベーターに乗せられて低層階に戻された良晴は、今、頭の中が真っ白になっている。

　思考がまとまらない。「失敗した」という痛恨の思いが、良晴から理性的な思考力を奪うばい去っている。

「未来」の一部が、俺が自分を戦国時代へ送りだし、そしてこの未来に閉じ込められた瞬間に、一部書き換わっている……織田信長ではなく、織田信奈が生きていた世界になっている……確かめなければ……！　信奈の生死を！　いや。もう、現時点で信奈が死んでいることは間ま違ちがいない。四百年以上の時間が流れてしまったのだから。戦国時代は過ぎ去ってしまった。この時代を生きている「仲間」は、俺一人だ。まるで俺は浦島太郎のようになってしまった……でも。それでも、「本能寺の変」で信奈が死んだかどうかを、俺はどうしても確かめなければならない！　目を逸そらしてはいけない！

　ランドマークタワーと連動して戦国時代イベントを開かい催さいしているみなとみらい地区の横浜美術館は、まだぎりぎり開館している！

（美術館は……ランドマークタワーからマンションへ戻る途中にある……いずれにしても、避けては通れない……勇気を、出せ……！）

　距きよ離りは近い。しかし、足取りがおぼつかない。

　すでに、日が暮れている。

　どこをどう歩いたのかも、記憶にない。

　すべてが現実ではないような。夢幻にすぎないような。そんな違い和わ感かん。世界からただ一人、切り離はなされて取り残されたかのような。

　そんな耐たえがたい感情に耐えながら。

　美術館に、かろうじて到達する。

　美術館の入り口を飾かざっている垂れ幕が、目に飛び込んだ。




『十六世紀日本の戦国時代と織田信奈展』




　織田信奈展──俺が自分を戦国時代へ送り込んだことで、信奈が生きたあの世界が「陽世」つまり「正史」として確定したんだ。だが、「本能寺の変」はどうなったんだろう？　冤えん罪ざいを被かぶせられた十じゆう兵べ衛えちゃんは？　京で惟任軍と激げき突とつしていた小早川さんたち、みんなは……？　いったい、どうなったんだ？　見たところ、この未来の横浜は、俺がかつて生きていた横浜とほとんど同じだ。なにも変わっていない。まるで、なにごともなかったかのように。あれほど俺が過去を改変したはずなのに。

　と、いうことは……？

　秀一から借りた現金は、まだ残っている。

　震ふるえる手でチケットを買い求め、「まもなく閉館ですが」という美術館員の言葉も耳に入らないままに、良晴は美術館の中へと踏ふみ込んでいた……。

　行くな。行けば。見てしまえば。「過去」が、「確定」に近づく。

　そんな声が良晴の足を阻はばむ。

　だが、未来に閉じ込められた以上、「永遠に知らずに生きる」ことなどできないのだ。

　それに──俺には──信奈たちの「生き様」を最後まで見届ける義務がある……！

　ここで逃にげだしたら、俺は、自分に負けることになる。敗北者になってしまう……！

　そして。

　良晴は。

　見た。

　最後の精神力を振ふり絞しぼって──京の本能寺から特別に横浜美術館に貸し出されて展示されている「それ」を、目にしていた。

「本能寺の変」が起きる直前に、いきなり鳴きだして織田信奈に危機を知らせたという、本能寺伝来の宝物。

　香こう炉ろ「三足の蛙かえる」。

　違う。俺が昔、「未来」の本能寺で見た「三足の蛙」は、もっと綺き麗れいだった。はっきりと蛙だとわかった。だがこれは、無残に焼けただれている……！　それに……これは……これは……！

　説明パネルを、読む。恐きよう怖ふに震えながら。読むな、と理性が止めようとする。だが……。




　それは「本能寺の変」発生直前のことだったという。所有者であり主人である織田信奈を救うために、織田信奈の寝しん所じよに飾られていたこの香炉「三足の蛙」は奇き跡せきを起こし、鳴き続けた。だが惜おしいことに、眠ねむっていた織田信奈は「三足の蛙」が発する警告の意味に気づかず、蜀しよつ江こうの錦にしきで覆おおってその声を封じてしまった。

　しかしながらご覧の通り、香炉「三足の蛙」は奇き妙みような形状をしており、中国から伝わった香炉とは思えないデザインである。「本能寺の変」の業ごう火かによって焼けただれて原形を止とどめていないが、不思議なことに、蛙形の香炉というよりは二十一世紀のスマートフォンによく似ている。

　一説によれば、分ぶん析せきしたところリチウムをはじめ十六世紀の香炉には使用されるはずのないレアメタル成分が検出されたとも言うが、真相は不明。オカルトマニアの世界では、「三足の蛙は、織田信奈に仕官した未来人が彼女に献けん上じようしたスマホである」という都市伝説が信じられている──。

「本能寺の変」発生を受けて惟任軍と果か敢かんに戦った織田信奈は、腕うでに傷を受けて寝所へと戻り、燃え盛る寝所で「敦あつ盛もり」を舞まいながら髪かみの毛一本この地上に残さずに焼死したと言われるが、なぜか最後まで切腹だけは拒こばんだとも言い伝えられている。この「三足の蛙」を握にぎりしめながらともに炎ほのおに包まれて燃えあがり、天に還かえった、とも言われる。だからこそ、「三足の蛙」はこのように無残に焼けただれているという。つまり「三足の蛙」がオーパーツのように見える理由は、長時間高温で焼かれたからに他ほかならず、あくまでも香炉であってスマートフォンではありえないというのが専門家の結論である。




　良晴には──「事実」がわかった。わかってしまった。

　学者たちが「辻つじ褄つまが合わない」と真実を隠いん蔽ぺいしようとも、見間違えるはずがない。

　歴史は、変わったのだ。

　本来は焼けずに無事に残るはずの「三足の蛙」は、無残に焼けただれていた。それは、信奈が最後の最後まで、「三足の蛙」を手放さなかったから。その肉体が炎えん上じようして文字通りの消し炭になるまで、決して放そうとしなかったから。武士でありながら最後まで切腹しなかったのは、信奈のお腹なかの中に──俺の赤ちゃんが。俺の子が、宿っていたからだ……！




「これは……父さんからもらった……俺の、スマホ、だ……！」




　俺は……俺は、信奈を……救えなかった……！




　……

　……

　……




　その後、しばし、良晴の記き憶おくは途と切ぎれ途切れになった。

　すぐに美術館の閉館時刻が来たため、「三足の蛙」以外の展示物やパネルを見ることはできなかった。信奈が本能寺で焼け死んだ後、戦国時代の仲間たちがどうなったのかは、確認できなかった。確認する気力も、残っていなかった。無理に美術館に居座る必要は、もうない。もう戦国時代の南蛮寺に戻もどれないのならば、自宅のパソコンやスマホを使って、いくらでも調べられる……。

　しかし。

　美術館からマンションへの帰り道──。

　ふらふらと歩道を進んでいた良晴の意識が、回復した。

　緊きん張ちよう感かんが、良晴の目を覚ました。

（父さん!?　母さん!?）

　そう。

「この日」以来、久しく会うことのなかった良晴の両親が、向かいの歩道を仲良く並んで歩いていたのだ。

　ああ。

　帰ってきたんだ。俺は……。

　思わず良晴は、二人に声をかけようと──だが、ここでまた「声」が聞こえてきた。

　もう、南蛮寺の五右衛門や半兵衛たちとは通信などできないはずなのに。

（耐えろ！　声をかけるな、まだ両親と会うな！　会えば、お前の心は決けつ壊かいする！　だから耐えろ、相良良晴。諦あきらめるな……！　お前の手て許もとにはまだ、ふたつのプラトン立体がある！　頭を使え！　知ち恵えを絞れ！）

　前ぜん鬼きの声のように聞こえる。だが、これは俺自身の声だ、と良晴は気づいた。

　俺の魂たましいの中に、前鬼は生きている──！

　会いたい。声をかけたい。俺、失敗したんだ、母さん、と泣き叫さけびたい。父さん。俺、たいせつな人を護まもれなかったよとすがりついて、𠮟しかってもらいたい。そして、「お前は頑がん張ばったよ」と受け入れてもらいたい──！

　だが、それはできない！　「信奈が本能寺で死んだ世界」を旅の「結末」にしてしまうわけにはいかない……俺は……最後の最後まで……！　「運命」に、抗あらがい続ける！

　幸い、両親はまだ帰宅しないようだ。買い物か、それとも夫ふう婦ふ水入らずでのディナーか。自宅マンションとは逆の方向に歩いている。

「昨日」までの俺だったら、息子むすこを放ほうりだして二人でなにをやってるんだよと文句を言うところだが、今は、最後の最後に「幸運」を摑つかんだ、としか思えない。

　ならば、俺に残された時間は、まだある！

　父さん。母さん。ごめん。俺は、会えない。できることをすべてやり尽つくすまでは、声をかけられない……！

「……ランドマークタワーほど高層階じゃないが、俺の家も──タワーマンションだ！　『高度』を稼かせげる！　俺ん家ちがあるフロアは、転落したら即そく死し確実な高さにある！　まだ時間が残されているのならば、自宅で足りない『気』を充じゆう塡てんできるかもしれない！」

「一人増えれば、一人減る」という法則のことは考えるな。どのようなルールがあったとしても、プラトン立体の「気」さえ満ちれば、「天岩戸」は必ず開ける！　全力で潜くぐって、「天岩戸」を突とつ破ぱしろ！

　しかも、これもまた幸運なことに、鍵かぎがなくても部屋に入れる！

　未来へ送る俺からマンションの鍵を受け取らなかったのは失態だったが、マンション一階エントランスのオートロックも、そして家の扉とびらも、瞳ひとみの虹こう彩さい認識と暗証番号入力で開くことができる！

　良晴は、「俺、帰ってきたよ」と叫びたい衝しよう動どうに耐えながら両親を振り切って、反対方向に──マンションへと向かって、駆かけた。




　信奈。

　待っていろ。

　俺は絶対に、お前のもとに戻る。こんな「結末」を「確定」させはしない。絶対に、俺は──なにを犠ぎ牲せいにしてでも──！

　再び、身体からだに力が漲みなぎってきた。

　マンションのエントランスを突破し、エレベーターに飛び込んで、自宅があるフロアへ転がり込む。急げ。父さんと母さんが戻ってくるまでがタイムリミットだ。それに、俺がこうしている間にも南蛮寺のみんなは……！　向こうから天岩戸を開けないのはきっと南蛮寺に危機が迫せまっているからだ！　俺自身が開くしかない！

　自宅の扉が、開いた。

　そのまま自分の部屋へと突とつ入にゆうする。

　なにも変わっていない。なにもかもが懐なつかしい。戦国時代でのあのめまぐるしい日々のすべては、ほんとうに、夢だったかのような。だが、感傷に浸ひたる時間はない。信奈の「運命」がかかっている。一挙手一投足、すべて無む駄だにできない。時間は有限で。命は有限で。俺がこの世界に留とどまっていられる期間には限りがあって、そして終わりがあって。

「石を。石を、できるだけ高く掲かかげて──！　開け！　天岩戸を。ヤコブの梯はし子ごを。開いてくれ……！　頼たのむ……！」

　ふたつのプラトン立体。ガスパールに渡わたす「第五元素」。そして「召しよう喚かん」に用いる三種の神じん器ぎ、姫巫女から託たくされた勾まが玉たま、「地～ノーム～」。「数合わせのために未来に閉じ込められた」という説は捨てる。今は捨てる。「第五元素」──ガスパールの石を用いて「透とう視し」を行ったために「気」が足りなくなっただけだ、充塡すれば天岩戸を開けるという説を信じる。これだけ高い階へ上れば──きっと──きっと──「地～ノーム～」が、天岩戸をもういちど開いてくれる！　俺をゴアへと連れて行ってくれる！

　だが。

　ダメだ。

　何分待っても。

　勾玉は、輝かがやかない……！

　素人しろうとには無理なのか？　やはり科学文明が発達した二十一世紀の世界では、「気」はほとんど涸かれてしまっているのか？　陰おん陽みよう道どうの術式を習得していないと急速充塡は不可能なのか？　しかし！　だからと言って自然回復を待っていれば、時間切れになる！　何日かかるのかもわからない！　それ以前に、父さんと母さんが帰宅したら……もう……！

「……もしかしたら。この分厚い二重ガラスのサッシが邪じや魔まになっているのかも……マンションは機密性が高い。だから空中の『気』を集めにくいのかもしれない！　ベランダに出れば！　直接、外気に接すれば、あるいは……!?」

　この一帯は、タワーマンション街である。強風が危険なので、良晴は滅めつ多たにベランダに出たことがない。洗せん濯たく物ものをベランダに干す行こう為いも禁止されているのだ。しかし、ベランダには高めのフェンスが設置されているから、転落する心配はない。

　あまりにも成功する可能性が低い「悪あがき」だということはわかっている。

　それでも、最後の最後まで諦めたくはなかった。

　あの、無残に焼けただれたスマホ。信奈が、あのスマホを抱だきながら、どんな思いとともに業火に焼かれていったか。絶対に、諦められない。

「頼む。開け。開け。開け。開いてくれ……！　頼む……！」

　ベランダに飛び出して、「勾玉」を掲げる良晴の身体を、不意に突風が襲おそった。

　なぜだろう。身体に、力が入らない。足あし下もとがふらつく。

　ベランダと外界を仕切っているフェンスに、良晴の背中が突つき当たる──いや、当たらない。良晴の身体は、フェンスを「すり抜ぬけていた」。勾玉もまた手から滑すべり落ちて、ベランダのタイルに当たって足下に転がっている。

「……しまった!?　この現象は、ランドマークタワーで俺の身体が『天岩戸』をすり抜けた時と同じだ……そうか。きっと今の俺は、一定の確率で……この世界に存在している俺と、存在していない俺とに……交こう互ごに、切り替かわっていて……」

　そして、今の俺は「存在しない俺」だ、と良晴は気づいた。

　支えがない。

　転落する。

　ああ。落ちていく。

　地上へと。

　落下する途と中ちゆうで──地上に激突する途中で、「存在する俺」に戻れば、即死する。

「存在しない俺」のまま地上に落ちれば、その時は……落下する俺の身体を遮さえぎるものはなにもなくなる。地中深くへと。もしかして、マントル層まで落ちていくのだろうか。だが、いずれどこかの時点で「存在する俺」に戻る。その瞬しゆん間かんに、死ぬ。

　つまり。

　俺が「生き延びる」可能性は、もう、ない。

　ここで、時間切れ。チェックメイトだ。

　誰だれも、見ていない。誰にも、看み取とられない。誰にも、気づかれない。

　独りぼっちで、こんなかたちで、ただいちどの人生を、終えるのか。

　父さん。

　母さん。

　信奈。

　ほんとうに、ごめん。

　俺は。

　俺は……。




「違ちがう！　良晴！　私がいる！　諦めるな、生きろ……！」




　忽こつ然ぜんと、夜空に「天岩戸」が開いていた。

「……義陽姉さん!?」

「天岩戸」を潜って、ベランダへと舞まい降りてきた「彼女」──相良義陽の瞳が相良良晴の姿を捉とらえたその瞬間。良晴は再びこの世界に「存在」する者へと戻っていた。だが、すでに良晴の身体はベランダのフェンスをすり抜け終えて、地上へと落下しつつあった。そこに。

「お前を引き上げる！　私の手を握にぎれ、良晴！」

　フェンスの上に着地した義陽が、白い手を精せい一いつ杯ぱい伸のばして、良晴の手を摑み取ろうとする。

　なぜここに義陽が現れたのかを考えている猶ゆう予よはない。

（姉さん。みんな。俺を、見つけてくれたのか!?）

　空中を舞いながら、良晴もまた、手を伸ばす。

　が、その手は届かない。

　なぜなら、背中からフェンス外へとすり抜けて落ちていた良晴の体勢は、義陽に足の裏を向けた「仰あお向むけ状態」になっている。だから、手が、届かない。すぐそこにいる義陽の手を、摑めない。

　落下する──と息を吞のんだ瞬間。

「だいじょうぶだ、良晴。想定内だ。かつて黒田官兵衛が『運命』を覗のぞき見させたタロットの結果通り、お前は『吊つるされた男』になるべくしてなった。お前が『塔とう』から転落する際には脚あしを摑め、と官兵衛に教えられていた。できれば手を繫つなぎたかったが──手は届かずとも、脚ならば、この体勢からでも摑める──！」

　義陽は両りよう腕うでで、良晴の脚を抱き留め、ぎりぎりのところで良晴の転落を阻そ止しした。

　全力を振ふり絞しぼって、良晴の身体を引き上げ、抱き留めて、ベランダの内側へと二人で転がり込む。

　義陽の華きや奢しやな身体のどこに、こんな力が眠ねむっていたのか。

「……はあ、はあ、はあ……危なかったが、もうだいじょうぶだ、良晴。一時的に『火～サラマンドラ～』がお前の姿を見失っていたが、再び捉えることができた。お前が、この高い塔に上ってくれたおかげだ」

　二人で抱き合って息を荒あららげながら──しばらく、良晴の頭の中は真っ白になっていた。ここは未来の横浜。自宅マンションのベランダ。なぜ、義陽姉さんが……？

「……姉さん？　どうしてここに？　召喚者を導く石『地～ノーム～』は俺が持っているのに。その俺は、誰も呼んでいないのに。どうやって来た？　いや、そもそも未来に来ること自体が危険だ！　『一人増えれば、一人減る』。『一人入れば、一人出る』。それがルールだ！　今この世界に、二人のサガラヨシハルが揃そろってしまった。このままじゃ、どちらかが消えることになる！　姉さんは消しよう滅めつしてしまう……！」

「問題ない。だいじょうぶだ。すべて想定した上での行動なのだ、良晴。言っただろう。もしもの時は問答無用で私はお前を救いに行くと」




　　　　※




　南蛮寺の礼拝堂。義陽が「天岩戸」を開く直前。

「一人減れば、一人増える」。

　自らを過去へ送った相良良晴が未来の世界に閉じ込められたこと、そして誰かが「観測」を続けないと良晴の存在が急速に拡散して消えてしまうことに気づいた半兵衛官兵衛たちは、「火～サラマンドラ～」に茶器から続々と「気」を送り込んで再び未来の良晴の姿を捉えようとぎりぎりの作業を続けていた。

「捉えました！　良晴さんは再び別の『塔』に上っています！　勾玉に──『地～ノーム～』に『気』を充塡するおつもりです！　ですが……ああ……また、消えかけて……良晴さんの姿は、消えたり出現したりを繰くり返しているようです！」

「半兵衛！　相良良晴は欄らん干かんに出ているが、危ないぞ！　いずれ身体が完全にすり抜けて、塔から転落してしまう！」

　ジョン・ディーが「ケリーちゃんが再びその姿を捉えたのに、なぜまだ存在が不安定なままにゃのだ？　理り屈くつでは説明できにゅぞ」と首を捻ひねる。

「われらに再び観測されていることに良晴は気づいていない。数百年の時を流され、未来に封ふうじ込まれて戦国時代のすべての友を失い、自分は世界に一人きり孤こ立りつしている、と思い込んでいる。織田信奈を救えなかった、と自分自身の無力さに絶望している。それでも歯を食いしばって必死であがいているが、弟の『気力』は萎なえつつある！　黒田官兵衛。今の良晴には、誰かが必要だ！　私が、未来へ行く！　私が直接弟をこの目で『観みて』、そしてみんなが弟を『見続けている』ことを教えて、弟の消滅を防ぎ止める！」

　相良義陽は、弟を救出できるたったひとつの可能性に、すでに気づいていた。思考ではなく、直感で。「正解」に、辿たどり着いていた。

「姉上？　もしかして良晴くんの代わりに、未来へ……？」

「そうだ、徳千代。人ひと吉よしと八やつ代しろを、頼むぞ。お前とは、もっと長く、姉し妹まいとして一いつ緒しよに過ごしたかったが……これまでだ、すまない……私が未来へ行かねばならない理由は、弟が消え去る事態を防ぐためだけではない。『一人増えれば、一人減る』という定めを満たさねばならないのだ。そうだ。私が、過去へ送られた相良良晴の代わりに、『サガラヨシハル』として未来を生きる。それで、弟は天岩戸を潜くぐってゴアへと跳とべるはずだ。サガラヨシハルの性別が男女反転してしまうが、そのくらいの辻つじ褄つまは歴史の修正力が合わせてくれるだろう。良晴が戦場で私を救った結果、良晴の直系の先祖が私ではなく徳千代に移った時と同じように。弟のような特とく殊しゆな耐たい性せいを持たない私ならば、天岩戸を潜ればその衝しよう撃げきで記き憶おくを失って、未来の弟に成り代われる」

「……姉上……姉上は、見つけたんだね。自分自身が生きる意味、生まれてきた意味を……良晴くんを……救うために……未来へ、行っちゃうんだね」

「徳千代。未来に跳べば私はいずれお前のことを忘れてしまうだろうが、それでも、私たちは……同日に生まれた、相良家の姉妹だ……良晴と織田信奈どのは、必ず戻もどってくる。どうか、達者に過ごせ。徳千代をお願いします、宗そう運うんおじさま」

「……わかっている。お前は、ついに見つけたのだ。ならば急げ。二人軍師よ。魔ま術じゆつ師したちよ。義陽を未来の相良良晴のもとに正確に送り届けねば、貴様らの首はもらい受ける」

　甲か斐い宗運に睨にらまれた半兵衛は、思わず震ふるえあがって漏もらしかけていた。

「ほほほ他ほかによよよ良晴さんをお救いする方法はありません。とととと止めてもむむむ無む駄だだということはわかっておりますが、召しよう喚かん者の行き先を指定できる『地～ノーム～』は良晴さんのもとに。こちらから召喚者の行き先を正確に指定することは不可能です！　せいぜい、過去ではなく未来へ行く、という程度のことしか決められません。こういう場合、召喚者は『風～シルフ～』に吸い寄せられます！　ですがその『風～シルフ～』は、今この南蛮寺に！」

「いや。この『風～シルフ～』は、私自身が弟のもとに送り届ける。弟の石は、『気』が涸かれてしまった。弟には、茶器群によって『気』を満たされた『風～シルフ～』が必要だ。天岩戸開きにこの『風～シルフ～』の力を用いさせれば、私自身の跳ちよう躍やくを含ふくめてあと三度の開閉はぎりぎり可能だろう」

　二度までは確実に開けるが、三度目は保証できんぞ、とジョン・ディー。

　五右衛門が「拙せつ者しやに異存はござらぬが、どうやって相良氏うじのもとに天岩戸を開きまちゅか？」と義陽に尋たずねた。義陽にも、半兵衛官兵衛にも、この一点だけが解決できない。

　五右衛門はそう尋ねながら、父の代から護まもり続けてきた「風～シルフ～」の石に別れを告げようと、石にそっと指を這はわせてみた。

「姉者？　石になにか巻き付けられているが、それはなんだ？」

「んにゅう。これは、相良氏と主従契けい約やくを結んだ時にいただいた、相良氏の髪かみの毛。藁わらにんぎょーのなかに、つめていたものでごじゃる」

「おお。さすがは姉者。相良氏のもとにいつでもはせ参じられるように、毛もう髪はつを結んで相良氏の『気』を石に繫げていたでござるか！　今やその石は、相良氏の分身。肉体の一部となっているのでござるな！」

「左様、長なが松まつ。これぞ、拙者が神しん出しゆつ鬼き没ぼつを誇ほこり主君のもとに常に出没できたからくりの種でござる……うにゅう？　もしかして？」

　官兵衛が、膝ひざを叩たたいていた。

「でかした、五右衛門！　その相良良晴の『気』と繫がった『風～シルフ～』は、きっと『方位磁石』として働くぞ！　召喚者・相良義陽を、その毛髪の持ち主、相良良晴のもとへと引き寄せてくれるはずだ！　しかも、その毛髪を抜ぬかれる以前の良晴ではなく、抜かれた以後の良晴のもとに。つまり！　『戦国時代から未来へ戻った相良良晴』へと、相良義陽は引き寄せられる！　シメオンの希望的観測だが、もう理屈をどうこう言っている時ではない！」

「はい、官兵衛さん。最後は、義陽さまと良晴さんの姉弟きようだいの繫がりという『情』に賭かける他はありません。あまりにも無茶ですが──きっと、あなたは理ことわりを超ちよう越えつした『正解』に辿り着いておられます。あなたならば良晴さんを救えます。義陽さま！」

「火～サラマンドラ～」を覗き込みながら、サガラーが塔から落ちそうになっているにょだ！　と梵天丸が悲鳴をあげた。

　ただちに「風～シルフ～」を用いて「天岩戸」を開く！　「ヤコブの梯はし子ご」だ！　とジョン・ディーが術式を開始し、同時に「風～シルフ～」を義陽に投げて渡わたす。

「姉上！　良晴くんを、お願い！　姉上ならば、救えるよ！　良晴くんは一人じゃない、絶対に良晴くんを見放さないと伝えて。ただ目を合わせればぜんぶ伝わるよ！　良晴くんを、励はげましてあげて……！」

「わかった、徳千代。良晴が戻ってきたら……お前が、良晴の姉として……良晴を支えてあげてくれ。さらばだ……私の……最愛の……妹よ」

　甲斐宗運が、「行け」と一言、義陽に告げる。その視線は黒眼鏡に遮さえぎられて見えなかったが、義陽には伝わっていた。おじさまでも、涙なみだを浮うかべることがあるのだな、と義陽は思った。

　みな、泣いている。半兵衛たちも。だが、死にに行くのではない。私は「生きる」ために「去る」。

　さらば、戦国の世。さようなら、みんな。さようなら、徳千代。行って参ります、おじさま。

　相良義陽は──その懐ふところに、弟の髪の毛が巻き付いた「風～シルフ～」の石を抱だきながら。「天岩戸」を、潜った。




　　　　※




　良晴は、知った。義陽が、なにを為なしたかを。

「姉さん。それじゃ姉さんは、俺をゴアへ跳ばすために、この未来の世界に自分自身を放ほうり込んだのか？　この世界で、一人で生きるっていうのか？　そんなのダメだ！」

「これが『風～シルフ～』の石だ。これを用いて『天岩戸』を開け、良晴。行き先は、勾まが玉たまが正確に定めてくれる。開ける回数は、あと二回。ぎりぎり保もたせろ。もう補ほ充じゆうはできない。『気』を無駄遣づかいするな」

「ダメだ。姉さんも戦国時代へ戻らなきゃ、ダメだ！」

「だから、誰だれかがお前の代わりにこの未来の世界でサガラヨシハルとして生きなければ、お前はいつまでも『天岩戸』を潜れないと言っている。相良家の先祖であり、お前と同じ名前を持って生まれてきた私が適任者だ。事実、こうしてお前のもとに辿り着いた」

「……姉さん……俺は……俺は」

「良晴。私の記憶はまもなく失われるだろうが、かえって適応できる。この未来に生まれ育った『サガラヨシハル』としての新たな人生がはじまる。だいじょうぶ。お前や徳千代のことを思って泣き続ける人生を送るわけではない──もう、少しずつ、記憶が消えはじめている……この石を拝借した舌した嚙かみ忍にん者じやの名前を、思いだせない……石いし川かわ、五右衛門……だったか……」

「……あ、あ……ダメだ。ダメだ、俺の代わりに未来に留とどまって未来で死んでいくなんて。そんなのはダメだ！　俺は、すべての実を拾うために『運命』に抗あらがってきた……徳千代をどうするんだ。姉さんを、犠ぎ牲せいにはできない！」

「犠牲ではない。徳千代からも了りよう承しようを得た。私は、お前と織田信奈どのを『運命』から突とつ破ぱさせるために生きる道を自ら選せん択たくした。私の命は、良晴。お前から与あたえられたものだ。お前が、私と徳千代の『運命』を覆くつがえしてくれた。だから、これでお相子だ。ほら、良晴。お前の存在は安定した。頰ほおに指で触ふれても、すり抜けない。私とここで別べつ離りしても、南蛮寺ではみんながお前を見守っている。ゴアに跳んでも、お前は一人ではない。頑がん張ばれ。この先、お前の存在はさらに不安定になっていくだろう。複数の可能性の狭間はざまで揺ゆれ動く『陽世』を最終的に確定するまでは。それでも。『運命』に、負けるな」

　相良良晴が、ゴアへと去る代わりに。

　相良義陽が、サガラヨシハルとして、未来に生きる。

「一人増えれば、一人減る」。

　今、良晴は、自らのゴア行きを阻はばんでいた「等価交こう換かん」のルールを満たした。

　しかも、「風～シルフ～」の石を手に入れ、再び「天岩戸」を開く力を与えられた。

「もう、行け。良晴。南蛮寺はいつ炎えん上じようするか予断を許さない。『天岩戸』を、開け──」

　義陽がベランダに舞まい降りてきたのと同時に閉じていた「天岩戸」が、再び、宙に開いていた。相良良晴か相良義陽か。潜れる人間は、いずれか一人だ。

「迷わず、ゴアへとまっすぐに跳ぶのだ。決して黄泉よもつ比ひ良ら坂さかを振ふり返るなよ、良晴。イザナギとイザナミの神話を思いだせ。振り返って引き返せば、お前がこの未来に留まる道を選べば、二人のサガラヨシハルがこの未来世界に同時に存在することになる。私とお前のいずれかが消しよう滅めつする。たぶん、消えるのは戦国時代から来た異分子である私だろう。だから、ゴアへ行け。その道は、私を捨てる道ではない。私を生かす道なのだ、良晴」

　ああ。そうだ。これ以上躊ちゆう躇ちよしていれば、どちらかが消える……！　そして、消えるのは「本来の相良良晴」ではない側、つまり姉さんだ、と良晴は悟さとらされた。ならば。行くしかない。捨てがたき人。忘れがたき人を振り切って。黄泉比良坂を駆かけ登り、天岩戸を潜るしかない。だが。だが──！

「姉さん……姉さんは……幸せに……なれるのか……？　記憶を失い、見知らぬ世界に一人きり取り残されて……ほんとうに……？」

「今、私の心は満たされている。良晴。妙みよう見けんの星々が、私に『生まれてきた意味』を見つけさせてくれた。それが、今、この腕うでの中にある。それに──良晴。お前のご両親も、きっと、幸せにしてみせる。私が、サガラヨシハルとして、未来の相良家の家族として生きることで。必ず」

　父さんと、母さん。

　ああ。

　そうだ。

　俺は、父さんにも母さんにも別れを告げることなく、戦国時代へ去ってしまった。そして今、ゴアへ跳び、本能寺へ戻ろうとしている。俺は──俺を生んで育ててくれた両親を──ずっと、放置して──一言の、感謝の言葉も言えず。別れの言葉も伝えられず。

「お二人はきっと、帰ってこないお前をずっと待ち続ける定めだったはずだ。だが、私がサガラヨシハルとして未来に来た以上、そうはならない。いずれお二人の記憶も、修正される。辻褄が合わされる。お前が与えられなかった分まで、私が……お前のご両親に、幸福を……分け与えられる。きっと。私はお前と違ちがって品行方正だからな。わかったな？　わかったら、行け。良晴」

　義陽が、良晴の身体からだをそっと抱き起こす。

　この世界から去る時が、来た。

　そして。

　この時、シネコンでの映画鑑かん賞しようを終えて帰宅し、リビングルームに入ってきた二人が。

　良晴の両親が。

　ベランダに立っている良晴と、そして見知らぬ娘むすめの姿を見て、「良晴？　その子は？」「良晴？　なんだか、急に大人になったような……？」と声をあげていた。ベランダのすぐ上空に、なにか奇き妙みような「穴」のようなものが開いている。いったい、なにが起きているのか？

　良晴は、「最後の機会」を、得た。

　ああ。

　父さんと母さんに抱きしめてもらいたい。でも。

　再会を祝う時間も、長々と喋しやべり続ける時間も、もうない。わずかな言葉でも。少しでも。少しでも伝えたい。

「父さん！　母さん……！　俺は……俺は、自分自身が生きる世界を見つけたんだ！　その世界へ、俺は帰る……！　俺の妻と、いずれ生まれてくる俺の子と、大勢の友たちが俺の帰き還かんを待っている！　だからもう、行かなくちゃ……！　俺みたいな馬ば鹿か息子むすこを産み育ててくれて……愛してくれて……ありがとう……！」

　ずっと、伝えたかった。

　永遠にこの機会は訪おとずれない、と思っていた。

　だが、今、告げることができた。

「……これは……父さんが若い頃ころに書いていたＳＦ小説そのままの光景だな……驚おどろいているよ。まるで『かぐや姫ひめ』だな、良晴。いや、かぐや姫はそちらのお嬢じようさんだが。その子が、お前の妻なのか？　驚いたな。高貴で美しい娘さんだ。良晴──子供はいずれ、親のもとを飛び立って自分自身の世界を生きるものなのだ。父さんも若い頃、そうした。行きなさい。父さんも、お前を愛しているよ」

「……わかるわ。今朝会った良晴じゃない。あなたは、大人になった良晴なのね。見違えるように、凜り々りしくなったわね……あなたは何年もの時間を、あなた自身が見つけた世界で生きてきたのね。そして、今夜永遠に去ってしまうのね、良晴。どうか、生まれてくる子を、たいせつにね……甘やかしてあげなさい。あなたは、周囲から愛されて褒ほめられてはじめて伸のびる子だったわ。あなたの子も、きっとそうよ。それと、良晴。二日目以後のカレーは必ず冷蔵庫に入れなさいね……」

　ああ。カレーを何日も放置するなんて真ま似ねはしないよ、母さん。俺は、土田御ご前ぜんさまと……義か母あさんと一いつ緒しよに、世界中に辛からい飯のチェーン店を開いて……そして……。

　ただ。

　父さんはひとつだけ誤解している。

　これだけは、最後に伝えておかなければ。

「父さん。母さん。この人は、俺の姉さんだ。肥ひ後ご相良家のご先祖さまだよ。俺が去る代わりに、姉さんがこの世界をサガラヨシハルとして生きる。俺を救うために、姉さんが自ら選択してくれたんだ──どうか。俺と変わらず。姉さんを、相良家の子供として……父さんと母さんの娘として……愛して……ください……どうか……お願い……します……」

　ベランダの隅すみで──不意に脱だつ力りよくして良晴の足あし下もとに座り込んでいた相良義陽の記き憶おくは。

　良晴の両親が、二人のサガラヨシハルを「観測」したその瞬しゆん間かんに、消し飛んでいた。

　もう。

　なにも、思いだせない。

　ただ、私は今たいせつな人と別れようとしている、という哀かなしみが、胸に溢あふれていた。

　この人は、誰だったのだろう。ずっとずっと、待ち望んでいた人だった気がする。私の「運命」の人だった気がする。でも、もう。名前も、思いだせない。

　ただ、覚えていることは。

　自分自身の、名前だけ。




「……私は……相良……よしはるです」




　姉さん。

　姉さん。ごめん。そして、ほんとうに、ありがとう。

　姉さんのおかげで、もう永遠に会えないと思っていた両親と、再会できた。

　感謝の言葉を、伝えられた。

　お相子じゃない。俺のほうが、あまりにも多くのものを、姉さんから与えられた。

　いつか。いつか必ず。姉さんと再会する方法を、姉さんと徳千代を再会させる方法を、必ず見つけだして──。

　良晴は──振り返らなかった。振り返れば、立ち去れなくなる。黄泉比良坂を、駆けだしていた。ゴアへ。ガスパールのもとへ。信奈の「運命」を変える旅路の続きへ。




「驚いたな。母さん、義よし陽はるが女によ体たい化かしたぞ！」

「ほんとうに、まるでかぐや姫だわ。なんて美しい娘さんなの。って、あら？　この子は……そうだわ、義陽だわ！　妙みようね。なぜかしら？　義陽は男の子だった気がする……イヤだわ。耄もう碌ろくしはじめているのかしら？」

「う～ん？　そうだったかな？　義陽は最初から女の子だろう、母さん？」

「あなた、今自分が言った言葉を忘れていない？」

「そうか？　さあさあ、夜風は身体に悪い！　お前は、すぐに風か邪ぜをひく虚きよ弱じやく体質なんだから。リビングにおいで。母さんが三日目のカレーにカツを載のせてくれるから！　泣く子も黙だまる高カロリー食だぞ！　義陽はもう少し太ってもいいんじゃないか？」

「んもう。お年とし頃ごろの娘なんですから、それはできない相談ですよ、父さん。さあ、義陽。一緒に夕ご飯をいただきましょう？」




　閉じていく。天岩戸が。未来の横浜に繫つながる道が。

　両親の「声」が、遠ざかっていく。

「歴史」は、変わった。相良ヨシハルは失しつ踪そうせず、未来の横浜に、留まった。ただし、「少女」相良義陽として。

「歴史の修正力」が、相良良晴に関わる未来の人々の記憶を、急激に修正していく。

　だが。

　涙なみだも止まらないまま、嗚お咽えつを漏もらしながら全速力へゴアへと駆けていく「相良良晴」は、決して忘れない。文字通り、身を挺ていして自分を救ってくれた姉の記憶を。

（俺は忘れない。姉さん。きっといつか、必ず──！）

　妙見の星々を夜空に見つけるたびに、俺は思いだす。そして誓ちかい直す。いつの日か姉さんを迎えに行くと。そう、決めていた。








巻ノ四　ゴア









【十六世紀・ゴア】




　相良さがら良よし晴はるが向かうは、再び十六世紀──「本ほん能のう寺じの変」発生から五年前の西インド・ゴア。

　十六世紀初頭、大航海時代に突とつ入にゆうしていたポルトガル軍が現地のイスラーム系王朝からゴアを奪だつ取しゆ。

　以後、ゴアは、ポルトガルが構築した世界貿易ネットワークのアジアにおける一大拠きよ点てんとなると同時に、カトリック教会のアジア方面の総本部ともなった。ドミヌス会の「黒歴史」にして「普ふ遍へん文明主義」を説いた異い端たん者のギヨーム・ポステルの「影かげの同志」、「アジア布教による東西文明の融ゆう合ごう」に乗り出したドミヌス会のフランシスコ・ザビエルも、ゴアを拠点としてマラッカ、ジパング、そして明みんへと航海に繰くりだしたのだ。

　もっとも、明での布教活動は困難を極きわめ、志半ばにしてザビエルはすでに死んでいる、のだが──。

「……到とう着ちやく、した……『地～ノーム～』は召しよう喚かん者を、指定したポイントに正確に辿たどり着かせてくれる。どうやら記憶には、問題はない。俺の記憶は無事だ。これからやり遂とげるべき任務についても……し、しかし、俺の体力が尽つきつつある……一日のうちに二度も続けて『天あまの岩いわ戸と』を潜くぐったためか……？」

　往来の片かた隅すみにうずくまりながら、良晴は呼吸を整えていた。まだ、頭に靄もやがかかったようになっている。少しずつ、回復するのを待つ。

　そんな良晴が目にした風景は、まさしく「東洋の羅馬ローマ」。

　ゴアは、大航海時代を代表する一大貿易拠点として、繁はん栄えいを極めていた。

　町中には現地のインド人に交じってポルトガル人の商人や船乗りたちが行き交かい、カトリックの教会がいくつも建てられている。ポルトガル人に使し役えきされている黒人の姿も多く見かける。

　驚いたことに、日本人の武士の姿もちらほら見受けられる。すでにこの時代、ゴアにまで渡わたっていたサムライがいたのだ。

（まるで「黄金の町」堺さかいだ。ああ。ポルトガルの貿易網もうは、リスボンからアフリカの喜き望ぼう峰ほうを経て、このインドのゴアを中ちゆう継けい地として、日ひノ本もとの長なが崎さきへ。そして、堺へ──堺にどこか似ているのも当然か）

　日ノ本を訪れていた南なん蛮ばん人じん──フロイスやオルガンティノ、ガスパールたちはみな、流りゆう暢ちようなジパング語を習得していた。特にガスパールのジパング語はネイティブと言っていいほどに完かん璧ぺきだった。だから良晴はカタコトのポルトガル語しか話せないが、リスニングは問題ないし、これだけいろいろな民族が交じり合っている国際都市ならばカタコトと身み振ぶり手振りだけでも、どうにかしてガスパールの居場所を捜さがしだすことは可能なはずだ。

　呼吸が整う。どうにか、立ち上がれた。

　もう身体からだは限界ぎりぎりだが、精神力だけで良晴は歩みはじめる。往来を行き交う人々が、忽こつ然ぜんとして現れたサムライの姿を見て、驚いている。

（急がなければ。早くガスパールを見つけなければ。姉さんの好意を、無む駄だにしてしまう。俺自身がガスパールになってしまう結末だけは、許されない。無限循じゆん環かんに陥おちいれば、「未来」への道が閉ざされてしまう……！）

　良晴は、自分を戦国時代へ送り込むという第一の任務を果たした。

　結末はふたつしかない。

　ガスパールをこのゴアで発見すれば、良晴はゴアから「出られる」。「天岩戸」を開いて、崩ほう落らくする直前の本能寺へと跳とべる。信のぶ奈なを、乱らん丸まるたち信奈の小こ姓しようを、救える。「信奈が本能寺から脱だつ出しゆつして生せい還かんする」という「未来」を切り開ける。

　ガスパールを見つけられなければ、いや、そもそもガスパールがゴアに実在していなければ、良晴はゴアから「出られない」。良晴自身が変へん化げの薬を服用してガスパールに成り果おおせ、ガスパールのプラトン立体とともにジパングへ向かってその後の「歴史」に繫げるしかない。

（その場合、「地～ノーム～」と「風～シルフ～」はどうなる？　南蛮寺に併へい存ぞんすることになるのか？　いや。ガスパールは日ノ本に来た時点で、ひとつしかプラトン立体を持っていなかった……辻つじ褄つまが合わなくなる……その場合、「第五元素」のプラトン立体だけを残して、あとのふたつは地中にでも埋うめるか？　それとも。自然に「歴史の修正力」が働くのか？）

　懐ふところから「地～ノーム～」すなわち勾まが玉たまと、義よし陽ひから受け取った「風～シルフ～」を取りだして確認する。いずれのプラトン立体にも、大きな亀き裂れつが入っていた！　立て続けに使用したためだろう。「気」が涸かれつつある。あと一度「天岩戸」を開けるかどうかだろう。二度は無理だ。つまり、「この時点」でのゴアでガスパールを見つけられなくても、ガスパールを捜すためにさらに過去へさかのぼることはもう不可能……！

　無事なのは、ガスパールに託たくす予定の「第五元素」の石だけである。

　俺がガスパールになった場合、このふたつの「召喚石」は自然に割れるのだろう、と良晴は予感した。

　修道士や宣教師たちに、良晴は声をかける。カタコトだが、通じるはずだ。それに、中には日ノ本語を理解する者もいるはず。

「あのう。俺は、ジパングから来た商人です。国元ではサムライをやっていました。ですが、人を斬きってしまい、このままでは帰国できません。そこで、キリシタンになりたいのですが……キリシタンとして修道士さまとともに祖国に帰国したいのです。ガスパールという方を知りませんか？　このあたりでは著名な宣教師さまだそうですが？」

「ええ、おりますよ。ガスパールさまは、軍人あがりの宣教師カブラルさまとともにまもなくジパングへ向かわれるお方です。われらとしても、ジパング人の案内役を雇やとえれば、ありがたい」

　ああ。見つかった！　あっという間だった！

　ガスパールはドミヌス会ジパング地区の最高責任者としてまもなくゴアから日ノ本へ渡る予定だった男だ。ならば、捜そう索さくに手間取るはずもない。ドミヌス会の修道士たちも、「ザビエルさまが亡なくなられて以来、ジパングからの情報が乏とぼしくなり、われらも困っていたのです」と良晴を歓かん迎げいしてくれている。

　良晴は、ドミヌス会の教会へと案内され、すぐにガスパールと対面することができた。

　だが──。

　礼拝堂で、そのガスパールと対面した瞬しゆん間かんに。

　しまった！　と良晴は自分の失策に気づいた。立て続けに二度も「天岩戸」を潜って脳と肉体にダメージを負っていたせいだろうか。俺としたことが、時間がないのに、なんという馬ば鹿かな失敗を……！

「ははあ。お前がジパングから来た元サムライか。ちょうどいい。俺さまがガスパール・コエリョさ。かつてザビエルは、ヤジローとか言うジパング人とマラッカで出会って、ジパングに関する知識を多く得たっていうな。ヤジローの存在が、極東のド田舎いなかジパングでの布教活動の役に立ったとか。ま、ザビエルは明への布教の旅の途と中ちゆうでくたばっちまったが。ジパングは、俺さまがいただく！　ゴアのように拠点都市を構えるだけじゃあねえ。なにせ戦国ジパングでは、鉄てつ砲ぽうや硝しよう石せきが飛ぶように売れるからよう！　そのおかげで順調にキリシタンが増えている九きゆう州しゆうを『キリシタンの王国』として独立割かつ拠きよさせ、武器貿易と奴ど隷れい貿易で稼かせぎまくる！　九州を切り取れば、本ほん州しゆうも速すみやかに奪うばい取れる！　本州のキリシタンを保護するという名目で、呂宋ルソンから艦かん隊たいを派は遣けんさせりゃあ簡単だ！」

　この男は……「あの」ガスパールじゃない！　顔形もまるきり別人だが、それは「変化」の薬でカバーできる。違ちがうのは、中身だ！　内面だ！　こいつは……布教を隠かくれ蓑みのに、日ノ本を侵しん略りやくしようとしているコンキスタドール派だ！　ドス黒い侵略者の顔だ……！

「お前も、国元で悪さをやらかしてゴアまで逃にげてきた亡命者だろう？　いいツラしてるぜ。腕うでは立つと見た！　俺さまはよう、野や蛮ばん国の言葉なんぞ覚えるつもりはさらさらねえ。どうせジパングは俺さまが征せい服ふくして、日ノ本人は全員奴隷に。当然、日ノ本語も禁止。ポルトガル語を公用語にしちまうんだからな！　とはいえ、征服に数年はかかるだろう。これからは通訳はもちろん、俺さまの用心棒役をやってくれや！　日本刀はどうした？　食い詰つめて売っちまったのか、ガハハハ！」

　そう。出発前に作戦の「手順」を覚えていたはずなのに、一部を失念していたのだ。良晴の全身から冷ひや汗あせが止まらなくなった。

（し、しまった……！　そうだ！　ガスパールは、自分は「偽にせ者もの」だ、ほんもののガスパールとすり替かわった、と言っていた！　こいつは、その「すり替わられる」ガスパールだ……！　俺は、やらかした！　くそっ！　焦あせりすぎていた！　待てよ？　いったいどうやって「あの」ガスパールを捜せばいいんだ？　名前もわからず、手がかりはなにもない！　いずれガスパールはこいつに接近して「すり替わり」を決行するはずだが、それはガスパールがプラトン立体を手に入れて「ジパングのオダノブナ」のもとへ向かうと決めてからの行動だ！　ということは、プラトン立体を俺が渡さない限り、「あの」ガスパールはこいつのもとには現れない！）

「ほんもののガスパール」は、「俺さまこそがザビエルの遺志を継ついで東アジア全域を支配し、伝説の東方王になる。プレステ・ジョアンにな！」と息巻いている。昼間から酔よっているのだ。

「ジパングを征服して、なんになるかって？　むろん、ジパングの金銀が欲しいだけじゃねえ。土地は狭せまくて瘦やせているし、天災だらけだしで、ろくでもねえ島国だ。俺さまが目をつけてるのはジパングが誇ほこる『軍事力』さ。ジパングのサムライどもを、明征服の尖せん兵ぺいに用いるのさ！　そうさ、あの圧あつ倒とう的な陸軍力！　鉄砲を自前で量産し、マジカルな刀とう剣けん・日本刀を振ふり回し、狂きよう犬けんのように百年も戦い続けている世界屈くつ指しの戦せん闘とう民族だからよう！　軍事力だけじゃあそんなジパングは征服できねえ。そこで役に立つのが、南蛮貿易と抱だき合わせの布教活動よ──『宗教』を用いて『精神』を支配する。九州の大名ことごとくをキリシタン化すれば、ジパング征服は可能になる！　あの豊ぶん後ごの大おお友ともなんとかってえ奴やつを旗はた頭がしらにすりゃあ、簡単だ。ザビエルに頼たより切っていた、心が弱いお姫ひめさまらしいからなあ。ザビエルもよう、いいカモを俺さまたちに遺のこしてくれたもんだぜえ！」

　とんでもない奴だ……これが、フロイスちゃんが言っていた、コンキスタドール派……！　こんな男を日ノ本へ送り込むわけにはいかない！　良晴は（一刻も早く「あの」ガスパールを見つけなければ。もしも見つからなかったら……その時は俺自身がガスパールに成り代わって、こいつの日ノ本入りを阻そ止ししなければ……！）と怒いかりに燃えていた。

　しかし──しかし、「あの」ガスパールは。こいつとすり替わって日ノ本に来たガスパールは、いったいどこにいるんだ……？

　時間が、刻一刻と過ぎていく。こうしている間にも、下しも京ぎようでは二に条じよう御ご新しん造ぞうが攻こう撃げきを受け、小こ早ばや川かわさんたちが十倍の兵力を有する「官軍」と死し闘とうを繰り広げている。あの南蛮寺が、あとどれほど保もつのか。

「ところで、ザビエルさまに生き写しの人がゴアにいるそうですが、心当たりは？　生前のザビエルさまがどんな顔だったのか、いちど見てみたいんです。洗礼を希望する日ノ本人として」

「んあ？　ザビエルに生き写しの男？　そんな奴の噂うわさは聞いたこともねーな。カブラル。てめえ、知ってるか？」

「いや、まったく。なんだね、それは？　ジパングに流れている噂話ではないのかね？」

　ガスパールの隣となりにいるカブラルという男も、コンキスタドール派の一員らしい。貴族らしい上品な言葉遣づかいで、服装こそ修道士姿だが、その凶きよう悍かんそうな面つら構がまえはどう見ても「軍人」にしか見えない。コンキスタドール派においては、布教と侵略が表ひよう裏り一体。しかも、この男もジパングに来る……！

　ああ。なんてことだ。ガスパール。日ノ本には、お前が必要だ。この二人が日ノ本に来れば──信奈の生存の可能性が消えることはもちろん、「正史」通りに日ノ本はキリスト教禁教・唐から入り・鎖さ国こくという歴史を辿ることになる！　戦国日ノ本の大航海時代参入は、東西文明の邂かい逅こうと融ゆう合ごうは、夢物語に終わってしまう！　出てきてくれ。俺の前に、現れてくれ。実は存在しなかっただなんて、言わないでくれ。頼たのむ！

　だが……だが……だが！　ザビエル亡きこのゴアに、カトリック至上主義を超ちよう越えつした「普ふ遍へん文明論」などという異い端たん思想を抱いだいているヨーロッパ人が、実在するのだろうか？　やはり、未来人の俺がガスパールに成り果せるしかないのではないか？

　ゴアに一人きりで漂ひよう着ちやくした良晴の目の前に開けている光景は──出口のない暗くら闇やみだった。




【下京】




　下京の南蛮寺近くでは、小早川隆たか景かげ率いる惟これ任とう追討軍と、藤とう堂どう高たか虎とら率いる惟任軍──「官軍」とが、激闘を続けていた。

　彼ひ我がの兵力差はいかんともしがたく、真っ先に突とつ貫かんした島しま津づの薩さつ摩ま隼はや人とたちは壊かい滅めつ寸前となっている。あの戦いくさ上手の藤堂高虎が指揮官でなければ、どうにか保たせられるものを、と小早川隆景が馬上でほぞをかむ。

「島津兵を壊滅させてはならない。家いえ久ひさを死なせるな！　官軍を南蛮寺に辿たどり着かせるな！　官軍が大おお筒づつに弾たまを充じゆう塡てんしている隙すきに、私自身が敵中へ斬り込む！　このまま賊ぞく軍ぐんの大将として討うたれても、悔くいはない……良晴と織お田だ信奈の『運命』を覆くつがえすためならば！　小早川旗本隊、すまない。私に諸君の命をくれ。ともに、賊軍として散ってくれ。頼む！」

「お嬢じよう！　わかりました！　斬り込みましょう！　関せきヶが原はらですでに捨てた命です！」

「お嬢の想おもい人を、この世界に取り戻もどすためだ！　行くしかありませんやね！」

「そうやって頭に日の丸鉢はち巻まきを巻いたお嬢は、まるで吉きつ川かわのお嬢ですぜ！　見分けがつかねえや！」

「双ふた子ごだからな。姉者。すまない……姉より先に死ぬ妹に、なってしまったが……小早川家がここで朝敵として断絶しようとも、姉者。毛もう利り宗家を、どうか護まもってほしい。そして、宇う喜き多た直なお家いえ……そなたに救われたこの命、ここで散らすことになった……朝敵という汚お名めいとともに……ほんとうに……申し訳、ない……」

「小早川どの。どうやら南蛮寺での『作戦』は難航している様子。相良どのも姫も、いまだ南蛮寺に帰き還かんを果たしておりません。この丹に羽わ長なが秀ひでも、ともに参りましょう。これでも、薙なぎ刀なたの腕は九十点です！」

「……止めても無む駄だだろうな。そなたは温おん厚こうに見えて、内心は誰だれよりも熱い……わかった。私には姉者のような武がない。隣に、あなたがいてくれれば心強い」

「はいっ！　丹羽長秀、参りますっ！　丹羽家旗本隊、われに続けっ！　一刻でも長く、命ある限り官軍を足止めする、それがわれらの使命！　そして、姫をお救いする唯ゆい一いつの道！　皆みなさん！　『天下布武』の夢は──まだです。まだ、終わっていません！　どうか、最後の瞬間まで……諦あきらめないで……！」




　戦火が迫せまる、南蛮寺礼拝堂。
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　もう「残り時間」は少ない。

　そして、ジョン・ディーと梵ぼん天てん丸まるが「「みぎゃあ」」と同時に悲鳴をあげていた。

「おお、ケリーちゃんよ、あと一ひと踏ふん張ばり頑がん張ばりたまえ！」

「サガラーがゴアへ到とう着ちやくすると同時に、『火～サラマンドラ～』に亀き裂れつが入ったにょだ！　酷こく使しによる過負荷で限界が近づいているらしいにょだ、サガラーの姿を再び見失った！」

「地～ノーム～」と「風～シルフ～」だけではない。南蛮寺で良晴を観測し続けている「火～サラマンドラ～」もまた、耐たい久きゆう限界に近づいていた。

「半はん兵べ衛えちゃん、あなただけでも逃げてーっ！　今ならまだ間に合うわーっ！」

「くすん。それはできません、お通つうさん。ですが……まさか、この段階で石に亀裂が……前代未み聞もんの連続運用とはいえ、まだ良晴さんを観測できるだけの『気』は残っているはずですが……ですよね、官かん兵べ衛えさん？」

「いや、半兵衛。小お野のお通が集めた茶器の『気』が、われらの想定よりも早く涸かれはじめているらしい。長時間観測を続けている弊へい害がいか？　今回の作戦はすべてぶっつけ本番だ、なかなか計算通りにはいかないな！　だが、もうこちらの時代から相良良晴のもとに誰かを送ることはできない。召しよう喚かん石はいずれも相良良晴の手て許もとにある！　われらにはもう、相良良晴を見つけて観測することしか……！」

　それだけでは済みません。ついに南蛮寺に官軍が迫ってきました、とガスパールが立ち上がる。

「兵力差で圧倒されている小早川隆景たちは、どうやら捨て身の全軍玉ぎよく砕さい特とつ攻こうに出たようです。しかし、相良良晴はいまだ南蛮寺に現れない！　もはや、われらに残された時間は……」

　官軍兵が礼拝堂へ乗り込んでくれば、俺が片っ端ぱしから斬きり殺す。この身体からだでも、百人までなら殺せる。しかし燃やされたり大筒の砲ほう撃げきを浴びたりすればここは長くは保たない、と甲か斐い宗そう運うん。徳とく千ち代よを護るように背中に隠し、扉とびらの前に仁に王おう立ちしている。

「せっかくの南蛮寺なのに、一部に材木を用いたのは惜おしまれるな。せめて南蛮洋式通りに、全面石造りにしておけばな」

「和洋折せつ衷ちゆうが信奈姫の好みだったのでござるよ、松まつ永なが弾だん正じよう譲ゆずりでござる。にんにん」

　ソテロ、五ご右衛え門もん、石いし川かわ一かず宗むねはそれぞれ得物を抜ぬいて、天てん井じように張り付きながらじっと官軍兵を待ち構えている。

「竜たつ子こはもはやこれまで……二条御新造の義よし元もともそろそろ頃ころ合あいだろう……せめて、腐くされ縁えんの義元と一いつ緒しよに逝いきたい。あれは、お供の下僕がいないと極ごく楽らくでもまともに暮らせない奴だぞ」

「ダメよーっ！　あの義元がそんなに簡単にくたばるはずがないわよ！　耐たえるのよっ！　最後まで半兵衛ちゃんを護るのよーっ！」

　お通が吼ほえたその時、南蛮寺のすぐ近くに大筒の弾が落ちた。どんっ！　という衝しよう撃げき音。半兵衛が「きゃあ」と転がる。

「うええええん。もうダメ～。気力が尽つきそう……やっぱり宗そう麟りんは良晴くんがいないと力がでない～。ぐすっ、ぐすっ」

「こらーっ！　お姫さまの京きよう極ごくはともかく、きみは『国崩くずし』で大筒にいちばん慣れているはずだろう！　うう、シメオンの鼓こ膜まくが、鼓膜があ」

　フロイスとオルガンティノが抱き合いながら、「ザビエルさま。どうかジパングに、救いを……未来を……」「こんな内戦、コンキスタドール派の思う壺つぼだ！　一刻も早くやめなくちゃ！　ジパングが、征せい服ふくされちゃいます！　神さまが！　神がほんとうに存在するのならば、どうして戦火がなくならないんです。どうして植民地征服なんて蛮ばん行こうを神は黙もく認にんしているんです！」と叫さけぶ。

「……今、この世界を『確定』できる存在、いわば『神』と言える存在は、相良良晴です。しかしその相良良晴も、われらが石を通じて『観測』し続けなければ、いつ消しよう滅めつするかわからない。不思議ですね。神と人間、世界と人間とは、いったいどちらが『先』に生じたのでしょうね？」

　細ほそ川かわ幽ゆう斎さいのその問いかけに答えられる余よ裕ゆうは、もう、誰にもない。

　窮きゆう地ちに追い込まれた南蛮寺。

　ついに姫ひ巫み女こが、すっ……と立って、口を開いた。

「ちんが、かんぐんのまえに、でよう。ちんにゆみひくものこそ、ぞくぐん、とかれらはひるむはず。こばやかわたちを、すくえる。ときを、かせげる」

　いえ、いけません、と細川幽斎が扉へ向かって歩きはじめていた姫巫女を止めた。

「現状、他ほかに逆転の策は思いつきませんが、姫巫女さまがご本人であるという証しよう拠こがございません。兵は誰も姫巫女さまのご尊顔を知らず、確たる証拠となるべき三種の神じん器ぎのうち勾まが玉たまが失われておりますので。その上、ここは種たね子が島しまや大筒の弾が飛び交かう戦場のまっただ中。今この南蛮寺を飛び出せば、乱戦の中で名乗りを上げる前に撃うたれます……さすれば、姫巫女さまを弑しいするという大逆を犯おかしてしまった九く条じよう派は慌あわてて新たな姫巫女を即そく位いさせましょう。むろん、彼らが立てた姫巫女に求心力はなく、各地で姫巫女位継けい承しよう者を名乗る者が乱立。南北朝分ぶん裂れつ以上の混こん沌とんが訪おとずれ、この国は文字通り瓦が解かいいたします」

「だが、このまま……おだがたをぞくぐんとしてやぶれさせるわけには、いかぬ……」

「姫巫女さま。あなたさまはジパングにおける『玉』。文字通りの最後の切り札です。官軍の前に名乗りを上げるとしても、時期を見計らわねばなりません。今は細川さまが仰おつしやる通り、無理です。耐えれば、その機会は必ず訪れます。どうかそれまでは──」

　ガスパールが、目に涙なみだを浮うかべて震ふるえている姫巫女にそっと訴うつたえる。

「いこくのひとよ。くるのか。そのときが」

「はい、必ず。『観測者』は、必ずや──ジパングのクィーンを、護り給たまいます」




　同時刻。

　二条御新造は、落城の時を迎むかえようとしていた。

　藤堂高虎は小早川隆景たちとの市外戦を開始していたが、残された「官軍」は御ご所しよが派は遣けんした「目付」たちの指揮のもとになおも二条御新造を包囲し、そして再び攻撃を開始。

　指揮権を事実上剝はく奪だつされた藤ふじ林ばやし長なが門とにはもはや、止められない。

　ついに、門を突とつ破ぱされた。

　炎えん上じようをはじめる本丸の一室に、近この衛え前さき久ひさ、その息子むすこの近衛信のぶ尹ただ、そして足あし利かが義よし輝てるが駆かけ込んでいた。みな、死し闘とうの果てに手傷を負っている。彼らを待っていた今いま川がわ義元が三人に深々と一礼し、「ご苦労さまでした。わらわが点たてた極上の茶ですわ。粗そ茶ちやではありませんわよ」と最後の一いつ杯ぱいを振ふる舞まう。

「すまぬ、今川将軍よ。無念だが、これまでのようだ。二に条じよう城を襲おそわれた足利将軍を見捨てた因果が、ここで巡めぐってくるとはな……信尹よ。お前だけでも落ち延び、近衛家を守れ、とあれほど命じたというのに」

「ヘッ。こちとら武家関白の息子。最初から死ぬ覚かく悟ごはできてらあ！　しかし、今川義元の介かい錯しやくだけはまっぴらご免めんだぜ！　さりとて、こんな美しい姫ひめ君ぎみが生きながらに丸焼けってのも憐あわれすぎらあ。どうすんだよ？　親父おやじ？」

「信尹には荷が重かろう。この俺が──剣けん豪ごう将軍が介錯仕つかまつる。瞬しゆん時じに首を落とす。痛みも、己おのれの首が飛んだという意識すらもないままに、冥めい土どへ送らせていただく。足利将軍が、今川将軍とともに末まつ期ごを迎える。これもなにかの縁というものであろう」

　今川義元は（申し訳ございません、皆さま。必ずや、わらわの「運命」と信奈さんの「運命」とが、これで──重なり合い、打ち消し合って──信奈さんの「運命」が覆ると、わらわは信じておりますのよ。信奈さん。相良良晴。でも残念ながら、官軍の半ばは南蛮寺へ向かっておりますわ。できましたら、あと少し粘ねばりたかったところですが……やはり、わらわは信奈さんの代役としては力足らずでしたかしら……）と目を閉じ、そして「介錯をお願いいたします。わらわは切腹は痛いのでご免ですわよ」と微び笑しようを浮かべながら頭こうべを垂れる。

　ついに本丸御ご殿てんに、兵が突入してきた。襖ふすまを閉じていても、声と足音でわかる。襖一枚を隔へだてたすぐそこに、官軍兵たちが！

　だが。この時だった。

　足利義輝ほどの剣けん鬼きが、「かほどに美しい姫を斬らねばならぬとは。斬れぬ。余はついに、まことの鬼おににはなりきれなかったらしい」と躊ちゆう躇ちよした。

　見かねた近衛前久が、「ならば俺が……麻ま呂ろが……そなたの罪を背負おうぞ、義輝」と刀の柄つかに手をかける。

　しかし二人とも、斬れない。踏みだせない。なにかが、「待て」と二人を止めている。

　待て。斬るな。諦めるな。最後の最後まで、生きるために戦え。抗あらがい続けろ──。

「待て！　ちょっと待ってくれ、親父っ！　違ちがう！　襖の向こうにいる兵どもは……惟任軍じゃあない。官軍じゃない！」

　はじめに気づいたのは、信尹だった。

　襖の向こうから現れた武士たちは。

「義元～っ！　もうなにがなんだかわからないが、柴しば田た勝かつ家いえ見参！　加勢に来たぞおおおおっ！　たとえ姫さまが本能寺で討うたれていようとも、姫が築きあげた『天下布武』の夢は、まだ瓦解させないっ！　しかも！　姫さまの首はまだ見つかっていないんだ！　なにをやってるんだ、この野や郎ろうどもはっ！　義元の介錯なんてさせるかあ！　男が揃そろいも揃って、情けないっ！　あたしたちが来たからには、最後まで戦うんだーっ！」

「……知ち恵え者の半兵衛たちが、きっとなんとかしてくれる……奇き跡せきは、起こるから奇跡……」

「山からの下り坂は速度が出るっすよ！　間に合ったっすよーっ！」

　北ほく陸りくへの途と上じようで右往左往していたはずの、柴田勝家。前まえ田だ犬いぬ千ち代よ。佐さつ々さ成なり政まさ。

　阿あ修しゆ羅らの如ごとき勢いで叡えい山ざんの麓ふもとからわずかな手勢とともに駆け下りてきた勝家たちは、二条御新造を包囲していた官軍に襲いかかり、そのまま無む双そうの武を振るって本丸まではせ参じたのである。信じがたい猪いのしし武む者しやぶりだった。

　が、「本能寺の変」発生を知った勝家たちは、すぐに京きようへ戻もどるとは決めたものの、戦力がまったく不足していた。

　その勝家たちに、奇跡の「大返し」を成し遂とげさせた功労者は──。

「出雲いずもへ向かう途中、山道の中で迷子になって七難八苦でありました！　不ふ肖しよう、山やま中なか鹿しか之の助すけであります！　山中を迷走するうちに一匹ぴきの狼おおかみに導かれ、柴田勝家どのたちに邂かい逅こう！　まさしくこれこそ天の助け！　殿とののご加護であります！　まさに天意！　これより先は、尼あま子こ武士の本ほん懐かいを遂げるのみであります！」

「副将、尤もつとも道どう理り之の介すけ！　もっとも、もっとも！」

「今日という今日こそ問答無用で死ぬだろうけれど、悔くいはないわ！　寺てら本もと生せい死し之の介すけ！」

「結局こうなっちゃったけれど、われららしい最後の花道を飾かざらせてもらうわ！　井い筒づつ女おんな之の介すけよ！」

「やはり人生は一寸先は闇やみ、藪やぶの中！　だがそれがいい！　藪やぶ中なか荊いばら之の介すけ！」

「琉りゆう球きゆうを駆け巡る夢は置いてきた！　わが魂たましいは、相良の殿とともに！　亀かめ井い世せ界かい之の介すけ！」

「外うい郎ろう五ご文もん之の介すけ！　前田どの、ういろうをどうぞ！」

「ほわたあ！　破やぶれ骨ぼね障しよう子じ之の介すけ！」

「ぐるぐる！　阿あ波わ鳴なる戸と之の介すけ！」

「こーん！　穴あな内うち狐こ狸り之の介すけ！」

「ちゅうちゅう！　小こ倉くら鼠ねずみ之の介すけ！」

「ぶもおお！　大おお谷たに古ふる猪い之の介すけ！」

　あの「馬揃え」の真っ最中に辛しん抱ぼうしきれず出雲へと出立したはずの、尼子十勇士たちであった。

　丹たん波ば路（山さん陰いん道どう）を経由して西へと向かい出雲方面へと向かうはずが、備えがなかったために例の「七難八苦」が十勇士たちを容よう赦しやなく襲い、全員が敢あえなく山中で遭そう難なん。西も東もわからぬままのがむしゃらな行軍中、謎なぞのニホンオオカミに導かれるように朽くつ木き谷だにに彷徨さまよい出て、決死の帰京作戦準備中だった柴田勝家たちに遭そう遇ぐうしたのである。

「まあまあ！　山中鹿之助さんたちに、勝家さんたちまで！　これもすべてわらわの人徳のなせるわざですわね、おーほほほ！　あとしばらく、持ちこたえられますかしら？」

「加勢はこれだけじゃねえぞ、親父！　窓の外を見ろ！　まだまだ来る！　援えん軍ぐんが！　京のあちこちから！　足利家に仕えていた、旧幕臣たちだ！」

　そう。

　かつて、足利幕府に仕えていた幕臣たち。その何割かは、足利幕府が消滅してもなお、京に居住していた。剣豪将軍・足利義輝が京に居着いていたために、「再び大樹が襲しゆう撃げきされた時は」「次の機会こそ、われら幕臣が大樹をお護まもりするのだ」と万一の時のために浪ろう人にんになりながら、あるいは商人や大工になりながら、京に潜せん伏ぷくしていたのだ。

「「「大樹よ！　剣豪将軍よ！　こんどこそ、地じ獄ごくまでお供仕ります！」」」

　細川幽斎の「時間稼かせぎ」は、無意味ではなかった。

　彼ら旧幕臣たちが、旧主・足利義輝が二条御新造に籠ろう城じようして「官軍」と戦っていることを知って駆けつけるまでの「時間」を、幽斎は「生みだす」ことができたのだ。

「……馬ば鹿かな奴やつらよ。足利幕府などすでになく、われらに加勢すれば朝敵になるというのにな……しかも、余が護っている姫は今川将軍だぞ」

「理り屈くつではない。彼らはただ、一目見たいのだろう。義輝。お前が明で極きわめた、鬼の剣を。足利将軍の最後の『戦い』を──」

「そうだな。近衛。余は、まだ生きて戦わねばならぬな──そうとも。最後に斬きった者が戦国一の艶あでやかな姫では、剣豪将軍の名折れとなるところであったわ！　馬鹿者どもめえっ、さっさと来いっ！　余とともに、花の室むろ町まち幕府の最後の死に水を取れい！　うわーっははははははは！」




【十六世紀・ゴア】




「正史」ではジパングに来る「運命」であるドミヌス会コンキスタドール派の幹部「ガスパール」との面談を果たして絶望し、「こいつじゃない。こいつは『あの』ガスパールにはなり得ない。じゃあ、俺が捜さがしているガスパールはどこに？」と焦しよう燥そうしきっていた良晴は、彼らが根城としていた教会を重い足取りで出た。

　道行く人々に、尋たずねた。だが、いっこうに手がかりは見つからない。

　ゴアの上空に燃える灼しやく熱ねつの太陽に焦こがされながら、渇かわきと飢うえに苦しみながら、立て続けの「天岩戸」潜くぐりによる体力の低下に呻うめきながら、異い邦ほう人じんとしてゴアの往来を彷徨い続けた。

　あまりにも暑い。空腹。喉のどの渇き。脱だつ水すい症しよう状じようを起こす寸前だった。信奈を救う未来が、遠ざかりつつある。時間を、使いすぎている。南蛮寺は。二条御新造は。意識が朦もう朧ろうとしてくる。

（天岩戸を連続して潜って、負荷を喰くらいすぎた。いちど潜るだけでも、凄すさまじい圧がかかる。二度続けるのは、無茶だった。身体からだがもう、言うことを聞いてくれない。限界だ。その上インドは、日本暮らしの俺には暑すぎる。ああ……この直射日光は今の衰すい弱じやくしきった俺には命取りだ。涼すずしくなる夜まで身体を休めないと、倒たおれてしまう。だが！　そんな余よ裕ゆうは俺にはない。一刻も早く……ガスパールを……！）

　良晴はなおも、手当たり次し第だいにガスパールを、「ザビエルに似た男」や「記き憶おく喪そう失しつの男」を捜し歩いた。いっさい手がかりが摑つかめない。

　もう、手て詰づまりなのか。「ほんものの」ガスパールを日ノ本へ渡わたらせちゃ駄だ目めだ。俺が「変へん化げ」の薬を服用してガスパールになるしかないのか。ガスパールとして、日ノ本へ渡るしかないのか。残された道は、「無限循じゆん環かん」入りしかないのか。それとも。それとも、「次のループ」では俺は目もく論ろ見み通りに過去の俺を消しよう滅めつさせられるのか。

　一瞬、意識が遠のいた。

　目の前に聳そびえていた一いつ軒けんの建物の壁かべに、良晴は背中を預け、座り込んでいた。

　その時──。

「あの」ガスパールを捜す手がかりが、「道みち標しるべ」が、相良良晴のもとに不意に訪おとずれた。

　十数名の異様な集団が、ゴアの往来を闊かつ歩ぽしていく。良晴の目の前を、通り過ぎていく。

　先頭を行くは、白人の巨きよ漢かん。明らかに海かい賊ぞくか山賊の類たぐいだった。集団の親玉だろう。その後に、幹部らしき人相の悪い男たちが続き、最後方では瘦やせた少年少女たちが荷物を背負わされながらふらついた足取りで歩かされていた。

「さっさと歩け、ムラータ！　この、アサシン娘むすめが！　商売敵がたきをまだまだ殺やってもらわなきゃあ、てめえをモザンビークくんだりで買い求めた俺っちらは大赤字だってえの！」

「……はい……ごめんなさい……ごめんなさい……」

　ひざまずき、幹部の男に鞭むちで背中を打たれているその肌はだの黒い少女の顔に、良晴は見覚えがあった。

　ヤスケだ。

　日ノ本で出会ったヤスケよりもまだ幼いが、瞳ひとみを見ればわかる。ヤスケに間違いない。

　本能寺から出発する際、ヤスケの解放をガスパールに頼たのまれていたことを、不意に良晴は思いだした。故郷のアフリカからインドのゴアまで連れてこられて、暗殺仕事をやらされているのか。こんな幼い子が、こんな悲ひ惨さんな境きよう遇ぐうに。これが、オルガンティノやフロイスが憤いきどおっていた「悪」。大航海時代がもたらした、「植民地支配」という闇の領域──。

「立てよ、ムラータ！　十字なんて切ってんじゃねえ！」

「……神さま……神さま……お父さま……どうして、お母さまと私を、捨てて……神さま……なぜ私たちは……奴ど隷れいなんかに生まれついたの。どうして、白人たちから踏ふみつけられ続けなければいけないの……同じ、人間なのに……どうして……神さま……」

「神はなあーっ、俺っちらの味方なんだよーっ！　どーせ神が人間なんぞに語りかけてくるわけもねえ！　いくら祈いのってもよう！　しょせんこの世は弱肉強食の世界よ！　てめえは運が悪かったんだ、諦あきらめなーっ！」

「……うう……うううっ……」

　信奈が。あの潔けつ癖ぺきな信奈がゴアの総そう督とくだったら。せめてゴアの政情に意見できる立場にいれば。こんな人を人とも思わぬ無法者どもは、「一銭斬ぎり」とばかりに断固処しよ罰ばつしてくれるのに。子供を、奴隷市場から買い取ってきて、人殺しの道具に……許せない……！

（こいつら……イスパニアやポルトガルの商人か、それとも海賊か？　銭ぜにで殺人を請うけ負う暗殺者集団か？　どっちにしろ、許さねえ……ヤスケを、今すぐ解放して……）

　良晴の全身に、「力」が蘇よみがえる。血液が沸ふつ騰とうするかのように煮にえたぎっている。

　しかし。

　立ち上がってヤスケのもとへ向かおうとした良晴の肩かたを、一人の見慣れない老神父が押おさえつけていた。みすぼらしい身なり。ぼさぼさの髪かみの毛。視線の定まらない目。まるで「世捨て人」だった。同じ「聖職者」でも、先ほど対面したガスパール・コエリョたちとは明らかに違う。

「待ちたまえ、ジパングの若きサムライよ。きみは丸まる腰ごしだ。銃じゆうを持っている彼らと戦っても、日本刀なしではどうにもできまい？　それに、きみはどうやら長旅で疲ひ弊へいしきっていて、身体が弱っている。あの少女に会いたいならば、私の教会でしばし休みたまえ。夜になれば、あの子は訪れる。自分の『飼い主』に命じられて暗殺の罪を犯おかしたことを懺ざん悔げするためにね」

「……あなたは……お名前は……」

「私に名乗るほどの名はない。ただの、しがない教会の修道士だよ。だが、不思議だ。きみとは、はるかな昔から出会う運命だったような気がする。ジパングの若きサムライよ。来たまえ。私はね、ジパングびいきなのだよ──なるほど、イスラーム勢力に押され続けてきたカトリック諸国の長く厳しい暗黒時代は、『船団』による海洋冒ぼう険けん・世界開かい拓たくとともに終わりを告げ、ここに大航海時代が訪れた。だが、こんどはヨーロッパ人に虐しいたげられる人々が現れた。宗教をはじめとする文明そのものは悪ではない。文明を善なるものとして扱あつかうか、邪じや悪あくなものとして扱うかは、結局は、人間個人の裁量に委ねられている。だがそれ以上に、文明は国家間競争の道具でもある。世界が広がれば広がるほど、人間がしでかす愚ぐ行こうも、人間に降りかかる悲劇も、膨ふくらみ続ける。不幸なことだ」




　今、俺がヤスケと出会ってしまえば、その時点で歴史の辻つじ褄つまはすべて合わなくなる、整合性を失う、とようやく気づいた良晴は、その老いた神父に導かれて、彼の「教会」の礼拝堂を訪れた。まだヤスケとは会えない。が、ともかく、休息しなければもう意識を保てなかった。それに、この神父の言葉に、良晴は「聞き覚え」があった。そうだ。ガスパールと、どこか似ている。あるいはこの神父こそが、ガスパールになる運命の男なのかもしれない。

　礼拝堂には、この時、良晴と老いた神父の二人しかいない。

「ジパングの若き士よ。ここが、私の城。私の教会。聖パウロ聖堂だ。きみは、あの子を解放したいのだね？」

「……ええ。ある男から、頼まれたんです。約束を交かわしました。あの子を救わなければ。いや、たとえ約束を交わしていなくても、俺は」

「残念ながら、一人の力で救える人間の数には、限りがある。あの殺人を生なり業わいとする荒あらくれ者連中を全員始末して、捕とらわれの娘を解放することは、歴戦のサムライであるきみならば容易たやすいだろう。日本刀が一本あれば事足りるだろう。その視線、その身のこなし、その全身の傷きず痕あとを見ればわかる。だが、同じ人間に、支配者と奴隷という身分差を生じさせているものは、『システム』なのだ。真に世界に染みついた邪悪を断ち切るためには、この世界そのものを、『システム』を変えなければならない。できるものならば、中世に逆行できればよいのだがね。新大陸やアフリカの民たみにとっては」

　神父は、そう語る。だが未来から来た良晴は「もう後あと戻もどりはできないよ」と思う。すべての国が自らのエリアに籠こもって「鎖さ国こく」的な状態を保っていれば、こんな世界にはならなかった。ずっと「中世」のまどろみが続いていた。だがもう遅おそい。大航海時代のヨーロッパ人は命を賭として七つの海に繰くりだし、「世界」を発見してしまった。全世界が、大航海時代に吞のみ込まれた。いちど邂かい逅こうしてしまったものは、もう、なかったことにはできない。

「正史」での日本は、「鎖国」に成功した。長崎の出で島じまにオランダ人を閉じ込め、カトリック諸国との国交を断ち、二百年以上に及およぶ平和を実現できた。平和を守るべく、武器や船の技術革新を、徳とく川がわ幕府は人じん為い的に停てい滞たいさせた。が、結局のところは、産業革命を達成したヨーロッパ諸国との圧あつ倒とう的な軍事力・経済力格差が広がっただけだった。植民地化の危機に直面して「目を覚まし」、明めい治じ維い新しんを為なした新生日本は、ヨーロッパ諸国やアメリカ、ロシアに追いつくべく無理に無理を重ねて、最後は限界線を越こえて破は裂れつした。やはり、近世統一国家の樹立に立ち後おくれて無理を重ねたドイツがそうなったのと同じように。

　決して、「正史」のすべてが間ま違ちがいだったわけではない。だが、他ほかの道もあったはずだ。この十六世紀の時点では、日本は、陸戦においては世界最強レベルと言っていい「武士の国」だった。村むら上かみ水軍をはじめとする海軍力も、あった。世界各地に日本人町を築き、海洋商業ネットワークを展開するフロンティア精神もあった。「鉄てつ甲こう船」を建造する技術もあった。「黒船」に右往左往していた幕末とは、なにもかもが真逆だったのだ。しかも、豊富な銀を産出する「銀の国」で、まもなく大量の黄金までもが産出されることになる。

「それでももう、後戻りはできない。人間は、文明は、前へと進むしかない。私にはね、かつて同志がいた。私はフランス人だが、彼はフランス人でもポルトガル人でもイスパニア人でもなかった。バスク人だったよ。バスク人は、祖国を失った亡国の民だ。そして、どこから来たのかわからない謎なぞの民族だ。ラテンでもケルトでもゲルマンでもない。そんな世界の漂ひよう流りゆう者だったからこそ、彼は私が説く『普ふ遍へん文明』なる理想をともに幻げん視ししたのだ」

　普遍文明？　それはたしか、ザビエルやガスパールに影えい響きようを与あたえたドミヌス会異い端たん、ギヨーム・ポステルが幻視していたビジョンなのでは……彼は異端宣告を受けた身だ。そのギヨームが、ドミヌス会のアジアにおける拠きよ点てんゴアにいるはずはないと思うが……。

「カトリックを普遍文明の西側の爆ばく発はつ拠点と成し、世界の東──アジアの文明と衝しよう突とつさせ、爆破させ、混こん沌とんたる普遍文明を築きあげる。かつてアレクサンドロス大王が東方遠えん征せいに旅立ったことで、東西世界の文明は混合された。『世界』が広がったのだ。『人間』という概がい念ねんは、あるいは大王の遠征が生みだしたものかもしれない。そう。アレクサンドロスは意図的に東西文明を融ゆう合ごうさせようと試みた。ギリシアとエジプトとペルシャのすべてをね。敵を滅ほろぼすのではなく、異なる文明を自らのもとで融合しようとしたのだ。ついにインドへと至り、インド及び東アジアの文明を融合する前に、兵たちがもうこれ以上進みたくはないと反旗を翻ひるがえしたため、大王はそれ以上遠征を続けられなくなったがね。大王の早世は、人類史にとっては返す返すも惜おしかった」

　あなたは、まさか、と良晴が呟つぶやく。

「ほう。私を知っているとは、驚おどろいたな。私は神しん出しゆつ鬼き没ぼつだとも。フランスには替かえ玉だまを置いておいた。故ゆえに、異端狩がりはこの教会まではやってこない。このことは、カトリーヌ・ド・メディシスとノストラダムスしか知らないのでね。だが、私の真名を口にしてはならない、ジパングの若きサムライよ。口にすれば、先ほどの暗殺者集団が、ドミヌス会のガスパールに雇やとわれて私を始末しに来るだろう。その中には、あの少女もいる。言葉には、気をつけたまえ。あくまでも私は名もなき一神父だ」

「……あのガスパールに成り代わるべき男を、俺は捜さがしに来たんです。あの男の代わりに、日ノ本を訪れるはずの男を！　亡なきザビエルは、日ノ本に新たな『アレクサンドロス』となれる少女を見つけていました！　ですが、彼女もまた、志半ばで倒たおれる定めなんです。『東西文明の邂逅と融合』を果たせる英えい雄ゆうは、『普遍文明』への扉とびらを開ける者は、彼女しかいない。彼女の運命を変えるために、世界の運命を変えるために、アレクサンドロスのように早世させないために、俺は……！」

「ああ。わが同志ザビエルから、その少女の話は聞いている。ヘファイスティオンになれる少女をも豊後で見み出いだしたと、彼は生前、書状で伝えてくれていた。私も、彼からの書状を読んで確信したよ。今のような弱肉強食の植民地主義が支配する世界を覆くつがえす『普遍文明』の夢は、ジパングにおいて爆発し、世界を、地球を覆おおい尽つくすのだとね。だが、きみは少女ではないな。男だ。ではきみはさしずめ、ジパングのエウメネスといったところかな」

「……エウメネス……」

「ヘファイスティオンとともにアレクサンドロス大王を支えた文官、後に将軍となった男だよ。が、経歴不明の異い邦ほう人じんでね。惜しむらくは、他の将軍たちのような権力基き盤ばんを持たなかった。それでも彼は大王亡きあとも、大王の夢を継つぎ、分ぶん裂れつし四散していく大王の帝てい国こくを護まもろうと死ぬまで抗あらがい続けた。最後はディアドコイ戦争の最さ中なかに敗北して殺されたがね──そして大王の子も、殺された」

　きみが真にジパングのエウメネスならば、「証あかし」を見せたまえ、さすればきみの前に道が開かれるだろう、と神父は告げていた。

「『証し』なら、ここに」

　良晴は、神父の前に「それ」を掲かかげてみせていた。

　正十二面体のプラトン立体。

「ガスパール」が手に入れることになるはずの、「第五元素」の石。

「観測術士」にとって必ひつ須すとなる、過去と未来を幻視する自然石。

「『透とう視しの石』はあとふたつあります。ひとつはフランスのノストラダムスが。もうひとつはジョン・ディーが所持しています。俺が持っているのは、このひとつだけです。これを、ガスパールになるべき運命の男に、渡わたす。ジパングに導くために。それが、俺がゴアに来た目的であり、任務です」

「ほう……そうか。きみは、もしかして……」

「未来から、来ました。ですが、ジパングのクィーンが、大航海時代のアレクサンドロスが、海へと繰りだす前に、世界へと旅立つ前に、命を落とした。そんな経けい緯いを辿たどった世界の未来からです。自分が生まれ育った世界に憎にくしみはありません。でも俺は──俺は、どうしても、見たい。信奈が、本能寺で死ななかった世界を……！」

　未来か。私にも幻視できぬことは起こるものだ。世界に散らばっていたプラトン立体をすべて集めたのだな、きみたちは。素す晴ばらしい。まさに万年にいちどの奇き跡せきだ。今のきみはもはや「神」と呼んでもよい存在となっている、と神父は感かん嘆たんの声をあげる。

「きみは、他にもプラトン立体を持っているのだね。きみ自身が世界に君臨する世界を、望まぬのかね？」

「俺が望む世界は、織田信奈が生き延びた世界です。俺は──信奈さえ生きてくれれば、それでいい。俺自身は、どうなっても構いません。信奈は、『神』を信じていなかった。というよりも、超ちよう越えつ的な存在に頼たよらなかった。未来のすべては、人間自身が人間の力で切り開くべきだと、そう信じていました。自ら『天岩戸』を開いて『神』になれる機会を得た時にも、信奈は、その道を選ばなかった。人間として生きる道を選びました。俺も、同じです。オカルトじみた石の力を手に入れて『神』に成り上がった者などではなく、信奈こそが──」

　いや。そんな理り屈くつなんて、どうでもいいんだ。俺はただ。俺は。

「……俺は、ただ……信奈を……信奈を……どうしようもなく……愛して……だから……！」

　その先は、言葉にならなかった。

　とめどもなく涙なみだが零こぼれて、声が出ない。

　了りよう解かいした。ジパングのクィーンは救われるだろう、と神父は告げた。

「喜べ、ジパングの若きサムライよ。きみの旅路は無む駄だではなかった。『ヤコブの梯はし子ご』を渡ってきみが捜し求めてきた者は、ここにいる。この教会に」

「では、あなたが……？」

「いや、私ではない。相応ふさわしい者が、いるのだ。私はなにかを予感していた。だから一年をかけて、その者をゴアへと移送し、この教会に隠かくしていた。彼はすでに死んでいる。だが、その遺体はまったく腐ふ蝕しよくせず、生前とまるで変わらぬままに、地上に存在し続けている──彼は、ジパングのアレクサンドロスの成長を一日でも長く見届けたかったのだろう。だから錬れん金きん術じゆつの秘薬エリクシルを服用していたのだろうな」

　そう。

　聖パウロ聖堂に、隠されていた。

　それは。

　棺ひつぎに収められた、フランシスコ・ザビエルの、遺体だった。

　棺を開いた良晴は、「これは」と目を疑った。

　呼吸は止まっているが……彼は、完全に死んではいない！

　仮死状態にあるのだ。

　そして。

「ガスパールと同じ顔……同じ人間だ！　それでは。ガスパールの前身は……正体は……」

「おそらく、ふたつの可能性があったのだろう。ジパングの若きサムライよ。きみ自身がこの棺の蓋ふたを開けず自らガスパールとなってジパングへ戻もどる道と、きみが蓋を開きザビエルがガスパールとして蘇そ生せいする道、そのふたつがね。上じよう川せん島で没ぼつしたザビエルの遺体が腐敗せずまるで生きているようだという噂うわさを聞き付けた私は、当時、異端狩りから逃のがれるべくフランスに潜せん伏ぷくしていた。カトリーヌ・ド・メディシスにこの奇跡について打ち明け、彼女のワイズマンを務めていたノストラダムスから勧すすめてもらったのだよ。私を東方へ向かわせ、ザビエルの遺体を密ひそかに保管させよ、それでフランス・ヴァロワ王朝が辿る滅びの運命も変えられるかもしれないと──もちろん真の目的は、いずれアレクサンドロスの使者が訪おとずれてザビエルを蘇生させる、その可能性を潰つぶさぬためだ。からくりを知っている私にとってはなんでもないことだが、かかる奇跡を起こしたザビエルは今や聖者だ。迂う闊かつに人目に晒さらせば、五体をバラバラにされてしまう。私自身が護るしかなかったのだ」

「ザビエルは、自分がいずれ復活することを予想していたのですか？」

「いや。蘇生に必要な賢けん者じやの石は、そう容易くは手に入らない。オスマン帝国やヨーロッパ諸国を旅してカバラや錬金術に通じた私ですらも、実物は見たことがない。ザビエルも、敢あえて探そうとはせず、持っていなかった。最後は、一人の人間として静かに死を受容するつもりだったのだ。だが今や、状じよう況きようは一変した。彼は、自然の摂せつ理りに反してでも今ひとたび蘇よみがえらねばならない。彼が見出したジパングのクィーンの運命を、覆すために。彼は、この日この瞬しゆん間かん、賢者の石を手に入れる。きみは、賢者の石を持っているのだね。今、過去と現在と未来のすべてがひとつに繫つながる」

「はい。俺がガスパールになれば、時間は先へ進まなくなります。世界は、永久に循じゆん環かんを繰くり返すことになるはずでした。もうほとんど、諦あきらめていました。あなたのおかげです」

「私はただの幻視者だ。人々を扇せん動どうする異端者にすぎん。実行者でも観測者でもない。すべては、真に『世界』を駆かけた者が──ザビエルと、きみたちが為したことだ」

　きみがあの奴ど隷れいの少女を救おうと立ち上がった時の瞳ひとみ。あの瞳を見ていなければ、私はきみに声をかけていなかった、と神父は微笑ほほえむ。

　ガスパールの「前身」が誰だれなのか。可能性は、ふたつあった。だが、この瞬間に「確定」した。ヤスケが俺を導いてくれた、と良晴は思った。「歴史を変えてはいけない」なんて、俺は思わない。たとえ大きく歴史を変えても、人間が人間である限り、戦争や憎しみや不平等やさまざまな悲劇が地上から消えることはないだろう。それでも、抗うのだ。決して無意味じゃない！　戦国時代を生きてきた俺自身の心が、そう叫さけんでいる。だから！　俺が知っている「正史」よりもずっと早く、奴隷貿易も植民地征せい服ふく競争もこの世界から消し飛ばす！　東西文明を邂かい逅こうさせ、融合させる。その偉い業ぎように乗り出せる者は──補ほ佐さできる者は──。

「これより以後、私は名もなきザビエルの一信者として、密かに彼を補佐し、ジパングへの道を導こう。ザビエルの遺志を継つぐ者が現れた、その『しるし』は彼の容よう貌ぼうそのものとして現れている、とドミヌス会内部の同志に伝えよう」

　神父が、カバラの「術式」を唱えながら、賢者の石をザビエルの唇くちびるへと挿そう入にゆうする。

　そして。

　長きにわたる仮死状態によって、すでに記き憶おくのすべてを欠損していたザビエルが──いや、ガスパールが、目覚めていた。無残に瘦やせ衰おとろえていたが、紛まぎれもなく、良晴が知っているガスパールだった。




「……私は……？　ここは……？　なにも……見えない……闇やみの中に、音だけが……聞こえる」




　まだ、ガスパールの視力は回復していない。だが、記憶は欠損していても、視力はまもなく回復するはずだ。今のうちに、為なすべきことを為さねばならなかった。急がなければ。

　神父が彼の手に、正十二面体のプラトン立体を、握にぎらせる。

　そして良晴は、ガスパールの耳元に告げていた。




「──行け。行ってくれ、ガスパール。ジパングの、織田信奈のもとへ！　頼たのむ……！」




　伝わった。「ジパング」。そして、「織田信奈」。そのふたつの単語が、トリガーとなった。

　記憶を失って当とう惑わくしていたガスパールの瞳に、生気が、満ちてくる。

　彼は、再び目覚めたのだ。

　彼の視力が回復する前に、良晴はこの教会から立ち去らねばならなかった。これ以上余計な言葉をかけるのも危険だ。ほんとうは、語りたいことが無数にある。

　俺は「戻る」。ジパングで会おう、と良晴はゴアの往来へ再び飛び出すべく走りながら、内心そうガスパールに語りかけていた。




【下京】




「官軍」と惟任追討軍の激げき闘とうの中、いよいよ迫せまってきた官軍から激しい砲ほう撃げきを浴びる南蛮寺は半はん壊かいしつつある。まだ炎ほのおが燃え移っていないことだけが救いだった。

「うわあああ。ガスパールさま、宗麟はもうダメ～！　『国崩くずし』さえ京に持ってこられてたら、南蛮寺を要よう塞さい化できたのにい～。どうせ重すぎて運べなかったけれど……」

「ぎゃあ～。ステンドグラスが砕くだけ散って落ちてきたあ～！　危ない、半兵衛！　伏ふせろっ！」

「官兵衛さん。わたしなどよりも、茶器が！　ぎやまんの破片を浴びた茶器が次々と割れていきます！　ジョン・ディーさん、良晴さんの姿は？　ゴアへ跳とんだ良晴さんを『観測』し続けなければ！　いよいよ良晴さんの存在は不安定になっているはずです！」

「一瞬、ケリーちゃんがゴアに召しよう喚かんされた相良良晴を捉とらえた！　だ、だが……すぐに見失ってしまった～！　茶器からの『気』の供給がたびたび途と切ぎれて、安定しないためにゃのだ！」

「おにょれ、茶器の半分が割れてしまった！　サガラーが危ないにょだ！　ここは、我が魔ま法ほう陣じんの結界を張って守るしか……！　えろいむえっさいむ！」

「落ち着け、伊達だて。踊おどるな。いよいよ茶器が割れる」

　梵天丸の頭を、ぱしん、と竜子がはたく。

「南蛮寺教会内での白兵戦となれば俺たちが戦って時間を稼かせぐが、これ以上の茶器の破損は作戦遂すい行こうを困難にする。どうする、相良良晴に仕える忍にん者じやたちよ。南蛮忍しのびよ。小早川隆景たちは多勢に無勢で押おされている。加勢すべく、打って出るか？」

「うにゅう。甲斐氏うじ、礼拝堂の防備を手て薄うすにはできぬでござるよ」

「ちゃよう。姉者の言う通り。藤堂高虎は油断も隙すきもござらぬぞ。われらが抜ぬけたところを敵方の忍びに潜せん入にゆうされれば、ばんじきゅーす」

　はい。作戦遂行とともに、姫巫女さまをも護まもらねばなりますまい、と細川幽斎。明で、兄・義輝とはまた異なる系統の武術を習得しているという。容易ならぬ武の持ち主だ。この男一人で、礼拝堂をしばし守りきれるのではないか、と甲斐宗運は考えている。だがたしかに、姫巫女の身に万一のことがあれば、たとえ織田信奈を救出できたとしてももはや事態は収しゆう拾しゆう不能となろう。

「……甲斐氏！　細川氏！　迫ってきたでござる！　礼拝堂の扉とびらへと、官軍が……！」

「なんだと姉者？　虚きよ言げん氏、やるしかないでござるぞ」

「あーっ！　なんでこうなるのよーっ！　撤てつ退たいする時機を見失っちゃったっ！　謹きん慎しんを命じた部下どもを連れてくるべきだったわーっ！」




　だが──南蛮寺へ迫ってきたこの数十の「兵」たちは、官軍兵ではなかった。

　南蛮寺の西側に展開している小早川隆景ら惟任追討軍は、官軍の分厚い壁かべに阻はばまれて、南蛮寺に援えん軍ぐんを送れない。

　彼らは、東から、来た。

「待たれよ！　敵ではない！　われら、徳川家いえ康やすさまの家臣団でございます！」

「本ほん多だ正まさ信のぶさまの『上策』に従い、姫ひめは伊い賀がを経て三み河かわへと逃とう走そうし、軍勢を束ねて満を持して惟任軍を討うつ予定でありましたが……！」

「伊賀で忍びたちに包囲された姫は突とつ如じよとして、この上策を捨て、『下策』を強行するとご決断！　三河へ逃にげている暇ひまなどない、それではすべてが手て遅おくれになる、ただちに京へ舞まい戻ると！」

「この変が明あけ智ち光みつ秀ひでどののご謀む叛ほんではなく、細川どのの計略で起きたのならば、自分の選せん択たく次し第だいでこの事態は覆くつがえせるはずと……！　一いつ刻ときでも時を稼ぐ、と！」




　　　　※




「本能寺の変」発生を茶ちや屋や四し郎ろう次じ郎ろうから知らされた本多正信は、複数の策を準備していた。「上策」は「正史」通りに伊賀から三河へ舞い戻る道であり、正信はこの策をすかさず実行した。エリザベス女王や津つ田だ信のぶ澄すみたちと行動をともにしていれば、両人ともども家康の命も危ない。お互たがいを「生存」させるためにも、速すみやかにヨーロッパ使節団から離り脱だつせねばならなかった。「正史」通りに行動すれば、成功する確率は圧あつ倒とう的に高くなるのだ。

　だが、伊賀越ごえとは逆の「道」も、正信は想定していた。

　すなわち、三河へ戻らず、手勢のみを引き連れて京へ直接舞い戻り、惟任軍と戦うという「下策」である。「徳川家康生存」を最優先した「正史」とは完全な逆手。困難な「大返し」。失敗すれば、織田信奈、明智光秀、徳川家康、天下の三英えい傑けつことごとくが死ぬ。日ノ本は取り返しのつかない混こん沌とんに陥おちいる。

　故ゆえに、この策を強行するためには、三十五騎きの徳川家臣団だけでは戦力が足りなかった。

　だが伊賀で、家康が自分の首を奪うばいに来た忍びたちをもしも「帰順」させることができたならば、戦力は大おお幅はばに増強される。兵力が、優に百を超こえる。もしも家康がこの「条件」を満たすことができたならば、そして三河へ戻らずに即そく時じに京へ入ると決断したならば、「下策」をも開示しよう。そう正信は密かに決めていたのである。いずれの道を選ぶにせよ、本多正信は伊賀越えを強行しなければならなかった。

　そして、伊賀で窮きゆう地ちに陥っていた家康もまた、本多正信が伊賀で戦力を増やして京へととって返す「下策」を密かに想定していたこと、なによりも家康の命を最優先する正信がその策をなお自分に隠かくしていることを察した。察して、ただちに京へ戻ると決断したのだ。

　服部はつとり半はん蔵ぞうと柳生やぎゆう石せき舟しゆう斎さいを動かして、伊賀忍びたちを徳川家に帰順させ、京へと舞い戻って戦う道を選ぶ、と。

　半蔵はかつて伊賀忍びを束ねていた上忍・服部家の頭領であり、柳生石舟斎は大和やまと、甲こう賀が、伊賀一帯にその名を轟とどろかせる剣けん聖せいである。伊賀忍びたちにとって、二人は伝説的な存在であった。その二人が、徳川家康に仕えている。この窮地にあってなお、家康の「鉾ほこ」と「盾たて」たらんと。

『徳川家康さまに加勢するか、敵となるか！　姫を天下人となすか、落ち武者として狩かるか！　いずれを選ぶかによって、うぬたち伊賀忍びの未来が決まるのだ！』

　という半蔵の言葉が、祖国を失った彼ら伊賀忍びの胸に響ひびいた。諄じゆん々じゆんと、半蔵は説いた。説き続けた。忍び出身の服部家が、徳川家康のもとでどれほど信しん頼らいされ重用されてきたかを。武たけ田だ信しん玄げんを手本として自らを成長させ続けている家康は、「忍びの才」を誰よりも理解し、活用してくれる主君であると。用済みになったからと、忍びを捨て去るようなお方ではないと。乱世を平定した後も、忍びが「生きる場所」を提供してくれる名君だと。

　ついに、伊賀忍びたちは徳川家康に賭かけた。




　　　　※




　堀ほり川かわ小路こうじのだいうす町。小早川隆景、丹羽長秀、島津家久の三人は、壊乱寸前となった軍勢をかろうじてまとめながら、南蛮寺を目指して何度目かの斬きり込みをかけていた。が、藤堂高虎率いる官軍の壁は厚い。官軍兵は抜ばつ刀とうした島津兵の「斬り込み」に対して、路みちに畳たたみを立てかけて「壁」として用いてくる。畳の壁を突とつ破ぱすれば、さらに新たな畳の壁が。そして、この無限に続く畳の壁を決死の猿えん叫きようとともに突破したと思った瞬間に、種子島で撃うたれる。

「家久！　これ以上前進するのは無理だ！　死に急ぐな！」

「はあ、はあ、はあ……無念ぞ。ここは六ろく条じよう。四し条じようの南蛮寺まで、あと少しじゃというのに……相良さぁ……！」

「藤堂どのは、関ヶ原以来、薩摩隼人の斬り込みへの対策を練られておられたご様子。野戦ならまだしも、建物に阻まれて自在に動けない市街地戦では……さりとて周辺の建物を燃やしては、南蛮寺も燃えてしまいます。十点です」

　全身血に塗まみれた三人のもとに、「背後より敵てき襲しゆう！」と絶望的な報告が入る。

　私としたことがこの兵力差では索さく敵てきに人数を割さく余よ裕ゆうもなかった、もはやこれまでか、と隆景が唇を嚙かみしめていた、その時。

「はぁい。われらは、敵にあらず。わが名は本多弥や八はち郎ろう正信、これなるは徳川家臣団でぇす。昨夜は無断で離脱して失礼。伊賀忍び勢を新たに加えた今こそ、ご加勢いたしまぁす」

「東国無む双そう、本多平へい八はち郎ろう忠ただ勝かつ見参よ！　触ふれずしてあの邪じや魔まっけな畳を吹ふき飛ばすわ！　喰くらえ、『蜻蛉とんぼ斬ぎり』……！　そうそう！　徳川勢が西さい国ごく街かい道どうからそそくさと逃げだしたのは、ぜんぶこの弥八郎のやったことよ！　邪悪な弥八郎を切り刻んで、怒いかりを収めてちょうだい！」

「……平八郎……そちらこそ、姫の一大事に慌あわてふためくばかりで、なんの知ち恵えも出さない猪いのしし武む者しやのくせに……」

「なんですってーっ？」

「ま、また平八郎と弥八郎さんは……すみませんすみません、皆みなさん！　すっとろい徳川家康、ただいま遅ち参さんいたしました！　弥八郎さんの策は、三河へ逃げて軍勢をまとめて後日再さい上じよう洛らくし、大軍をもって惟任軍を討つか、あるいは伊賀で国を失った忍び衆を召めし抱かかえてただちに少数で京へ大返しするかの二択たくでした！　前者の道は、『正史』通りに私が天下人となり、光秀さんを天てん海かい僧そう正じようとしてお生かしする道！　後者の道は、『運命』を覆して吉きち姉さまと良晴さんを生かす道にして、光秀さんを歴史の表おもて舞ぶ台たいへと連れ戻もどす道！　私は、後者を選びました──！　変の背後にあの細川さまがおられると聞いて、吉姉さまの死はまだ確定していないと直感したのです！　同時に、小早川さまや丹羽さまたちもまた、竹たけ中なか半兵衛さんを通じて同じ結論に辿たどり着くはず。たとえ勝機を見み出いだせずとも、間ま違ちがいなく山やま崎さきから即座に京へと引き返す。吉姉さまの『運命』を覆すために！　ならば、わが徳川の加勢がどうしても必要となる！　そう信じていたからです！」

　ああ。やはり、織田信奈を救う「細い道」は途切れていないのだな、と小早川隆景は目を閉じていた。まだ、涙なみだを流してよい状じよう況きようではない。

「……天下の両りよう兵べ衛えからの書状が届かずとも、本多正信どのと徳川どのもわれらと同じ結論に至ったということか。以心伝心というわけか。錦にしきの御み旗はたに兵を向ければ朝敵となるというのに……かたじけない、徳川どの……！」

「ふ、ふ、ふ～。旗なんてただの飾かざりですよ！　勝てば官軍ですよ、小早川どの！」

「こたび、影かげ武む者しや世せ良ら田だどのは不在なれど、この柳生石舟斎が徳川さまをお護りいたす。後こう顧この憂うれいなく采さい配はいを振ふっていただきたい、小早川どの、丹羽どの」

「京で俺さまの剛ごう剣けんが唸うなる時が来たか！　この小お笠がさ原わら長なが時ときさまに任せろ、がはははは！　恩賞は美女三千人のはぁれむでいいぞ、たぬき娘むすめ！」

「お、おぬしはせっかく俺の説得に応じて帰順しようとしていた伊賀忍びどもに斬りかかっていたではないか……まあいい。惟任軍は、もとはといえば明智どのの家臣たち。おおかた『変へん化げ』の術を操る藤林長門に操られておるのだろう。戦うのは忍びないが、今は致いたし方なし！　蛮ばん勇ゆうを奮え！」




　南蛮寺を巡めぐる官軍と惟任追討軍の戦いが、伊賀忍びたちを引き連れた徳川勢の登場によって再び一進一退となった同時刻。

　下京の北部──二条御新造包囲戦において、柴田勝家・尼子十勇士・旧足利幕臣の加勢に続く決定的な「戦局」の激変が起きていた。

　偽にせ明智光秀こと藤林長門は、すでに軍の指揮権を九条派公く家げ衆が送ってきた「目付」たち反織田方の浪ろう人にん衆に奪い取られていた。故に、二条御新造内に包ほう囲い網もうを断ち切った少数の加勢が入ろうが、官軍側が攻こう撃げきの手を緩ゆるめることはないはずだった。多勢に無勢、二条御新造の陥かん落らくは必定であった。

　だが。

　すべてが、この「者」が再び「歴史」へと舞い戻ってきたその瞬間に、覆った。

「惟任日向ひゆうが、明智十じゆう兵べ衛え光秀とは、この私のことですう！　それなる惟任は、偽者！　坂さか本もと兵！　丹波兵！　この十兵衛の顔を見忘れたとは言わせませんですよ！　こちらには、斎さい藤とう利とし三みつもおりますです！」

　ほんものの、明智光秀であった。




　　　　※




　茶屋四郎次郎屋や敷しきで自害しようと暴れていた光秀を押しとどめた者は、細川幽斎に誘ゆう導どうされて彼女を救いに向かった斎藤利三だった。間かん一いつ髪ぱつのところで、光秀は自害を思いとどまった。

　斎藤利三が語った幽斎の様子は、「天下を奪い取る野心家」とは程遠いものだった。細川幽斎はただ織田信奈と相良良晴を始末しようとしたのではない。ただ闇やみ雲くもに十兵衛を「天海」にしようとしたのではない。自分自身が望めば、茶屋四郎次郎屋敷から、出ようと思えば出られるのだ。ならば「選せん択たく肢し」はもうひとつある、と十兵衛は気づいた。
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「本能寺の変」。織田家瓦が解かい。この越こえがたい「運命」にどこまでも己おのれの命を賭として抗あらがうという「選択肢」が。

　駄だ目め押おしとなったのは、茶屋四郎次郎邸ていに今川義元の家族──寿じゆ桂けい尼にや今川氏うじ真ざねたちを「匿かくまってくれやあ！」と連れてきた吉き良ら網あみ切きりから得た「最新の情報」であった。

　吉良網切は当初、寿桂尼たちを京の外へと連れだすつもりだったが、惟任軍の動きが想定よりも速く、さらに惟任追討軍が下京に突入してきてただちに戦いくさがはじまったために、京からの脱だつ出しゆつを断念。むしろ上かみ京ぎように寿桂尼たちを匿ったほうが安全だと判断し、徳川家康と縁ゆかりの深い茶屋四郎次郎の屋敷に寿桂尼たちを連れて行ったのである。

　かつて、茶屋四郎次郎は徳川家康の監かん禁きんという仕事を本多正信から請うけている。家康と信奈が和わ睦ぼくしたために沙さ汰た止やみとなったが、あの時の話を蒸し返して「今川家の一門衆を匿え」と言えば断れまい、と吉良網切は閃ひらめいたのだが──。

　そこで、予期せぬ者と鉢はち合あわせになったのだ。

　そう。「利三、どう理り屈くつをこねても結局信奈さまはもう亡なくなられているですう！　やっぱり十兵衛は切腹するですう！」と再度混乱して暴れていた明智光秀本人と。

　吉良網切はこの茶屋四郎次郎邸に入るまでの間に、京を駆かけ巡る「噂うわさ話ばなし」や「情報」を道すがら拾い上げている。蛇じやの道は蛇へび。京のあちこちに潜せん伏ぷくしている盗とう賊ぞく仲間が、最新の情報を次々と吉良に渡わたしてくれたのだ。

「おいおい、きんかん。お前、ほんとうに影武者に入れ替かわられて軍勢を奪い取られちまったのかよ。ザマーねえなボケ。慌てんな、織田信奈の生死はまだ確定していねーぜ。相良良晴は南蛮寺に潜伏してらあ。てめーがここにいるのと同じだな。だが、大きく違うことがある。相良良晴は、織田信奈の命を救うためになんかやべー作戦を決行するんだそーだ。なのに、おめーはこんなところで人知れず切腹するだけか？　うけけけ！」

「相良先せん輩ぱいがっ？　生きておられる？　そして……信奈さまの生死が、未確定とは？」

「ああ。本能寺はさっくり焼けたが、いくら捜さがしても死体が見つからねー。完全に燃え尽つきて髪かみの毛一本この地上に残さなかったと言っている野や郎ろうもいるが、金かねヶが崎さきや天てん王のう寺じでも死ななかったあの織田信奈のことだからまだしぶとく生き延びてんじゃねーか、でも救出するにはすっげえ手間がかかるんじゃねーか、って話だな」

「ご遺体が見つからない？　それでは、信奈さまは……もしや!?」

「あと、西国街道を下っていた小早川隆景や丹羽長秀は、玉ぎよく砕さい覚かく悟ごで下京に引き返してきて十倍の兵力を擁ようする官軍と戦いはじめやがった。あ、官軍ってのは、てめーが偽者に奪い取られた軍勢のことな！　官軍は今、本能寺跡あと・南蛮寺方面と二条御新造攻ぜめの二手に分かれてる。南蛮寺を狙ねらっているのは、どうやら『王政復古・即時攘じよう夷い』の詔しよう勅ちよくが降りたため、それと南蛮寺に潜伏中の相良良晴を討うつためだ。ちなみに、当の細川は御ご所しよから追放されて行方ゆくえ知れずだ。もう用済みになったので公家衆に捨てられたってところか、うけけ」

「……な……なんですとーっ！　それでは……生死定かならぬ信奈さまをお救いするために……隆景どのたちが、この十兵衛の軍勢と無む謀ぼうな戦いを……？　その上、細川どのまでが……それでは、事態はすでに細川どのの手から離はなれて……信奈さまの開国路線に反対していた公家衆が、暴走……!?　昨夜討ち漏もらした先輩を再度討とうと？　いけませんです。それは亡国の道です！」

「二条御新造の今川義元のもとには、近衛関白や剣けん豪ごう将軍どもが押し寄せて決死の防衛戦を続けてらあ。てめえ、ほんとにここで腹を切るのか？　もう諦あきらめたっつーなら、介かい錯しやくしてやるぜ？　人間、死に際に本質が出るっつーからな。昼ひる行灯あんどん将軍・今川義元以下の醜しゆう態たいを晒さらすってんならよう、まあ、それもいいんじゃねえ？」

「義元どのは……ご家族を落とす猶ゆう予よがあったのならば……自らも逃にげられたはずです。なぜ、逃げられるのに、逃げなかったのです……？」

「織田信奈の身代わりになるつもりなんだよ。あいつは頭の作りも語り口も唯ゆい我が独どく尊そんで独特だから、細かい理屈はよくわかんねーがよ。自分は桶おけ狭間はざまで死ぬはずだった。しかし『正史』に反して上洛を果たし、征せい夷い大たい将しよう軍ぐんとなっている。その自分が二条御新造で戦って死ねば、もしかしたら織田信奈の『運命』を肩かた代がわりできるかもしれねー。自分は、この瞬しゆん間かんのために、生きながらえてきたんだとよ。かいつまんで言えば、そんなところだ」

　明智光秀が蘇よみがえったのは、この今川義元の「覚かく悟ご」を知った瞬間であった。

　我、決して天海にはならず。

　最後まで明智光秀として生き、明智光秀として死ぬ。

　相良先輩。信奈さま。お二人を救うために死を賭して奔ほん走そうする皆みな々みな様さま方──。

　すべては、この十兵衛の失態からはじまったこと。

　わが「明智軍」の将兵たちに、これ以上の過あやまちを犯おかさせてはならない。

「利三。細川どののご厚こう意いは有り難がたいものなれど。十兵衛はこれより、二条御新造へ！　付いてきてくれますね？　わが命の使い所は、この茶屋邸ていにあらず。そして明智光秀の介錯は、利三。そなたにしか頼たのめません」

　斎藤利三は、光秀が自らすべての罪を背負って、朝敵とされた織田家を救う覚悟を決めたと知った。止めたかった。姫ひめに、生き延びてもらいたかった。しかし、光秀の凜りんとした表情を前に、否いなとは言えない。「ははっ！　姫、承りました！　この利三も、ともに参ります！」と頷うなずいていた──。




　　　　※




「これは、どういうことだ」

「戦場に……姫が……お二人!?」

　二条御新造を包囲していた官軍──惟任軍の将兵たちは、二人の明智光秀を交こう互ごに凝ぎよう視しする。が、いずれも明智光秀本人にしか見えない。しかし光秀に双ふた子ごなどいるはずもない。

　どちらの「姫」の命令に服すればよいのか。今、彼らは唐とう突とつに光秀から「敵は本能寺にあり」と命じられた時以上に混乱していた。

　が、たしかなことがひとつある。明智光秀の片かた腕うでとも言うべき忠臣・斎藤利三が侍はべっている光秀こそが、ほんものに違いない、ということだ。そもそもこれほどの大事に、副将の斎藤利三が姿を消していたことが、おかしいのだ。利三が不在だったために、公家衆が押しつけてきた得体の知れない浪人たち──「目付」に指揮権を奪うばわれてしまったのだ。

　ならば、今戦場に現れた姫こそが、ほんもの!?

「……細川どの。ご厚意を無む下げにいたしました。申し訳ございません。ですが、これ以上の混乱も悲劇も、十兵衛の命ひとつで止められること！　今川義元どの。旧主・足利義輝さま。そして南蛮寺におられると噂の、相良先輩……！　者ども！　この明智十兵衛光秀の顔を見間違えるでない！　十兵衛に、下げ克こく上じようの野望も天下への野心もあるはずがない！　ただちに二条御新造への攻撃を止やめよ、包囲を解け！　これより、南蛮寺を巡って隆景どのたちと戦っている官軍別働隊を止める！」

　偽にせ光秀──藤林長門は、「変」のすべてを操っていた黒幕・細川幽斎が御所から追われたと知っている。その幽斎は、姿を現さない。あくまでも幽斎の「駒こま」として動いていた彼女はどう行動すればよいのかわからず、身動きが取れないでいた。

「ほんもの」の出現は、光秀をなんとしても生き延びさせたいと望んでいたらしい細川幽斎の計画にはなかったが、雇やとい主を失った藤林長門にとっては「渡りに船」と言っていい。指揮権をほんものの光秀に返上し、野に帰る時が来たのだ。

「……ふふ。ほんものの明智光秀が現れるとは……想像していなかったぞ。これでそなたは、『本能寺の変』の首しゆ謀ぼう者しや。日ノ本史上に残る下克上をしでかした謀む叛ほん人。それでよいというのならば、私は退場しよう。言うまでもなく、私は忍しのびだ。脱出するのはお手の物だ。それに、そなたの代わりにこの首をくれてやる義理はない。そんな仕事は請けていないのでな」

「構いません。この十兵衛が、すべての責任を負います！　かかる事態となったのも、持ち場を離れ、愛宕あたご山やまへと逃げた十兵衛の罪です！　それでも恥はじを忍んで参りました。わが命の使い所は、ここです……！」

　それでは、俺たちは偽者に謀たばかられて本能寺を……姫ご自身の命令ではなかったのか？　そんな……!?　と官軍、いや、明智軍の将兵たちがいっせいに悲鳴に近い声をあげていた。

「駄だ目めだ！　みな、騙だまされるな！　この者は偽者！　そして、すでにお前たちは明智軍にあらず！　われらはすでに、御所に忠誠を尽くす官軍であるぞ！」

「この勅書を見よ！　よいか。織田信奈は異国の艦かん隊たいを大おお坂さか湾わんへ入れ、御所で馬揃ぞろえなる脅きよう迫はくを行い、姫巫女位の簒さん奪だつを図はかった！　故ゆえに姫巫女さまは織田信奈を朝敵と認定し、織田家追討、即時攘夷をわれらに命じられたのだ！」

「たとえ貴様がほんものだとしても、『詔勅』に逆らえば朝敵であるぞ！」

　九条派公く家げ衆に雇われた目付の武士たちが、「詔勅」を掲かかげて抗こう議ぎする。

　彼らが「官軍」であることを示す「錦にしきの御み旗はた」も掲げられている。

　しかし、明智光秀は、馬上で「戯ざれ言ごとですう」と笑い飛ばした。

「十兵衛はすでに、日ノ本史上にその名を遺のこす忌いまわしき謀叛人！　この明智十兵衛光秀なる者は、もはや下克上の代名詞！　未来永えい劫ごう、この汚お名めいは雪そそげぬ！　ならば、御所より朝敵とされ追討されようとも、明智家が族ぞく滅めつされようとも！　なにほどのことがあろうか！　御所も！　織田家も！　ことごとくわが敵となろうとも、四し面めん楚そ歌かとなろうとも、わが心中の志は滅ほろびぬ！　母上にも、十兵衛のこの決断、必ずやお許しいただける！」

　光秀は、「ききき貴様……？」「詔勅を恐おそれぬとは……？」「松永弾正以上の悪党……！」と震ふるえあがる目付の手から詔勅を奪い取り、そして、将兵たちが見守る中、その詔勅を破り捨てたのである。

　もはや、自前の兵力を持ち合わせていない目付たちに、軍は制せい御ぎよできなかった。これ以上この場に留とどまっていれば、「よくも騙したな……！」と激げき怒どしている明智軍の兵士たちになぶり殺しにされてしまう。彼らは、ほうほうのていで御所方面へと逃げだしていた。

「斎藤利三！　錦の御旗を焼き払はらえ！　二条御新造の包囲を解け！　そして──わが影かげ武む者しや、大義であった！　そなたの役目は終わった、いずこなりとも去るがいい！」

　藤林長門は「なるほど。これが武士か。見事だ、明智光秀──承知」と呟つぶやくと、瞬時に馬上からその姿を消していた。

「案ずるな、者ども。この十兵衛一人の腹ですべてを収める。だが、切腹する前にやらねばならないことがある。まずは、惟任追討軍と戦っている別働隊を止める！　しかる後に、われらは姫巫女さまに楯たて突つく謀叛軍として御所へと進軍し、強ごう訴そする！　織田家を朝敵としたことを取り消させる！　明智家は本日をもって、終わる……！　そなたたちは、すべてが終わったらいずこなりとも去るがよい。これまでの忠誠、誠まことに感謝に堪たえない……」

　いやっ姫の責任ではありません、偽にせ者ものに騙されたわれら家臣一同こそが切腹いたします、姫の命だけは……と「明智軍」に戻もどった兵士たちが口々に訴うつたえるが、光秀は「いえいえ。無理です。『本能寺の変』と『朝敵』の二重下克上はさすがに許されないですよ」と苦笑するしかなかった。「正史」よりも酷ひどいことになったです、申し訳ないです細川どの、と。

　二条御新造の本丸から、柴田勝家が顔を出して手を振ふってくる。すでに、戦せん闘とうは停止されていた。光秀の大声が届いていたのだろう。号ごう泣きゆうしている。

「うわああああん！　光秀、お前って奴やつは……！　お前は、日ノ本一の忠義者だーっ！　あたしは最初から信じてたぞーっ！　お前が姫さまに謀叛するはずがないってなーっ！」

　絶対に噓うそですう、と光秀はまた苦笑した。

　変の勃ぼつ発ぱつを知った時の勝家は、もういったいなにがなんだかわからない、とおろおろしていたに違ちがいないのだ。

「しかしながら、姫。別働隊は姫に応じますまい。藤堂高虎が御おん曹ぞう司し・津田信澄さまの仇あだ討うちを果たすべく御所に雇われ、別働隊を完全に掌しよう握あくしております！　こちらは天下の孤軍となった二重賊ぞく軍ぐん。あちらはふたつの大義名分を得た官軍。士気に、圧あつ倒とう的な差が……」

「……そう、でしたか……その上、藤堂どのが率いている将兵は紛まぎれもなく明智軍。同じ明智軍同士で戦わねばならぬとは。一方的に不利ですね利三……この戦いに敗れれば……先輩と信奈さまの『運命』は」




　だが、藤堂高虎率いる官軍別働隊──この時点では「唯ゆい一いつの官軍」になっているが──が、光秀が詔勅を破り捨て自ら「朝敵」となることで取り戻した明智軍本隊と激突することはなかった。

　なぜならば──。

「やあやあ。待たせたね、長秀。高虎の奴、ほんとうに忠義者だなあ。高虎は京に残っていたからね。もしかしたらこんなことになっているんじゃないかと思ったんだ。母上たちをお市いちに託たくして、ぼくだけ京に戻ってきてよかったよ～」

「信澄どのっ？　なにをしておられるのですっ!?」

「んにゃっ!?」

「ふ、ふわあ～。勝手に伊賀へと逃げだしてすみませんすみません！」

「京はすでに戦場、織田家は朝敵！　御曹司が舞まい戻られるなんて、三点です！」

　わずかな手勢だけを引き連れて、堺へ向かっていたはずの津田信澄が小早川隆景・丹羽長秀たちのもとに唐突に現れたからであった。

「いやいや、だから。ぼくが死んだという噂を聞き付けた高虎が、御ご所しよ方に雇われてきみたちと戦うんじゃないかと心配になってね。高虎は城普ぶ請しん名人、町造り名人だ。市街戦となれば野戦よりもさらに強い──それに、サルくんが実は存命で、姉上を救出するために南蛮寺に籠こもってなにやら戦っているらしいと伝え聞いてね。水みず臭くさいじゃないか、みんな。ははは」

　ヨーロッパ使節団を束ねるべき織田家の嫡ちやく男なんがなにをしているのです、エリザベス女王や土つち田だ御ご前ぜんさまたちはだいじょうぶなのですか、と長秀はもう青あお息いき吐と息いきだった。

　が、信澄は、

「お市にすべてを託したよ。お市はかつて浅あざ井い長なが政まさと名乗って戦国を駆かけてきた猛もう将しよう。姉上に勝まさるとも劣おとらぬ稀き代たいの名将だ。さらには蒲生がもう氏うじ郷さとも相良妹軍団もいる。だいじょうぶさ。博ばく打ちだが、信じようよ」

　と、すでに腹をくくっている。

　信澄は妻のお市と話し合って、一世一代の大博打に出たのだ。京と堺とで、同時に両方の実を拾い上げよう、そのための「夫ふう婦ふ」じゃないか、と決断したのだ。

「……驚おどろいたな……だが……良晴と織田信奈は、これで救われるかもしれない……今、藤堂高虎と和わ睦ぼくできる人間は、地上にただ一人だ」

「そうとも、小早川隆景くん。高虎は次々と主君を替かえる不忠者と言われているが、ほんとうは逆だよ。『主君が生きている間は、決して裏切らない』。それが高虎が抱いだく裏の座右の銘めいさ。ぼくに任せたまえ！　ぼかぁ、姉上とサルくんによって命を救われた男だ。さらに、山崎ではきみたちにも救われた。二度も死すべき定めだったはずのぼくが、この『本能寺の変』発生後にまだ生きている！　浅井長政として死ぬ定めだったお市もね。ぼくたち夫婦は実に三度も、『運命』をひっくり返してもらえたわけさ。そんなぼくたちだからこそ、きっと姉上の『運命』を覆くつがえす最後の『駒』になれる、と確信したのさ。だいじょうぶ。みんなでサルくんさえ護まもり抜ぬけば、彼が必ず姉上の『運命』を変えてくれるよ！　は、は、は」




　かくして──津田信澄はただ一騎き、高虎本ほん陣じんへと向かった。

　信澄を出で迎むかえた藤堂高虎が、「あら、生きていたのね、御曹司。『主君が生きている間は、決して裏切らない』。勅ちよく命めいよりも、わが『主君』の命令にこそ従うわ」と告げて、ただちに全軍に「武装解除、戦闘終結」を命じたのは言うまでもない。

　九条派公家衆があの細川幽斎を追い落としてまで奇き術じゆつ的な手段で誕生させた「官軍」は、この瞬しゆん間かんに京から「消滅」したのである。

　ただ、信澄の顔を見た高虎は、意外そうでもなければ、慌あわててもいなかった。

　信澄を案じて、少し遅おくれて本陣へとやってきた丹羽長秀は、高虎に尋たずねた。

「さすがですね。二条御新造では、さきほどまことの明智光秀どのが現れて指揮権を奪だつ回かいしました。そして別働隊はあなたのおかげで──これで『官軍』の全兵力を奪回できました。もしも、別働隊の主将が反織田方浪ろう人にんの目付でしたら、南蛮寺は炎えん上じようしておりました。あなたはかかる事態も織り込み済みで、敢あえて御所方に付いていたのですね。満点です」

「いえ。御曹司が生きておられる未来と、御曹司が死んでいる未来。ふたつの可能性がありました。自分は、どちらの未来が実現しようとも、己おのれの主君に対して不義不忠にならぬ道を進んだまでです。御曹司が現れねば、『御曹司の死』という情報を『真』と判断し、わが主君は御所のまま変わりませんでした。その場合、戦闘を継けい続ぞくし、南蛮寺は攻せめ落とすつもりでした」

「ですが。内心では信澄どのが必ず現れると、わかっておられたのですね。故に、あなたは官軍の兵力を半分奪うばい、しかも戦闘中に下京を焼き討ちしませんでした。さすがは信澄どのの副将です」

「……さあ、どうだか。京の町中でさんざんに大おお筒づつを撃うったあげく、無断で御所を裏切って交戦相手と和睦した藤堂家は、下京の戦いくさの途と中ちゆうで卑ひ劣れつにも寝ね返がえったと後世まで言われるでしょう。ふふっ」

　丹羽長秀は、しかし、明智光秀との再会を果たせなかった。二条御新造前に留まっていた光秀は、全軍を束ねるや否いなや、即そく座ざに上京へと向かってしまったのである。

　あの方は自ら死を賭としてこたびの騒そう動どうの罪を一身に背負い、織田家に与あたえられた朝敵の汚名を雪ぐつもりなのだ。日ノ本を救うために。御所を包囲し、公家衆に強訴して織田家の名めい誉よを回復させた後、自ら「朝敵」として、日ノ本史上類例のない奸かん臣しんとして切腹する覚かく悟ごなのだ。

　そう理解した長秀は、どうか光秀どのの「運命」に救いを、と祈いのるしかなかった。




【上京】




　下京での「異変」は、目付たちの報告によってたちまち上京の御所へと伝わっていた。

　忽こつ然ぜんと姿を現した明智光秀と斎藤利三が、二条御新造を包囲していた「官軍」本隊を掌握し、畏おそれ多くも「詔しよう勅ちよく」を破り捨て、目付たちを放ほう逐ちくして二条御新造側と停戦。征せい夷い大たい将しよう軍ぐん・今川義元及および、こたびの謀ぼう略りやくの主犯者にするはずだった近衛前久の首は奪えず。

　さらに、相良良晴が潜せん伏ぷくしていると噂うわさされていた南蛮寺を目指し南下していた別働隊も、藤堂高虎の前に本来の主君・津田信澄が生きて顔を出したことで、惟任追討軍と停戦し、武装解除。官軍別働隊は、本来の主君である明智光秀のもとに全軍返へん還かんされた。

　藤堂高虎は「わが主君が討たれたと聞いて官軍に付いたが、なんとこれは誤報。当方の勘かん違ちがいであった。主あるじに槍やりは向けられぬ」とぬけぬけと言い張って、丹羽長秀らと合流。

　しかも「官軍」を奪い返した明智光秀は、丹羽長秀、今川義元たち織田方諸将とは合流せず、「本能寺の変の首謀者は、この明智十兵衛光秀一人ですう。織田家や諸大名、ヨーロッパ使節団は関わり合いのないこと。どうせ下げ克こく上じようついでですう、本能寺の次は御所を焼き払い、十兵衛も潔いさぎよく切腹するですう。織田方や地方大名どもすべてを敵に回した今、生きてたって勝ち目ないですぅ」と京中に触ふれ回り、いよいよ御所へ向けて「死の進軍」を開始したという。

　官軍・明智光秀軍が、突とつ如じよとして賊軍となったのである。

　急いで京へ舞い戻ってきた織田方の諸将は、兵力がまったく足りておらず、南蛮寺と二条御新造への不ふ介かい入にゆうを条件に明智光秀と停戦するので精せい一いつ杯ぱい。この明智軍の自暴自じ棄きとも言える動きを静観せざるを得ないという。

　この一大事に、上京の御所付近は突如として湧わき上がってきた深い霧きりに包まれ、隣となりの人間の顔もはっきりと見えない異常事態に陥おちいっていた。

「えらいこっちゃ！　細川幽斎め、明智光秀をのうのうと生かしておったとは……しかも、脱だつ走そうさせるとは……麻ま呂ろたちへの意い趣しゆ返しか？　そやけど、なんぼなんでも無茶苦茶やがな！　麻呂の謀略も、あんなうつけ者には通用せん……！　明智光秀ほどの教養ある姫ひめ武将が、織田信奈を始末されてやけを起こしたんか!?」

「菊きく亭ていはん！　われらの手て許もとにはもう、兵が残っとらん！　御所を砲ほう撃げきされれば、ひとたまりもない。姫巫女さまをお連れして、叡山へ逃にげるしかない！」

「そや。叡山や。こないな時は、『玉』を担かついで叡山に逃げるのが定石や、二条はん！　そやけど……光秀は叡山をも焼き討ちしてこんやろか？　あれは以前、織田信奈のもとで嬉き々きとして叡山焼き討ちをやろうとしとったおなごやで？　もともと腹黒いやっちゃ！」

「しかし、菊亭はん。さすがに『玉』──姫巫女さまごと焼き払うはずはあらへん！」

　九条派筆頭の二条昭あき実ざね、細川幽斎追い落としと「官軍」奪取からはじまる一連の謀略劇の筋道を描えがいた菊亭晴はる季すえ、さらには九条兼かね孝たか、鷹たかつ司かさ信のぶ房ふさ、一いちじ条よう内うち基もとたち九条派公く家げ衆は、ここに進退窮きわまった。

　今の明智光秀は、自らが知らぬうちに史上最大の謀む叛ほん劇「本能寺の変」の首謀者に仕立て上げられた結果、ほんとうに乱心したとしか思えなかった。

　もはや、叡山に姫巫女を連れて逃げ込む以外、彼らが生き延びるすべはない。

　姫巫女のもとへと、二条たちが駆け込む。

　それに、姫巫女が詔勅を出して明智軍の将兵たちに直接「朕ちんを護れ」と訴うつたえれば、賊軍転じて再び官軍となるかもしれないという一いち縷るの望みもあった。

「姫巫女さま。起きてくださいませ。どうか、われらと叡山へ！」

「ただちに明智光秀を朝敵として討て、明智軍の将兵すべての罪は問わぬ、みな官軍へ戻もどれ、と詔勅を！」

　ところが──。




「ならぬ！　朕は叡山へは行かぬ。官軍も持たぬ。やまと御所は──姫巫女は日ノ本の神権のみを頂くもの。国家の軍権は、朕にはない！」




　公家衆の懇こん願がんを、御み簾すの向こうにいた姫巫女はきっぱりと拒きよ絶ぜつした。

　おかしい。昨夜の細川幽斎の薬を飲んだはず。まだ眠ねむっているのではなかったのか？

　菊亭晴季が、「あっ」と叫さけんだ。

「違う。姫巫女さまと、話し方が違う。こやつは武家や。偽にせ者ものや！」

　偽者ならば構わへん、と公家衆が慌てて御簾をあげる。

　が、そこにいた者は、やはり姫巫女本人であった。昨夜見た姫巫女と、寸分違たがわない。

「変へん化げ」の術でも使って藤林長門が姫巫女と入れ替わったのだとしか思えない。

　しかし、藤林長門はすでに昨夜明智光秀に「変化」している。連続して「変化」の術を用いられるものだろうか!?　だいいち身体からだが縮みすぎている、いくら「変化」の術とはいえ、これほど身長を変えられるはずがない……！

　菊亭晴季が（こやつは誰だれなんや。そういえば織田家に、姫巫女さまによう似た者がおったような……）と惑まどった、その一瞬の隙すきに。

「姫巫女」が、掌てのひらを菊亭の額に当てていた。

「菊亭晴季よ。朕に答えよ。そなたは朕に仕える者でありながら何度も偽ぎ勅ちよくを作り、惟任軍を奪い取って『官軍』として操ろうとしたのであろう。織田家から──武家から天下を奪うために」

「はい。そうです。麻呂はうきうきと大喜びで偽勅を作りましたんや！　あと、惟任軍を官軍にするための手品の種、錦にしきの御み旗はたも……ギャーッ!?　なんでや、なんで麻呂はこないなことを喋しやべってしもうとるんやーっ!?」

　これは紛まぎれもなく姫巫女さまのお力！　と公家衆はみな姫巫女に偽勅の件を悟さとられたことに恐きよう怖ふし、目め眩まいを起こして倒たおれていく。

「い、いや、みんな待つんや！　この娘むすめ、断じて姫巫女さまやない！　今の奇き妙みような技も、忍しのびの術や！　騙だまされてはあかん！　八や瀬せ童子ども！　この偽者を捕とらえて、ほんものの姫巫女さまの居場所を吐はかせえ！　はよう始末せえーっ！」

　姫巫女に代々仕える八瀬童子たちが、庭園に続々と集まってくる。昨夜、本能寺と妙みよう覚かく寺じを襲しゆう撃げきした者たちである。

　彼らには、奇妙な「力」がある。姫巫女の「血」と霊れい力りよくに反応するのだ。決して、偽者とほんものを間違えることはない。

　しかし。

「なにを言うてはる、菊亭はん」

「このお方は、ほんものの姫巫女さまですわ」

「天あま照てらす大おお神みかみさまの如ごとく後光が射さしておられます。わしら八瀬童子には、わかる」

「むざむざ偽者を御ご所しよに入れるようなわれらではない」

「偽者は、あんたらや。偽勅を出したところまでは我が慢まんできても」

「畏れ多くも姫巫女さまを捕らえて始末せよとは、言語道断」

「あんたらは今、わしら八瀬童子を敵に回しよった」

　八瀬童子たちは、いっせいに「姫巫女」の前にひれ伏ふしていた。

　そんな阿あ呆ほな！　と菊亭晴季はもう生きた心ここ地ちがしない。

　裏口に回ってわいらだけでも叡山へ！　と二条昭実たちがほうほうのていで御所脱だつ出しゆつを図はかる、が──。

「おーっと、ざーんねーん！　御所の各門には、八瀬童子たちの了りよう承しようを得て真さな田だ十勇士が張り付いてるんだもんねー！　才さい蔵ぞうが霧きりを出してる隙にねー！　猿さる飛とび佐さ助すけ、ここに参上だよー！」

「霧きり隠がくれ才蔵、参上。やれやれ。甲賀で『のぶなちゃん、のぶなちゃん』とぴーぴー泣いていた娘が、御所に入ったとたんにまるで別人に化けた。駄だ目め元もとで連れてきてみたのだが……驚おどろいたな」

　二条昭実は、腰こしを抜ぬかしてへたり込んでしまった。

　なんだ、この霧の中にはためく軍旗は──六文銭？　三さん途ずの川の渡わたり賃っ!?

「フッ……『伊賀攻め』は天下の大騒動が起こる前兆に違いないと読んで、十勇士を伊賀甲賀に集結させておいたこの真田昌まさ幸ゆきの大おお博ばく打ちが、これほどまでに当たるとは！　なるほどな！　『玉』は、二枚あった！　公家どもよ、これなる姫巫女さまに控ひかえーい！　もはや逃のがれることはできんぞ、はーははははは！　『三国志』序じよ盤ばんで、洛らく陽よう大おお騒さわぎのどさくさに献けん帝ていを拾った董とう卓たくの気分！」

「えー？　信玄さまのご命令だった気がするけど、まあいいかー！　やったぞー、姉者！　気分はきみなみき正まさ成しげ！　これで真田は！　名実ともに日ノ本一の！　へい、だ！」

「『くすのき』に『つわもの』な、幸ゆき村むら。うっ、寿じゆ命みようが」

　武田家に仕える、真田三姉し妹まい。真田昌幸。真田幸村。真田信のぶ幸ゆき。

　そして、猿飛佐助、霧隠才蔵ら、真田十勇士。

　十字軍戦終結後、本国へ帰き還かんした武田信玄から「こたび織田信奈に無断で行われた伊賀攻ぜめ、どうもきな臭くさい。そもそもあの筒つつ井い順じゆん慶けいがあんなに張り切って槍働きするなど不自然だ。細川藤ふじ孝たかあたりの陰いん謀ぼうの匂においがする。昌幸、十勇士を連れて伊賀と甲賀へ向かい、本国を失った伊賀忍びたちの動向を探さぐってこい」と命じられた真田昌幸は、信玄さまも相変わらず用心深いことよと思いつつも、なにか凄すさまじい「手て柄がら」の予兆を感じて「大博打だー！」と真田の総力を結集。伊賀と甲賀に潜せん入にゆうして大がかりな網あみを張っていたところに、関かん東とう行きの途中で伊い勢せへ立ち寄るべく甲賀を通過していた滝たき川がわ一かず益ますが現れたのだった。

　信奈の死の衝しよう撃げきでまるで無力になってしまった滝川一益を「抜ぬけ忍にん狩がり」から救った者たちこそが、真田三姉妹と真田十勇士だったのだ。

　九死に一生を得た滝川一益は、「かたじけない。姫を、どうか京へ。わが実姉の危機じゃ。御所へ忍び込む手助けを頼たのむ」と真田昌幸に頼み込み、そしてこの「御所潜入」が実行された。この時点で一益は、姫巫女が三種の神じん器ぎを持って南蛮寺へ駆かけ込んでいることも摑つかんでいた。八瀬童子たちと真田十勇士の働きであった。なにが起きているのかをおおむね把は握あくした一益は、自ら「姫巫女」の影かげ武む者しやを務めることで、九条派公家衆の陰謀をすべてひっくり返そうと決意し、待機していたのである──少なくともこれで、自ら滅ほろびに向かおうとしている一人の姫武将を救える。

「惟任日向に、明智光秀に使者を送る。これまでの詔勅はすべて偽勅であった。故ゆえに『本能寺の変』の罪を赦ゆるす。京が混乱の極きわみにある今、切腹はならぬ。引き続き朕と京の都を守護せよ。そして──そして、『織田信奈は必ず戻ってくる』。そう伝えよ。菊亭、吉よし田だ兼かね見みとともにそちが行くのじゃ」

　そんなあああ！　首を落とされてしまうがなあああ！　と菊亭晴季は泣きわめいたが、「姫巫女」に扮ふんした一益は、

「行かぬなら、ここでそちの首が落ちる。そこの真田幸村は、関ヶ原の折には信しん州しゆう上うえ田だで伊達政まさ宗むねの大軍を敗走させ、さらには黄おう金ごん十じゆう字じ軍ぐんの大軍を前に『真田丸』から打って出て南蛮兵相手に勝ちに勝ちまくった日ノ本一のつわもの。その名は今やイスパニアにまで鳴り響ひびいておる。その上、公家衆の身分の尊さなんぞ、はなっからわからぬ戦いくさ馬ば鹿かじゃ。偽勅作りの大罪を免まぬがれたいのならば、行くしかないぞ、菊亭」

　と、厳しい口調で菊亭晴季を𠮟しかりつけたのだった。

　もしものぶなちゃんやよっしーが生還せぬのならば、決して許さぬ、という激しい怒いかり。凄まじい眼光。

　菊亭は、（ああ。武士や。間違いない。この者は、天照大神さまのお血筋をひきながらも、幾いくたびも戦場の死線を潜くぐってきたほんものの武士や……！　そや、思いだした。こやつ、いや、このお方は、織田家随ずい一いちの茶器好き武将、滝川左さ近こんや！　姫巫女さまの双ふた子ごの妹君!?　しもうた。織田信奈はすでに、人知れず公武合体を成し遂とげておったのか！　あの者、その気になれば姫巫女さまとその妹をいつでもすり替かえられた。が、やらなかった。簒さん奪だつの野心などなかったのや！　細川幽斎に乗せられたとはいえ、麻呂たちは早まった！）と震ふるえながら、「承うけたまわりました……！　ただし偽勅の件はどうかご内密に！　姫巫女さまの権けん威いが失しつ墜ついしてしまいまする……！」と平へい伏ふく懇こん願がんするしかなかった。

　これまでの詔しよう勅ちよくはすべて無効とするが、ただし「織田信奈の暗殺と王政復古」を命じた昨日の密勅についてははじめから存在しなかったこととし、今朝方に吉田兼見が届けた「織田家を朝敵とし、即そく時じ攘じよう夷いを命じる」詔勅は「御所の混乱による手て違ちがい」で作成途と中ちゆうの草そう稿こうが流出したもので、あくまでも偽勅ではなかったとする。この条件を光秀が受ければ、惟任軍は「官軍」にはなっていなかったということになり、織田家に対する「朝敵」の汚お名めいも永久に取り消される。

　いかにも公家らしい玉虫色の折せつ衷ちゆう案ではあったが、明智光秀を救うために、一益はただちに使者を送らねばならない。しかも、織田家が朝敵の汚名を免れるということは、「官軍」と交戦した小早川隆景、丹羽長秀、柴田勝家、今川義元らも全員「無罪」が確定し、ことごとく助命できるということである。

　問題は、「信奈暗殺の密勅」の存在を闇やみに葬ほうむれば、「では明智光秀はなぜ本能寺を襲撃したのか」という矛む盾じゆんが発生してしまうことだが、これについては後々どうにかして辻つじ褄つまを合わせればよい。

　これがぎりぎりの落としどころだった。

　御所へ向けて進軍中だった明智光秀に急きゆう遽きよ「恩おん赦しや」が与あたえられたのは、このあとまもなくのことであった。

　同時に明智光秀は、「姫巫女」に成り代わった滝川一益より切腹を禁じられ、すべての偽勅が無効となったために細川幽斎も御所追放処分を解かれ、京での騒そう乱らんは一日のうちに終結することとなった。南蛮寺は、残ったのだ。




　あとは、相良良晴が「本能寺当日」に舞まい戻って信奈と小こ姓しようたちを救うだけとなった。

　だが──。




【下京・南蛮寺】




「砲ほう撃げきの音が止まった!?　むふー！　もしかして、惟任追討軍が押おし返したのか!?」

「官兵衛さん。かろうじて南蛮寺は護まもられました！　さあ、良晴さんの姿を捉とらえなければ……！」

「そうだ。われらが姫は、伊賀忍びたちを味方につけて伊賀より大返しを強行。津田信澄もまた京へ舞い戻り、己おのれの主君が生きていることを藤堂高虎に知らしめて戦せん闘とう停止を命じた」

「えっ？　は、半蔵さん!?」

　今や崩ほう壊かい寸前となっていた礼拝堂に、服部半蔵が音もなく姿を現していた。

「二条御新造では、柴田勝家と山中鹿之助が加勢に入って時間を稼かせいでいる間に、ほんものの明智光秀が姿を現して、明智軍を御所の手から奪だつ回かい。御所では滝川一益が姫巫女さまに成り代わって、これまでの勅書はすべて無効とする、ただちに織田家と明智光秀の名めい誉よを回復する、と公く家げ衆に通達。滝川一益は、甲賀で真田の手の者に救われて、京への大返しを決断したらしい──『本能寺の変』の発生原因が謎なぞになってしまった上、膨ぼう大だいな終戦処理を残しているとはいえ、すでに京での大戦は終わった。あとは相良良晴が織田信奈を連れて南蛮寺に戻もどってくる瞬しゆん間かんを待つばかりだ」

　半蔵自身が、伊賀で忍びたちを説得して家康に仕えさせた「大功労者」なのだが、そのようなことはおくびにも出さない。

「藤堂高虎は、津田信澄が生きている可能性に賭かけて、下京を砲撃こそすれど焼き討うちはしなかった。おかげで、本能寺跡あとと南蛮寺に炎ほのおが回らなかった。このこと、われらにとってまさに僥ぎよう倖こう、ついに『運命』は覆くつがえろうとしている、と本多正信は手を打って喜んでいたぞ。俺や本多忠勝には、あいつの考えていることはさっぱりわからんがな──」

　その半蔵の言葉を聞いた細川幽斎が、「そうですか。では、本多正信は──わたくしの想定以上のことを、してくれたのかもしれません。さすがは徳川家康の知ち恵え袋ぶくろですね」と微び笑しようを浮うかべていた。

「本来ならば細川幽斎。うぬの首をここでいただくところだが、うぬはあらかじめ茶屋四郎次郎を抱だき込んで、われらの姫がいち早く『伊賀越ごえ』に移れるよう誘ゆう導どうした。すべては織田信奈の『運命』を変えるための苦肉の策だったのではないか、と本多正信は推察していた。まことか？」

「いえ。半分は当たりですが、半分は買いかぶりすぎです。わたくしは、徳川家康一行は伊賀から『正史』通りに三河へ逃にげ帰ると予測しておりました。まさか、伊賀忍びたちを説き伏せて雇やとい入れ、京へ舞い戻ってくるとは──ただ、『古こ今きん伝でん授じゆ』に予言された『正史』と異なり、北陸へ向かう柴田勝家、堺へ向かう丹羽長秀や津田信澄、伊賀へ逃げる徳川家康、関東へ向かう滝川一益、これら織田譜ふ代だいの面々は、まだ京から遠く離はなれてはいませんでした。故に、彼女たちのうちの誰だれかが『正史』とは異なる道を──即座に京へ帰還する道を選ぶ可能性は、ありえたのですが。しかし……これほどの人々が、混乱と絶望に追い詰つめられながら、死地と化した京へ戻ってくるとは。そして、十兵衛が生き残る道を捨てて、自らの腹ひとつですべてを収めようと歴史の表おもて舞ぶ台たいに舞い戻ってこようとは。今起きている事態は、なにもかも、わたくしの理ことわりを超こえております」

　滝川一益が「双子の利」を活いかして姫巫女に成り代わってかろうじて明智光秀を助命できたとはいえ、御所の権威を揺ゆるがす偽ぎ勅ちよく問題を公おおやけにできぬ以上、明智光秀は「動機も不ふ明めい瞭りようなままに主君が宿しゆく泊はくしていた本能寺を焼き払はらい、さらには勅書を破り捨てて御所へと進軍した稀き代たいの謀む叛ほん人」として歴史に名を遺のこすことになる。戦国史上まれに見る暴ぼう虐ぎやくの徒であり、その悪名は松永弾正の比ではない。まさしく、「第六天魔ま王おう殺し」である。

「応おう仁にんの乱」以来の大戦火をかろうじて免れて安あん堵どした京の人々も、「まったくわけがわからん」「働き過ぎで、乱心なされたんやろうか」「相良はんを織田信奈に取られて、嫉しつ妬とに狂くるったらしいで」「御ご所しよも大おお慌あわてで書きかけの勅許を渡して足止めしはったそうや」「おかげで今川将軍はかろうじて救われたけれどなあ……本能寺の信奈さまたちは……」と光秀の突とつ然ぜんの謀叛に戸と惑まどい、盛さかんに「なぜ明智光秀が本能寺の変を起こしたか」を噂うわさし合っている。

　光秀は、公家衆との取り引きに応じ、切腹を断念。公家衆が偽勅を連発して織田信奈殺害と王政復古・即時攘夷のクーデターを謀はかったという事実を闇に葬り、自らの意志で本能寺を燃やした、と宣言したのだ。織田家と公家衆との決定的な関係破は綻たんを回かい避ひし、姫巫女と御所の権威を守り、日ノ本を瓦が解かいから護るために、すべての汚名を被かぶったのだ。真相を、永遠に闇の中に封ふうじ込めるために。

　細川幽斎は、「十兵衛に詫わびる言葉もありませんね。彼女が茶屋邸ていで自じ刃じんすれば、わたくしもすぐに後を追うつもりでしたが……生きて、命ある限り彼女の名誉を回復するために立ち回るしかなさそうです」と目を閉じている。

　しかし──。

「ぐぬぬ。『火～サラマンドラ～』の『気』が完全に涸かれたにょだ！　ジョン・ディー、なんとかならぬのかっ？」

「おお、ケリーちゃんよ。最後の力を振ふり絞しぼりたまえ！　だ、駄だ目めだ～！　大半の茶器が割れてしまった上に、残された茶器にももう、一いつ滴てきの『気』も残っていない……！」

　ジョン・ディーと梵天丸は、なおもロストした相良良晴の姿を再び捉えられないでいる。酷こく使ししてきた「火～サラマンドラ～」が、ついに力ちから尽つきたのだ。石の中央部に入った亀き裂れつが広がっている。

「官兵衛さん！　良晴さんはすでに、南蛮寺から横よこ浜はま、横浜からゴアへ。二度連続して『天岩戸』を潜っています！　その存在は酷ひどく不安定に。良晴さんを救うべく自ら跳とんだ義陽さまは、横浜に。ゴアには良晴さんの知人はおりません。われらが良晴さんを『観測』しなければ、ゴアで消える危険性が……」

「もしもゴアで相良良晴がガスパールを見つけたとしたら、『一人増えれば、一人減る』法則が適用されて、相良良晴のほうが消えることになるぞ！　見つけられなければ、相良良晴がガスパールになり、『歴史』は無限循じゆん環かん確定だ！　捕ほ捉そくを急いでくれっ！」

　ゴアで良晴がただちに今いちど「天岩戸」を開いて、昨夜の本能寺へ跳べば、「一人増えれば、一人減る」という法則からは逃のがれられるはずだった。しかも、織田信奈たちに再会すれば、信奈たちに「観測」されれば、その瞬間に良晴の「存在」は安定する。昨夜の自分自身との遭そう遇ぐうさえ避さければ、問題はない。

　だが、すでに良晴がゴアでガスパールを発見しているとすれば、その瞬間から「消しよう滅めつ」へのカウントダウンははじまっている！　良晴はふたつの「召しよう喚かん石」を手に入れているが、果たして間に合うかどうか。

　そして。

「火～サラマンドラ～」が「光」を失い、完全に沈ちん黙もくしたと同時に。

「ガスパールさまっ!?　どうなされたのです。しっかりしてください！」

「誰か、誰かああっ！」

　ヤスケと宗麟が、悲鳴をあげていた。

　それまで黙もく然ぜんとして状じよう況きようを静観していたガスパールが、「……う、う……頭が……」と唸うなりながら、突とつ如じよとして崩くずれ落ちたのだ。

「ガスパールさま？　これは、いったい……？」

「ガスパールさまの身に、異変が起きています。ゴアでなにかあったんです！　ゴアの良晴さんを捕捉してください！」

　フロイスとオルガンティノのその叫さけびは、しかし、「火～サラマンドラ～」には届かなかった。官兵衛をもってしても、「もう『気』がない！　召喚石も！　万策は尽きたっ！　相良良晴がぎりぎり間に合って昨夜の本能寺へ跳んでくれることを祈いのるしかない……！」と天に祈るしかなかった。

　そして竹中半兵衛は、「ああ。わたしが、蘭らん奢じや待たいを持参していれば、あるいは……蘭奢待には高こう濃のう度どの『気』が凝ぎよう縮しゆくされていますのに。出立を急ぐあまり、わたしの所持品はすべて、堺へ向かうねねさんに預けっぱなしでした。手て抜ぬかりでした……！　義陽さま。良晴さん。申し訳ありません……！」と悔くいた。官兵衛が、そんな半兵衛の肩かたを抱き寄せて励はげます。

「いや、半兵衛の責任ではない。削けずり取った蘭奢待を数片用いたくらいでは、ぜんぜん足りない。そうだな。東とう大だい寺じに収納されていた蘭奢待がまるごと一個、ここにあれば別だが……まだだ。まだ希望はある！　相良良晴が保もってくれると信じよう！」




【十六世紀・ゴア】




「ガスパール」として蘇よみがえったザビエルと神父のもとから、良晴は急いで離り脱だつしていた。視力を回復しつつあったガスパールとここで出会ってしまえば、「歴史」に致ち命めい的てきな矛盾が発生してしまう。

　教会を飛び出した良晴は、「天岩戸」を開くために、ゴアの市街地から離れて、郊こう外がいの森の中へと移動した。人でごった返している往来で「天岩戸」を開くのは、あまりにも危険すぎた。大おお騒さわぎになる。妖よう術じゆつ使いとして、撃うたれるかもしれない。だから、人目につかない場所で──。

　しかし。

　森に入って「よし。最後の『天岩戸開き』だ！」と「地～ノーム～」を懐ふところから取りだした良晴は、突如として激しい脱だつ力りよく感に襲おそわれ、膝ひざをついていた。

　まさか、体力切れ？

　違ちがう！　本能寺に信奈を迎むかえに行こうとしている俺の気力体力がここで尽きるはずはない！

　そうだ！　「一人入れば、一人出る」んだ！　ガスパールの前身が亡なきザビエルだったことが「確定」した瞬間から、「ガスパール」と「相良良晴」が今このゴアに「並立」している！　つまり、この世界ではすでに「一人増えている」！

　ならば、「一人減る」……！　どちらかが消えなければならないとすれば、後からゴアに割り込んできた俺だ！

　だが、俺が南蛮寺のみんなに「観測」されている限りは、ただちに消滅することはないはず……消滅までは、猶ゆう予よがあるはず……そう思って、いたのだが……。

「……と、いうことは……南蛮寺の半兵衛たちは、俺の姿を見失っているのか？　戦火が南蛮寺に及およんだのか、それとも透とう視し石を稼か働どうさせるための『気』が尽きたのか？　俺を『観測』している人間は、もう、どこにもいないのか……？」

　立ち上がろうとした。何度も。だが、そのたびに良晴の身体からだは転ぶ。まるで、見えない壁かべに突つき当たるかのように。

　ああ。待て。待て。立ち上がってくれ、俺の脚あし……！　そうだ。あの神父に再会できれば、あるいは……しかし、一歩も歩けない。市街地へ戻ることもできない。しかも神父は、今いま頃ごろは復活したガスパールの世話で手て一いつ杯ぱいで、都合良くこの森に現れたりはしない！　ガスパールの五感が回復するまで、決して彼のもとから離れられない！

　もう、身体に力が入らない。良晴は、地に突っ伏ぷしていた。

　俺は、生まれ故郷から遠く離れ、帰るべき場所にも辿たどり着けず、志半ばで孤こ独どくのうちに消えるのか。

　故郷のナバラ王国を失い、ゴアへ、ジパングへ、そして明へと長い長い旅を続けながらその途と上じようで倒たおれたザビエルも、こんな無念の思いを抱いだきながら息絶えていったのか。

「……義陽姉さん……ご、ごめん……」

　ここまで来て。

　あと、一歩だというのに。

　このまま、消滅するのか。

　信奈を、救えないのか。

（私とここで別べつ離りしても、南蛮寺ではみんながお前を見守っている。ゴアに跳んでも、お前は一人ではない。頑がん張ばれ。『運命』に、負けるな）

　姉さん。

　俺は、姉さんを未来の横浜に置いてきた。それなのに、ここで消えられるものか。

　そうだ。俺は……俺は、最後まで絶対に、諦あきらめない……！

　信奈が、本能寺で、きっと最後の最後まで諦めなかったのと同じに……！

　俺は、一人じゃない……！

　みんなが、俺とともに、戦ってくれている！

　まだだ。まだ、石を摑つかめる。まだ、触ふれられる。指は、石をすり抜ぬけていない。

「勾まが玉たまよ。五右衛門の石よ。お前らももう、ボロボロだな。落としたら割れてしまいそうだ。俺も、そうだ。でも、あと一歩なんだ。もう少しなんだ。頼たのむ。頼む。頼む。最後の力を振り絞ってくれ。『天岩戸』を開いてくれ。俺を、本能寺へといざなってくれ──！」

　開いた。

　良晴の頭上に──「ヤコブの梯はし子ご」が、「天岩戸」が、開いていた。

　だが。

　限界を超こえた良晴の身体は、ぴくりとも動かない。

　重力に押おしつぶされたかのように倒れ伏したまま、「天岩戸」に一歩も近づけない。

　なぜだ。なぜなんだ。ガスパールが復活した瞬しゆん間かんに、「過去」を「確定」して「本能寺」という「現在」へと繫つなげたその時に、俺の役目は終わったというのか。ここで、「歴史」の円えん環かんは閉じるのか。相良良晴は、戦国日ノ本の歴史から消滅するのか。信奈は、本能寺から生せい還かんできないのか。歴史は結局、「正史」に限りなく近い結末へと収束していくのか。

　俺はいい。俺はもう、死んでもいい。消えてもいい。俺はもう、充じゆう分ぶんすぎるほどに生きた。生ききった。俺は、戦った。抗あらがった。愛された。そして、幸福だった。

　しかし。信奈を。信奈をこのまま置いていくことだけは、できない……！　本能寺から信奈を救いだすまでは、消えられない……！




「……動け……動け……動いてくれ、俺の身体……俺は……行くんだ……信奈のもとへ……！」




　絶望が、襲ってくる。虚きよ無むが、迫せまってくる。「すべては無む駄だだった。お前には、なにも成し遂とげられない」という言葉が、這はいつくばったまま指一本動かせなくなった良晴の脳のう裏りに木霊こだまする。

　もはや木で偶く人形と化した相良良晴の身体が──指先から、消滅を開始していた。




【下京・南蛮寺】




「……ガスパールさまっ!?　お目覚めですか？　どうなさったのですかっ？」

「案ずることはない。ヤスケ。今、私の『過去』が、『確定』した。一時的に脳に衝しよう撃げきが襲ったが、今や失われていた私の『記き憶おく』は蘇った──」

　すでに日が暮れはじめ、薄うす暗ぐらくなっていた礼拝堂の片かた隅すみで──ヤスケに抱き留められながら、ガスパールは再び意識を取り戻もどしていた。

「シメオンどの。どうか、タロットを引かせてほしい。私の『正体』が明らかになる時が来た。頼む」

「タロットを!?　きみの、願いは？」

「わが『正体』を知ること、そして諸君に知らしめることだよ。もう、時間がない」

　ガスパールは震ふるえる手で、黒くろ田だ官兵衛から差し出された山から一枚のタロットカードを引いた。彼が選び取ったカードは、「白紙」ではなかった。「過去」が「確定」したのだ。そのカードは、「魔ま術じゆつ師し」。タロットに精通した黒田官兵衛には、そのカードが示す意味がすぐにわかった。

「ガスパール！　きみは、記憶を取り戻したのだな！　相良良晴がかつて引いた『吊つるされた男』でもなければ、『恋こい人びと』でもない！　きみの過去は、正体は、『魔術師』！　すなわち、異い端たん者にして錬れん金きん術じゆつ師、そして東西文明の宗教、哲てつ学がく、科学に精通した大だい賢けん者じや……！　きみは、相良良晴から賢者の石を与あたえられて蘇ったフランシスコ・ザビエルその人だ！」

　フランシスコ・ザビエルさまが、ガスパール……!?　ザビエルさまの遺体が腐ふ敗はいせずに生きているかのようだ、奇き跡せきだ、聖者だという話は聞いていたけれど。それどころかいちど死に、蘇った……？　それでは、このお方は……とソテロが目を丸くする。

「……わわわわれらフレデリコ会は、あなたのような聖者を……異端として狩かろうと……申し訳ございません、ザビエルさま！」

「いや。たった今、相良良晴が『確定』させたのだ。しかしソテロよ。異端を狩ってはならない。異教徒を狩ってはならない。因果は巡めぐる。私は、プラトン立体でその未来を『見た』。ジパングのキリシタンが、サムライたちにことごとく狩り尽くされる未来を。汝なんじがジパングで殉じゆん教きようするさまを。東西文明が無残に断絶していくさまを。諸君が異教に不ふ寛かん容ようである限り、ジパングの人々もまたカトリックに不寛容となるだろう」

「……しょ、承知いたしました……！」

　フロイスとオルガンティノもまた、「ザビエルさま。かつてわたしはあなたをコンキスタドール派の尖せん兵ぺいと疑い、非礼を尽つくしてきました。これまでの数々のご無礼を……」「うあああああ。すみません、すみません！」とガスパールの前にひれ伏している。伝説の宣教者ザビエルなくして、二人のジパング行きはなかった。

「いや。私がザビエルだと確定したのは、たった今だ。相良良晴が、ゴアで私を『観測』してくれたのだ。それに、私が相良良晴をこの時代から排はい除じよしようとしてきたことは事実だ。記憶を失っていたとはいえ、私こそが、過あやまちを犯おかしていたのだ──フロイスよ。どうか『日本史』を書き上げるよう。オルガンティノよ。植民地侵しん略りやくの歴史は、変えられる。たとえ神が人間の世界に干かん渉しようせずとも、『観測者』がジパングのクィーンの『運命』を覆くつがえすことができれば」

　ガスパールは──おぼつかない足取りでジョン・ディーと梵天丸の間に割って入ると、「火～サラマンドラ～」の石に直接、自らの左右の掌てのひらを添そえていた。

「私がザビエルであった過去が『確定』したということは、今の私の体内にはザビエルが生前に服用し続けた大量のエリクシルが貯蔵されているということだ。そして、そのエリクシルから『気』を抽ちゆう出しゆつしてこの死せる肉体を動かし続けている賢者の石も、わが肉体に収められている。つまり私の肉体内には、優に蘭奢待一個分を超える『気』があるということになる。『火～サラマンドラ～』にそのすべてを注入すれば、相良良晴を捕ほ捉そくし、『観測』し、消しよう滅めつを食い止めることができる」

　そんなことをしたら死んでしまいます！　とヤスケがガスパールの背中に抱だきつき、泣いてすがるが、ガスパールは、微笑ほほえみながらヤスケにこう告げていた。

「ヤスケよ。私はすでに、死んでいるのだ。この肉体は、錬金術によって動いている仮かり初そめの器うつわにすぎない。そしてこの器こそが、織田信奈さまの『運命』を変えるための、最後の鍵かぎだ。私は、織田信奈さまの『師』として自らの手で『運命』の円環を閉じられるのだ。私の旅は、終着駅に到とう達たつした──これまで私を護まもり続けてくれたことを、感謝している」

「……礼など！　私は、ガスパールさまに救われて、奴ど隷れいの身分から解放していただいて……私は、ただ……！」

「ヤスケよ。すべての文明が緩ゆるやかに融ゆう合ごうされれば、いつか来る。すべての文明。すべての人間。すべての宗教。いっさいが緩やかに混じり合い、生まれと血によって定められる理り不ふ尽じんな差別も殺さつ戮りくも搾さく取しゆも、『消滅』させることはできずとも、なにもかもが緩やかに……私が知っている『未来』よりも、ずっと緩やかに……そんな世界が、必ず来る。かつて私はまだ幼かった織田信奈に、あの燃える瞳ひとみに、その可能性を見た。彼女はいにしえのアレクサンドロスの如ごとく、時代の速度を速めてくれる英えい雄ゆう児だと……」

　梵天丸が、「サガラーを捉とらえたにょだ！　消えかかっている！　だが、今や我がこの邪じや気き眼でサガラーを『観測』している！　これでもう、サガラーはだいじょうぶにゃのだ！」と「火～サラマンドラ～」の中を覗のぞき込んで歓かん声せいをあげた。

「さすがはケリーちゃん、よくぞ耐たえてくれたにょだ！　し、しかし、ガスパールは……」

　魔術師ジョン・ディーには、人間の身体がこれほどの「気」をプラトン立体へ送り込めばどうなるか、よくわかっている。もう、彼は、長くない。

「……相良良晴……『観測者』よ……ジパングの、エウメネスよ……私は役割を終えた。使命を、成し遂げた。すでに、織田信奈さまに私が教えることは、なにもない。アリストテレスが退場する時が来た……」

　ガスパールは、力ちから尽つき、くずおれた。「気」を使い果たした彼の肉体は、急激に年老いていた。薬によって止めていた時間が、一気に進んだのだ。ヤスケが泣きながら、膝ひざの上にガスパールの頭を載のせる。

「ガスパールさま!?　あなたが、ザビエルさまだったなんて……!?　待って！　まだ、目を閉じちゃダメだよ！　良晴くんと信奈ちゃんが南蛮寺に戻ってくるまで、どうか……！　宗麟は。宗麟は、なにをすればいいの？　宗麟は弱虫だし、戦いくさも怖こわいし、なにもできないよ……！」

「……大友宗麟さま……あなたは、織田信奈さまにとってのヘファイスティオンです。合理主義者の信奈さまは、神を頼たよらず、宗教を信じません。こたび、やまと御ご所しよの公く家げ衆が疑心暗あん鬼きに陥おちいって信奈さまを消し去ろうと企たくらんだことからもわかるように、あのお方の精神はあまりにも時代を先んじすぎています。宗麟さま。信奈さまが時代を推おし進めるとしても、この時代を生きる多くの人間は、なお信しん仰こうを必要とするでしょう。その上、信奈さまはプロテスタントのエリザベス女王陛下と手を結ばれた。信奈さまとカトリックとが決定的な敵対関係に陥る危険性は大です。それでは、信奈さまの大航海は、『世界征せい服ふく戦争』になってしまいます。ですから──あなたがジパングのカトリック教徒代表として、教皇との折せつ衝しよう役を務めるのです。キリシタンとして豊後を統治するクィーン大友宗麟の名は、ヨーロッパ中に鳴り響ひびいております……あなたが日向ひゆうがにキリシタンの王国・牟む志し賀かを建国しようとした試みは、頓とん挫ざしたとはいえ、巨きよ大だいな実績となっております」

「……異文化との……ヨーロッパとの折衝を、宗麟が……信奈ちゃんを支える外交官に……」

「あなたなら、できます。乱世の中でご家族を次々と失い、なにかにすがらねば生きていけないあなたの心の傷、心の弱さは、この時代を生きる万ばん人にんが共有するものです。未来人の相良良晴にも、この件については、信奈さまを補ほ佐さできません。仏教の言葉で言えば……あなたは……希まれな『慈じ悲ひ』心を……お持ちです……あなたならば、信奈さまを、世界戦争と滅ほろびの道から護ることが、できます」

　宗麟が、ガスパールの手を取って、頷うなずく。その手はもう、枯かれ木のように萎しおれはてていた。

「……信奈さまのホロスコープを……ご覧になりますか、ガスパールさま？　ホロスコープはただいま、破損を防ぐために巻き取って筒つつに入れております。開けば、すでに信奈さまの『運命』が『確定』しているかもしれません」

　竹中半兵衛のその提案に、ガスパールはかぶりを振ふった。最後の力を振り絞しぼって。

「見なくとも、よいでしょう。すでに、私の視力は失われています。それに──相良良晴は、必ずやり遂げます。あなた方が、彼の力となってくれます」

　延長してきた「死」が、今、ガスパールに訪おとずれようとしていた。

　人間はいずれ死ぬ。

　ただひとつだけ、悔くいがあった。故ゆえに、魔ま道どうに手を染めてまで、「死」を延長してきた。

　だがもう、ガスパールは──フランシスコ・ザビエルは、自らの肉体から離はなれていい時が来たのだ、と悟さとっていた。これでもう、思い残すことはない。私は、為なすべきことを為し終えた。

「……ナバラの山々が、見える……イスパニアに滅ぼされた亡なき祖国の風景が、見える……バスクの人々の姿が……『国』は消えても、ナバラの山は、そこにある──たとえその出自がわからずとも、人々は、大地の上で生きている──この、星で──ならば私は、漂ひよう流りゆう者ではなかった。私の魂たましいは……今……ナバラに、還かえる」

　取り戻した「記憶」は、出自不明のバスク人としての苦難に満ちたものだった。イスパニアとフランスの狭間はざまで揺ゆれ動く一族。亡国。流る転てん。戦争。反乱。敗北。混乱。相次ぐ家族の死。ヨーロッパのどこにも自分が生きられる場所はないと絶望し、「自らの居場所」を求めて「世界伝導」への旅に出ることを決意した時、彼が真に求めていたものは民族・国家・家族すべてを喪そう失しつして世界に孤こ立りつした己おのれ自身のルーツであり、自らの還るべき場所であった。

　が、彼は死を前にして、やっと理解した。自分自身の故郷は「この星」そのものである、この星こそが「私の祖国」なのだと。ただ、この時代の精神に縛しばられていた私がそのことに気づけなかっただけなのだと。しかし、信仰にも常識にも縛られない自由な精神を持って生まれてきたジパングのクィーンは、幼い頃ころから、その真理を知っていた。だからこそ、彼女を父親として、師として庇ひ護ごしたい、と願ったのだと。

　母上。

　私は、報むくわれました。




「観測者」よ。ジパングのクィーンを、護り給たまえ。




　ヤスケが嗚お咽えつしながら再びその名を呼びかけた時。

　すでにガスパールは、彼女の膝の上で息絶えていた。




【黄泉よもつ比ひ良ら坂さか】




　身体からだに、「力」が蘇よみがえっていた。

　動く。身体が、動く！

　相良良晴は、「南蛮寺の仲間が、俺を見つけてくれたんだ！」と叫さけぶと同時に、閉じはじめていた「天岩戸」の中へと飛び込んでいた。

　日本神話では、「天岩戸」内部の空間は、「黄泉比良坂」と呼ばれる。そこは全方位が満天の星に覆おおわれた世界。天を貫つらぬく街かい道どうを、良晴は駆かける。宙に、無数の「世界」の映像が浮うかびあがっている。姫巫女から託たくされた勾まが玉たま、「地～ノーム～」の石が、羅ら針しん盤ばんのように輝かがやき、掌の上で回転し、良晴が向かうべき「世界」を指し示してくれる──そう。「昨夜の本能寺」へ。見つけた。信奈だ。信奈が、炎えん上じようする本能寺でなおも戦っている。腕うでを負傷していた。森もり乱丸たち小こ姓しよう衆が、けんめいに信奈を護っていた。だが、多勢に無勢。信奈は逃にげようとせず、逆に、建物の奥へ、奥へと進んでいる。

　廊ろう下かを進みながら、「閨ねや」へ──寝しん所じよへ、向かっている。

　三足の蛙かえるの香こう炉ろ──良晴のスマホがある、寝所へと。

　信奈は、「運命」と最後の最後まで戦うつもりなのだ。

「開けっ！　勾玉よ、これが最後だ！　残された力を振り絞って、『天岩戸』の出口を開いてくれ！　本能寺の信奈のもとに、繫つないでくれ──！」

　良晴は、夢中で駆けた。無念無想で。ただ、信奈を救うために。

　開く。信奈が向かっていた「本能寺」の寝所に、繫がる。「天岩戸」が、開きはじめる。が、もう、「力」が足りない。良晴は、ふたつのプラトン立体の「気」がほとんど枯こ渇かつしていることを知った。勾玉こと「地～ノーム～」にはもう、「天岩戸」を開くための充じゆう分ぶんな「気」が残っていないようだ。明らかに、砕くだけ散る寸前だった。相良義陽から手て渡わたされた「風～シルフ～」がわずかに残している「気」を用いて、「天岩戸」を開こうと良晴はあがいた。だが、ダメだ。足りない。扉とびらを繫げるだけで精せい一いつ杯ぱいだ。俺一人が通れる分の幅はばを、こじ開けられない……！

「信奈！　信奈！　俺はここにいる！　気づいてくれ！」

　その良晴の声は、小姓たちとともに敵兵と戦っている信奈には届いていない、はずだった。

　だが。




（手を、伸のばすのです）




　信奈の耳元にこの時、ザビエルのその声が、たしかに聞こえた。

　廊下で戦っていた信奈は、思わず、背後を──寝所を振り返った。

　わずかに宙に開いた、「隙すき間ま」を通じて──。

　相良良晴と、織田信奈は、一いつ瞬しゆんの再会を果たした。

　長い、長い旅路の果てに。

　ついに、良晴は、信奈に再び巡めぐり合った。

「……良晴っ!?　どうしてっ？　たった今、庭園で殺されたんじゃ……？」

「信奈！　それは替かえ玉だ！　俺は生きている！　生きて、お前の『運命』を覆くつがえすために戻もどって来た……！　だが限界だ、これ以上『天岩戸』を開いていられない！　手を、伸ばしてくれ！　俺の手を摑つかみ取って、お前の世界に俺を引き入れてくれ……！　ともに生きよう！　生きて、本能寺を脱だつ出しゆつしよう！」

「わかったわ！　良晴、来て！　わたしのもとに！　わたしの世界へ！　わたしのお腹なかには、良晴。あなたの、赤ちゃんが……」

　信奈は、寝所へと飛び込む。

　二人が、互たがいの利きき手を──右手を伸ばし、求め合う。

　だが──。

　二人の指先が触ふれ合う寸前に。




　ついに限界を超こえた「風～シルフ～」──「羅針盤」が。そして、良晴の旅路にとって最後の砦とりでとも言える「地～ノーム～」までもが、良晴の左の掌てのひらの中で粉々に砕け散った。

　ふたつの、プラトン立体が、同時に。

　星の欠片かけらの如ごとく、激しく輝きながら──。

　無数の破片が、良晴の指の間をすり抜ぬけていく。信奈の瞳ひとみには、その破片は宇宙を流れ落ちていく星々のように見えた。




「よ、良晴っ!?　そんな……噓うそっ？」

「……信奈!?」




　二人の指が触れ合うことは、なかった。

　本能寺に繫がっていた「天岩戸」は、この瞬間に、閉じた。

　相良良晴の身体は、黄泉比良坂の宙空を舞まいあがり、吹ふき飛ばされていた。

　本能寺が。信奈が。遠ざかっていく。消えていく。もう、見つからない。

「羅針盤」は、もうない。

　もはや相良良晴は、自分自身の「行き先」を選せん択たくすることができない。

　それどころかもう、自力で「天岩戸」を開くことすらできない。黄泉比良坂のどこかに誰だれかが開いた「天岩戸」を見つけられたとしても、そこはまったく異なる世界、異なる時代だろう。良晴はそこへ「堕おちる」しかない。このまま黄泉比良坂を流され続けていれば、良晴の身体はもう長くは保もたない。南蛮寺の半兵衛たちも、黄泉比良坂の世界までは「観測」できない。

　星のように煌きらめく無数の「世界」の中から、見失った「本能寺」の世界を再発見する猶ゆう予よは、もうない。たとえ見つけ得たとしても、もう、プラトン立体をすべて失った良晴はそこには到とう達たつできない。もう、本能寺へ繫がる「天岩戸」を、良晴は開けない。

　一刻も早く、黄泉比良坂から脱出して、「陽世」に戻らなければ、良晴は消える。

　ここまでか。

　もう、俺にできることはなにもないのか。

　そうだ。高たか千ち穂ほなら。日ノ本で「天岩戸」にいちばん近い場所を──高千穂を見つけられれば。かつてガスパールは、高千穂から直接俺に「天岩戸潜くぐり」を強行させようとしていた！　高千穂から「天岩戸」を開くとしても、プラトン立体が必要になるはずだが……それでも、高千穂への出口さえ発見できれば、もしかしたら──！

　だが……ダメだ、見つからない……！　黄泉比良坂は広大すぎる、無理だ！

　それに、見つかったとしても！　俺は「そこ」へ到達できない！　今の俺の身体は、無重力空間を慣性で飛ばされているのと同じような状態で、自力では制せい御ぎよできない……！

「まだだ、まだ俺は生きている！　頼たのむ！　欠片となって砕け散った勾玉よ！　どうか信奈のもとに、俺を召しよう喚かんしてくれ……！　『天岩戸』よ、開いてくれ！　みんな！　信奈！　俺を、導いてくれ……！　本能寺へ。信奈のもとへ……！」

　ああ。満天の星の世界に、ほうき星が見える。赤い星が。

　あれが、信奈の星だ。

　見える──泡あわのように浮かびあがっているその「世界」の中から、幼い信奈と、そしてザビエルが、こちらを見上げている。夜空の星を。「世界」の外を。聞こえる。二人の話し声が、聞こえてくる──。










「宣教師さまの国は、この堺の港からずっと西の彼方かなたなのね。印イン度ドよりも、もっとずっと、西の向こうにあるのね」

「吉お嬢じようさま。私の祖国ナバラ王国は、すでに滅ほろびました。隣りん国ごくのイスパニアに併へい合ごうされたのです。故郷を喪失し亡国の民たみとなった私は、いちど世捨て人となったのですよ」

「そうだったの。南蛮でも、日ノ本と同じように戦国の世が続いているの？」

「ええ。西ローマ帝てい国こくが滅びて以来、千年の長きに渡わたり。ゲルマン人、ローマ人、ガリア人ら複数の民族が複雑に入り交じり戦いが絶えなかった西ヨーロッパ世界には、ちりぢりばらばらだった人々の心をひとつにするために、キリスト教の『神』がどうしても必要だったのです」

「人々の心を、ひとつにするために……」

「ええ。いずれは『神』の力を必要としなくなる時が、世界のあらゆる人々が同じ人間同士として手を繫げる時がくるでしょう。しかし、それはずっと未来の話です」

「わたしは、キリスト教を信じていないけど、今すぐにでも宣教師さまと手を繫げるわ」

「あなたは特別なお方なのです、吉お嬢さま。故郷を喪失した私は、自らの『血』に自分自身の存在理由を、意義を求めようとしました。しかし、私はゲルマン人でもローマ人でも、それどころかヨーロッパの先住民族であるガリア人ですらなかった。バスク人という出自のわからない民族だったのです。いくら歴史を調べても、バスク人がどこから来た人々なのか、ついにわかりませんでした」

「出自の、わからない……」

「それでもなお世界に自分の居場所を求めようとした時、私には『神』しかありませんでした。だが、国を失い、出自もわからない私には、自分の『神』への信しん仰こう心がたしかなものなのか、自信がなかったのです。ですから、リスボンの港を飛び出してモザンビークへ。インドのゴアへ。マラッカへ。そしてこのジパングへと、長い長い布教の旅に出なければならなかったのでしょう──ですがほんとうは、私はただ、異国を見たかったのかもしれません。世界の東の果てにあるという、黄金の島国ジパングを、ただ見たかっただけなのかもしれません。同どう胞ほう意識のようなものを、彼方の異国の人々の中に見み出いだしたかったのかもしれません。バスク人だけが世界に孤こ立りつしているのではない、と信じたかったのかもしれません」

「宣教師さまの、その夢は果たされた？」

「はい。吉お嬢さま。異教徒はみな愚おろかで罪深く救われねばならない人々であると、司教たちは唱えてきましたが……それは間ま違ちがいでした。この国のサムライたちはヨーロッパの騎き士しよりも勇ゆう敢かんで誰よりも名めい誉よを重んじ、民たちは心根が善良で、私のような異い邦ほう人じんにも親切にしてくださいます。都には、衰すい微びしたとはいえ、ローマ教皇と比ひ肩けんできるほどに歴史の長いやまと御ご所しよが。ですが、このジパングは今、不幸にして乱世です。島々の至るところに、途と方ほうもない量の純銀と黄金とをこれほど抱かかえていながら」

　ザビエルが、哀かなしげに呟つぶやく。

「近い未来、この国は純銀と黄金を奪うばおうとするヨーロッパ諸国によって侵しん略りやくされるでしょう。軍事的に、あるいは、経済的に──結局は同じことですが。イスパニア国王もポルトガル国王も、黄金の国ジパングを決して見み逃のがしません。私は今、書簡を送ってこのサムライの国の軍事占せん領りようは不可能だと諫いさめていますが……話が難しくなってしまいました。幼い吉お嬢さまに語ることではありませんでしたね」

「ううん難しくてよくわからないけれど、宣教師さまの言葉はずっと覚えておくわ。いつかわたしが大きくなって姫ひめ武将になった時には、理解できるはず」

「あなたは、この地球が丸いということを私のつたない説明を聞いただけで瞬時に理解なさいました。吉お嬢さま。いずれは、ヨーロッパの大航海時代にジパングがまさに巻き込まれつつある現状についても、理解するでしょう。ですが、その時あなたは、ジパングの人々の未来を守るために、それどころか世界の人々の未来そのものを善き方向へと導くために、果てしのない合戦の生しよう涯がいに自らの命を捧ささげてしまうのではないかと、私は危き惧ぐしています」

　良晴は、不思議だ、と思った。黄泉比良坂を取り巻く漆しつ黒こくの空間に、無限に広がる「世界の泡」。すべては、夢ゆめ幻まぼろしの如く不安定で、そして、儚はかない。そのあらゆる「世界の泡」、無限の可能性の中で──すべての人々が、夜空を見上げ、星に祈いのっている。彼らは天上に、世界を創造した超ちよう越えつ者を、「神」を求めずにはいられないのだ。

「残念ですが信のぶ秀ひでさまは、早世なされるでしょう。あのお方はご自分があまり長く生きられない体質であることを知っておられます。あなたのなすべき仕事を少しでも減らすために、生き急いでおられるのです」

「……父上は時々、合戦から帰ってきたあと、頭が痛いと呻うめいて倒たおれておられることがあるの。しばらくすれば、すぐによくなるのだけれど。あれは……」

「ご病気の兆候でしょう」

「キリスト教の祈りや奇き跡せきで、命を永らえることはできないの？」

「今はもう、人間の時代です。キリスト教であれ仏教であれ、祈き禱とうや奇跡が人の運命を左右できる時代はすでに終わっております、終わるべきなのです」

「……そう、ね……」

「信秀さまが亡なくなられれば、もうこの国の誰もあなたを理解できません。あなたは、あまりにも早く生まれすぎました。あなたはいずれアレクサンドロス大王以来の英えい雄ゆうとなる資質をお持ちです。ですが、アレクサンドロス大王には家庭教師のアリストテレスがおり、親友のヘファイスティオンがおりました。しかしおそらく、尾お張わりには──」

「でも。わたしには、宣教師さまがいるわ」

「私はまもなく畿き内ないを去り、山やま口ぐちと豊後へ参ります。山口の大おお内うちさまと豊後の大友さまに、呼ばれているのです」

「行ってしまう、の……？」

「吉お嬢さまに付き添そってくれる親友を、未来のヘファイスティオンを探して参ります。南蛮の文化と歴史と人々とに、あなたのように純じゆん粋すいな憧あこがれと好こう奇き心しんを、そして愛情を抱いだいてくれるお方を」

「堺へと、すぐに戻もどってくるのでしょう？」

「いえ。そのあとは、明へ行かねばなりません。私の命もまた、あまり長くは保ちません。これまで強ごう引いんな手段で命を延ばしておりましたが、あと数年が限界でしょう。おそらく、あなたとはもう会えません。私の遺体は、ゴアへ葬ほうむられるでしょう」

「そんな!?　……わたしが頼たよりにする人は、わたしが好きになった人は、みんなすぐに死んでしまうの？　わたしの生涯は、ずっと、独りぼっちなの？　そういう運命なの？」

「吉お嬢さま。顔を伏ふせていてはいけません。夜空をご覧ください。眩まぶしいほうき星が輝かがやいています」

「……ほうき星……」

「この夜空にもっとも綺き麗れいに輝く星です。昼も夜も、熱く輝く星です。けれども、すぐに燃え尽つきて過ぎ去ってしまう星です。あの星が夜空から去ってしまう前に、お呼びなさい」

「それじゃああれは、わたしの旦だん那なさまになる人の星？」

「いえ。あれは、あなたの星です。吉お嬢さま。あまりにも眩しく、熱く燃えすぎていて、誰も触れられない星。まるで日輪のように目映まばゆく美しい。けれども、誰かが捕つかまえてあげなければ、恐おそるべき速度で天を駆かけて、われわれ人間の世界から泡うた沫かたのように消え去ってしまう、そんな星です──早くあの星を見つけて、そして捕まえてほしいと、祈るのです」

「でも、誰に。父上も宣教師さまも逝いってしまうというのに、いったい誰に対して祈るの？　わたしは自分の旦那さまを自分で選ぶことすらできない身なのに？　わたしは修道女になるつもりはないわ。わたしは、どれほど途方もない夢を抱いてその夢のために生涯を捧げることになったとしても、人間として生きたいの！　人間の女の子として、人間の殿との方がたを愛して、人間の赤ちゃんを産んで……！」

「ええ。あなたは、『神』という抽ちゆう象しよう的な概がい念ねんにすがるような人ではありません。あなたが祈るべき相手は、私が『神』と呼んでいるものでもなく、ジパングの人々が『神々』と呼んでいるものでもなく。あなた自身が求めている『人間』です、吉お嬢さま」

「そんな人が、どこにいるの」

「私にも、わかりません。それでも、声を限りにして呼ぶのです。早くあのほうき星を見つけてくれと、祈るのです。あなたを、この海の彼方の世界へと連れだしてくれる人を、呼び続けなさい」

「そんなの、まるでおっぱいを欲しがって泣きわめく、赤ん坊ぼうだわ」

「それでいいのです。人間の生涯とはそのようなものです、吉お嬢さま。手を伸のばさねば、なにも摑つかむことはできないのです」

「手を伸ばして触ふれれば、炎ほのおに包まれて焼け死んでしまうような、そんな夢を望んでも？」

「それでも。どうか、あなたの人生の最さい期ごの瞬しゆん間かんに、後こう悔かいを残さぬよう──」










　良晴は、叫さけんでいた。

　信奈。

　信奈。聞こえるか。伝わるか。

　お前は、一人じゃない。

　俺が、いる。

　俺は、ここにいる。

　俺を、引き寄せてくれ。

　お前の、その手で──！




「早く、わたしに会いに来て──！」




　ああ。信奈が、呼んでいる。

　俺を、呼んでいる。

　俺は──あの「世界」のもとに──信奈のもとに──辿たどり着く──。
















　相良良晴の意識は、そこで途と切ぎれた。

















巻ノ五　Someday My Prince Will Come









【下しも京ぎよう・本ほん能のう寺じ】




　……

　……

　……




「……う……こ、ここは……？　俺は……」




　相良さがら良よし晴はるが目を開いた時。

　彼の身体からだは、和室の布ふ団とんの上に仰あお向むけに寝ねかされていた。

　黄泉よもつ比ひ良ら坂さかを彷徨さまよううちに、良晴は意識を失っていた。どれほどの時間、失神していたのかはわからない。目覚めたら、そこは見知らぬ和室であった。今までに訪おとずれたことのない部屋である。

　だが。

「良晴！　わかる？　わたしの名前、覚えている……？　記き憶おくは……残っている？」

　目の前に、決して忘れ得ぬ人の顔が、あった。

　忘れるはずがない。

「……信のぶ奈な……？　お前、生きて……ここは、どこだ……？　もしかして……『あの世』なのか？」

「よかった！　覚えていてくれたのね！　でも、未来人なのにおかしなことを言うのね。『あの世』だなんて迷信でしょう？　ここは現うつし世よよ。生きているわよ。わたしも、良晴も。そして、この子たちも……お帰りなさい、良晴……」

　この子たち？

　あれ？

「ほら。あなたのお父さんよ、奇き妙みよう。ちょっとサルっぽいけれど、歴れつきとした人間よ？」

　信奈が、一人。

「なんで十じゆう兵べ衛えが乳う母ば役なんかやらされてるですかーっ！　はっ？　つまり信奈さまは、この十兵衛を先せん輩ぱいの妻の一人と認知してくださったわけですねっ？　本日この時より、世界大奥が爆ばく誕たんですねっ！　お帰りなさいませ、先輩！　いえっ、旦那さま！」

　十兵衛ちゃんが、一人。

「……良晴、お帰り。長かったが、半はん兵べ衛えと官かん兵べ衛えの予想通りとなったな。名めい誉よ回復とばかりに土つち御み門かど久ひさ脩ながが必死できみが帰き還かんする日を計算してきたが、ぴたりと当たった……きみが帰還したこの瞬間に、『陽世』は確定した──今、きみが生きているこの世界が、その『世界』だ」

　小こ早ばや川かわさんが、一人。

　それぞれ、三人の赤ん坊を胸に抱いている……？

「まだ生まれたばかりなので、言葉は話せないけれど。良晴、わたしたちの子よ。勘かん十じゆう郎ろうの子供たちと同じに、三つ子なの。奇妙。茶ちや筅せん。三さん七しち。いちどに三人も生まれちゃった。でも、全員女の子なのよね。勘十郎から養女にもらった茶ちや々ちやも女の子だし……いいけど、やっぱり男の子も欲しいわ。だから次に生まれてくる子の名前も、もう考えているのよ。ズバリ、『於お次つぎ』よ！」

　奇妙？　茶筅？　三七？　ほんとうにそんな名前を子供につけてしまったのか？　次の子は、「次」に生まれてくるから「於次」って、信奈。お前。どうして、そんなにキラキラネームが好きなんだ……？

「い、いや。待ってくれ信奈。俺はついさっき、燃える本能寺にお前を迎むかえに行って、一いつ緒しよに脱だつ出しゆつしようとした……だが、土ど壇たん場ばでプラトン立体が砕くだけ散って、『天あまの岩いわ戸と』は閉じてしまった！　それなのに、どうして信奈が生きているんだ？　だいいち昨夜ゆうべ妊にん娠しんしたばかりなのに、どうしてもう出産しているんだ？　なにもかもわからない！　誰だれか、馬ば鹿かな俺にも理解できるように説明してくれ！」

「むふー！　相変わらずきみは実に馬鹿だな相良良晴、あーはははは！　きみにもわかる解説役といえば、この『天下一軍師』シメオンと！」

「くすん。この竹たけ中なか半兵衛ですね。黄泉比良坂を潜くぐって『天岩戸』からこの世界に召しよう喚かんされた良晴さんにとっては、すべてはほとんど一瞬の出来事だったのでしょうが、わたしたちにとっては一年ぶりの再会なんです。良晴さんが南なん蛮ばん寺じから『天岩戸』を潜って以来、一年が過ぎています。ご帰還、おめでとうございます……よくぞ……ご無事で……」

　半兵衛が、涙なみだぐみながら良晴の手を握にぎりしめる。

　信奈と、そして光みつ秀ひでが、「わたしたちは赤ちゃんを抱だっこしてるから、まだ良晴に触れてないのに！　ずーるーいー！」「わたしは良晴さんの妹的存在でいいですなどと抜ぬかしながら、さては虎こ視し眈たん々たんとはぁれむ入りを狙ねらっていやがったですね！　君側の奸かんを除くですう！　この世紀の逆ぎやく賊ぞく明あけ智ち光秀に怖こわいものなしですう！」と半兵衛に大ブーイングを飛ばし、半兵衛が「ひい。い、いぢめないでください……！」と怯おびえる。が、怯えれば怯えるほど良晴の手を握りしめて、離はなせなくなる。ますます信奈と光秀が怒おこる。悪あく循じゆん環かんであった。

「まあまあ、二人とも。良晴が帰還しためでたい日なのだから、今日は無礼講と決めているわけで……良晴と再会できて興奮しているのはわかるが、落ち着いてほしい」

　小早川隆たか景かげが信奈と光秀をなだめる仲ちゆう裁さい役に回る。どうも、良晴が不在だった間に、この三人の関係性はこのようなかたちですっかり確立しているらしい。

「大おお友とも宗そう麟りんも登場だよ、良晴くんっ！　ともに信奈ちゃんを支える相方同士、これからもよろしくねっ！　国内大奥の取り次ぎ役は斎さい藤とう利とし三みつ、世界大奥の取り次ぎ役はこの宗麟が務めるからねっ！　利三は大奥入りしないけれど、宗麟はもちろん入るよっ！　席次は四番！　いやー。ガスパールさまから後事を託たくされちゃったんだから、仕方ないねー」

「ガスパールが……!?　帰国したのか、宗麟？　俺は、『見た』んだ。彼の、正体は……！」

「……ガスパールさまは……もう、いないの。ガスパールさまはあの南蛮寺で、ザビエルさまとしての記憶を回復されたわ。そしてその直後に、良晴くんの消しよう滅めつを阻そ止しするためにご自分の『気』をすべて、『火～サラマンドラ～』に注ぎ尽つくして……」

「そうか。ガスパールが……俺を、『観測』するために……この世界に繫つなぎ止めるために。横よこ浜はまでの義よし陽ひ姉さんに続いて、ゴアではガスパールが俺を救ってくれたのか。ゴアで約束した再会は、果たせなかったのか……」

「ううん。いいんだよ、良晴くん。ガスパールさまは、とても満足そうだった。あの、憂うれいに満ちたお顔ではなくて。『旅の終わり』に行き着いた人の顔だったよ？」

「……ガスパールが、ザビエルさまだったなんて。驚おどろいたけれど、わたしがそのことを知った時にはもう……最後に再会できなかったのは残念だったわ、良晴……ごめんなさい、宗麟」

「ガスパールさまは、信奈ちゃんと再会するべき人間はご自分ではなく、良晴くんだという信念を貫つらぬいたんだよ。信奈ちゃんには、過去をともに過ごした人ではなくて、未来へともに歩んでくれる人が必要だと。父親ではなく、生しよう涯がいの伴はん侶りよが」

　宗麟の「ガスパールさまから後事を託されちゃった」という言葉は、そういう意味だったのか。帰国したんじゃなくて、南蛮寺で力尽きて……それでも信奈や宗麟たちは、俺を気き遣づかって笑顔で迎えてくれたのか。

　ガスパール──フランシスコ・ザビエルが日ひノ本もとを訪れていなければ、俺と信奈はこうして再会できなかった。いや、そもそもいちども出会うことなく、それぞれの時代を生きていたのかもしれない。すべては、東西文明の融ゆう合ごうを夢に見ていた彼が、戦国日ノ本に来たことからはじまったんだ──。

「んにゃ。理り屈くつはさっぱりわからんが、相良さぁが戻もどってきたど！　三人の姉から、この島しま津づ家いえ久ひさ、相良さぁの大奥入りを正式に認可してもろうた！　なんだか三人とも大奥に押おしかけてきそうで不安じゃどん、めでたか！」

「家久！　無事だったのか！　背が伸のびたな！」

「おう！　おいももう、嫁よめ入いり時じゃ！」

　ちょっと待ちなさいよ、あんたたち。なんで良晴が帰還したその日に、嫁が五人に増えているのよ……無礼講の意味を拡大解かい釈しやくしすぎでしょ……ぐぬぬ……良晴の奥さんはわたしだけよ！　ジパングの第六天魔ま王おうとして、あんたら全員、成敗！　と信奈が吼ほえる。

　が、その大声に怯えた奇妙が泣きだしたので、「あーよちよち。なんでもないのよ～」と信奈も母親の顔に戻らざるを得ない。

　こんな穏おだやかで優やさしい信奈の表情は、はじめて見る、と良晴は驚いていた。信奈は、「母」になれたのだ。そう思うと、理由もなく涙が溢あふれてくる。

「はっ？　ダメだわ！　このままでは、なし崩くずし的に世界大奥を作られてしまうわ！　冗じよう談だんでしょ、んもう！　ちょっと～！　なに、みんなの顔を眺ながめながら涙ぐんでるのよ。なんとか言いなさいよ、良晴！」

「……あ、いや。信奈、俺にはまだ、なにがなんだか……ただただ……信奈、そしてみんなの顔が……懐なつかしくて……半兵衛。官兵衛。ほんとうに、ここは現実の世界なのか？」

「間ま違ちがいなく現実です、良晴さん。ただし、あの日から一年が過ぎています。ここは、あの日『本能寺の変』が終結したあとに同じ場所に再建された、新しい本能寺です。以前の本能寺とは間取りが異なりますので、見知らぬ部屋だと感じられるでしょうが。良晴さんが漂ひよう流りゆうされていた黄泉比良坂は、いわば『敦あつ盛もり』で言うところの『下天』です。時間の進み方の速さが、現世とは異なるのです。そのため、時差が生じました」

「時差が？　でも、どうして俺は本能寺に召喚されたんだ？　義陽姉さんから届けられた『風～シルフ～』の召喚石は、俺の掌てのひらの中で砕け散ってしまった。『あの日』の南蛮寺で、あの石はこの世界から失われたはずだ。それなのに、どうして俺は本能寺へ戻ることができたんだ？」

「むふー！　相良義陽のおかげだ！　一年前のあの日、彼女は、未来へ跳とんだきみのもとへ到とう達たつするために、南蛮寺から『風～シルフ～』を持ち出した。五ご右衛え門もんがきみの髪かみの毛を──つまりきみの肉体の一部を結んでいた召喚石を」

「ああ。官兵衛。だから、姉さんは俺のもとに辿たどり着いて、消滅しかけていた俺を救ってくれた。でも、あの召喚石は、黄泉比良坂の内部から俺が出る前に、砕け散って……」

「たしかに砕け散ったが、その時点できみは本能寺に『天岩戸』を開いていただろう？　『天岩戸』が閉じていく時に、砕け散った『風～シルフ～』の欠片かけらが、きみの髪の毛とともに『天岩戸』が開いた空間の裂さけ目に付着していたんだ。織お田だ信奈がきみの手を摑つかんで現世へ引き寄せようとしたからか、それとも天岩戸の内側と外側で、未来語で言う気圧に差があって、欠片がこちら側の空間へと吸い込まれたのか、そのあたりはわからない。その両方だったのかもしれない」

「つまり『風～シルフ～』は砕け散りましたが、完全に消滅したわけではなかったのです。良晴さんの髪の毛を巻き込んで、本能寺の空中にわずかに残存。プラトン立体の破片は、あれほどの炎ほのおに包まれても燃えなかったのです──故ゆえに、本能寺が炎えん上じようしてしまった後も、『天岩戸』がいったん切り裂いた箇か所しよに付着したままだったんです。しかも、熱で溶とけかけてはいましたが、その結果、良晴さんの髪の毛を内部に封ふうじ込める形になっていました。『本能寺の変』が終結した後の作業中に、官兵衛さんが発見しました」

　現場で犬いぬ千ち代よが「くんくん。良晴の匂においがする」と言いだしたのがきっかけだから、犬千代のお手て柄がらよ、と信奈が補足する。

「いやっ、空中に固定されていた相良良晴の毛もう髪はつ入りプラトン立体の破片を見つけたのは、このシメオンだーっ！　勲くん功こう一等だーっ！　ともかく！　シメオンと半兵衛は予測した！　残存していた破片の量は少なく、もうこちらから『天岩戸』を人力で開くことはできないが──それでも相良良晴、きみは黄泉比良坂の内部を彷徨って命を落とすよりも早く、この本能寺跡あとの『天岩戸』に吸い寄せられて再び召喚される、つまり『帰ってくる』と！　石の欠片は、髪の毛を媒ばい介かいしてなおもきみ自身の『気』と繫がっていたからな！」

「ですが、人間の世界と『下天』──黄泉比良坂とでは、時差があるはずです。良晴さんが帰還する日がいつになるかは、わたしたちにもわかりませんでした。一日後か、十年後か、千年後か。そこで、グレゴリオ暦れきに敗北を喫きつし、名誉回復の機会を窺うかがって燃えていた土御門久脩さまが中心となって、『火～サラマンドラ～』のもとに日ノ本の陰おん陽みよう師じとヨーロッパの占せん星せい術じゆつ師したちが結けつ集しゆうし、良晴さんが帰還する日を計算し続けたのです。決め手は過去の陰陽師たちが記録した膨ぼう大だいな観測資料でした。天あま照てらす大おお神みかみの神話にもあるように、『天岩戸』が開きやすくなる時期があるのです。日につ蝕しよくや月蝕などが発生する日です。そして、今日が『その日』のうち、『最速日』だったのです」

「むふー！　今日を逃のがせば、われらはかなり待たされることになったのだぞ。最悪の場合、われらがみな死んでしまったあとに戻ってくる可能性もあった！　だが、きみは最短で戻って来たわけだ、相良良晴！」

　そうか。

　姉さんが届けてくれた「石」が、俺を再び本能寺に導いてくれたのか。ひとたびあの夜の本能寺に天岩戸を開いたことは、無む駄だではなかったのか。

「……でも……官兵衛？　俺が帰還できた理由はわかった。でも、どうして『信奈が生きている世界』が、『陽世』として確定したんだ？　俺は、信奈が本能寺から脱出して生き延びた瞬しゆん間かんを『観測』していない。あくまでも、炎上する本能寺に追い詰つめられている信奈を見ただけで……」

「きみはやっぱり馬鹿だな。観測なら、今しているじゃないか。きみは、生きている織田信奈を、こうして、見ている。ほら、これで収束した。『織田信奈が本能寺の変を生き延びた世界』が、唯ゆい一いつの『陽世』となり、『正史』となったのだ。後で浮うわ気き癖ぐせを咎とがめられて織田信奈にきみが斬ざん首しゆされることになっても、歴史はもう変えられないぞ！」

「いやいや違うだろ官兵衛！　『信奈が生き延びる瞬間』を観測して確定するのが俺の最大の任務だったはずだーっ！　俺はその任務に失敗したのに、どうして……？」

　しししし失敗はしていません、と宗麟と家久に抱きつかれて良晴から引き剝はがされた半兵衛がおどおどと切りだす。

「え？　半兵衛？　でも。たしか半兵衛は、南蛮寺で『信奈さまは九く分ぶ九く厘りん、死んでおられます』って言っていたよな？　確定はしていないが、ほぼ死んでいるだろう、と。俺は偶ぐう然ぜん、信奈が生き延びた一厘の世界に俺が召喚された、とでも言うのか？　そんな都合のいい話があるか？　やっぱり俺は、まだ夢の世界を彷徨さまよっていて……」

「違います違います！　本能寺が炎上して南蛮寺でわたしたちが『天岩戸』を開いたあの時点で、信奈さまはまだ生きておられたのです！　すみませんすみません！」

「むふー。だが半兵衛の責任ではない。相良良晴が前夜の本能寺に戻って織田信奈と再会を果たした瞬間に、本来は死んでいたはずの織田信奈の『運命』が変わった。無数の可能性の中から『織田信奈が本能寺で焼け死ななかった世界』へと収束したのだ」

「どうやって？　俺は信奈に合流できなかったんだぜ、官兵衛？　本能寺で追い詰められた信奈がいきなり覚かく醒せいして、不死の肉体でも得たというのか？　ここは、まさかの『織田信奈不死説』の世界か？」

　人を化け物みたいに言わないでちょうだい、わたしはただの女の子よ失礼ね、と信奈が足を出して良晴の顔面を蹴けってきた。赤ちゃんを抱だっこしていて手が出せなければ、足で蹴ればいいじゃない、と気づいたらしい。

　良晴は「今の一いち撃げきで、身体からだに力が戻って来た。もう起き上がれる。いてて」と布ふ団とんから這はいだして、あぐらをかいた。なおも信奈が追つい撃げきしようとするので、家久と宗麟が壁かべになってくれた。

　そして、良晴の疑問が氷解する時が来た。

「相良良晴さま。この森もり乱らん丸まるも生き延びております。あの時点で生き延びていた小こ姓しよう衆全員が、生せい還かんしております」

「良晴さん、よくぞご無事で～！　伊い賀がから京きようへ引き返して、ほんとうによかったです～！　うええええん！」

「たしかに相良どのはあの燃える本能寺で『天岩戸』から出られず、ひとたび『天岩戸』は閉じてしまいました。ですが最後には、この本ほん多だ弥や八はち郎ろう正まさ信のぶ渾こん身しんの謀ぼう略りやくが、信奈さまと小姓衆を窮きゆう地ちからお救いしたのです」

　森乱丸。

　徳とく川がわ家いえ康やす。

　本多正信。

　最後の最後に、なにがあったのか。

　信奈は、なぜ生還できたのか。

　その謎なぞは、本多正信がすらすらと解き明かしてくれた。

「相良良晴どの。『陽世』は、それがしが本能寺に仕し掛かけていた『釣つり天てん井じよう』の策が成功して信奈さまが生還された世界に収束したのでえす」

「つ、釣り天井っ!?　陰いん気きなほうの本多家と言えば、宇う都つの宮みや釣り天井事件……！　っていうか、なんでそんなものを本能寺に？　いつの間に？　信奈を圧殺するつもりだったのか？　炎上する本能寺の室内に釣り天井なんかが落ちてきたら、生き延びられるはずがないだろう!?」

「はぁい……実は……もともとは……東とう大だい寺じ正しよう倉そう院いんで見た例の『釣つり鐘がね』から着想を得て、われらが姫ひめに徳川の世を築いていただこうと、密ひそかに織田信奈さまの京での常宿・本能寺の寝しん所じよに『釣り天井』を仕掛けておいたのでえす。秘密裏りにすべての部屋に仕掛けるのは不可能ですし、広間への設置は困難ですから、寝所のみに。当初は、ええと、その……信奈さまの暗殺が目的でした」

　噂うわさは時々聞いていたけれど、ほんとに釣り天井なんか仕掛けてたのっ？　よくも本人の前でそんなこと言えるわね本多正信！　あんたは改易よ！　と信奈が激げき怒どするが、家康が「まあまあ～」と押しとどめる。

「関せきヶが原はらの合戦ののち、それがしは家臣たちに命じて本能寺の釣り天井の仕掛けを改造しておきました。信奈さまたちが黄おう金ごん十じゆう字じ軍ぐん遠えん征せいに出で払はらっておられた隙すきにです。最初は、信奈さまにバレたら改易は必至なのでぜんぶ取り払って証しよう拠こを消してしまおうと考えていたのですが……よく考えると、これからも黄金十字軍のような『歴史の修正力』が働いて『本能寺の変』が発生する可能性は決して消えないわけです。ならば、いっそ釣り天井を活いかして、『本能寺の変』が発生した際に信奈さまをお救いできる仕掛けに改造しておけば、『本能寺の変』が起きつつ、かつ信奈さまが生還できるという『未来』が開けるのではないかと──」

「それで、釣り天井を改造した、と？」

「はあい。新たな仕掛けはこうでした。寝所の周囲が炎上すると、仕掛けを支えている木造の留め具が燃えます。すると、釣り天井が落ちます。同時に畳たたみの底の床ゆかが開いて、寝所にいる人間はみな、それがしが新たに設置した『地下室』へ落ちます。釣り天井が蓋ふたをします。この釣り天井が、地下室に落ちた信奈さまたちを炎から守り、かつ、大量の瓦が礫れきが地下室の存在を隠かくしてくれます──信奈さまの首を捜さがしに来るであろう兵士たちから匿かくまえるわけです。この仕掛けを知っている者は、それがしとその家臣だけなので、誰だれが本能寺の変を起こそうとも秘密が漏もれる心配はありませんでした」

　それで本能寺跡を捜そう索さくしていた惟これ任とう軍の兵士たちも、現場に駆かけつけた俺も、半兵衛と官兵衛すらも、信奈の首を発見できなかったのか、と良晴は感かん嘆たんした。

「いや、待てよ本多正信。見事な仕掛けだけれど、それって、信奈たちを密室に閉じ込めるってことだよな？　圧殺目的で設置した釣り天井は、とてつもなく重い。その釣り天井の上に瓦礫の山が覆おおい被かぶさるんだから、地下室の内側からは開けないだろう？　いったん閉じ込められたら、いずれ飢うえるか酸欠になって死んじまうんじゃないか？」

「はあい。そうなのです。匿うことはできても、瓦礫を掘ほり返して蓋を開く作業が必要です。合戦中では、この救出作業は不可能です。下京全域が炎上してしまえば、本能寺跡に辿り着くことすら困難に。この出口のない仕掛けはあまりにも危険なので、いずれ地下室から近場の南蛮寺へと地下道を掘り進めて『抜ぬけ道』を作っておくつもりでした。その際には、南蛮寺の方々とも密談せねばならないと思っていましたが……」

「ところが、その前に早々と『本能寺の変』が発生してしまったということか」

「はあい。ご名答です。伊賀から少数で京へ戻もどり、本能寺跡の地下に匿われている信奈さまを救うか、それとも三み河かわへいったん逃にげ戻って大軍勢を率いて京へ入るか。いずれの道を選ぶかは難しいところでした。信奈さまが本能寺に宿しゆく泊はくされたことは確定しておりましたが、果たして釣り天井の仕掛けが発動したその時に運良く寝所におられたかどうかは、わかりませんでしたので。広間や庭先におられた時に発動していれば、もはや助かりません。最後は、理り屈くつではなく、われらが姫──徳川家康さまが情をもって決断されました。ただちに京へ戻ると。それがしが釣り天井の仕掛けについて打ち明けるよりも早く」

　信奈が奇き跡せき的に生き延びた理由はいくつもある。まず、二に条じよう御ご新しん造ぞう方面から「官軍」別働隊を率いて南蛮寺方面へと南下した藤とう堂どう高たか虎とらが、下京を燃やさなかったこと。鎮ちん火かしていた本能寺跡に再び炎が回れば、地下に閉じ込められた信奈たちは窒ちつ息そく死ししていただろう。津つ田だ信のぶ澄すみの出現を見た高虎が速すみやかに停戦したことと、明智光秀が死を覚かく悟ごのうえ再登場して官軍本隊を奪だつ回かいしたことも大きい。京での戦いくさが長引いていれば、本多正信による信奈救出は手て遅おくれになっていた。南蛮寺・本能寺跡付近で惟任追討軍と市街戦を繰くり広げていた高虎が軍を明智光秀に返上し、織田方との戦せん闘とうを停止した惟任軍が上かみ京ぎようの御ご所しよへ進軍を開始するまで、本多正信は動くに動けなかったのだ。もしも惟任追討軍と交戦中の「官軍」が釣り天井の秘密を知れば、織田信奈生存の可能性が消えてしまうからであった。

　戦が終結すると同時に、正信は家康や小早川隆景たちに「釣り天井」について打ち明け、ただちに信奈救出作戦が開始された。「蓋」が開かれた時には、信奈も乱丸たちも高温状態でかつ酸素不足となっていた地下室内で衰すい弱じやくしていた。文字通り、間かん一いつ髪ぱつだったのだ。

「明智光秀さまが、天てん海かいとして生き延びる道も自らの命も名めい誉よも捨てて二条御新造前に現れたこと、藤堂高虎どのが津田信澄さまの生存を信じながら敢あえて裏切り者の汚お名めいを被ることを承知の上で官軍別働隊を率いていたこと、われらが姫が即そく時じに伊賀から京へ戻ると即断したこと、そして山やま崎さきの皆みなさまの奮ふん闘とう……どれかひとつでも欠けていれば、織田信奈さまは助かりませんでした。ですがなによりも、織田信奈さまの『運命』に抗あらがう勇気が──ご自身を救ったのです。『運命』を覆くつがえしたのです」

　そうだ。普ふ通つうの人間なら、「本能寺の変」という未来を知った時点で、もう本能寺には宿泊しない。忌いまわしい「運命」を避さけようとする。誰だってそうする。だが、信奈は敢えて俺との初夜の場所にその本能寺を選んだ。絶対に「運命」に屈くつしない、乗り越こえてみせる、という断固とした意志をもって。

「……俺は『天岩戸』を潜くぐりきれず、信奈を脱だつ出しゆつさせられなかった。しかし、もしも信奈が『本能寺の変』を恐おそれて宿を変えていれば……信奈は、釣り天井に守られることなく惟任軍に殺されていた……そういうことか」

　良晴は、しばし言葉を失って信奈を見つめていた。信奈は、むずかる奇妙を笑顔であやしていた。あの夜、燃え盛る本能寺で見た信奈の表情とはまるで違ちがう。もう、「本能寺の変」は、起こらないのだ。信奈は、「運命」を覆したのだ。

「でも、信奈。『天岩戸』が閉じてしまって、俺が消え失うせたにもかかわらず、なぜ本能寺の寝所に留とどまったんだ？　どうして、脱出経路を探そうとしなかったんだ？　俺が、すでに『変』が起きていたあの夜の本能寺に向かったということは、俺が『本能寺からの脱出経路を知っていた』ということだ。お前なら、そのことに気づいたはずだ」

「……だって。良晴が、迎むかえに来てくれたんだもん。必ず、良晴は最後の力を振ふり絞しぼってもういちど戻って来てくれると信じていたから。それなのにわたしが逃げだしちゃったら、良晴は一人で燃える本能寺に取り残されちゃうじゃない。敵中で、一人きりに。だから、最後の最後まで寝所で良晴の帰りを待とう、そう決めたの。巻き込んじゃったお乱たちには申し訳なかったけれど、誰も寝所から立ち去ってくれなくて……将来、奇妙たちが大きくなったら、『母上はわたしたちと父上とどっちがだいじなのですか』とすっごく怒おこられそう」

　結果的にみな救われましたけれどもね、すべては姫のお力です。地下室は狭せまくて埃ほこりだらけで地じ獄ごくでした、と乱丸が微笑ほほえむ。

「そうか。俺を待っていてくれたのか……でもな。俺はほら、未来人だから、いろいろ知ってるんだ。阿あ弥み陀だ寺じの清せい玉ぎよくが侵しん入にゆうに用いるはずだった本能寺裏手の垣かきを内側から破は壊かいすれば、寺の外へと脱出できたんだ」

　はい？　そんな垣はありませんでしたよ？　それはただの伝説でえす、惟任軍の本能寺包ほう囲い網もうは内側からは突とつ破ぱ不能でした、と本多正信がすかさず突つっ込みを入れる。二度にわたる釣り天井工事をやったため、本多正信は本能寺の構造に誰よりも詳くわしい。

「ええっ？　そうなのか？　それじゃ……信奈が寝所に留まってくれたおかげで、信奈たちは救われたということなのか？　そ、そうか……あ、危なかった……！」

「どうだか。わたしは、良晴の知ち謀ぼうを信用していなかったから助かったのよ。どーせ、そんな適当な計画しか持ち合わせていないと思ってたわ。まさにサル知ぢ恵え。案の定よね！　ほーんと、馬ば鹿かなんだから。で、でも、良晴がきっとわたしを迎えに戻って来てくれることは、信じていたわよ？」

「……お、おう……なにしろ作戦実行まで時間が足りず……ぶっつけ本番だったもので……すまない……ああ……俺って奴やつは……そうだよ。あの伝説にはなんの確証もなかったじゃないか。俺は、どこまで馬鹿なんだああああ！」

　の、信奈さまは良晴さんの「愛情」に絶大な信しん頼らいを寄せておられたということです、ち、知謀方面につきましてはわれら軍師勢が力及およばずすみませんすみません、と半兵衛が慌あわててフォローする。

「わたしたちも、良晴さんの『裏手の垣から脱出できる』という与よ太た話を鵜う吞のみにしてしまいましたから、その件の責任はわたしたちにあります。くすん、くすん」

「いーや、シメオンはちょっぴり疑っていたぞーっ！　ただ、時間がなかったのだ！　まあ、きみは頭で考えるより足を動かしたほうが早いから、仮にそんな都合のいい垣がなかったとしても、火事場の馬鹿力でなんとかするだろうと思っていた！　あーはははは！」

　そうだよな……織田信のぶ長ながだって、そんな都合のいい逃げ道があると知っていたら、天下布武を目前に敢えて討うち死にしないよな……なにしろ、金かねヶが崎さきで家臣団を全員捨てて黙だまって京へ逃げ帰った武将だ……良晴は（地下室があったら籠こもりたい）と頭を抱かかえた。

「良晴。きみが本能寺に現れたからこそ、織田信奈は救われた。寝所の釣り天井が落ちる前に、織田信奈の寝所入りが間に合っていたかどうかは文字通り間一髪。『未確定』だったのだぞ」

「……そうか。俺が本能寺に戻った時、信奈はまだ廊ろう下かで戦っていた。俺が寝所に『天岩戸』を開いていなければ、信奈を呼んでいなければ、信奈が室内に入るよりも早く釣り天井が落ちてしまっていた……」

「そうだ。きみが『天岩戸』を開いて織田信奈と本能寺で再会を果たし、『織田信奈が本能寺の寝所に留まる世界』を『確定』していなければ、織田信奈は死んでいた。きみの奔ほん走そうが、彼女の『運命』を覆したのだ。それがすべてだ。そ、そう、気に病やむな」

「……こ、小早川さん。そ、そうか。そう言ってもらえると、救われた気分だ。ありがとう……」

「あ、いや。す、少しばかり出過ぎたことを……すまない」

「ちょっと、そこ！　なに、夫ふう婦ふ面づらして和なごんでるのよ！　そこの自じ称しよう第二夫人！　赤ちゃんを抱だっこしながら良晴と瞳ひとみで語り合わないでよねっ！」

「第二夫人はこの十兵衛です、信奈さま！」

　これで、信奈が生き延びた理由も、良晴が帰き還かんできた理由も、すべて明らかとなった。大団円だね、と宗麟が涙なみだ混じりに微笑む。戻ってこない人もいる。それでも、相良良晴はついに報むくわれたのだ。織田信奈は、本能寺から生還したのだ。

　だが。

　律りち儀ぎな徳川家康が、余計な言葉を漏らしてしまった。

「ま、待ってください。今思えば、私が『上策』を採用して伊賀から三河へ帰っていたら、吉きち姉さまは乱丸さんたちともども地下室で飢え死にしていたわけですよね……どうしてもっと早く釣つり天てん井じようの件を教えてくれなかったのですか弥八郎さん！　いくら兵力不足を補うために伊賀で忍しのびを調達しなければいけなかったとはいえ、引っ張りすぎじゃないですか～！」

「え？　いやまあ、この秘事が敵方に漏れれば信奈さまが生き残る可能性が消えますし、『上策』を採って姫ひめが素す直なおに三河へ逃げ去って天下人になる道のほうが確実でしたのでぇ……そもそも信奈さまが地下室に避ひ難なんできたかどうか、それがしには調べようもなく……結局、相良良晴どのが『天岩戸』を潜って幾いく多たの事象を『観測』しなければ確定しなかったわけですし」

「いやでも、その理屈は後からわかったことですよね？　吉姉さまが地下に埋うまっている『可能性』はあったわけですよね？　それを知ってもなお私が『下策』を選んで三河へ逃げ帰ると言い張ったら、どうするつもりだったのです？」

「そうですねえ。その場合は仮に信奈さまが運良く地下室に避難できていたとしても、そのまま地下室に閉じ込められることになりますねえ。まあ、信奈さまの首を発見できない謀む叛ほん人は初動で手間取りますから、そうなったらそれはそれで、姫が三河から率いていく徳川軍にとって有利になったかなと……って、なにを言わせるのですかあ、姫っ!?　ひひひ姫がそのような無情な選せん択たくをするとはこの弥八郎、露つゆとも想像しておりませんでしたよお？　いずれにしても、きちんとお伝えするつもりでした！」

「デ、アルカ。竹たけ千ち代よにはご褒ほう美びの小こ粒つぶ銀をあげるわ。で、本多正信。やっぱりあんたは本能寺に釣り天井を仕し掛かけた罪で改易よ！」

「お待ちくださあい！　今の失言はちょっとした言葉の綾あや！　勲くん功こう一等はそれがしでえす、徳川家になにとぞ加増を～！」

「なにを騒さわいでいるでおじゃるか。そろそろ、はじめるでおじゃる」

　本多正信改易を巡めぐって大騒ぎとなった良晴の寝しん所じよに、「御所からの使者」が訪おとずれていた。

「えっ？　近この衛えのおっさん？　しかも、白しろ塗ぬりお歯黒？」

「相良良晴よ。そちは帰還したばかりで身体からだも傷だらけ故ゆえ、この本能寺で任官の儀ぎ式しきを執とり行うでおじゃる。よくぞ──よくぞ生還したでおじゃるのう。今日よりは、そちが関白でおじゃる」




　　　　※




　帰還したばかりの良晴は、あずかり知らないところだったが。

　本能寺が再建された際、大おお幅はばに建物の構造や部屋の間取りが変へん更こうされた一因は、「良晴が帰還した際、速やかに本能寺内で関白叙じよ任にん式を行うため」であった。

　御所まで近いんだから、別にここでやらなくてもいいじゃないか、と良晴は思うのだが、「本能寺で行うことに意味がある」らしい。「本能寺の変」という謎なぞと混乱を引き起こした悲劇を、人々の記き憶おくから一いつ掃そうするために、その本能寺で「帰ってきた良晴」がただちに関白に就任する。この瞬しゆん間かんに本能寺は、信奈の悲劇的運命に縛しばられた因いん縁ねんの地から、祝福された地に生まれ変わるのである。

　関白叙任式は、寝所ではなく、大広間で執り行われた。

　ここなら釣り天井も仕掛けられていないだろう、と良晴は「勅ちよく書しよ」を持ってきた近衛前さき久ひさに平へい伏ふくしながら一安心。

「おーほほほほ！　お帰りなさいまし、相良良晴！　元征せい夷い大たい将しよう軍ぐんのわ・ら・わが！　この今いま川がわ義よし元もとが、叙任式における礼れい儀ぎ作法を手取り足取り教えて差し上げますわ！　遠えん慮りよはいりませんことよ？　あなたの世界大奥では、第二夫人として外交に茶会に蹴け鞠まりに夜の子作りにと大おお忙いそがしですもの！」

「ですから、第二夫人はこの十兵衛ですう！」

「だからあんたたち、既き成せい事実化しないで頂ちよう戴だい！　良晴のお嫁よめさんはわたし一人っ！　第二も第三もないのよーっ！」

　まーた姫武将どもが一年前に戻もどりやがった、良晴のアニキが不在の間は互たがいを励はげまし合ってずっと仲なか睦むつまじかったのにな、と父親に随ずい行こうしてきた近衛信のぶ尹ただは呆あきれ顔である。ちなみに良晴の関白任官は、誕生まもない織田政権が安定するまでの期間限定であり、次の関白位は前久の実子・信尹に返へん還かんすることに決まっている。

「おう、よくぞ一年で帰還できたものだ！　下手をすれば百年、いや、数百年は戻ってこられないと言われていたものを。いや、これは見事だ！　余も、そなたの晴れ姿を一目見てみたくてな。近衛に付いてきた。わはははは！」

「この幽ゆう斎さいも、すでに弟に家か督とくを譲ゆずった世捨て人ではありますが、特別に出席を認められまして。こたびの相良良晴さまのご活かつ躍やくは、まことに祝しゆう着ちやく至し極ごく──あなたは、日ノ本の歴史に未来永えい劫ごう語り継つがれる伝説の英えい雄ゆうとなられました」

　剣けん豪ごう将軍・足あし利かが義よし輝てる。そして、「本能寺の変」を逆用して信奈の「運命」を覆すという奇き策さくを立案し遂すい行こうした細ほそ川かわ幽斎。

「……ありがとうございます。皆さんのおかげで、信奈は……」

　良晴は、声を詰つまらせていた。

　さらに──。

「さがらよしはる。たいぎであった。てんかは、さだまった。ひのもとのらんせいは、おわった。そなたは、じゆうである。これよりは、おだのぶなとともに、いきよ」

「姫ひ巫み女こさまっ!?　少し大きくなられましたね？　一かず益ますちゃんじゃなくて、ほんもの!?」

「こたびは、ほんものである。ちかごろはときどき、いもうとといれかわって、きょうのまちをたのしんでいるが」

　姫巫女が、相良良晴関白叙任式のために、自ら本能寺へと下向していたのだった。

　これは、破格の事態であった。

　よく公く家げ衆が承知したもんだ、と良晴は驚おどろいていた。

「相良良晴さま。公家衆にはもはや、織田信奈さまに反意を抱いだく者はおりません」

「それはどういうことだ、幽斎？」




「本能寺の変」勃ぼつ発ぱつの後、京の戦乱はどのように収まり、織田政権はどのように確立されていったのか、良晴はこの一年の間に起きたことをまだなにも知らない。

　細川幽斎と近衛前久が中心となって、要点だけを良晴に手短に伝えてくれた。

　細川幽斎と九く条じよう派公家衆が「本能寺の変」決行のために作った最初の「偽ぎ勅ちよく」──惟任軍に織田信奈暗殺と王政復古を命じる勅書は、すでに幽斎が「変」決行直後に焼き捨てていたが、明智光秀の了りよう承しようのもと、惟任軍の重臣たちが「変」の決行直前にこれを「見た」こともいっさいなかったこととされ、すべてが闇やみに葬ほうむられた。

「変」の決行直後、惟任軍を「官軍」として奪だつ取しゆすべく奔走した菊きく亭てい晴はる季すえが、細川幽斎を御ご所しよから追放するために作成した偽勅についても、同様。

　惟任軍乗っ取りのために出された菊亭晴季の偽勅と言えば、二条御新造を包囲していた惟任軍へ「公おおやけ」に出したもの──「惟任軍は官軍。織田家に与くみする武家を朝敵として討ち、即そく時じ攘じよう夷いをなせ」という偽勅がもっとも重大な問題を孕はらんでおり、一歩間ま違ちがえればヨーロッパ使節団を攘夷志士や官軍が襲しゆう撃げきして日ノ本の独立が脅おびやかされる混乱が訪れていた。この偽勅は、「御所は、暴走する惟任軍を足止めするために、慌てて作成中だった勅書を明智光秀に渡わたして時間を稼かせいでいた。故にこの勅書は無効」という玉虫色の解決策をもって葬られた。

　公家衆全員が「変」と無関係だったという「公式見解」を成立せしめたため、近衛前久親子が「変」にかかわっているという嫌けん疑ぎも、この時点で消しよう滅めつした。

　生還した織田信奈が姫巫女を擁ようし、そして近衛前久の潔白が公認された。

　九条派公家衆の完全敗北であった。

　お市いち、蒲生がもう氏うじ郷さと、相良妹軍団、高たか山やま右う近こんらに率いられて無事に堺さかいへ到とう着ちやくしたヨーロッパ使節団の一部は、「御所はほんとうにコレトー軍に攘夷を命じたのではないか」と疑念を持ったが、エリザベス女王が仲立ちすることでかろうじて事態は収しゆう拾しゆうされた──むろん、本能寺跡あとの地下室から生還した織田信奈が、南蛮寺から彼女を迎むかえに来た姫巫女と合流することで、京での混乱が速すみやかに鎮しずめられたことが大きい。信奈が死んでいれば、エリザベス女王とて仲ちゆう介かいはできなかった。むしろ率先して九条派公家衆の敵に回っていただろう。

　自らの策さく謀ぼうがどのような結果をもたらすかという大局観を持たず、細川幽斎を「第二の足利尊たか氏うじ視」するあまり日ノ本をいたずらに揺ゆるがしたとして、九条派公家衆の知ち恵え袋ぶくろとして暗あん躍やくした菊亭晴季は責任を問われたが、「織田信奈生せい還かん」という奇き跡せきのおかげで罪一等を減じられた。細川幽斎自身が「わたくしが公家衆を恐おそれさせすぎたのも一因です。もともと、すべてはわたくしが計画したことです。わたくしの切腹をもって終結させてくださいませ」と菊亭たち公家衆を弁護したことも大きかった。

　菊亭は、表向きは「本能寺の変の混乱時に、勅書の草そう稿こうを惟任軍に送った」罪で越えち後ごに流罪。

　しかしこれは形式的な懲ちよう罰ばつで、流る罪ざい生活は一年限り。まもなく菊亭は京に戻ってくる。

　本能寺跡から生還した織田信奈の姿を見て「……めめめ女め神がみや……ほんまもんの、女神や……！　後光が射さしとる……！」と腰こしを抜ぬかした菊亭が再び暗躍することはもうないだろう。むしろ、以後の菊亭は織田信奈に必死ですり寄っている。菊亭にはもともと政治的なビジョンというものがなく、権力に張り付くタイプの小策士だった。逆に、そのおかげで破は滅めつを免まぬがれたと言っていい。

　公家衆を庇かばった幽斎は、その真意が織田信奈救出にあったこと、惟任軍の即時解体を予定していたこと、「変」の途と中ちゆうで公家衆から閉め出されていたことがすでに判明していたため、無罪。

　九条派公家衆の筆頭格で、近衛家との間で「関白相論」を引き起こして一連の騒そう動どうのきっかけを作った二に条じよう昭あき実ざねは、ごく短期間ではあるが近衛前久から関白位を継いで悲願を果たし、近衛・織田方と手打ちした。むろん、自らの関白就任と引き換かえに、近衛前久が帰還した相良良晴に関白位を渡すことを承知したのである。

　偽勅作成に奔ほん走そうした菊亭晴季を除く二条昭実たち九条派公家衆については、姫巫女から強く𠮟しかりつけられる以外の「懲罰」はなかったが、「次はないと思いなさい。良晴が戻ってこなかったら……」と織田信奈に脅おどされたことで、もはや反はん撃げきする気力も萎なえ果てた。

　なによりも──織田信奈と姫巫女とが、滝たき川がわ一益を介かいして姉し妹まい同然の蜜みつ月げつ関係にあることを、今回の騒動ではじめて認識した公家衆は、織田信奈に簒さん奪だつの野心がないことをようやく認めた。むしろ、姫巫女を「極東の羅馬ローマ教皇」的な立場として尊重しながらの公武合体をこそ、織田信奈が望んでいたと知った。

　これだけの大乱が京で起きており、「玉」である姫巫女が御所を去って南蛮寺に移っており、御所には姫巫女の替かえ玉として滝川一益が乗り込んでいた。その上、虎とらの子だった「官軍」の兵力は、頼たのみの藤堂高虎が途中離り脱だつしたあげく、「ほんもの」の明智光秀が「いっそ朝敵になるですう」と空気を読まない暴走をはじめてすべて奪回した。姫巫女を消して一益を姫巫女位に就つけ、御所を乗っ取ることも、信奈には可能だった。

　だが、信奈は、それをしなかった。

　それに、公家たちにはヨーロッパ諸国と渡り合っていく自信も実力もなかった。彼らには、カトリックとプロテスタントの区別すらつかないのだ。只ただ一人、異国在住経験を持ち、クーデター政権を切り盛りできる実力を持つ細川幽斎の隠いん居きよが、ここで効いてきた。

　その細川幽斎から「本能寺の変」を計画した真意を明かされた二条昭実たちは、「やはりわれらは細川に利用されていたのや！」と幽斎に憤ふん慨がいしながらも、織田信奈に謝罪し、織田政権をついに公認した。

　これ以上抵てい抗こうすれば、織田信奈の意思にかかわらず、「くげたちがこれほどにがんめいでは、こうぶがったいは、むりであろう。ならば、おだのぶなよ。そなたが、ひのもとのしんけんをもてにいれよ」と姫巫女が信奈に譲じよう位いしてしまう。

「勾まが玉たま」が姫巫女によって御所から持ち出され、騒動の中で失われていることもまずい。この件が明るみに出れば、姫巫女位の正当性を揺るがす大問題となる。

　最後には、ワルカン顔となった黒くろ田だ官兵衛が「むふー！　勾玉ならば、このシメオンがなんとかしてやろう！　その代わり、諸君は二度と織田信奈にちょっかいを出さないと誓せい約やく書を差し出すように！　天下一軍師に任せろ～、あーはははは！」と九条派公家衆を懐かい柔じゆうし、ついに「勾玉の再復元と御所への返還」を交こう換かん条件として、九条派公家衆と織田政権は融ゆう和わに至ったのである。

　なお、南蛮寺でガスパールが相良良晴の消滅を阻そ止しするために「火～サラマンドラ～」に自らの体内の「気」を注入して死亡したが、彼の死はヨーロッパ使節団側には「病死」として報告され、火種にはならなかった。その裏では、フロイス、ソテロ、オルガンティノがガスパールの最さい期ごに関する「事実」をヴァリニャーノに証言している。とりわけ、これまで「異い端たん狩がり」に東奔西走してきたソテロの証言は重かった。真相は漏もらせないが、フランシスコ・ザビエルはいずれバチカンによって「聖者」に認定されるだろう、とヴァリニャーノは語ったという。




「というわけでおじゃる。これっ、聞いているでおじゃるか、良晴よっ？」

「あ。ごめん。悪い。話が小難しくて……いちど聞いただけじゃ飲み込めない。黄泉比良坂を漂ただよっていたせいか、頭が……」

「良晴は、こーゆーまつりごとの話が苦手だものね。六りくと同じね。いまだに、あの日なにが起きていたのか、六ってばさっぱり飲み込めないままなのよ！」

「信奈さま。日ノ本のほとんどの人が、そうでしょう。『未来人』くらいならば人々も理解できましょうが、過去と未来と現在を行き来できる『観測者』の存在など、この時代の人間の理解力を超こえております。公家衆とて、何人がほんとうに理解できているか……その上、偽勅の乱発や勾玉喪そう失しつなど、露ろ見けんすれば御所の死活問題になる件も多々あります。ですから、こう決めたのではありませんか。複雑怪かい奇きな『本能寺の変』の真相は内々に止とどめておいて、公式には──」

　幽斎が「わたくしの想定していた結末とは違いすぎますが」と申し訳なさそうに一人の姫ひめ武将の横顔をちらりと覗のぞき込んだ。

　そう。さんざん「変」に巻き込まれて、最後は御所への強ごう訴そ進軍までやらかした「謎なぞの謀む叛ほん人」明智光秀である。

「公式には、この十兵衛が嫉しつ妬とに狂くるって衝しよう動どう的に本能寺を襲撃！　ところが『盗とられるくらいなら燃やしてしまえホトトギス』と自ら本能寺に火を放った信奈さまから相良先せん輩ぱいを奪回し損そこねたので、やけくそになって、謀叛した勢いで御所へ『先輩をこの十兵衛の夫にせよと勅命をよこすです』と強訴しに行った──ということにされてしまったですううう！　なんですか、これはあああ！　十兵衛の一人損ですう！　酷ひどい話ですう！　まさに生いき恥はじですうううう！　でも、十兵衛はこの屈くつ辱じよくに耐たえて汚よごれ役を引き受ける試練を背負いましたです！　これも、すべては信奈さまと先輩をお守りするため……！　ああ。十兵衛は、十兵衛はなんと報むくわれぬ悲劇の忠臣でありましょうか。どうか十兵衛を閨ねやで慰なぐさめてください先輩！　よよよ……」

　あれだけの大事件が起きたのに、誰だれもが無傷で済まされるはずはないとは思っていたが、そんなことになっていたのか……良晴は抱だきついてきた光秀を思わず抱きしめて「『正史』よりも酷いことになっちまったな。ごめんな。そして、ありがとう」と光秀のおでこを撫なでてしまった。

　関白叙じよ任にん式が執とり行われるこの広間には、奇妙たち三人の赤子は連れてこられなかったので、今は別室で乳う母ば衆（かつて信奈の乳母を務めた池いけ田だ恒つね興おきの母や斎藤利三たち）が世話をしている。なので、光秀はすでに手が空いており、良晴に抱きつけたのである。

「ちょっと待ちなさいよ十兵衛！　あんた、最初からそーやって良晴の第二夫人にちゃっかり収まることが目的で、敢あえて『嫉妬に狂って本能寺で大暴れした戦国の六ろく条じようの御み息やす所どころ』の汚お名めいを自分から進んで被かぶったんでしょーっ！　そのそっ首が繫つながっているだけで満足しなさいよーっ！」

「信奈さまこそ、この大だい殊しゆ勲くん者の十兵衛に俸ほう禄ろく一年分タダ働きの厳げん罰ばつを科すとは、どういうおつもりです！　『越後に一年流罪』のほうがぜんぜんマシですう！　守しゆ銭せん奴どです！」

「だ、だって、一応、表向きはあんたが『本能寺の変』の主犯なんだし……わたしと良晴に焼やき餅もち焼いて初夜を邪じや魔ましに来たという、歴史上類例のないくっだらない理由をでっち上げてあげたからこそ、あんたは切腹を免れたのよ？　京のみんなも、怒おこるのを通り越こして呆あきれ顔で苦笑するばかりで……天下盗りが目的だったという話にしてしまったら、誰も十兵衛を庇いきれなかったのよ？」

「でも、酷いですうう！　信しん憑ぴよう性せいがありすぎて、みんなが信じているですう！」

「だって。みんなが信じるような作り話を捏ねつ造ぞうしなくちゃ、意味ないじゃない……あんたがしつこく良晴を狙ねらっていることは天下万ばん人にん誰もが周知の事実だったから……」

「違うです、愛宕あたご山やまですっぱり未練を断ち切ろうとしていたですう！　十兵衛の名めい誉よはもう末代まで回復不能ですう！　細川どの！　責任を取って、なんとかしやがれですう！　自分だけ出家して我関せずとは、ずっこいですう！　そもそも、おめーが真の主犯だろうがオラア、ですう！」

　わたくしはそういうつもりで出家したのではないのですが……と光秀に「しょーもない嫉妬で本能寺を襲おそった」という汚名を着せることになってしまった幽斎も青息吐と息いきである。なにが起きても動じない幽斎だが、光秀にだけは弱いらしい。

「じゅ、十兵衛の名誉を回復するためには……そうですね。や、やはり、相良さまと祝しゆう言げんを挙げるしかありませんね。それで、信奈さまと十兵衛とが修しゆ羅ら場ばを乗り越えて真の和解を果たしたと天下万人を安あん堵どさせ、天下太平の世が訪おとずれたことを知らしめられます。そもそも、これほどの犠ぎ牲せいを払はらった十兵衛は、こたびの勲くん功こう一等。恩賞は、相良さまとの祝言ということに──」

「さすがは細川どの！　十兵衛ははじめから細川どのの誠意を信じていたですう！」

「……デ、アルカ。細川幽斎。そこに直りなさい。もう我が慢まんならないわ！　わたしは、あんたのおかげで危あやうく地下室で蒸し焼きにされかけたのよ！　この上、まだそんなことを。あんたは、無礼打ちよ！」

「させるかあ、ですう！　十兵衛はこう見えて宝ほう蔵ぞう院いん流槍そう術じゆつの使い手・松まつ永なが弾だん正じようと互ご角かくに戦った剣けん豪ごう！　せいっ、真剣白しら刃は取り！」

「ぐぬぬ。おのれ、こしゃくな！　邪魔しないでよーっ十兵衛！」

「これっ！　姫巫女さまの御ご前ぜんで、なにをしているでおじゃるか！　抜ばつ刀とうなどもってのほか！　二人とも、静まるでおじゃる！」

　アニキが帰ってくるまでは、実の姉妹のようにお互たがいを励はげまし合っていた仲なか睦むつまじい二人だったのになー、あれは幻まぼろしだったんだろうか、嫉妬に燃える女は恐ろしい……と信尹がいよいよ呆れ果てる。

「あーもう無茶苦茶だよ。俺の関白叙任はどうなったんだ？」

「うむ。そうでおじゃったな、良晴よ。なにぶんここは御所にあらず。姫巫女さまも、式は簡易でよいとのこと。すぐに済むでおじゃる。しかし……相良義陽を大だい納な言ごんに任官できなかったことだけが、残念でおじゃるな……聞けば、そちを救うために未来の世界に留とどまったのだとか……まことに、天あつ晴ぱれな姫武将であったのう……これからの日ノ本にとって、欠かせぬ者であったでおじゃる。惜おしいことでじゃる」

「……あっ……そうか……姉さんは……戻もどって、いないのか……」

　良晴は（ここは夢の世界じゃない。現実の世界に、俺は帰ってきたんだ）と、はじめて心の底から実感していた。相良義陽はもう、この時代にはいないのだ。サガラヨシハルとして、未来を生きる道を選んだのだ。胸が、痛む。

「いや、これは麻ま呂ろの未練であった。永遠に別べつ離りしたわけではないでおじゃる。この世界と繫がっている未来の世界に、相良義陽は生きているでおじゃる。そう落ち込んでは、相良義陽も哀かなしむでおじゃるぞ、良晴よ。胸を張るでおじゃる」

「……そうだな。わかっている。わかっているけれど……」

「これは小早川隆景から聞いた話でおじゃるが、相良義陽は、未来から来たそちに降りかかり続ける『歴史の修正力』は今後も増大していくだろう、と危き惧ぐしていたそうでおじゃる。『本能寺の変』もそのひとつでおじゃったが、細川幽斎がそちと織田信奈を救うために計画したこと故ゆえ、こたびはかろうじて切り抜ぬけられた。しかし今後もなお、『歴史の修正力』がそちを襲う危険は消えぬと」

「姉さんが？」

「しかし、相良義陽は解決策を──一種の抜け道を見み出いだしていたそうでおじゃる。良晴よ。そちが、完全にこの世界の人間になりきってしまえばよいと。相良良晴抜きでは、歴史は立ちゆかない、そういうところまで行ってしまえばよいと。そちがこの世界に、徹てつ底てい的に『因果の糸』を張り巡めぐらせてしまえば、もう『歴史の修正力』はそちを消そうとはしなくなるはずだと。具体的には、さまざまな家から妻を迎むかえ、多くの子を生なすのでおじゃる。日ノ本のみならず、世界中から妻を──そしてあらゆる国、あらゆる地域、あらゆる文化圏けんに、そちの子を、子孫を──儲もうけるのでおじゃる。そちの子孫すべてを抹まつ消しようしようとすれば、かえって至るところで歴史が崩ほう壊かいしてしまう、というくらいに。さすれば、『歴史の修正力』も、そちへの追つい撃げきを諦あきらめるでおじゃる。この理り屈くつは、天下の智ち者しや三人──小早川隆景、竹中半兵衛、黒田官兵衛も『有効』だと認めているでおじゃる。もっとも、今まで織田信奈には打ち明けられなんだが……」

　良晴は、思わず天を仰あおいでいた。

　なんという厄やつ介かいな策を残していったんだ、姉さん……！

　そして近衛のおっさん。いやもう親父おやじと呼んだほうがいいのか。相変わらずの軽けい忽こつさというか。なにも今ここで、信奈の目の前で言わなくてもいいだろう。「織田政権の火薬庫」こと十兵衛ちゃんもいるのに！

　この場で「第二次本能寺の変」が勃ぼつ発ぱつしたらどうするんだ！

　しかも、こんどというこんどは、十兵衛ちゃんがガチ主犯だ！

　こんな話を切りだされた上、信奈が即そく座ざに「ダメに決まってるでしょ！」と一いつ蹴しゆうしたら。

　十兵衛ちゃんの「本能寺ゲージ」がＭＡＸになってしまう！

「ほっほっほ。どうじゃな、良晴。よき考えであろう。智者と言えば細川幽斎、そちの意見はどうじゃ？」

「そうですね。相良義陽さまのご意見、実に理屈に適かなっていると──『未来人』として振ふる舞まうのではなく、いっそ進んで誰よりも『この世界の人間』になりきってしまう。相良良晴の『血』を、この大航海時代の流れに乗せて、全世界に広める。見事です。わたくしには、他にこれといった代案が思い浮うかびません。小早川さまたちも同じでしょう。十兵衛どの、これはあなたにとってもまたとない大義名分。悲願達成の機会かと」

「よくわかりませんが、わかったです細川どの！　十兵衛は、ずっと細川どのの誠意を信じておりましたーっ！　だいじなことですから、二度言いましたですう！　先輩！　信奈さまとの間だけでお子さまを儲けていては、『歴史のなんとか力』がいつ何時先輩を襲うかわかりませんですう！　お子さまたちも心配ですう！　なので、次はこの十兵衛が先輩のお子を！」

　良晴は、腰こしを浮かせて部屋から逃にげる姿勢に移行していた。

　細川の野や郎ろう……しれっと、俺を売りやがった……やっぱり、こいつは信用ならない策士だ……！

「ねえ、良晴～？　いくら義陽お義姉ねえさまのお言葉とはいえ、あんた、新にい妻づまとその娘むすめたちのもとに帰ってきたその日に、世界大奥を開くなんて言いださないわよね～？　『因果の糸』だかなんだか知らないけれど、要ははぁれむを持つってことでしょーっ！　せめて後日切りだしなさいよ!?」

　ああ。やっぱり、信奈が激げき怒どした。三人の赤ちゃんのお母さんになっても、俺を独どく占せんしたがるその乙女おとめ心ごころは、ぜんぜん変わっていない……！

「わかってる、わかってる、信奈！　今話すことじゃないよなっ！　この件はまた後日な！　それじゃ、関白叙任式は終わったということで！　俺は京の町を散歩に行ってくる！　後は頼たのむ、前久の親父！」

「これっ。まだ終わっては……えーい、そちら夫ふう婦ふはいいかげんに落ち着くでおじゃる！」

「式はこの十兵衛が代役としてつつがなく済ませておくです、先輩！　いえ、旦だん那なさま！　後で合流しますので、お先に行ってらっしゃいですう～！」

「誰があんたの旦那さまよ、きんかん！　ちょっと、良晴っ！　待ちなさ～い！」




　相良良晴、危うし！

　広間からほうほうのていで脱だつ出しゆつした良晴は、廊ろう下かを駆かけて門へと向かった。だが、「球避よけのヨシ」ともあろう者が、間取りが大おお幅はばに変わっていたので逃げ遅おくれた。

　凄すさまじい勢いで追いかけてきた信奈が、廊下で良晴の背中に高速タックルしてきて、ついに良晴は押おし倒たおされていた。

「んもう、やっと捕つかまえたんだから！　なんで逃げるのよー！　もうどこへも行っちゃダメよ、良晴！　お願い……もう……わたしのもとから、消えたりしないで……！　うっ……ううっ……」

「の、信奈。ごめん。お前がまた抜刀しかねない表情だったので、つい条件反射で！　もう、どこにも行かないって！」

「……ほんとうに？」

　二人は、そのまま抱き合う。思えば良晴は帰き還かんしてからはじめて、信奈と二人きりになれた。

「ああ、ほんとうだ。俺がこの世界に戻ってこられたのは、信奈、お前が俺を呼んでくれたからだ。その昔。まだ、子供だった頃ころ。ザビエルと過ごした最後の夜。星空に手を伸のばして、お前は祈いのったよな。『早く、わたしに会いに来て──！』って。だから、俺はお前のもとに最短で帰還できたんだと思う」

「ちょ。なんでそんなこと知ってるのっ？　まさか、黄泉比良坂から覗のぞいたのっ？　忘れて、ぜんぶ忘れてっ！」

「忘れろと言われてもな。それより信奈。結局、三職推任問題はどうなったんだ？　御所とは和解したんだろう？　信奈は将軍位を選んだのか、それとも？」

「え？　わたし？　わたしは無位無む冠かんよ。だって、あの後、良晴の赤ちゃんを身ごもったことがはっきりしたし……それに、そもそもわたしは日ノ本の官位に縛しばられるつもりなんて、ないから！　わたしは世界の織田信奈よ！」

「それじゃ、将軍位は？　義元ちゃんは降りたんだろう？　乱世が終わった今、義元ちゃんは将軍職を続けるよりも、引退して京で風流三ざん昧まいの生活を選ぶに決まっている」

「大当たり。今は、竹千代が征せい夷い大たい将しよう軍ぐんよ。面めん倒どうな日ノ本のまつりごとは、ぜーんぶ竹千代と本多正信に押しつけたから！　竹千代ってば、『結局なにがどう転んでも、重い荷物を背負って坂道を歩まされる私の運命は変わらないということだったんですね～。しかも完全に棚たなからぼた餅もちで、後世の不人気武将化は確定です～』って泣きそうになっていたけれど。ふふっ」

　まあ、家康には申し訳ないが適任者だ、と良晴は納なつ得とくした。

「あと、良晴に謝らないといけないことがあるの。本能寺の寝しん所じよに置いていた良晴のスマホね、わたしたちが地下室に落ちる際に、倒れてきた柱かなにかに引っかかって一いつ緒しよに落ちてこなかったの。中身までこんがり焼けちゃった……ごめんね？」

「いや。あれは、この時代にはあってはならないオーパーツなんだから、後世に残らなくて正解だ、信奈。もしかしたら」

　もしかしたら、あのスマホが焼けたことで、俺は「未来人」として「歴史の修正力」に追いかけられる運命から解き放たれたのかもしれない、と良晴は直感していた。そもそも、戦国時代にあのスマホを持ち込んだことが、いつまでも俺が「歴史の修正力」に狙ねらわれる大きな原因だったのではないか。だが、これは素人しろうと考えで、確証はない。「本能寺の裏の垣かきから信奈を脱出させられる」という俺のサル知ぢ恵えも大外れだったわけだし。いずれ半兵衛官兵衛に相談してみよう。

「もしかしたら、なに？　良晴」

「あ、いや。なんでもない、またいずれ。でも、無位無冠ということは、つまり信奈……いよいよなのか？」

「もちろん！　良晴が帰ってきたら、一緒に海の向こうに行こうって決めていたの！　だからこその無位無冠よ！　良晴の関白位は、出航前に義理の弟の近衛信尹に譲ゆずればいいわ。ヨーロッパ使節団の面々はね、さすがに良晴の帰りをいつまでも待ってはいられないから、もう艦かん隊たいを率いて帰国しちゃったの。だから、こんどはこちらから行くの！　大船団を率いて羅馬まで！　そして、ドレイクのように世界を一周するの！　いいでしょ、良晴？　奇妙たちが大きくなるまではダメだとか言わないわよね？　絶対に、絶対に奇妙たちを危険な目に遭あわせたりしないから、お願い！」

「いいさ。この時代の大航海が抱かかえる敗はい血けつ症しよう問題は未来知識で解決済みだ。これは、半兵衛の病を治すための冒ぼう険けん旅行でもあるし──信奈は、『東西文明の融ゆう合ごう』というザビエルの夢を継ついだんだ。ザビエルはもういないけれど、未来人の俺が信奈を補ほ佐さする。思いきり歴史を変えてやろう、信奈！」

「ありがとう、良晴！」

「エリザベス女王陛下たちに。みんなに会いに行こう。ヨーロッパだけじゃない。海の向こうにはまだまだたくさん、俺たちが知らない世界が広がっている──ガスパールが『観測術』を用いて覗き、そして嘆なげいた世界の歴史を、『織田信奈』が『本能寺の変』を乗り越こえて生きることで、世界へ旅立つことで、もっと良い方向に変えられる！　だから、行こう！」

　二人は肩かたを支え合いながら立ち上がって、そして。

　本能寺の、門へと。

　そこに、信奈と良晴を待っている人たちがいた。

「よっしー、おかえりなのじゃ！　のぶなちゃん。世界航海のための大船団、見事に完成したのじゃ！　和船や唐から船ふねの技術に加えて、南蛮船の最新技術を片っ端ぱしから取り入れておる。ヨーロッパ使節団から腕うで利ききの航海士も借りておるしの。外海といえど、安全に航海できること請うけ合いじゃ！　船団はすでに伊い勢せ湊みなとから、新たに築いた兵ひよう庫ご湊に到とう着ちやくしておる。いつでも出航できるのじゃ！」

　この日が来ることを一日千秋の思いで待ち続けてきた、滝川一益。

「ああっ。やっと船造りが終わったと思いきや、もう相良良晴どのが帰ってきてしまうとは！　あああ、婚こん期きが……婚期が……コンキスタドール……この九く鬼き嘉よし隆たかが、旗艦『日本号』のキャプテンを務めさせていただきます！」

　かくなる上は、ヨーロッパの貴族を旦那さまに！　世界の七つの海を駆け巡って結婚してみせる！　と九鬼嘉隆。

「……わたくしは、土佐で貿易できればそれで結構ですのよ？　いえ、ほんとうに、羅馬とかそういうのはいいですから……どうしてっ？　どうしてわが長ちよう宗そ我か部べ水軍まで、地球の裏側へ連れて行かれなければならないのっ？　なんという理り不ふ尽じん！」

　明智光秀と「海かい援えん隊たい」などを結成したばかりに、いつの間にか織田信奈の大航海計画に組み込まれてしまった被ひ害がい者しや・長宗我部元もと親ちか。

「デアルカ！　とうとう完成したのね！　海援隊には世界各地の港に貿易拠きよ点てんを作る商人仕事を全振りしてあげたんだから、感謝しなさいよね！　利権がっぽりじゃん。なに泣いてるのよ、この鳥なき島の蝙こう蝠もり娘は？」

「しくしくしく……だって……明智家の連中と組むと、絶対に大損害が出るのよ……！　たこ焼き屋台の大量出店で大失敗したり……あやつらは明らかに、商売に向いてないの！　おわかり？　というわけで、わしゃあ今日から謎なぞの海かい賊ぞく・鬼おに若わ子こ仮面としてフリーダムに生きていくぜよ！　ほいたらな！」

「これっ待つのじゃ！　海援隊が、行く先々で銭かせを稼かせいでのぶなちゃんの航海を支えるのじゃっ！」

「あらあら、逃がさないわよ～ん。九きゆう州しゆう長なが崎さきから、大だい倭わ寇こうの馬ば武ぶさま、見参！　アタシもハウステンボス号の艦かん長ちようとして、羅馬への新婚旅行にご一緒するわ～ん♪　世界中の恵めぐまれない子供たちと恵まれている子供たちすべてに、お菓か子しをお届けよ～♪　そのための莫ばく大だいな資金は、海援隊が捻ねん出しゆつということで♪」

「あ～れ～？　なぜわたくしが倭寇にたかられねばならないのっ？　これはきっと夢！　悪夢ですわ、おわかり？」

　平ひら戸どの松まつ浦ら隆たか信のぶも合流するわよん、琉りゆう球きゆうの尚しよう寧ねい王おうもいつでも那な覇はの湊に寄港してくれていいさ～だって♪　と、馬武が請け合ってくれた。これで、アジア海域の通過は問題なくなった。見た目は「一人多た国こく籍せき軍ぐん」だがもともとは明みん人だった（らしい）馬武は、マカオでも顔が利きくのだ。

　その上、琉球が南方へ向かう際の航海拠点となった。南蛮貿易に押されて海洋貿易国としての経済力が衰すい退たいしている琉球としても、織田信奈が新たに開かい拓たくしようとしている海洋貿易路の「ハブ」としてこの航海計画に乗ることで、南蛮に押される一方だった貿易力を再び取り戻もどせる。たぶん尚寧王の妹の月げつ嶺れいが、なんくるないさーと首しゆ里り城で猫ねこと一緒にお昼ひる寝ねしていた兄のお尻しりを叩たたいて決断させたのだろう。

「ところでよっしー、これから京の町を散歩かの？　ではしばし、のぶなちゃんと二人いちゃいちゃしてくるがよいのじゃ。姫ひめは気を利かせて後で合流することとする。行ってらっしゃい、なのじゃ！」

「ああ、一益ちゃん。もう、ちゃんづけしないほうがいいかな？　一年会わないうちに、背が伸びてるもんな。そうか。一益ちゃんはもうすぐ、あの幻まぼろしの八頭身巨きよ乳にゆう美女に……ゴクリ」

「こらっ良晴！　左さ近こんと浮うわ気きとか、ありえないからっ！　ほら、行くわよ！　でも──驚おどろかないでよね？」

「驚く？　なんで？」

「ふふ。説明はあと。門を開けば、わかるわよ♪」

　まさか信奈、俺がいないうちにまたしょーもない悪あく辣らつな金かね儲もうけを企たくらんで、京の町に邪じや悪あくな集金アトラクションでも建てたんじゃあ？　こ、こんどはどんな詐さ欺ぎ商売を閃ひらめいたんだ？　守しゆ銭せん奴ど信奈の欲よくのせいで、野放図に再開発された京の景観がブチ壊こわしなんてことは……？

　怯おびえながら、良晴は門を開いた。

　そこには──。




「フハハハハ！　よくぞ帰ってきたな、サガラー大明神よ！　今日は全国各地で、うぬの再降臨を祈き願がんして祭りが開かれているにょだ！　おお。我が相良神社に設置した五ご芒ぼう星せいのぺんたぐらむが効いたに違ちがいない！」

「ぼ、梵ぼん天てん丸まる？　相良神社？　サガラー大明神？　この、人いきれは……いったい何十万人の人が、京を行進しているんだあああっ!?」

　そう。

　京の町は、祭りに参加した前代未み聞もんの人々の群れに覆おおい尽つくされていた。

　京の住民はもちろん。全国各地から。世界各地から。織田信奈とともに乱世を統一し、黄金十字軍戦争を戦い抜ぬいた相良良晴の再降臨を待ちわびる人々が、殺さつ到とうしていた。やまと御ご所しよ、本能寺を経て、東ひがし山やまに創建された「相良神社」へと至る巡じゆん礼れいルートを進んでいた。

　みな、本能寺の門を開いて飛び出してきた良晴の姿を見つけるや否いなや、「戻ってこられた！」「相良はんが！」「新にい妻づまを置いて、一年間なにをしてはったんや！」「あなめでたや。信奈さまは、報むくわれはった……！」と大だい歓かん声せいをあげる。

　出雲いずもの阿お国くにが率いる「かぶき踊おどり」の一座が、一心不乱に踊りながらそんな人々を盛り上げていた。座長の阿国のもとには、忍しのび稼か業ぎようを引退して野に下った百もも地ち丹たん波ばや藤ふじ林ばやし長なが門とたち、風ふう魔ま小こ太た郎ろう、そして果か心しん居こ士じの姿も交じっている。

「も～！　梵天丸ちゃん！　神社の境けい内だいに、悪あく魔ま崇すう拝はいの魔ま法ほう陣じんを勝手に描かかないでくださ～い！　相良神社はただでさえ、神しん道とう、仏教、にゃんこう衆、陰おん陽みよう道どう、修しゆ験げん道どう、キリシタン、回教、その他ほかあらゆる宗教のごった煮に状態で、もはや神社の面おも影かげが残っていないのに～！　お帰りなさいませ、相良良晴さま！　相良神社を仕切らせていただいています、吉よし田だ兼かね見みで～す！　信奈さまのご命令で、吉田神社の巫み女こ仕事と兼けん任にんさせてもらってま～す！」

「ななななんで俺が神社で祀まつられてるんだ？　大明神って……神さま扱あつかいじゃないか！　そもそも俺、死んでないし！」

「信奈さまのご意思です！　信奈さまは、たとえ相良さまのご帰き還かんが遅おくれて、百年先、千年先の未来になってしまったとしても、その時代の人々に相良さまがわけのわからない風ふう来らい坊ぼうではなく『かつて織田信奈と日ノ本を救った英えい雄ゆう』としてきちんとお迎むかえしてもらえるよう、未来から来た英雄・相良良晴を『神』として祀る、と定められました。そのために、いずれ相良さまが戻ってくる本能寺を再建して『聖地』に。東山に、相良さまを神として祀る相良神社を創建。建設奉ぶ行ぎようは、明智みっちゃんと藤堂高虎さまでーす！　すべては相良さまのためでした。愛ですね～、愛──！」

「サガラーの神号をどうするか、けっこう紛ふん糾きゆうしたのだがな、ククク。大友宗麟は、『新しん八はち幡まん』という未来の新幹線の地方駅みたいな安易な神号を提案。豊ぶん後ごの宇う佐さ八はち幡まんの系けい譜ふにうぬを繫つなげようとしたらしいが、捻ひねりがないとボツに。南蛮魔術に精通した我は、日ノ本限定のご当地神号はサガラーには似合わぬ、国際的な神号をつけよと提案し、うぬを『テ悪ウ魔ルとギ精ア霊・とゴ惑エ星テとィ天アと・魔ア術ルのスす・べアてルをマ支デ配ルせ・しサジロパモンニグスの・大パ賢ウ人リソナロ・モノンウ王ァ』と命名したにょだが──」

「そんな痛い名前は日ノ本人が覚えられない、と当然不採用となりまして～。無難に、相良大明神ということになりましたっ！」

「そういうわけよ、良晴！　日ノ本に、新たな観光名所、聖地が誕生したのよ！」

「いやいや。待ってくれ、信奈！　俺は人間だぜ！　まだ生きてる！　こうして、生きてお前のもとに戻って来た！　いつまでも俺を待ち続けてくれる体制を整えてくれたことは嬉うれしいけれど、生前神格化なんて冗じよう談だんじゃない！　もう不要だろう？　俺の神格化は取り下げてくれよ！」

「ダメよ、良晴！　だって！　見なさい！　日ノ本中から、世界中から、相良大明神詣もうでの客が殺到しているんだから！　しかも、記念すべき第一回の祭りの日に、良晴がほんとうに降臨したのよ？　この奇き跡せきは全世界に広まり、さらなる観光客を呼ぶことに──！　これで、わたしはぼろ儲もうけだわ！」

　相良神社関連の収益の大半は信奈さま個人の懐ふところに入ることになっていまーす、と吉田兼見。なんという、せこい……信奈……「未来永えい劫ごう、たとえ自分の寿じゆ命みようが尽きてもなお、俺が帰ってきた時に人々から祝福され迎えられる仕組みを準備してくれていたのか」とすげえ感動した俺が馬ば鹿かだった……良晴は呆あきれたが、しかし、これからはじまる羅馬への大航海の旅において、この俺の怪あやしい神号と「相良神社」もなにかの役に立つかもしれない、と思い直した。貿易立国・観光立国の二本立ては、信奈がかねがね考えていたところだ。下手したら天あま草くさ四し郎ろうルートのような気もするが──その時は、その時だ。

（それに、俺がこのお役目を務めている間は、信奈は「神格化」を免まぬがれる。どれほどの業績を残し伝説を築こうとも、人間として生きていける。御所の公く家げ衆からいらない嫌けん疑ぎをかけられることもなくなる。俺は、これからも信奈の盾たてになれる。これでいい）

「関白相良大明神再降臨大祭」。

　新たな日ノ本の聖地となった本能寺から、織田信奈と相良良晴が姿を現したことで、祭りに参加した人々は熱ねつ狂きようし、歩きながら踊った。この日は、無礼講である。身分もなにもない。各地を実効支配する大名たちはみな、「大名」という名めい称しようはそのままに、織田政権に仕える「官かん僚りよう」となっている。時代はいまだ、十六世紀。一足飛びに近代型の政治体制へと移行することは難しい。時代が、追いついていない。だが、良晴から多くの未来知識を得ていた信奈は、慎しん重ちような小早川隆景とともに着々とその布石を打っている。急改革によって破は綻たんせぬように、確実に、ゆっくりと、日ノ本の、いや、世界の人々の意識を変えていくのだ。織田信奈船団の大航海によって。東西文明の邂かい逅こうと融ゆう合ごうという「事件」を起こすことで。

　万ばん感かんの思いで、「祭り」を眺ながめる良晴。

　懐なつかしい人々の顔が、あった。

　その中に──。

「みゃあ～。拙せつ者しやは、南蛮貿易で巨きよ万まんの富を築いた豪ごう商しよう・呂る宋そん助すけ左ざ衛え門もん！　これは呂宋で仕入れてきた高級壺つぼですみゃ～。信奈さまもおひとついかがですかみゃあ？」

「うにゅう。呂宋で拾ってきた便所壺だとバレたら信奈姫に斬ざん首しゆされるでござるよ、木きの下したうぢ」

「左様でござる。強ごう突つく張ばりにもほどがあるでござるじょ」

　ありえない人の顔が、あった。蜂はち須す賀か五右衛門、そして石いし川かわ一かず宗むねと一いつ緒しよに呂宋の便所壺を売り歩いている、その男の顔は──。

「お、おっさん？　藤とう吉きち郎ろうのおっさんじゃねーか？　どうして……？　おっさんは俺を庇かばって鉄てつ砲ぽう傷で死んだはずじゃ……？」

「おっ！　相良良晴、懐かしいみゃあ。ついに一国一城モテモテの悲願を達成したみゃあ？　目め出で度たいみゃあ！　こっちはこっちで、阿あ波わ一国の姫さまになった五右衛門から船団を借りて呂宋に支店を開き、濡ぬれ手に粟あわのぼろ儲けだぎゃあ～！　いずれ、屋や敷しきにぎやまん張りの水すい槽そうを造って、裸はだかの美女をいっぱい泳がせるみゃあ！　やっぱ、武士よりも商人のほうが性しように合っているみゃあ。さっすが木下藤吉郎だぎゃあ！」

　ねえ良晴。呂宋の便所壺ってなに？　開国のどさくさに現れた新手の詐欺師かしら？　なんだか、あんたよりもはるかにスケベそうなおっさんなんだけど……世の女の子たちのために斬首したほうがいい？　と信奈が怪しむが、まあ待て待て！　と良晴は慌あわてて制止。

「そうか！　『一人入れば、一人出る』。それが等価交こう換かんの法則だった。そして、義陽姉さんが俺の代わりにこの時代を去り、未来へ留とどまった……ということは、義陽姉さんが戦国時代を去ったこの世界を俺が『陽世』として確定した瞬しゆん間かんに、世界は『藤吉郎のおっさんが今川軍に撃うたれても死ななかった世界』として収束したのか！」

「おう、相良良晴。言葉の意味はよくわからないが、あの後息を吹ふき返し、幸運にも鉄砲傷から回復して生き延びられたみゃあ！　で、一年前に五右衛門と再会してみゃあ。良晴が信奈さまにお仕えしたので、こっちは商人として銭ぜにを儲けてモテモテはぁれむを築くことにしたみゃー。戦いくさやらなくていいし、税は安いし、最高だぎゃ～！　さあさあ、呂宋渡わたりの高級壺だぎゃ～！」

「うにゅう。阿波の統治とか、大航海のための船団の準備とか、大名稼業は面めん倒どうでござるよ相良うぢ。ともあれ──おかえりなちゃいませ、ふふっ」

「大航海には姉者が同行する。やっぱり忍び仕事が性に合ってるそうでな。留守居役の大名仕事は、妹のそれがしが押おしつけられた。ぷんぷんでごじゃるぞ」

「五右衛門も、一緒か。そうか──もちろん、おっさんも呂宋まで一緒に来てくれるな？　世界の美女を漁あさりまくろうぜ！」

「おうよ！　女漁りなら、お任せだぎゃあ～！　世界のどこかに、美女だけが暮らすという伝説の桃とう源げん郷きよう・女ヶ島があるに違いないみゃ～！　われら二人で探しだすみゃあ、良晴！」

　やっぱりこのおっさんは斬首よ！　良晴になにを吹き込んでるのよー！　さては！　最初にはぁれむがどうのこうのと良晴の道を誤らせたのは、あんたねーっ！　と信奈が激げき怒どするが、なにぶん今日は無礼講である。

　藤吉郎は「ひゑ～。それではまた！」と呂宋壺を担かついで逃にげ去ってしまった。

　五右衛門が「申し訳ないでござる。武家にならなかった分、木下氏の女好きはさらに激しくなりまちて」と信奈と良晴の新しん婚こん夫ふう婦ふに詫わびる。

「何者なの、あの怪しい商人は？　なんだか腑ふに落ちないけれど、まーいいわ。ほら、良晴。あんたを待っていた主立った面々が、みんな上じよう洛らくしているから。夜に大茶会を開いてゆっくり語らう予定だけれど、今はとりあえず挨あい拶さつだけでも。わたしはしばらく後ろで見守っているから」

　相良良晴の帰還を、ずっと待ちわびてきた人々の笑顔が、そこにあった。

「兄さま兄さま兄さま兄さま、お帰りなさいですぞ！　ねねの水みず垢ご離りが天に届いたですぞ！　兄さまぁ～！　抱だっこしてほしいですぞ！」

「ああ、ただいま、ねね！　この一年で、お前もすっかり背が伸のび……てないなあ？」

「乙女おとめに育つのはこれからですぞ！」

　戦国時代に来た良晴にとってのはじめての家族、ねね。

「おうおう。婿むこどのも、すっかり大きくなられて。ねねのいい旦だん那なが見つかったのう」

「はいですぞ！」

「違うっ！　婿どのじゃなく、兄だから！　浅あさ野のの爺じいさん、しっかりしてくれ！」

　浅野又また右衛え門もん。

「親分を一年も待たせるたあ、ろくでもない野や郎ろうだぜ！　だがよ！」

「あ、めでてねえなあ～！　親分の胸も薄うすいままで、大団円だあ！」

「今宵こよいは、本能寺にて大だい宴えん会かいでごわすな！」

「お前らもいいから、そろそろ結婚しろよ？　人間はな……歳としを取るんだぜ……？」

「「「いいや！　親分は！　決して！　汚よごれない！」」」

　川かわ並なみ衆の前まえ野の某なにがしたちと、金ヶ崎以来の良晴譜ふ代だいたち。

「相良妹軍団筆頭、石いし田だ佐さ吉きち改め石田三みつ成なりよ。兄上、万全の準備を整えてお待ちしておりました！　妹にするなら三成～♪」

「兄貴のために大おお坂さか城を築いているのは、この虎とらだぞ。兄貴、お帰りなさいませ。加か藤とう清きよ正まさも、兄貴のご帰還をずっとお待ちしておりました！」

「佐吉の野郎、手て柄がらを独ひとり占じめするつもりっすよ！　大航海先で戦になったら、この福ふく島しま正まさ則のりが大暴れしてやるっすよ、お兄ちゃん！　にょほほ～！」

「みんな、仲良く。兄くん、大おお谷たに紀き之の介すけ改め大谷吉よし継つぐ、以後も妹軍団の調整役として……義陽さまの代わりに……うう……頑がん張ばる……この一年、たいへんだった……」

「ああ。みんな、ただいま！　ケンカすんなよ、ほんと。これからが相良妹軍団が本領を発揮する時だ、頼たのみにしてるからな！」

　それぞれ立派に元服した相良妹軍団──石田三成。加藤清正。福島正則。大谷吉継。

「殿とのおおおおおっ！　まさか、まさか、最後の最後に生しよう涯がい最大の七難八苦が覆くつがえされて、このような日が訪おとずれようとは……！　鹿しか之の助すけは、生きていてよかったです……！」

「「「うおおおおおお！　相良の殿おおおおおおおお！」」」

「尼あま子こ再興は果たされた、次は大航海だ。鹿之助、頼むぞ！」

「ははっ！　時し化けに遭あった際には、私が乗った船を海神への贄にえとして沈しずめていただければ！　それで殿は救われましょう！」

　山やま中なか鹿之助と、尼子十勇士。

「ほっほー。官兵衛の奴やつ、そなたがここにいてくれなくて寂さびしいと、毎日しくしく泣いておったぞ。すっかり『番ばん町ちよう皿さら屋や敷しき』じゃった」

「それは秘密。姉上は照れ屋だから。松しよう寿じゆ丸まるも、黒田家の留守番役として頑張る」

「ああ。半兵衛の病を治す方法を、必ず官兵衛とともに見つけてくる。待っていてくれ！」

　黒田宗そう円えんに連れられた、松寿丸。

「やあやあ、おかえりサルくん！　いや、義兄あに上うえとお呼びしたほうがいいかな？　姉上も、奇妙たちを産んでからはだいぶ落ち着いてねえ。おかげで抜ばつ刀とうされて追いかけられる機会も減ったよ、ははは」

「一年遅おくれてしまいましたが──ご結婚おめでとうございます、相良どの。織田家の嫡ちやく子しはあくまでも奇妙さま。茶々との家か督とく争いが起こらぬよう、われわれも配はい慮りよいたしますね」

「は、母上っ？　イヤぢゃ。茶々が織田家を継つぐのぢゃ～っ！　なんとか言え、サル～！」

「……姉上は、『サル』という言葉から喋しやべることを覚えた……」

「あとあとたいへんそう」

「茶々はサルくんが大好きみたいでねえ、はっはっは！」

「茶々も初はつも江ごうも、もう喋れるようになったのか？　お市に似て頭がいいなあ！　って茶々、俺を見たら引ひっ搔かく癖くせを直せっ！」

　津田信澄と浅あざ井い長なが政まさ。茶々。初。江。

「婿どの、お帰りをお待ちしておりました。これからも、吉をどうかよろしくお願いいたします──この子はこの一年、どれほど辛つらい思いに耐たえて婿どのを待っていたことか。決して、この子の側そばから離はなれないでくださいね。もう、二度と」

「はいっ！　誓ちかいます、お義か母あさん！」

「よかったねー、お義兄にいちゃん！　ついに信奈お姉ちゃんが生涯未亡人人生を免れたよー！　一年前、もしも諦あきらめが早い有う楽らくちゃんが本能寺にいたら、信奈お姉ちゃんに『さくっと切腹しようよ』って進言しかねなかったよね。危なかったあ～」

「ははっ。きっと、信奈にだけ切腹させて有楽は生き延びるルートだったな！」

「えー？　そんなことしないよ～、ひっど～い！」

「帰き蝶ちようも嬉うれしい。これでやっと、信奈お姉ちゃんの抱だき枕まくら役から解放されそう。お姉ちゃんは寝ね相ぞうが悪くて……」

「……予想はしていたが、そうだったのか……実は俺、朝まで信奈と一緒に同じ布ふ団とんで過ごしたことがないから……まさか信奈、寝ながら殴なぐる蹴けるの暴行を、俺に……」

　土つち田だ御ご前ぜん。

　織田有う楽らく斎さい。

　帰蝶。

「満点ですね、良晴どの。最速で戻もどって来ていただけるとは──ほんとうに、ありがとうございます……姫ひめは、やっと報むくわれました」

「長なが秀ひでさんこそ。よく、窮きゆう地ちで信澄を救ってくれた。ありがとう。おかげで信奈の『運命』は覆ったんだ。俺一人の力じゃない。みんなで、成し遂とげたんだよ」

「はい。ほんとうに。これからはどうか、姫のまことの夢のために。大航海という夢のために──」

　丹に羽わ長秀。

「いまだに、あたしにはなにがどうなっているのかわからないっ？　サルっ！　遅おそいじゃないかっ！　どうして一年も留守してたんだっ？　ももももしかして女によ人にん漁りのはぁれむの旅に出ていたのかーっ!?　ぐすっ、ぐすっ」

「違ちがう違う！　かかか勝かつ家いえは、あれだね。ますます胸が大きくなったね？」

「ゆゆゆ指をわきわきさせるなーっ！　無礼講だから触さわられてもいいか、とかつい思ってしまったじゃないかああ！　姫さまに叩たたき斬きられる！」

　柴しば田た勝家。

「……勝家は、もしも良晴と再会できたら大奥入りする気だった。これからはあたしがサルを見張って決してどこにも行かせない、姫さまのもとから立ち去らせないと。あ。犬千代はもう大奥志願者名めい簿ぼに署名している。子供は三匹びき以上産んでみせる。新妻の犬千代はどこもかしこも白くてつるつるで、お餅もちみたいな触り心ごこ地ちで候そうろう」

「なに言ってんだ、犬千代っ？　俺は露ろ離り魂こんじゃねえから！」

「おおおお大奥入りしたがっていたとか言うな、犬っ！　あたしはあくまでも、このサルがふらふら去っていかないようにだなっ……！」

　前まえ田だ犬千代。

「中入りだーっ！　あーっ、『本能寺の変』への参戦が間に合わなくて無念っ！　やっと到とう着ちやくして十倍の兵力を擁ようする惟任軍のまっただ中に飛び込んだ時には、もう戦が終わっていたー！」

「いや、その、きみは間に合わなくてよかったと思うよ？」

　池田恒興。




　以下、良晴と挨拶を交かわした主な人々は──。

「ケッ。あたしが京にいりゃあなあ。惟任軍も公く家げも全員ブチ殺してやってたのによ。玉虫色の決着なんて、すっきりしねーよなー？」

　森長なが可よし。

「あら。帰っていたの。おかげで、藤堂家はすっかり裏切りがお家芸よ」

　藤堂高虎。

「次はアルプス山脈を登ってみたいっす！　インドで買い求めた象を連れて！　ぱおーん！」

　佐さつ々さ成なり政まさ。

「生せい還かんっ！　相良良晴、生還っ！　世界大奥、開設待ったなし！　これでついに姫にも春が！　もはや逃のがれることはできませんよ、いいですねっ？　断ればその時は──」

　斎藤利三。

「おかえりー。竜たつ子こは大奥には入らないぞー。まあでも、義元が入るなら、付き合ってやるか……」

　京きよう極ごく竜子。

「この一年、相良良晴不在の哀かなしみのあまり、あの無む欲よくで遠えん慮りよがちだった半兵衛ちゃんまでがついに恥はじを忍しのんで大奥入りを決めたという噂うわさが……そんなのダメよ！　ヤタガラス、ねこたま、この男をやってしまいなさい！」

「クワーッ！」

「むーん。ご主人さまのご命令にて、ねこたまの剛ごう拳けんをお見み舞まいいたしますぞ。えい。ぽふっ」

「みんな落ち着くにゅ、落ち着くにゅ」

　小お野のお通つう。ヤタガラス、ねこたま、すねこすりのどうぶつ軍団。

「てめー、茶器もプラトン立体も大量にぶっ壊こわしやがって～！　なんたら作戦とやらが終わったら、どれかちょろまかして売っ払ぱらって稼かせぐつもりだったのによ、弁べん償しようしろやあ！」

　吉き良ら網あみ切きり。

「おお。半兵衛を嫁よめに迎むかえていただけるのですか！　あの子はおめん子なので、このままではずっと独り身です。どうか半兵衛にお情けを！　婿どの！　これでわが安あん藤どう家も……ふっふっふっ」

　安藤伊賀。

「ヨシハルさん。ザビエルさまは、あなたにノブナさまを託たくされて、天に召めされました。ヨシハルさんには、お礼をいくら言っても言い尽つくせません……！」

「ヴァリニャーノさまのご命令通り、良晴さんの奥さんになるしかないのでは？　あっ。ボクの女性恐きよう怖ふ症しようはだいぶ治りました！　ただ……最近は……京で活かつ躍やくしすぎたせいか……ボクを付け狙ねらう殿との方がたが増えていて……新たな道が……ソドムへの道が……怖こわいんですううう！」

「な、なにを言っているのですか、んもう。ヨシハルさん、その……や、やはり、地球を回る大航海は危険ですので……ろ、羅馬までご一いつ緒しよします！　どうかなんでもご命令ください！」

　フロイスとオルガンティノ。

「フロイスさまは日ノ本を守護してくださる観かん音のん菩ぼ薩さつ！　相良どのも今や、十字軍から日ノ本を救った相良大明神！　これからはキリシタンと神しん道とうを習合して、お二人の夫ふう婦ふ像を祀まつりますかのう。ぐわっははははは！」

　正しよう覚かく院いん豪ごう盛せい。

「あなたがいない間に、織田信奈に無理矢理ジパングの大名にされちゃったけれど、私は船旅がしたいわ。ガスパールさまとの思い出の地・ゴアに、あのお方のご遺体をお戻ししなくっちゃ。イヤだと言っても、ついていくからね？」

　ヤスケ。

「ああ、ああ、お懐なつかしや。えらいご苦労されはったはずなのに、お元気そうで、なによりでおま。揚あげたこ焼きの屋台を全世界に出店する際の互たがいの取り分ですが、これでどうでっしゃろ？」

「どうか、みそたこ焼きを世界で売る方法をお考え願いたい。あるいは、明智さまにみそたこ焼きを諦めさせる方法を……みそたこ焼きによる世界征せい服ふくを目もく論ろんでいる明智さまを放置しておけば、手前の身代は……！」

「り、きゅ♪」

　今いま井い宗そう久きゆうと津田宗そう及ぎゆう、千せんの利り休きゆう。

「ふん。もう今生では会えぬだろうと思っていたが、まさか一年で帰還するとはな。まさしく、天運を動かす男だったな、お前は──日ノ本はわれらが姫に任せておけ、相良良晴」

「時々、姫は私と入れ替かわって顔を出すと思いますので、その時はよろしくです～」

　服部はつとり半はん蔵ぞう。

　世せ良ら田だ二じ郎ろう三さぶ郎ろう。

「弥八郎の腸はらわたの腐くさったような胡う散さん臭くさい釣つり天てん井じよう計画のせいで、危あやうくおおごとになりかけたわ！　もっとましな宰さい相しようはいないのかしら？　で、でも、少なくとも徳川家には弥八郎より有能な官かん吏りはいない……基本、馬ば鹿かばかり……相良良晴、あなたが推挙しなさい！」

「左様！　三河侍ざむらいは知ち謀ぼうより武！　筋肉！　槍やり！　であります！」

「ちょっと相良良晴？　あんた今、三河侍は芋いも揃ぞろいだ、野人の群れだって思ったでしょーっ！　許せないんだからっ！」

　本多忠ただ勝かつ。

　井い伊い直なお虎とらと榊さかき原ばら康やす政まさ。

「お帰りなさいませ。徳川の姫──家康さまの警固は、お任せください。柳生やぎゆう一族がいる限り、決して万一ということは起こりませぬ」

　柳生石せき舟しゆう斎さい。

　小お笠がさ原わら長なが時とき──は嫁を寝取られた家臣に追われていて、間に合わず。夜の茶会には出席予定。

「梵天丸は、ドレイクに再会するために一緒に大航海に出るそうよ。仙せん台だいは小こ次じ郎ろうに委ねるって。あの子をお願いね。冗じよう談だん半分で、なにをやらかすか、わからないから」

「あい。小次郎にお任せください。母上」

　義よし姫と小次郎。

「なし崩くずし的に伊達だて家に戻ってきてしまったゆえ。梵天丸をどうかお守りくださいゆえ」

「ヘッ。あいつがイスパニアと同盟していたら、日ノ本は真っ二つだったじゃねーか。まったく危ないチビだぜ。おう相良。夜の茶会では出で羽わの鮭さけを食わせてやるからよ。チビガキのお守もり役を頼たのむぞ。あいつはいつまでもガキのままだ、さっさとお前の嫁にしちまえ」

　伊達輝てる宗むねと最も上がみ義よし光あき。

「長い船旅になりますが、すでにヨーロッパでは貴族となっているこの支はせ倉くら常つね長ながに、万ばん事じお任せあれ。なぜか虚きよ言げんのソテロが、『ジパングの次のクィーンは伊達政まさ宗むねさまだ』と吹ふい聴ちようしておられるそうですが……」

　支倉常長。

「ボクも時々、姫の様子を窺うかがいに参りますっ！　ほんとうはずっと一緒に船旅をしたいんですが……」

「こ、小こ十じゆう郎ろうどのが奥おう州しゆうを仕切ってくれないと困る。うちの姫はもう引退してしまったし。その……どうかこれからも、私を支えてほしいのだが……」

「……な、直なお江えどの……かねたん……ぽっ……」

　片かた倉くら小十郎。

　直江兼かね続つぐ。

「あんたたち、女の子同士でなに見つめ合ってるのよー！　このレオンはもちろん行くわよ、羅馬まで！　相良良晴、あんたがイヤだと言っても行くからっ！　ああ。ついにお義姉ねえさまと世界へ乗り出す時が来たんだわ！　羅馬教皇にあづっちーの着ぐるみ踊おどりを見せれば、私も憧あこがれのヨーロッパ貴族に……！　素す敵てき……！」

　蒲生氏郷。

「ウラ。羅馬教皇への土産みやげに、日ノ本の虫をたくさん持っていけ！」

　伊達成しげ実ざね。

「それではめごは、姉者の無事を祈いのって、千せん羽ば鶴づるを折ります」

「姉上の影かげ武む者しや役は猫ねこ姫ひめにお任せ。な～ご～」

　愛めご姫と猫姫。

「もぐもぐ。団子を食え。ワタシはジパングが気に入っているが、たまには里帰りもいいな。第三者勢力として、オスマン帝てい国こくとヨーロッパ諸国の仲立ちを頼む、サガラヨシハル。世界の歴史が変わるぞ」

　ジョバンナ・ロルテス。

「あれから一年か、あなたはまことの英えい雄ゆうになったな……わたしは、景かげ虎とらが心配でどうにも落ち着かなくて、なかなかすっぱりと引退しきれない」

「と言いながら、駿する河がに居着いて温泉三ざん昧まいではないか。いつになったら越後に戻もどるんだ？」

「そ、それは、療りよう養ようのためだ。信しん玄げんの隠かくし湯は、お肌はだにもいい。わたしは存外、長く生きられるかもしれない。ふふっ」

「そういうわけだ。あたしも謙けん信しんもともに、引退してからは温泉三昧で体調もすっかり戻っている。なにより、面めん倒どうなことはすべて徳川家康に押おしつけているからな。というわけで、国内のことは心配するな。行ってこい、相良良晴！」

「本心では、姉上も海を渡わたりたいご様子。ご心配なく。今はこの四し郎ろう勝かつ頼よりが、武たけ田だ家を正式に継ついで甲こう信しんを統治しています」

　上うえ杉すぎ謙信。

　武田信玄。

　武田勝頼。

「あなたたちは毎日毎日一緒に温泉に入っていて、なんだか怪あやしいわよ？　とりあえず、この二人が殿方を婿むこに取るとしたら、どうもあなたしか候補者はいないみたいよ、相良良晴？　え、私？　私は絶対にイヤよーっ！　海かい賊ぞくの親玉に嫁とつぐなんてーっ！　小お田だ原わら城から出たくないっ！　今日だって、この二人に無理矢理連れてこられて……！」

　北ほう条じよう氏うじ康やす。

「あたしは『甲こう陽よう軍ぐん鑑かん』の執しつ筆ぴつで忙いそがしくて、海外への船旅はちょっと……逃にげましょう！」

「あら。わたくしは本場の騎き士したちを見てみたいけれど。是ぜ非ひ、お手合わせ願いたいわね」

「……自分は、なにごとも信玄さまの仰おおせのままに……」

「お久しぶりです、良晴さーんっ！　まさか忘れていませんよねっ？　この武田の副将を！　私の名前を言ってみてくださーいっ！」

　武田四天王。高こう坂さか弾だん正じよう、山やま県がた昌まさ景かげ、馬ば場ば信のぶ春はる、あと一人。

「知謀全振ふり、真さな田だ昌まさ幸ゆき！　今日相良良晴が帰還するほうに全財産を張って、当たったー！　あーはははは！」

「武力全振り、真田幸ゆき村むらだー！　おおばくちだーっ！　だいせいこうだーっ！」

「寿じゆ命みよう全振り、真田信のぶ幸ゆき……うう……寿命が……」

　真田三姉し妹まい。

「佐さ助すけも海を渡ってみたいねー♪　才さい蔵ぞうの故郷はフランスなんだよねー？　一緒に行こうよう♪」

「またニンジャショーをやらされるのか。まっぴらだな、ふん。ま、まあ、佐助がどうしても行きたいというのなら……」

　猿さる飛とび佐助、霧きり隠がくれ才蔵。

「相良良晴、遅おそいにょー！　待ちくたびれていたにょー！」

「……もう半年以上も、京で漫まん才ざいをやっていたぬこ」

「すっかり客が増えたので、東本ほん猫びよう寺じと西本猫寺！　下京にふたつも漫才会場を建てたにょー！」

　けんにょときょうにょ。

「なんやなんや。良晴はんに挨あい拶さつするだけで、こないな行列に並ばなならんのか……もう、うち、会う前に疲つかれてしもうたわ……って、どないな男前になっとるんかと思うとったが、基本的にサル顔のままやん。相変わらずやなー！　良晴はんらしいわ、あっはははは！」

　雑さい賀か孫まご市いち。

「相良良晴、戻るのが遅いんじゃっ！　妹をさんざん泣かせおって！　隆景を嫁にせんとこの期ごに及およんでまだ言い張るなら、しごうしたるけぇね～！」

　吉きつ川かわ元もと春はる。

「がははは！　そら。カキを食え、カキを！　精力つくぞ！　今や織田信奈も三児の母だ、お前一人に毎晩構ってはおられまい！　十字軍艦隊とぶつかった時みてえに、ドーンと行け、ドーンと！」

　村むら上かみ武たけ吉よし。

「おお。わらわの忠実なる家臣、相良良晴よ！　よくぞ黄泉比良坂から舞まい戻ったのう！　褒ほう美びをやろう！　わらわからも、小早川をよろしく頼むのじゃ。吉川も妹に遠えん慮りよしておるが、実はその気があるらしいぞえ」

「えー、そうなんだー。てるは、まだまだ色気より物ぶつ欲よくだからあ。ヨーロッパからお土産いっぱい買ってきてほしいなあ～」

　足利義よし昭あき。

　毛もう利り輝てる元もと。

「恵え瓊けいちゃんが、腹黒い策を思いつきました！　吉川さまがこのどさくさまぎれに無理矢理に大奥入りしてしまえば、隆景さまも追つい随ずいする他ほかはなくなりますよ～」

　暗あん黒こく寺じ恵瓊。

「景さまを、景さまを幸せにしてあげてくださああああい！　僕は！　景さまのためなら、死ねます！　景さまを良晴さまの大奥に入れてくださらないなら、切腹します！　ここに、全国からの署名を集めて参りました！　景さまの大奥入りを嘆たん願がんする人々の数、実に百万人！　いずれ織田政権が未来型の立憲君主制議会政治とやらを実現したいのでしたら、この署名を黙もく殺さつすることはできませんよねえ！」

　穂ほ井い田だ元もと清きよ。

「お久しぶりです！　ずっとお帰りをお待ちしていました！　お姉ちゃんは『絶対にダメよ！』と五月蠅うるさいんですけど。僕を、海の向こうへと連れて行ってくださいますね？」

　長宗我部信のぶ親ちか。

「さ、相良どの……わ、わがご主君・宗麟さまを警護させていただきたいのですが……つ、つまり、私もともに船旅に出たいのですが……よ、よろしいでしょうか？」

　立たち花ばな宗むね茂しげ。

「ばっかも～ん！　なにを恋こいするおなごのように照れてもじもじしておるのじゃ、宗茂！　いつもの若武者ぶり、完かん璧ぺき超ちよう人じんぶりはどこへ行ったのじゃ～！」

「へっ。察しの悪い爺じいさんだぜ。宗茂がどれほどこの日を待ち望んでいたのか、気づけよ。なあ、誾ぎん千ち代よ？」

「知るかーっ！　この誾千代と宗茂の婚こん約やくはどうなったのだーっ！」

「コケーッ！」

　立花道どう雪せつと高たか橋はし紹じよう運うん。

　立花誾千代と、じとっこ。

「いやあ～薩さつ摩まから出るのって、ほんっとに辛つらいし疲れるんだよねえ～。でも、良晴くんはいくつもの時代を旅してきたんでそ？　だったら、私も島津四姉妹の長姉として、きちんと出で迎むかえなきゃね！　お帰りなさいっ！　おみくじ、引く？　当たりが出たら、私を進しん呈てい！」

「あ、姉上。やっと重い腰こしを上げて京に来たとたん、なにを。織田信奈どのが睨にらんで……かつて信奈どのは、私たち薩摩隼はや人とにヨーロッパ行きを命じられた。今こそあの時の命令を果たそうではないか。べ、別に、相良良晴にずっと付いていきたいからじゃないので、そこは誤解してほしくないものだが……げふんげふん」

「私は薩摩を大改革して、日ノ本一の産業都市にしてみせるわ！　相良良晴がいつか言っていた未来のイギリスの産業革命とやらを、世界に先さき駆がけて薩摩が実現すれば──でもその前に、そろそろ私も嫁ぎ先を見つけたいわね……ヨーロッパ見学も必要かも」

「四姉妹仲良く、良晴くんの大奥に入ろう～」

「わ、私は別にそんな気はないが、歳とし久ひさは口は悪いし胸は薄うすいしで、良晴どのに面倒を見てもらうしかないかもしれないな。げふんげふん」

「ちょっと待ちなさいよっ、二人とも？　私をダシにしないで頂ちよう戴だいっ！」

　島津義よし久ひさ。

　島津義よし弘ひろ。

　島津歳久。

「フハハハハ！　お互たがいに新婚だなーっ！　妹との禁断の恋はいいぞ、相良良晴よ！　『五人揃そろって四天王』も上じよう洛らくしておる！　茶会では、肥ひ前ぜんの帝てい王おうたる余の茶をとくと味わうがよいわっ！」

「……毒は入れないから安心しなさい、少々痺しびれてもらうだけだから。相良良晴」

「みゃあ」

　龍りゆう造ぞう寺じ隆たか信のぶと、鍋なべ島しま直なお茂しげ。そして黒くろ猫ねこ。

「ほっほっほ。よいぞよいぞ。世界の医学を進歩させる偉い大だいな航海のはぢまりじゃな。とりあえず半兵衛ちゃんの病の治療は、こう、胸に手を当てて揉もんで悶もん気きを吸い取ってじゃな……わしがやろうとすると殴なぐられるので、そなたが行うがよいぞよいぞ」

　曲ま直な瀬せベルショール。

「長旅、ご苦労さま。ボクは、きみが生せい還かんする日を予測する仕事に全力を使い果たして、疲れ果てたよ……なにしろ信奈さまの命令で、向こう千年分も予想させられたからね……これでやっと出家して、金ヶ崎で散っていった相良軍の兵士たちを弔とむらうことができそうだ」

　土御門久脩。

「フハハハハ！　ヨーロッパ使節団の連中は、こんな絢けん爛らん豪ごう華かな芸術作品を途と中ちゆうでなくしたら取り返しがつかない、とわが安あ土づち城図屛びよう風ぶを日ノ本に置いて帰ってしまったぞ！　ヴァリニャーノめ、なんと小心な！　貴様が羅馬まで持っていって教皇に渡してこい、相良良晴！　この天才・狩野かのう永えい徳とくの渾こん身しんの傑けつ作さくをヨーロッパに披ひ露ろうし、わが名を永遠に世界に広めよ！　これは未来人である貴様の義務だ！」

「……可能ならば、ヨーロッパ諸国の貴婦人方を描えがいてみたい……いやっ、ヨーロッパだけではない。琉球にも……マカオにも……インドにも……アフリカにも……描くべき女によ人にんは、大勢いる……あ、いや、永徳さまよりも美しい女性は世界のどこにもいないだろうが……」

「なにか言ったか、等とう伯はく？　相変わらず顔色の悪い奴やつだ、フハハハハ！」

　狩野永徳と、長は谷せ川がわ等伯。

「いよいよ、『けものラーメン』で世界一の大金持ちになる時が来たタイ！　あ、イスラームでは豚ぶたを食するのは御ご法はつ度とらしいタイね……とんこつに代わるラーメン汁じるのレシピも、売ってほしいタイ！」

　神かみ屋や宗そう湛たん。

「いや～。京の発展ぶりに驚おどろいたさ～。月嶺に無理矢理連れてこられてきたけれど、よかったさ～」

「織田信奈さまとは初対面だねっ！　この、てーげーなお兄ちゃんが、琉球の尚寧王！　わたしは妹の月嶺！　お兄ちゃんのおなり神なの！」

　尚寧王と、月嶺。




　そして──。

「よう。琉球船に乗って、八はち丈じよう島じまから来てやったぜ。まさかお互い、生きて再会できるとはよ。ほんとうにおめえは強運を通り越こした剛ごう運うんの持ち主だぜ、相良良晴。それにつけても、お前に秀ひで家いえを託たくしたオレのこの先見の明よ──いやあ、我ながら自分の智ち者しやぶりに震ふるえるってもんだ。あとは、秀家がお前の嫁よめになってくれれば──もう思い残すことは……げふっ？　なぜ父を殴るんだ、秀家っ？」

「お、お父さま！　秀家はお兄さまの妹ですよっ？　そんな、そんなふしだらな……せっかくの再会なのに、恥はずかしくてお兄さまの顔を見られなくなっちゃったじゃないですか！」

「ま、まあまあ。義理の兄妹きようだいですし、ええんと違ちがいます？　龍造寺と鍋島の例もありますし、天下が平定されて戦いくさがのうなった最近では、武家での義兄妹婚はちょっとした流行はやりで……あっ、痛い痛い！　わたしはただ、殿とのを弁護しようとしただけやさかい！」

　宇う喜き多た直なお家いえと、宇喜多秀家。小こ西にし弥や九く郎ろう改め、小西行ゆき長なが。

「帰ってきたよ、秀家、弥九郎。そして──宇喜多直家。俺は無数の『世界の泡あわ』を見てきた。暗黒の黄泉比良坂に無限の『世界の泡』が煌きらめくさまは、まるで宇宙だった」

「ほう。『涼りよう雲うん星せい友ゆう』って奴やつだな、そりゃ」

「なんだっけ、その爽さわやかな四文字熟語は？　どこかで聞いたような……？」

「なんでもねえよ。ほら。てめえを待っている娘むすめが、そこにいる。律りち儀ぎに列の後ろに並んでやがる。さっさと、行ってやれ」

　宇喜多直家が指し示した先には──。




「……良晴くん……！　お帰りなさい……！」




　相良徳とく千ち代よが、待っていた。

　お供の犬いん童どうと、そして甲か斐い宗そう運うんに護まもられながら。

　相良義陽に代わり、良晴の直系の先祖となった、徳千代が。

　義陽を失った哀かなしみを、徳千代は再会を果たした良晴の前で見せようとはしない。いつもの、あのとびきりの笑顔で、良晴に飛びついてきてくれた。

　いずれ、夜空の妙みよう見けんの星々を眺ながめながら良晴の胸の中で徳千代が泣く日が来るのだろう──だが今は、義陽が愛してやまなかった徳千代の気き遣づかいと笑顔が、良晴にはなによりも有り難がたかった。

「と、徳千代……ね、姉さん……って呼んだほうがいいのかな？」

「いやー！　あたしはほら、『妹慣れ』してるから！　お姉ちゃんって柄がらじゃないから、『徳千代』でいいよ！　ほんとうに、お疲れさま！　怪け我がしたまま、あちこちの世界を飛び回って……たいへんだったね？」

「そうだな。義陽姉さんが俺を救出してくれなかったら、俺はもう戻もどって来られなかった。信奈も本能寺で死んでいたし、この戦国日ノ本もどうなっていたかわからない。あれだけ『すべての実を拾う』と言い続けてきたのに、最後に俺は」

「いいんだよ！　姉上は、良晴くんを救えると、とても嬉うれしそうだったよ！　未来の世界では、良晴くんのご両親がずっと良晴くんの帰りを待ち続けるはずだったんだよね？　でも、姉上が未来のサガラヨシハルとして生きる世界が確定したことで──」

「ああ。俺の父さんと母さんも救われた。そして、信奈も。俺も。この戦国日ノ本も──」

「今夜は犬童と一いつ緒しよに祝い酒だー！　うううう、この一年我が慢まんしてきたのに、良晴くんの顔を見たら涙るい腺せんが緩ゆるんできちゃった……！　姉上はもう……戻ってこない……のかな？」

「いや。いつか再会できる。そのための『道』を、いずれ見つけだす。これからはじまる大航海で──」

　そうだ。義陽姉さんは、未来のサガラヨシハルとして生きる道を選んだ。もう、この時代に戻ってくる方法はない。それでも、なんらかの方法で義陽姉さんと再会することは可能なはずだ。だって俺たちは、義陽姉さんのことを忘れていない。これからも絶対に忘れない。いつの日か。俺は……。

「義陽が叙じよ任にんされる予定の大だい納な言ごんの位は、諸しよ侯こう会議の席で、織田政権の宰さい相しようとなった小早川隆景が『仮に』継つぐことになりそうだ、相良良晴。義陽は、たとえ自分がいなくなっても織田政権は盤ばん石じやくだ、と信じていたのだな」

「……諸侯会議か。議会制政治の雛ひな形がたを、信奈と小早川さんは作ろうとしているのか……甲斐宗運。すまない。俺は、姉さんを」

「いや。これでいい。あいつは、自分がこの世界に生まれてきた意味を、自分で見つけ、選び取ったのだ。お前が義陽の『運命』を変えてくれたからこそ、あいつは──」

「ばうっ！（元気を、出せ！）」

「痛い痛い痛い！　犬童、ベアハッグはやめろ！　死ぬ！」

　良晴が犬童に捕つかまってもがいているところに──。

「なにをやっているですか、このケダモノは！　先せん輩ぱいを放すですう！　鍋なべにするぞオラア！　ですう！　さあ相良先輩、この惟任大納言任官予定光秀が肩かたをお貸しするですう！」

　明智光秀が、奇妙を抱だきながら駆かけつけてきた。

「いや。大納言には、残念ながら……私が推おされそうだ……私は中納言でよいと遠えん慮りよしたのだが……や、やはり、嫉しつ妬とに駆られて本能寺に良晴を横取りしに行ったという失点は……作り話といえども、大きかったらしい」

　小早川隆景は、茶筅を。

「うがーっ！　小早川隆景！　十兵衛は、十兵衛はみんなの犠ぎ牲せいになったのにぃ、酷ひどいですう！　いつもいつも、しれっと美味おいしいところを……！」

「まあまあ、皆みなさん。同じ世界大奥の妻たち同士、仲良くいたしましょう！　おーほほほ！」

「この一年の間に、なんだかもう世界大奥開設が既き成せい事実化しちゃってるよね～。席次を巡めぐって大奥大戦がはじまらなきゃいいね～」

　そして大友宗麟が、三七を抱いている。

　今川義元は両手に扇子せんすを持っているので、手が塞ふさがっているらしい。

「くすんくすん。良晴さんがいつ戻られるかは誰だれにもわかりませんでしたから、相良神社を含ふくめていろいろな法ほ螺ら話ばかりが先行して……どうしましょう。今さら収しゆう拾しゆうつきませんよね、官兵衛さん」

「ふむ。半兵衛は、相良良晴の妹分から奥方に昇しよう格かくする頃ころ合あいだな！　天才のきみとアホの相良良晴では釣つり合ってはいないが、ま、相良良晴は今回の作戦を完かん遂すいしたのだ。特別に許可してやろう！　シメオンは、蘭らん奢じや待たいを超こえる薬を──まだ見ぬ世界の秘密を見つけられればそれでいい！　そしてヨーロッパで学を積んで、世界一軍師となるのだーっ！　あーはははは！」

「わ、わ、わたしは別に、よよよ良晴さんの妻の座だとか、そそそそんな厚かましい望みは……ええと……官兵衛さんも一緒じゃないと……ちらっ、ちらっ」

「え、ええっ？　シメオンはイヤだーっ！　まだもうちょっとお子さまでいたーい！　織田信奈、なんとか言えっ！　『大奥開設を企たくらむ女め狐ぎつねどもは全員三さん条じよう河が原わらで磔はりつけ獄ごく門もんに処す』とかそういう織田政権を瓦が解かいさせる規模の世紀の大だい愚ぐ策さくでなければ、シメオンが知ち恵えを絞しぼって実行してやろう！」

「ふーん。みんな、大奥開設をこのわたしが素す直なおに認めると思ったあ？　残念でしたっ！　その件は後回しよ！　だって、これからわたしと良晴は船団を率いて大おお海うな原ばらへと繰くりだすのだから！　新しん婚こん旅行は世界一周！　羅馬への船旅よ！　織田信奈の大航海時代が、これからはじまるんだから！」

　大奥問題を棚たな上あげにしたまま新婚旅行に先輩を連れだして海の上に監かん禁きんするつもりですう、さすが信奈さまあくどい、と光秀が唇くちびるを尖とがらせる。

「ですが、この十兵衛も信奈さまの大航海に一緒に参加する約束ですう！　船旅の途中、いくらでも先輩の寵ちよう愛あいを頂く機会は……ふ、ふ、ふ」

「わわわわたしはそんないけないことは考えておりませんが、うっかり者のシメオンさんが心配ですし、ご一緒させていただきますね。で、でも、そ、添そい寝ねくらいなら……くすん、くすん」

「わ、私も少なくとも琉球、マカオまでは同行しよう。向こうの人々とは顔なじみだしな。織田信奈と梵天丸という危険極きわまりない二人組がいきなり船団を率いて飛び込んだら、海戦がはじまるかもしれない」

「小早川隆景。あんた、そんなこと言いながら羅馬まで付いてくるつもりでしょ！」

「……うう……そ、そうなるかもしれない……もしもきみが羅馬で倭わ寇こうの如ごとく大暴れしたら、日ノ本と世界の『運命』が……暗転する」

「誰が倭寇よ、誰が！　はあ。もういいわよ。良晴は無事に戻ってきたんだし……義陽お義姉ねえさまが言い残していった『因果の糸』の問題も解決しなくちゃいけないものね……お義姉さまの忠言は、真しん摯しに受け止めないと。『本能寺の変』問題のように、こちらから前へと突つき進んで乗り越えるしかないかも？」

　義陽姉さん。こればかりは、なんという厄やつ介かいな言葉を残してくれたんだとしか、と良晴は天を仰あおいだ。信奈の性格は熟知している。側室を迎むかえたら、信奈のご機き嫌げんを取らねばならない難易度が天文学的に跳はね上がるではないか。そりゃ、俺だって男だし、十兵衛ちゃんや小早川さんの想おもいには応こたえたいけれども……。

　今はいい。今は、信奈が人生最高に上機嫌だから。子供も産んだし「正妻の余よ裕ゆう」があるのだろう。それに、義陽姉さんが未来へ去った今、俺を護まもるためならば俺の正妻としてどんなことだってやる、と信奈は誓ちかっている。

　だが、「あの」織田信奈がいつまでもこんなに寛かん大だいでいられるはずがないのだ。

　大船団での航海中に、「誰が側室入りするか」を巡って姫ひめ武将間の抗こう争そうが起きたりしないだろうな？　羅馬に到とう着ちやくした時には半数が倒たおれているとか。最終的に信奈が「やっぱあんたら死罪！」と全員フカの餌えさにするという展開もありえる。

　良晴は、「本能寺の変」を突とつ破ぱしてなお尽つきぬ苦く悩のうに直面し、頭を抱かかえるのだった。

「因果の糸」、か……スマホが本能寺で焼けた時点で俺が「歴史の修正力」から逃のがれられたという仮説を証明する知恵は、俺にはないし。なんだか半兵衛にも、相談しづらい。むしろ、俺との添い寝を心待ちにしていそうな……一年の間に、半兵衛は、その……女性らしくなった、というか……とはいえ、うかつ者の官兵衛に相談したらいろいろ破は綻たんしそうだし……そもそも、どうやって証明するんだ。これは……詰つんだか……？

「うっ、噓うそですうううっ？　信奈さまが、遠回しに大奥設立を内ない諾だくしたですうううう？　まさかの大おお盤ばん振ぶる舞まい？　この後、酷いどんでん返しの展開が待ってそうです！」

「むふー！　そうとも、これは織田信奈の罠わなだ！　船旅の途と中ちゆうで、側室全員を収容した『大奥船』をいきなり撃げき沈ちんするつもりかもしれないぞーっ！　気をつけろ半兵衛！」

「ふふっ。そうかもしれないわね播はり磨ま。それでも来たい姫は、みんな付いてきなさい！　良晴、今夜の大茶会が終わったら兵庫湊みなとへ行くわよ！　わたしたちの大船団が、良晴の到着を待っているわ！」

「旗き艦かん船長はこの滝川左近なのじゃ！　羅馬に着く頃ころには八頭身美女じゃぞ。行くぞ、よっしー！」

「それでは、われらも踊おどりながら相良神社へ参りますぞ、相良氏うじ！」

「ああ。行こう。みんな。信奈。これから、日ノ本と世界の歴史は変わる！」

「──世界はこんなにも広いんだもの。お義姉さまと再会する『道』もきっと見つけられるわ、良晴。ほら。こうして、手を伸のばせば──だって。わたしたちは彼女のことを、決して忘れない。忘れてなんかいない。この空の下で、繫つながっているんだから──」

「ああ。ケリーちゃんは無事だし、ヨーロッパにもまだプラトン立体があるんだろう？　なら『道』はある！　俺は必ず、すべての実を拾ってみせるさ。信奈と一緒なら」

「デアルカ！　さあ、冒険続行よ。良晴！」







　かくして相良良晴は、忘れがたき人々のもとに、帰き還かんした。

　長きにわたった戦国日ノ本の戦乱は、ここに終結した。

　祭りの盛り上がりが最高潮に達する中、相良良晴は織田信奈の細い肩を抱き寄せながら、京の大通りを歩いてゆく。




　まだ誰も知らない未来が、誰も見たことのない歴史が、これよりはじまろうとしていた。
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【横浜】




　……

　……

　……

　横浜の夜空を、私は見上げている。

　不思議だ。私が知っている夜の星々は、もっとたくさん煌きらめいていて、眩まぶしい程ほどだったような気がする。今夜は、それでも、空気が澄すみ渡わたっている。北ほく斗と七しち星せいを見つけられた。

　私は、あの北斗七星に毎夜、なにかを祈いのっていたような……。

　掌てのひらを、翳かざしてみる。星々に、向けて。




「こら那な波なみ。道みち端ばたで豚ぶたまんを食うな。家の玄げん関かんまであと少しではないか。マンションのエントランスに着くまでには食い終われよ？」

「はふっ、はふっ！　だってえ、あたしは部活の練習でお腹なかすいてるんだもん！　毎日毎晩『SANGOKU大戦争』ばかりやっているアニキとは違ちがうんですう～」

「お前もハマってるだろうが！　おっ。美術館で戦国時代特集がはじまっていたのか。今夜はもう遅おそいから、次の日曜日にでも行こうか？　俺の専門分野は三国志だが、戦国と三国はふたつでひとつ、いわば歴ゲー業界における兄妹きようだいのような関係だからな！　フハハハハハ！」

「どっちが兄でどっちが妹なのさ？　だいいちなんで高校生にもなって、兄が妹をデートに誘さそうかなあ。んもう。いいかげんシスコンを直せっての……って、あれ？　アニキ、天下布武を達成した武将って……織田信長、じゃなかった？」

「うん。なにを言いだすのだ？　織田信長は、あくまでも戦国武将としての通り名。本名は、武将としては破格の女性名・織田信奈だろうが。また日本史で赤点取るぞ、まったく。お前は体力だけはあるが、知力は邢けい道どう栄えいか張ちよう飛ひ並みだな、フハハハハ！」

「えー？　通り名？　本名？　そ、そうだったかなあ？　うーん？　まっ、いいかぁ！　帰ろう！　あたしたちの家へっ！」




　……

　ああ。私の友人が、妹と二人で並んで、家路に就ついている。

　妹──私にも、かつて、食いしん坊ぼうの妹がいたような。妙みようだ。私には、きょうだいはいないはずなのに。それなのに、時々、ありえない感情が湧わき上がってくる。

　こんなにも、満ち足りた日々なのに。この町はとても平和で。私は、両親や友人たちに愛されて。なに不自由ない充じゆう実じつした毎日を過ごしているのに。

　それなのに、胸の奥から、切ないもどかしさが消えない。

　私は夜空に北斗七星を見つけるごとに、なにかを予感している。

「ここではないどこか」に。

「この世界ではない世界」に。

　私は、惹ひかれ続けている。

　なぜなのだろう。

　いつか──もしかしたら。

　誰だれかが、私を、迎むかえに来て──。




「義よし陽はる。美術館はもう閉館だ。帰ろう、私たちの家へ。夜風に当たっていたら、風か邪ぜをひくぞ？」

「昨日のカレーの残りもあるし。それに、お土産みやげに買った安土城を組み立てないといけないでしょう？　いつも夜空を、まるで故郷のように眺ながめていて。ほんとうにかぐや姫みたいね、義陽は。ふふっ」

「義陽は美人だからなあ、母さん。いやあ、娘むすめが母さん似でよかった！　はっはっは」

「あらあら。父さんも、若い頃は美男子だったわよ～？」

「い、今はどうなのかね、今はっ？」

「……くすっ。今、行きます。お父さん。お母さん」

　時々私は、両親に対して申し訳ない気持ちになる。

　こんなにも、愛されているのに。

　どうして私は──「ここではない、別の世界」に、心惹かれているのだろうと。

　その理由がわからないのが、とても、もどかしい。

　胸が締しめ付けられて、切なくなる。

「義陽。また、そんな顔をして。旅へ、出たいのだね。なにかが、義陽を呼び続けているのだね？　いいんだよ。お前も、いつかは一人立ちする時が来るのだから」

「お父さん……」

「そうよ、義陽。でも、いずれあなたが旅に出るとしても、私たちの家はいつまでも義陽、あなたの家よ。いつだって、あなたにとっての港なの。だから、今夜は帰りましょう？」

「……はい。お母さん」

　大おお桟さん橋ばしから、汽笛の音が聞こえてくる中。

　私は、私たちの「家」を、眺めていた。お父さんが設計に携たずさわった美しい港町の一角に立つ、高層マンションを。あの天空に聳そびえる塔とうの一室が、私たちの「家」だ。

　私を、優やさしく受け入れてくれる家。私を、温かく迎え入れてくれる家。

　いつか、私を迎えに来てくれる人が訪れて、旅に出る時が来るのだとしても。

　今は──両親とともに、この限られた時間を過ごそう。そう、私は思った。




　人の生しよう涯がいには、終わりがあって。

　命には、限りがあって。

　かけがえのない人と過ごせる時間も、有限で。

　だから、私は今この瞬しゆん間かんを──「ここではないどこか」に惹かれながらも──たいせつにしなければならないのだ。




　今はまだ、名前も顔も思いだせない、あなた。

　私が焦こがれてやまない、あなた。

　いつかきっと、私たちは再び出会えるはずだから。

　だから──。

　今宵こよいは、ここまでに。




　私は、私を待ってくれている両親のもとへ、駆かけていた。

　美術館を、後にしていた。




　それは──「織田信奈の大航海時代」展からの、帰り道。
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あとがき






　商業出版の世界で「本ほん能のう寺じの変」編に至る道のりはとても長く、途と中ちゆうで頓とん挫ざしそうになったこともあったのですが、読者の皆みなさんのおかげでここに最終巻をお届けできることになりました。そして、最後までイラストを描かいていただいたみやま零先生には感謝の言葉も見つかりません。いろいろとご迷めい惑わくのかけっぱなしで、ほんとうに申し訳ありませんでした。ありがとうございます。

「織お田だ信のぶ奈なの野望」をスタートする際には、いくつかこだわったことがありました。

　まず、某ぼう戦国ＳＬＧのパロディになっていて、一目で作品の内容が伝わる「タイトル」。歴史ものは当時のライトノベルとしては珍めずらしいジャンルだったので、表紙だけで中身を端たん的てきに、そして正確に伝えなければいけないと思いこだわっていたんですね。今思えば、怖こわい者知らずと言いますか、世間知らず故ゆえのかなりの無茶でしたが、奇き跡せき的になんとかなりました。ちなみに、一巻表紙の信奈の見せブラは、みやま先生の独創アイデアです。この見せブラの有無が作品の運命を分けたと思います。

　そして「学園世界に織田信奈を呼ぶのではなく、主人公が戦国時代に召しよう喚かんされる」という設定。以前どこかで書いたと思うのですが、当時作者が夢中になっていた「ゼロの使い魔ま」の戦国時代版をどうしても書きたかったのです。10年前のライトノベル業界は、「学園ものでなければ企き画かくが通らない」という今と真逆の状じよう況きようだった上に、歴史ものがほぼなかったので、とにかくたいへんな苦労をしました。隙すきあらば「学園ものにしろ」とお達しが来ます。タイトルの件とも絡からんで、無理を重ねすぎたとは思います。

　また、「ラストを本文（文章）ではなく、みやま先生の挿さし絵えで締しめる。ラストの挿絵が文章では描えがかれない物語の一部となっていて、いちばん重要なパートになる」というみやま先生の画力に頼たより切った構成。これは当時通っていた創作学校で教わった創作技法をもとに閃ひらめいたのですが、要は、作者が書いた平へい凡ぼんな文章より、みやま先生の絵のほうが「力」が強い、と思ったんですね（笑）。その時の状況によって徹てつ底ていできなかった巻もありますが、たとえばこの22巻のラストの挿絵、つまり「織田信奈の野望」のラストシーンは、みやま先生ご自身から「こうしましょう」とご提案をいただいて描いてもらっています。

　内容面では、当初は中ボス予定だった小こ早ばや川かわさんと良よし晴はるとの恋れん愛あいが燃えあがった頃ころから「良晴がハーレムを作るのか作らないのか問題」というのがずっとありましたが、タイトルが「良晴立志伝」だったら「グッドだガハハー」と即そく座ざに良晴ハーレムを開設したんですけど、なにしろ「織田信奈の野望」ですから、正史本編ではあくまでも信奈と良晴の二人の恋こいの成じよう就じゆ、そして二人が家族を築く過程をメインに描きました。正史続編とかＩＦルートとか可能性はいろいろありますから、小早川さんルートが断たたれたわけではないのですが、正史本編での良晴は最初に信奈に心を奪うばわれており、「本能寺の変を回かい避ひして信奈の運命を変える」ことが良晴のそもそもの「目的」であり「夢」でしたから、作品そして良晴のテーマを完かん遂すいするということで最後は「本能寺の変」エピソードを書かせてもらいました。信奈自身は、21巻でエリザベス女王率いるヨーロッパ文明と邂かい逅こうし、土つち田だ御ご前ぜんとの和解を果たし、良晴と結ばれたことで、実はもう「夢」をほぼ達成しているんですよね。しかし、良晴にとっては、「ここから」だったわけです。

　また、作品全体を通じて「家族」が裏テーマになっていましたが、これは意識して書いたというよりも、お家騒そう動どうを繰くり返す戦国武将を扱あつかっているうちに必然的にそうなったという面が強いです。昔の大河ドラマで観みた、織田信長が弟の信のぶ勝かつを暗殺するシーンや、母親に毒を盛られた伊達だて政まさ宗むねが弟を殺すシーンが、ずっとトラウマになっていたのかもしれません。男同士ならまだしも（「北ほく斗との拳けん」とかあるある）、きょうだいの片方が女の子だと、「それはダメだ」とどうしても止めたくなってしまいます。それで、考えずに行動してくれるわれらが相良さがら良晴に頑がん張ばってもらいました。

　勘かん十じゆう郎ろうとお市いち。毛もう利り三兄妹きようだい。島しま津づ四姉し妹まい。宇う喜き多た直なお家いえと秀ひで家いえ。相良義よし陽ひと相良徳とく千ち代よ。

　みな印象深いキャラクターたちです。

　良晴自身はぜんぜん未来の実家に帰りたがらないキャラクターでしたが、これはスタート当時では珍しかったみたいで、奇き異いに感じられた方もいたかもしれません。今なら「死んで転生」で解決できますが、「召喚」だと生きたまま異世界転移ですから、「元の世界の家族とか友達をどうするの？」問題が必然的に生じてくるわけです。ですが、この問題は「本能寺の変を阻そ止しして未知の歴史を信奈と生きていく」という良晴の「夢」とは相反します。良晴の身体からだはひとつしかなく、両方を解決することは不可能です。そこで──ネタバレになりますので、この続きは本文で。

　おかげさまでおよそ十年に及およぶ長期シリーズとなりましたが、「織田信奈の野望」はいろいろな展開の可能性を無限に孕はらんでいます。マルチバースのひとつとして「学園信奈」もアリですね。ですがとりあえず、「本能寺の変」という運命に立ち向かう織田信奈と相良良晴の物語は、これで一区切りということにいたしとうございます。
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